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まえがき

こ の 便りは､ 筆者が3 2 才の 時 ､ 19 7 5 年1 1 月 1 日から 1 9 7 6 年5 月 1 日ま

で の 6 ケ月 間､ オ ラ ン ダの 研究学園都市で あ る ワ ー ゲ ニ ン ゲ ン に 温室に 関す

る研究の 目的で留学 して い る 間 に書かれました｡
こ の 便りは､ 家族､ 恩師､

同僚 ､ 友人 に留学中の事件や経験を伝える目的 で 書かれたもの であり ､ 通

常の個人的な日記とはやや異なります｡ 妻と子供 に は
､

こ の便り に加えて ､

毎週 2 ､ 3 通 は､ 絵は がきある い は手紙を書い て い ま した｡

初め て の 外国生活で あり ､ 研究､ 生活､ 観光な どに わた っ て 日々 新たな

経験をして ､ 留学中 は興奮の 連続で した｡ 6 ケ 月 の 間 に研究論文を数席書き､

また小 さな専門書の 原稿の 主要部分を書きました｡ 並行して ､
ベ ル ギ ー

､
フ

ラ ン ス
､ ドイ ツ ､ イギリ ス の 研究所を訪ね､ また美術館 ､ 博物館､

公園を

訪 ねたり ､ 観光をしました｡ また多く の 方々 と知り合 い ､ 世話に なりまし

た｡

替かれて から 2 3 年も経て から､ こ の ｢ 便り｣ を公表したの は ､ 5 5 才を抱

えた人間の ､ 若き日 へ の郷愁 に よ る もの で は な い と断定はで きませ んが ､ 研

究者を目指す若者 に こ の ｢便り｣ から何かを感じてもらえればありがた い

と の 思 い が大きな理由です｡ ご批判 ､ ご批評い ただければ率 い です｡ なお､

留学後におけ る 4 剛 こおよ ぶ住居の引 っ 越 しの 間 に ､ 11 月 17 日から 1 2 月

1 9 日ま で の ｢ 便り｣ が紛失して しま い ました｡
こ の 間 に 研究者として い く

つ かの大きな事件､ 教訓を得て ､ それを ｢ 便り｣ に香 い て い たの で ､ 紛失

が残念ですが致し方ありませ ん ｡

｢ 便り｣ の内容は､ 誤字､ 脱字お よ びオ ラ ン ダ語 ､ 英語 などの 地名と人名

の 一 部を カ タ カ ナ表記 に修正 した他は､ 手を加えませ ん で した｡ ｢便り｣ 中

の 登場人物に ご 迷惑をおかけする こ とは無い と信 じて い ますが
､ もしその

ような こ とがほんの少しで もあれば ､ 心からお詫び申し上 げます｡

19 9 9 年 2 月 1 0 日 古在豊樹
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図1 オ ラ ン ダの 地図
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図 2 ワ ー ゲ ニ ン ゲ ン 中心部 の 地図
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1 1 月 4 日

ア ム ス テ ル ダム から

ハ ー

グ に向かう電車

の 中からもや に かす

む牧場を望む

1 1 月 7 日

テ ィ
ー

･ タ イ ム に紅

茶 を 飲 む ホ ニ ー ･

フ ア ン ･ ラ
ー

ル さ ん

1 月 1 7 日

国際 農 業 セ ン タ ー

(I A C) の 道路向か い に

並ぶ 住居

1 2



1 月 2 9 日

国 際 農業 セ ン タ ー

(I A C ) の 8 階から見

た
､

ア イ ス ス ケ
ー ト

を楽しむ人 々

1 月 3 1 日

日本人研修生 の 案内

で ア
ー

ル ス メ ー ア の

鉢物草花生産温室を

見学

2 月 2 日

ベ ル ギ ー の ニ ー セ ン

教授と デ ル ツ ア 教授

を訪ね て討論す る

1 3



2 月 1 1 日

デ イ ク ソ ホ
ー ル ン 氏

の 研究室を訪ね て討

論す る

2 月 1 2 日

国際農業セ ン タ ー を

訪れた ユ リ ア ナ女王

3 月 1 日

オ ラ ン ダ南部 の マ ー

ス トリ ヒ ト で の カ ー

ニ バ ル 風景
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3 月 1 日

オ ラ ン ダ南部の マ ー

ス トリ ヒ ト で の カ ー

ニ バ ル 風景

3 月 9 日

英国 ロ ン ド ン の ホ テ

ル の部屋 で

3 月 1 0 日

英国の 国立農業 工学

研究所 の 建物｡ 昔の

貴族 の 別荘を使用 し

て い る ｡
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3 月 3 0 日

干拓地ジ
ー

ラ ン ド へ

の ドライ ブ の 途中で

の砂丘 に 立 つ ア ル バ

ダ夫妻

3 月 3 0 日

干拓地 ジ ー ラ ン ドへ

の ドラ イ ブ の 途 中 で

の 砂丘 に立 つ 筆者

4 月 1 7 日

キ ュ
ー ケ ン ホ フ の

チ ュ
ー

リ ッ プ畑
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4 月 1 7 日

キ ュ
ー ケ ン ホ フ 公園

4 月 2 4 日

フ ェ ン ロ ー に 現存し

た フ ェ ン ロ ー 温室 の

原型

4 月 2 5 日

オ ッ テ ル ロ
ー

国立森

林公 園 で の お別 れ ピ

ク ニ ッ ク
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4 月 2 5 日

オ ッ テ ル ロ ー 国立森

林公 園 で の お別れピ

ク ニ ッ ク

4 月 2 6 日

テ ィ
ー ･ タイ ム に 同僚

の 話に 耳 を傾 け る ド

ゥイ ッ ト先生
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4 月 2 9 日

ド ゥイ ッ ト先生 の 祝

賀会で ユ ー

モ ア に 富

ん だ祝 辞 を 述 べ る

ハ ー

ス トラ所長

4 月 2 9 日

ドゥイ ッ ト先生 ､ 勲

章(襟章) を胸に ､ 奥

様と記念撮影

19



4 月 3 0 日

ハ ノ ー バ ー 工科大学

に立 つ タ ワ ー

温室

5 月 1 日 帰国 の

飛行機 の 窓か ら､ 万

感の 思 い を込 め て ､

空を眺め る ｡
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1 1 月7 日 (金)

日本の 皆様 ､
お 元気 で すか

日本の皆様､ お元気で すか｡ 私は きわめ て 元気で す ｡ 私が日本 に い る とき､

また出発 に際 して
､ 更に は ､ 現在も多大な ご支援を い ただき ､ 皆様に は心 から

感謝 して い ます ｡ 皆様 の おかげ で
､ 私はオ ラ ン ダで 快適な毎日を送 っ て い ま

す｡

オ ラ ン ダに来 て から6 日間が過 ぎました｡ 日本 に い る妻と子供 ､ 友人 ､ 同僚 ､

先生方が､ 私 に オ ラ ン ダ留学 の 機会を与え て くれた こ と に何とか報 い た い と強

く感じて い ます ｡ と は い え
､

お み や げを買 っ て帰る ほ ど の 金銭的余裕 は な い

し
､

おみ や げで は 私 の 感謝 の 気持ちを表せ な い と感じて い ます ｡ そ こ で
､ 私 の

オラ ン ダ便りを皆様に お送りして ､ 感謝 の 気持ちを伝えたい と思 い ます ｡ た だ

し
､ 毎日忙しい の で

､ 時間をかけ て 正し い 文章を考え た り ､ 字をきれ い に 書く

余裕はありませ ん｡ お許し下さ い ｡ 誤字､ 脱字､ 文法 エ ラ ー が多 い かと思 い ます

が､ 読み返 して 文章を直す時間的余裕がありませ ん ｡ また､ 頭が英語専用 に切り

替わ っ て い て ､ 正し い 日本文がと っ さ に は出て こ な い こ とも理由の
一

つ で す ｡

こ の 手紙 は
､

ひ とまず､ 愛す る妻 と子供､ 大阪府立大学矢吹研究室の矢吹先

生 ､ 鈴木先生､ 青木先生 ､ 坂 口棟 ､ 千葉大学三原研究室の 三 原先生 ､ 高倉先

生 ､ 友人の 重さ ん と文子棟､ 束京 の鷺宮と国分寺に住ん で い る 両親に捧げま

す｡ ただし､
コ ピ ー

部数に 限りがあ る の で皆様で 回し読み して 下さ い ｡ 友人 の

長谷川氏､ 上和田氏 ､ 金関先生 に も見て もら っ て 下さ い ｡ そ の 佃､
こ の 手紙を

喜ん で読ん で 下 さ る と判断 したら ､ 上記の 人以外に読 ん で もら っ て も結構で

す｡ 珍談､ 杏談から静が始まりますが､ び っ くり しなく て結構で す ｡ また私の

真意を理解 してくれ る ようお願 い します ｡ こ の 手紙あ る い は そ の コ ピ ー

を送 る

の は
､ 堺市の 私 の 自宅 ､ 大阪府立大学､ 千葉大学 ､ 鷺宮の 両親宅 の4 か所 で す｡

鷺宮で読み終 っ た こ の手紙､ またはそ の コ ピ ー は ､ 大阪府茨木市 の山口棟宛に

送 っ て 下さ い ｡

1 1 月2 日( 日)

初め ての 外国オ ラン ダヘ

朝瞞 35 分に家を出 る ｡ 路子 ､ 由武､ ゆり､ 由春及び青木夫妻 の 見送りを受け
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て ､ 堺市新家町交差点に て ､ 央吹教授及びそ の 次男 ( と っ ち ん) の タ ク シ ー

に

同乗 し
､ 大阪空港に向かう｡ 日曜日 の せ い か､ 道路 は す い て い て9 時過ぎに は 空

港に到着す る｡ 搭乗手続きを済ませた後､ 3 人 で コ ー

ヒ
ー を飲 み

､
9 時4 0 分頃 に

別れ る ｡ 大阪 に 来 て以来､ 突吹教授に 最も親しみ と尊敬を感じた｡ オ ラ ン ダ留

学の チ ャ ン ス を与えて くれた教授に心から感謝した い ｡ しばらく の 間み やげ物

屋を の ぞ い たりして
､

10 時3 0 分 に東京の 羽田空港 へ 向けて 大阪を発 つ
｡

1 1 時3 5 分頃 に東京羽田空港着｡ 国際便 の 搭乗手続きを した後､ 空港ロ ビ ー

に

行 っ たが
､ 秀子さ ん は 見当たらなか っ た｡ しばらくして ､ 秀子さ ん と達也君が

現れた の で ､ 秀子さ ん は ひ れ か つ 定食を
､ 私と達也君は刺身定食を食べ る ｡ そ

の 後達也君 に は ミ ニ カ
ー

を買 い
､ 陽子 ち ゃ ん の た め に は小さな バ ッ グを買 っ て

や る ｡ ( 由武君と ゆりち ゃ ん や 由春君 に は も っ と立派なお み や げを買 っ て帰り

ます よ｡ ) 秀子さ んから彼女と菅原さ ん からの せ ん 別をもらう｡ 食事後､ 空港

ロ ビ ー に戻 ると
､ 後か ら来た孝彦夫妻と陽子ち ゃ ん の 見送り に会う｡ せ ん 別と

ネク タイ2 本をもらう｡

午後1 時過ぎに 出国手続きの ため に ､ 骨に別れを つ げ､ 税関入 口 に 入 る ｡ 手続

きを終え
､ 出発を待 つ 間 に

､
タ バ コ と ウ イ ス キ ー と絹 の 財布2 個をオ ラ ン ダ人 へ

の おみ や げ用 に買う｡ 自分 の カ メ ラ用 の フ ラ ッ シ ュ も買 っ た｡ 皆と別れ て緊張

が取れ たせ い か ､ 我慢し て い た 頭痛が ひ どくな る｡ 2 時に な る と
､ 搭乗者は バ

ス に 乗 る ように との ア ナウ ン ス があり ､
バ ス で 飛行機ま で行く｡ そして機上 の

人とな る｡ 定時 (1 4 時2 5 分) に 出発 ｡ 定員 は 10 0 人以上 なの に ､ 乗客は2 0 ～

3 0

人 の み ｡ ソ 連
･ ア エ ロ フ ロ ー ト航空 の イリ ュ

ー シ ョ ン6 2 とい う機種で あ る ｡

モ ス ク ワ に着くまで は頭痛が ひ どく ､ 食事も取れなか っ たが ､ モ ス ク ワで
一

度着陸し､ 1 時間ばかり空港ロ ビ ー で休ん で い る 間 に具合い が良くな っ た｡ 外

の 空気を吸 っ た の が良か っ たの で あろう｡ 空港に は 雪が数c m 積も っ て い た｡ 気

温 は - 1
0

c と の こ とだ っ た｡ 3 日続き の 歯痛もおさま っ て きた｡ 頭痛はおそら

く歯痛とそれ に伴う睡眠不足 の せ い だ っ た の だ ろう｡ モ ス ク ワ 空港の ロ ビ ー

は

立派だ っ たし､ 機内 の サ
ー ビ ス も悪くはなか っ た｡ もともと私は､ サ ー ビス 過

剰は好きで はな い の で ち ょう ど良か っ た｡ ｢ 外国 に きたな｣ と感じ始めた｡ 機

内で 三度目の食事を取り ､ 2 ～ 3 時間して からや っ とオ ラ ン ダの ス キポ ー ル 空港

に着く ｡ 空港で 入国手続きを終え ､ 空港近く の ホ テ ル の ､ 出迎 え の バ ス に 乗

り､ 現地時間2 2 時頃ホ テ ル着｡ 熟睡｡
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1 1 月3 日 (月)

ス キ ポ ー

ル 空港 で パ ス ポ ー ト入り財布を盗 られ る

ホ テ ル で朝食を取 っ た後､
ホ テ ル専用 の バ ス で8 時5 0 分頃 に空港 に戻り､ 9 時

発の ユ ト レ ヒ ト駅行き の 空港バ ス に乗る｡
バ ス の ス テ ッ プに 足をかけて乗ろう

とした時に､ 後ろ に 並 ん で い た女の 人 に 一 寸ボ ー

ル ペ ン を貸して くれと言 われ

て貸す｡ そ の 時､ 私 の 前 に 並 ん で バ ス に乗りかけ て い た男 の 人 に ､ 振り向きざ

ま ､ 強く押され る ｡ まさかとは 思 っ たが
､ 座席に腰掛け て背広 の 内ポケ ッ ト に

手をや る と財布がな い ｡ (以下 は息詰ま る ような話だが ハ ッ ピ ー エ ン ドだから

ご 心配なくお読み 下さ い
｡ ) あわて て ､ あち こ ち の ポケ ッ トを探したが見当た

らな い ｡ 次 い で ､ カ バ ン と ス
ー

ツ ケ
ー

ス を捜し た が見当たらな い
｡ ああ ､ あ の

時ス リ盗 られた の か なと思 い ながらも､
バ ス は ユ ト レ ヒ トま で 止 まらな い の

で
､

どうしようもな い ｡
バ ス の 乗客は私を含め て数人 で あ っ た｡ 先程 の ボ ー ル

ペ ン を貸した女と私を押した男 は
､ 逃げて

､
バ ス の 乗客の 中 に は い な い の で あ

る｡

ユ ト レ ヒ ト駅 に着くとすぐ､ 財布をなくしたの で 督察に行きた い が ､ 警察は

どこ かと通行人 に開 い た が オ ラ ン ダ語 で答えられ て
､ さ っ ぱり分 か らな い ｡ そ

こ で
､

近く の ホ テ ル に飛び込 み
､ 電話 の 受付係の 人 に事情を話す ｡ そ して ､ 昨

夜泊ま っ たホ テ ル に 電話を掛けて もら い
､ 私が ホ テ ル に パ ス ポ ー ト

､ 財布を忘

れた の で はな い ことを 一

応確認 した後 ､ タ ク シ
ー

で 督察署 に行く｡

財布に は パ ス ポ
ー

ト､ 旅行者用小切手 (額面4 0 万円) ､ 現金 2 0 0 ドル ､ 帰り

の 航空券､
つ まり全財産が入 っ て い る の で ､ そ の 旨を証明して くれと督察官 に

頼ん だが､ 係が異な る の で私の所で は パ ス ポ ー ト の 紛失証明香しか書 けな い と

言う｡

そこ で 今度は東京銀行 (小切手の 振り だし銀行) の ア ム ス テ ル ダム 支店 に電

話を掛けたら､
ユ ト レ ヒ ト市の督察は そう い うこ と に 馴れ て い な い からア ム ス

テ ル ダム の 警察に行 っ た方が良 い と い う｡ ただし､ 先に ハ ー

グ の 日本大使館 に

行 っ た方が良い と い うの で ､
ハ ー

グ の 日本大使館 へ 行く こ と に した｡
こ の とき

日本円で7 万円とオ ラ ン ダの お金約 1 0 0 ギ ル ダ
ー ( 1 万円) を持 っ て い た の で

､

交通費は十分あ っ て ､ その 日の 生活費に困る こ とはなか っ た｡
ス キポ

ー ル 空港

で 1 万円だけギ ル ダ ー に替えて お い た｡

ハ ー グ へ 行く前に ス
ー

ツ ケ
ー

ス とお み やげの 入 っ た袋を ユ ト レ ヒ ト駅 の
一 時

預かり に預 けて
､ 持ち物を シ ョ ル ダ ー バ ッ グだけ に した｡ 急 い で い る の で ハ ー
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グ駅から タ ク シ ー

に乗 っ た｡ と こ ろ が
､ 私が メ モ して お い た日本大使館の 住所

は古い らしく､
そこ に行 っ たら建物 の 中は から っ ぼ ｡ 運転手が隣の建物 へ 聞き

に行 っ てくれて ､ 移転先を聞き､
や っ と大使館 に着く｡ 大使館に着い たら､ ド

アが開かな い ｡ 呼び鈴を押すと女 の 人の 声がして
､ 今日は1 1 月3 日で文化の 日だ

から休日だ､ 明朝1 0 時頃 に来て くれ､ 今は日本人は誰も い ない と､ ( もち ろ ん

英語 で) 言う｡

仕方なく ア ム ス テ ル ダム に引き返 し
､ 警察署 に行く ｡ そ こ の督察官は親切

で
､ すぐ事故調書を作 っ て くれた｡

パ ス ポ ー トの 番号は別 の紙に控え て あ っ

た｡ 事故調書を持 っ て
､ 東京銀行ア ム ス テ ル ダム 支店に行く ｡ そ こ に は 日本人

が い た｡ オ ラ ン ダに来 て 初 め て 日本語が使えた｡ 事情を説明する と､ 旅行者用

小切手 の 発行番号の 控えを私が持 っ て い たの で
､ それならおそらく旅行者用小

切手は 再発行出来る だ ろうと言う｡

一 安心 で あ る ｡ 小切手が再発行出来るか ど

うかは明日の 午後に分かる からそ の 頃電話して くれと言われ る ｡ 小切手紛失届

を書き終えたら夕方5 時3 0 分を回 っ て い た｡ 昼食を取 っ て い なか っ たの で ､ 自動

販売機で パ ン を買 い
､ 売店で コ カ コ ー ラ を買 っ て 空腹を

一

時的 に満たす ｡ それ

に して もア ム ス テ ル ダム は美しい 町 で あ る と いう印象を受けた｡ 銀行の 人 (西

さ ん と神原さん) が近く の ホ テ ル オ ー ク ラ そ の 他を電話で 当た っ て くれたが､

い ずれも満室で 駄目｡ 結局自分 で捜しますからと い う こ とで別れ る ｡

それ か ら
､

タ ク シ ー ばかりは乗 っ て い られな い の で 市電 で ア ム ス テ ル ダム 中

央駅 に戻り､ 近くの 観光案内所 で ホ テ ル の 予約をしようとしたがそ の 案内所が

見 つ からな い ｡ バ ス の 案内係 に 開くと
､ 観光案内所 は夕方に は閉じて しまうと

の こ とで あ る｡ 結局､ 近く の ホ テ ル を
一

軒ずつ 問い て 回 る こ とにした｡ 大きな

ホ テ ル は皆駄目なようなの で ､ 小さ な安 っ ぼ い ホテ ル を回る こ とにした｡

安ホ テ ル に泊まる

4 軒目 の ホ テ ル に入 っ て びっ くりした｡ ホ テ ル と番 い てある からドア を開けた

ら
､ 中は バ ー なの で あ る ｡ ホ テ ル で は な い の で すかと開くとホ テ ル だと言う｡

シ ン グ ル の 部屋が空 い て い るかと聞くと
､ 空 い て い る と い うの で それで はい く

らかと聞くと5 0 ギル ダ ー (5 千円) と言うの で ､ それ で は頼むと い うと｢ O K｣ と

い い
､ 宿泊者記 入票 に記入する ｡ そ れが終わ る と

､ そ の 人 が盛ん に フ ィ フ

テ ィ
ー

ン ( 15) ､ プリ
ー ズと言うが ､ 何の こ とか分からず､ 聞き直すと､ ホ テ

ル 代は 前払 い だと い う ｡ 私が フ ィ フ テ ィ
ー

ン ( 1 5 ) ギ ル ダ
ー

を フ ィ フ テ イ

(5 0) ギ ル ダ ー と聞き間違え て い た の である ｡
こ の 瞬間 ｢ しま っ た｣ と思 っ

た｡
い くら安い 方が良い と言っ て も1 泊が1 50 0 円は安すぎる｡ しかしもう どうし
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ようもな い ｡ 思 い き っ て 15 ギル ダ
ー 払 っ て部屋 の 鍵 を受け取る ｡

部屋を開ける と畳約2 枚分 の 広さで ､ そ こ に 通常 の ベ ッ ドの 半分 の 幅しかない

ベ ッ ドと安 っ ぼ い 木製 の 椅子が1 つ
､ それ に灰 皿 ､ 水道 の 蛇 口 ､ それ で すべ て

だ っ た ｡ 東京の 山谷､ あ る い は大阪 の 釜 ケ 崎 の ホ テ ル が こうな の だ ろうと思 い

ながら
､

あきら め る ｡ まだ夜8 時半頃だ っ たが ､ 疲れ切 っ て い た の で す ぐベ ッ ド

に横に なる ｡
ベ ッ ドの ス プリ ン グが軟らかす ぎて ベ ッ ドに 乗 る と腰 が3 0 c m 位沈

ん で しまう｡ それ で も､ す ぐ寝 つ い た｡ 夜1 2 時頃 に 目が覚め る ｡ 窓 の 外で
､ 誰

かがけん かをし､ 他 の 人は酒 を飲 ん で 騒 ぎ
､

ともかくうる さ い
｡ 窓から の ぞく

と半分くら い は黒人 である｡

深夜の 訪問者

う つ らう つ らし て結局また寝入 っ て しま っ た｡ しばらくし て 誰 か が私 の 部屋

の ドア をノ ッ ク す る音 に 目を覚ました｡ 暗か っ た が目を こ らし て 見 る と
､ ドア

の ノ ブがかすか に動 い て ､ 外から ドア を開け ようとし て い る の が 分 か る ｡ 時計

を見たら午前4 時前で あ る ｡ もち ろ ん ､ 私 の 知人 で あ る は ず がな い から ､ そ

お
一

つ と ドア の 近く に身構え て
､ もし入 っ て 来 ようと したら ドア を押さえ る 用

意をす る ｡ す べ て無言 の まま で あ る ｡ 声を出す の は まず い と思 っ たか らだ｡

す る と
､

1 分後位に隣の ドア を ノ ッ ク し始め た｡ かなり強く で ある ｡ しか し
､

隣 の 人も何も答えな い ｡ す る と
､ あきらめ て帰る 足音がした｡ だが

､ す ぐ戻 っ

て 来て
､ 今度は 隣 の 部屋 の ドア を激 しく ( おそらく ､ 靴を脱 い で その 靴で)

ノ ッ ク し始めた｡ する と
､ 部屋 の 申から男 の 人 の 声で ｢ イ エ ス｣ と答える の が

聞 こ え､ 部屋 の外から女 の 人が ｢ ジ ョ
ー ｣ と叫ぶ声が聞 こ え た ｡ 30 秒後位 に 隣

の ドア を開け る昔が聞こ えた｡ どうやらその 女と男 は知り合 い らしい ｡ そ して

私 の 部屋を ノ ッ ク した の は部屋を間違えたらしい の で あ る ｡

"

ジ ョ
ー

"

と は 男

の 名前で あろう｡ や や あ っ て ､ そ の 女が激しく泣き出 した｡ 何かを訴えて い る

の だが英語で は な い の で何を言 っ て い る か は分からな い
｡ しかし状況から

､ 女

の 人が何 か辛 い 日 に あ っ て それを泣 い て 訴え て
､ 男が時々 な ぐさめ の 声をかけ

て い る ようだ｡ 安宿だから隣の 声は つ つ 抜けで あ る ｡

2 0分 間位､ 女は間欠的 に泣きじ ゃ く っ て い たが､ そ の うち ､ それが や ん で ､

男 の しの び笑い が始まり ､
ややあ っ て女もくすくす笑 い 出した ｡ どうや らセ ッ

ク ス を始めたらし い
｡ や っ と安心して 再び寝た｡ 次に日が覚めたらまだ朝 の6 時

だ っ たが
､ 長居は無用 な の で ､ 着替えて

､ 昨夜買 っ て お い た菓子 パ ン と バ ナナ

1 本を食 べ て6 時半に楕 を出 る ｡
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1 1 月4 日 (火)

ハ ー グの 日本大使館を探す

ホ テ ル を出 て
､

プラ プ ラ歩きながら アム ス テ ル ダム 中央駅 に着き
､ そ こから

電車に乗 っ て ハ ー

グ の 日本大使館に向かう｡ 時間的 に は まだ早す ぎる が ハ ー

グ

の 町並 み で も見物して から大使館に行 こうと思 っ たの で あ る ｡ と に かく ､ あの

安宿に長居 は無用 で あ る｡ アム ス テ ル ダム から ハ ー グ へ 向かう景色 は素晴らし

い の
一

言 に つ
.

きた｡ 日本で は決して 見られな い 幻想的な情景 で あ る 0

一

面の牧

草地 に牛､ 羊 ､ 馬が群 れ て おり ､
地上2 m 位ま で だけ に 漉 い もやがかか っ て い

る ｡

写真を1 枚撮 っ た｡ そ の 牧草畑 の 中に フ ェ ン ロ
ー

タ イ ブの 連棟温室だけで な

く､ 古 い 塑の 温室や ら
､ 単棟､

2 連棟 の 温室もある ｡
つ く づ くオ ラ ン ダに来て良

か っ たと思う｡ こ の 温室と こ の 牧草地を見ただけで も ､ オ ラ ン ダ に来た意義は

あ っ たと感じた ｡ 今度 ､ 近 い うち に 改め て ゆ っ くり こ の 辺を見 ようと心 に誓

う｡ そん な こ と に心を奪われて い たら
､ 電車が 止ま っ た｡ ｢ あ っ

､
い けな い ､

もう ハ ー

グ に着 い た の か｣ と思 っ て 急 い で 降りたら ､ どうも昨日来た ハ ー

グの

駅 の 印象と異 な る ｡ 急 い で 近く の 人 に ｢ こ こ は ハ ー グ で す か ? ｣ と聞くと

｢ ノ ー ｣ と答えた の で ､ また急 い で 電車に 飛び乗 っ た｡ 電車の 中 で ハ ー

グの 駅

は次 で すかと聞くと
､

い や､ 今停車した駅が ハ ー

グだと言う｡ で は次の 駅 は ど

こ で すかと聞くと ロ ッ テ ル ダム だと い う｡ 仕方が な い の で ロ ッ テ ル ダム ま で

行 っ て ､ またハ ー グ へ 引き返した｡ 時間は 十分あ る の で 別 に あわ て なか っ た｡

ハ ー グ か らロ ッ テ ル ダム へ 行く途中 の 景色 も実に美 しか っ た｡ 木 々 の紅葉､ 牛

の 群れ
､ ま っ す ぐに の びて い る運河 … …

｡ 昨日は忘れ て い た美しさを感じる心

が取り戻せ た ような気がす る ｡

これで
､ 到着後3 日目 に して

､
ハ ー

グ ､
ユ ト レ ヒ ト

､
ロ ッ テ ル ダム ､ ア ム ス テ

ル ダム と オ ラ ン ダの 主要都市の 大部分 は 回 っ た こ と に なる ｡ 再 び ､
ハ ー

グ に

戻 っ た｡ 昨日 は急い で い たの で タ ク シ ー で行 っ たが
､ 今日は1 0 時ま で に行けば

い い の で
､

まだ1 時間以上 の 余裕があ る｡ そ こ で市電 に乗 っ て行く こ とに した｡

案内係に何番線に乗る かを聞い て ､ 8 番線に乗 っ た｡ 車内の 中学生 とおぼしき

女の 子 に 日本大使館に行く に は何と い う駅 で降りたら い い かと聞く と､ 運転手
に たずね てくれて

､ そ こ に来たら教えて や る と い う｡
こ ん な中学生が実に上手

な英語を話す｡ うらやましい 限りだ｡ 何となくうれ しく な っ た｡ 心 はずむ思 い

で あ る ｡ 町並 み も実に美し い
｡
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さて ､ そ の市電 は5 分 も走らな い うち に止ま っ て しま っ た｡ 運転手がオラ ン ダ

語で何か言 っ て い る ｡ 先 ほ どの 中学生 に聞くと､ 前の市電が事故を起 こ したと

言う｡ ぞ ろ ぞろ 乗客が降りだして
､ 市電内に残 っ た の は私と中学生とその 他数

人 に な っ て しま っ た｡ しばらく して後ろ の 車両 (市電 は2 両連結) から小学生が

数人移動して き た ｡ 2 0 分位待 っ たが
､ 市電 は 動かな い

｡ す る と中学生 は小学生

に何やら言 っ た後､ 私に ｢ 私は市電を降り て バ ス で学校 に行く が､
こ の 小学生

が市電 で 大使館 の 方 に行く の で
､ 後は彼ら に聞い て くれ｣ と言う の で

､ 中学生

と別れ る｡

また
､

1 0 分 ほ ど待 っ たが
､

まだ動かな い
｡ 小学生 は 運転手 に何やらオ ラ ン ダ

語で 聞 い た後､ 私達も バ ス で 行 こ うと言う の で市電を降り る ｡ こ の 小学生 の 英

語はあまり上手 で な い
｡

バ ス を降り て 小学生と1 0 分位あち こ ち探した後に大使

館を見 つ ける ｡ そ の 小学生 に ､ 持ち合わ せ の 日本 の5 円玉 と1 0 円玉 を1 枚ず つ

や っ て 握手して 別れ る ｡ と て も親切な国民 で ある ｡ 5 円玉と1 0 円玉をもら っ た こ

とをと て も喜ん で くれた｡ 大使館を探し て い る 間も周囲 の 景色 の 美しさ に 心を

奪われた｡ 古城 あり ､ 古びた教会あり ､ 紅葉した樹 々
､ れ ん が造り の 道路､ 充

分 に広 い 庭をと っ た家 々
… …

｡

大使館で の パ ス ポ ー

ト再発行依頼 の 手続きはす ぐに終わ っ た｡ 2 ～ 3 週間以内

に パ ス ポ ー トは 再発行され る か ら､ 連絡す る と の こ と で あ る ｡

一

件落着｡ テ

レ ッ ク ス 代 17 ギ ル ダ ー (l
,
7 0 0 円) を払えば 1 0 日以内 に パ ス ポ ー トを再発行す

る こ とが可能だと言われたが ､ オラ ン ダから出国しなければ別 に パ ス ポ
ー

トは

必要な い だ ろうと い うの で ､ 1 7 ギ ル ダ ー を倹約 した ｡

旅行者用小切手と航空券の 再発行手続きをする

次は旅行者用小切手 の 再発行で あ る ｡ 昼過ぎま で に ア ム ス テ ル ダム の 束京銀

行に行かなければなら な い の で タ ク シ ー

を電話で呼ん で もらうと
､

どう い う訳

か2 ～ 3 分以内に タ ク シ ー が来る｡ ア ム ス テ ル ダム 中央駅 に戻 っ て 東京銀行 に電

話す る と､ 東京に テ レ ッ ク ス を打 っ たら旅行者用小切手を再発行して よ い と言

われた とい う｡ 銀行に着くとすぐ に再発行して くれた｡ お礼を言 っ て銀行を出

る ｡

パ ス ポ ー ト､ 小切手が終わ っ たの で
､ 次は航空券 の 再発行手続き で あ る ｡ 私

の ア エ ロ フ ロ
ー

ト航空会社の航空券はJ A L ( 日本航空) を通じて 買 っ た の でJ A L

の ア ム ス テ ル ダ ム支店 に行 っ たら
､ ｢ ソ 連 の ア エ ロ フ ロ ー ト航空会社 の 券で は

どうしようもな い
｡ 安 い 飛行機運賃で 済ませ ようとしてJ A L 航空券を買 わなか っ

た罰である ｡ 航空券 の 再発行は出来な い ｡ ｣ と日本人 の 社員 に言われた｡ 事情
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を了解したらしい 隣の オ ラ ン ダの 女 の 人が
､

ア エ ロ フ ロ
ー

ト航空会社 の ア ム ス

テ ル ダム 支店は この 近くだから
一

応行 っ て み たら､
と耳打ちして くれたの で ､

道順を聞 い て そ こ へ 行く ｡ す ぐ見 つ か っ た｡

事情を話すと､ 航空券の 番号を覚えて い る かと言う の で
､ 覚えて い ない が帰

り の 便は 19 76 年 5 月1 日 の S U 58 5 便だと い うこ とは覚え て い た の で そ の 旨を告

げ､ 私の 名前も言 っ たら
､ すぐ調 べ てくれ て ､ 確か に あなたはそ の 便を予約し

て い る と言 っ て くれた｡ そして確認 の ため に
､

日本 の 大阪 に 照会して から再発

行の手続きをする と言う の で ､ ワ
ー ゲ ニ ン ゲ ン で宿泊す る こ とに なる住所を伝

え て お い た｡
こ の 時点で

､ 盗られた財布に入 っ て い たも の で 未だ戻 る こ と に

な っ て い な い の は
､ 現金 2 0 0 ドル だけに な っ た｡ 出発前 に住友海上保険の 盗難

保険に加入して い たの で
､ 失 っ た現金2 00 ドル も何 とかな る かもしれない

､
と思

う｡ あとで ゆ っ くり
`

保険契約書
,

を読ん で み よう｡

ア エ ロ フ ロ ー

ト航空会社 の ア ム ス テ ル ダム 支店は市の 中心 に あり ､ そ こ に行

く途中で ､ オ ラ ン ダ観光案内書に書い て あ っ た多く の も の を見かけた0 街頭 で

オ ル ゴ ー ル を奏で て チ ッ プをもらう芸人､ ｢ 生 に しん｣ の 酢潰け､ き ゅ うりの ピ

ク ル ス の 街頭売りなどで あ る｡ 生 に しん とき ゅ うり の ピ ク ル ス を1 ギ ル ダ ー

払 っ

て食べ る ｡ なかなか い ける ｡ 日本 の｢ しめさば｣ ､ あ る い は､ ｢ こ はだ｣ の 酢漬け

み た い で あ る｡

次い で ､ 近く の市場をち ょ っ と見て 回 る｡ ゆ っ くり見たか っ たがな る べ く早

く ワ ー ゲ ニ ン ゲ ン に行かなければならな い の で ､ ア ム ス テ ル ダム 中央駅 に向

か っ た｡ ワ ー ゲ ニ ン ゲ ン のI A C (I n te rn ati o n al A g ri c u lt u r al C e n t er: 国際農業セ ン

タ ー ) の 事務局長で ある チ ッ プさん (M r . Tip ) に は パ ス ポ ー トをなくした の で ､

そちら に着くの は夕方遅くな るかもしれな い と電話で伝えて お い たが ､ あまり

待た せ て は悪 い ｡

や っ とワ ー

ゲニ ン ゲン に到着する

エ デ ･ ワ
ー

ゲ ニ ン ゲ ン(E d e - W ag e ni n g e n) とい う駅 で降り､ そ こ から バ ス に乗

り､ 終点の ワ ー ゲ ニ ン ゲ ン ･ バ ス ･ タ
ー ミ ナ ル で 降り る ｡ こ の 時､ 私が大きな

ス
ー

ツ ケ
ー

ス とかばんを持 っ て い たの で ､ 高校生く ら い の女の 子が ｢ M a y I b elp

y o u ? ( お手伝い しまし ょ うか) ｣ と言 っ て くれた ｡ ｢ T h a n k y o u ･ (ありがと

う) ｣ と言うと
､ 私の 自転車が近く に置い てある の で それを持 っ て く る から

待 っ て下さ い
､ その自転車であなた の ス

ー

ツ ケ
ー

ス を運んで あげまし ょうと言

う｡ ありがた い ことで あ る ｡ そ の女の 子に も別れ際に 日本 の 5 0 円玉と 5 円玉

をあげる ｡ する と
､

こ の コ イ ン は私の ア ル バ ム に 貼 っ て ､ 日本人からの贈り物
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として大切 に しますと言 っ てくれた｡ 皆､ 親切 である｡ 午後4 時半頃であ っ た｡

仏 C に着き､ 早速 チ ッ プさん に会い
､ 事情を説明する ｡ 合わせ て

､ 私が入国

ビザ を持 っ て い な い 旨を告げる｡ する と彼は
､ ｢ こ れ は 私が今ま で出会っ た中

で最悪 の ケ ー

ス だ｡ ｣ と言 っ た｡ と に かく ､ ビザがなければ不法滞在に なる の

で ､ 明 日 この 近く の警察に 出頭 し ようと言われた ｡ そ の後､ チ ッ プさんは､ 私

の 受入れ研究者で あ る ア ル バ ダ氏( D r . A lb e r d a) に電話して くれたが ､ 会議中で

こちら に は来られな い と言う ｡ そ の後､ 事務室 の会計係に行 っ て ､ 今月分 の奨

学金4 万 円と半年間分 の 本代として4 万円､ 計8 万円相当をギ ル ダ ー で もら っ た｡

その 事務室で偶然居合わせ た ク ロ イさ ん( M is s . C r o y) を紹介された｡ 彼女 は

温室の 環境調節を勉強して い て
､ 私と同じB S (作物 ･

草地研究所) に所属す る

と の こ とで ある ｡ ドイ ツ 人で まだ2 0 歳すぎくら い だ が
､ 流暢な英語 で 早 口 に話

すの で半分くら い しか聞き取れなか っ た｡ 部屋 で ひ と休み して い る と ア ル バ ダ

氏から電話が掛かり､ I A C の 私 の 部屋ま で 来 て くれた ｡
パ ス ポ ー

トの 件で 同情

され
､

1 0 分程度話したが
､ 疲れて い る だ ろうから早く寝 なさ い と言われ て すぐ

別れ た ｡ 明日 ､ 夕食に招待して くれ る とい う ｡

IA C の 1 階 に ある レ ス ト ラ ン で夕食 を6 時半に取 っ た｡ セ ル フ サ
ー ビ ス の カ

フ ェ テ リ ア方式で あ る が ､ 粗食 に慣れ て い る 私 に は立 派な料理 で ､ と て も良

か っ た｡ 食事を して い る と ､ 前に 日本人とお ぼ しき人が来て 座 っ た の で ､ 日本

人で すかと聞くと
､

い や韓国人だ ､ だ が 日本人ならあそ こ に2 人座 っ て い る よ と

言う の で見る と
､ 確か に 日本人らし い ｡ 食事後､ 挨拶に行く｡

失敗と冒険を大 い に 笑う

東北 の 大学 の 坂本さ ん と九州 の 大学の 山口 さ ん で ､ ほ ぼ 同年代だ っ た ｡ しば

らくして ､ もうl 人若 い 日本人が来 て
､ 松浦で す､ 東京大学農学部 の 環境調節工

学研究室を昭和4 6 年に卒業しましたと言う｡ 出発前に オ ラ ン ダ に松浦と い う人

が い る ら しい と岡田君に開い て は い たが
､

び っ くり した｡ その 後､ 小林夫妻 と

い う方が来た ｡ 彼らは こ こ に い る の は2 日間だけで 明日は ドイ ツ に帰る とい う｡

ドイ ツ の カ ー ル ス
･ ル ー エ に留学して い て

､
たまたま こ こ に来たらし い ｡ そ

･

こ

で
､ 私が こ の2 日間の 体験談の 概略を皆に話して ､ 皆で大笑い した ｡ 私 も大 い に

笑 っ た｡

本当 に有意義な2 日間だ っ た｡

一 刻 一 刻に これだけ の意義を感じた こ と はか つ

て なか っ た｡ す べ て が新鮮で
､ 充実して い た｡ たとえ こ れ で旅行者用小切手が

再発行されなく て も､ オ ラ ン ダに来た意轟は充分あ っ たと思う ｡
マ ン ネリ化し

た生活から の 完全な脱却で ある ｡ 多くを学ん だ｡ 実際 ､
こ の2 日間 は 不思議な こ
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と に､ 楽しか っ た｡ 本当に愉快で あ っ た｡ 自分 で も説明が付かな い
｡ 途方に暮

れ る よ り は 冒険心 の 方がず っ と強か っ た｡

仏 C に 日本人が こん な に い る とは知らなか っ た の で ､ 何だかち ょ っ とが っ か

りした ような気がした｡ 日本語 はもうしばらく使わな い だ ろうと思 っ て い た矢

先だ っ た からで ある｡ で も何かの 時 は お互 い に助け合え る だ ろう ｡ 坂本 ･ 山口

氏 は2 人とも薬学 の 研究者で 有機化学の 研究所 に い る と言 っ て い た ｡

夜8 時過ぎに自分 の 部屋 に戻り､
日本から持 っ て きた梅干しを食 べ る｡ 部屋は

日本 の ビ ジネ ス ホ テ ル の シ ン グル ル
ー

ム よ り や や大き い
｡

ベ ッ ド
､ 机､ 洗面

所 ､
トイ レ

､
シ ャ ワ ー (風呂は なし) ､ 本棚 ､ 衣装棚 ､ そ の 佃棚 2 つ で あ る｡

こ れ から半年間､
こ の 部屋 で寝泊まりす る こ と に な る ｡ 荷物を多少片付けた後

に ベ ッ ドに 入り､ チ ッ プさ ん か らもら っ たIA C の 案内書を読み なが ら寝入 る ｡

目を閉じる と頭 の 中で 英語が飛 び交 っ て い る ｡

千金 に億する経験をする

こ の2 日 間で何人と話 した だろう｡ と にかく､ 電話の 掛け方､ 電車の 乗り方 ､

交通信号 の 見方､ 電車が何番の プラ ッ トホ ー

ム から発車す る か､ 電車や バ ス の

切符の 買 い 方､ 銀行 ､ 大使館等の 住所と電話番号等す べ て 知らな い こ とばかり

で あ っ た ｡ 平均して2 0 分 に日計は誰か に何 かを聞 い て い た こ と に な る だ ろうか

ら､ こ の2 日間で1 00 人位 の 人と爵をした こ とに な る ｡ 貴重な体験 で あ る｡ ア ム

ス テ ル ダ ム に半年間くら い 住ん で い て もこ れだけ多種 の 人と話した人 は い ない

かもしれな い
｡

一 つ 気付 い た ことがある ｡ 始め は も の をたずね る の に年輩の 人ばかりを選 ん

だ0 老人 の 方 が親切 に教 えてくれ る だろうと思 っ たから で あ る ｡ 確か に その 通

りだ が ､ 残念ながら彼ら の 多く は 英語がうまく なく ､ 要領を得な い
｡ そ こ で次

第に若い 人 に開き始め た0 若い 人は 一

般 に英語がうま い
｡ そ七 て 男 も女も要領

よ く教えて くれ る｡ 男 に して も女に して も､ 通りを所狭しと歩い て い る の は
､

大阪で 会えば思わず振り返 る ような美男子 ､ 美女で あ る ｡ そ こで つ い 聞く の を

遠慮して い たが
､ そうも言 っ て い られな い 0 正確な情報は やはり若 い 人から の

方が得や す い ようで ある 0 かくして通常なら ス キポ
ー

ル 空港からIA C まで2 時間

足らず で 到着す る とこ ろを
､ 私 は50 時間位かか っ て 到着した｡

部屋 に 入 っ て
､ 盗難保険の 契約書を読 むと､ どうやら失 っ たお金 を返 して く

れそうで ある 0 住友生命保険の代理店が ア ム ス テ ル ダム に ある の で
､ 今度行っ

た時 に寄 っ て み ようと思うQ うまく い けば､ 失 っ たも の は す べ て 戻り､ 得たも
の は非常に大き い こ と に なる ｡ 万歳!
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財布を盗られた の は 一 応､ ｢ 事故｣ で ある ｡ 私 の 落ち度と い えば
､ 背広の内

ポケ ッ トの ｢ ボ タ ン｣ を掛けて い なか っ たこ と位である ｡ しか し､ あの場合､

あれだけ の プロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル なス リ で は､ ボ タ ン を掛けて い て も駄目だ っ た

だろう｡ 大切な の は そ の 後 の 処理 で あ る ｡ こ れ は大体に お い て 正 しか っ たと思

う｡ 処理 の 順序も パ ス ポ
ー

ト､ 旅行者用小切手､ 航空券､ 現金と大事な順 に処

理した｡ 誰 に で も臆 せ ず に何で も聞 い たの が良か っ た｡ 親切 に 敢 えて くれたオ

ラ ン ダの 人 々 に感謝す る ｡ 財布を盗ん だ2 人組に も今とな っ て は感謝した い 位 で

ある ｡ 先ほ ど書 い た ｢ 山 口 さ ん と坂本さ ん｣ は オ ラ ン ダに釆て4 0 日に なる が ､

ス キポ ー ル 空港からI A C に直行し､ それ以来､
ワ ー ゲ ニ ン ゲ ン からまだ

一

歩も

外に 出 て い な い と い う｡ 何事もな い の と何事かがあ っ て ベ ス トを尽くすの と で

はどちらが良 い かは 即断 で きない ｡

1 1 月5 日 (水)

警察署 に 出頭する

朝9 時に チ ッ プさ ん の 部屋 に行く ｡ ち ょ うどコ ー

ヒ
ー

タ イ ム だ っ たの で
､

コ ー

ヒ
ー

を ご 馳走 に なる ｡ こ ちら で は決ま っ た時間 に な る と コ ー

ヒ
ー

を飲 む よう

だ｡ 事務系の 部屋 に は 係 の 人が コ ー ヒ ー ワ ゴ ン に ポ ッ トと カ ッ プを の せ て 運

び､ 希望を聞 い て 回りながら ､
コ ー

ヒ
ー

また は紅茶を注 い で い く ｡

ワ ー ゲ ニ ン ゲ ン の 督察署 はIA C の す ぐ近く だっ た ｡ 啓察官は チ ッ プさ ん と知

り合い らしく､ 話は フ ラ ン ク に進められた｡ そして ､ オ ラ ン ダ語で審かれた何

か の 誓約音 にサイ ン をし ろ と言われ ､ パ ス ポ ー トと航空券が再発行された時点
で また来 い と言 われた｡ 塩辛して 別れ る ｡

買い 物をする

午後 は ス
ー

ス トさ ん(M r .Is a c S o est) に ワ
ー

ゲ ニ ン ゲ ン の 町 の 中を車で案内し

て もらう こ と に な っ た｡ 2 時に彼 の オ フ ィ ス に行くと
､ まずコ

ー

ヒ
ー

を勧めら

れ ､

一

服する ｡ 彼は､ あなた の コ ー

トは軽すぎ る (生地が薄 い) ､ それ で は

ワ ー

ゲ ニ ン ゲ ン の 冬は越せな い
､ 私が つ い て い っ て や る からも っ と厚 い 生地 の

コ ー ト を買うこ とを強く勧め る ､ と言 っ た｡ 更に マ フ ラ ー と手袋も必要だ ろ

う､ それ に 中古 の 自転車も必要 だろう ､ 安くて質の 良い 品を売 っ て い る店を数

えて や る と言う ｡

そう い うわけ で ､ まずI A C の すぐ近く の シ ョ ッ ピ ン グ街に行く ｡ I A C から5 分
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もかからな い 所 で あ る ｡ とて も小ぎれい な店が2
～ 3 0 0 m 続い て ､ そ の 雰囲気の

良い こ とと い っ たら ､ 東京の銀座や京都 の 八条町 とか大阪の 心斎橋 に相当す

る ｡ 雰囲気に ゆ とりがあ る ｡ 最初 に洋服屋 に連 れ て い っ て もら っ た 0 売場が

50 m X 5 0 m 程の大きな店で あ る ｡ そ こ で コ ー トとマ フ ラ ー を買 っ た0 全部で18 0

ギル ダ
ー で あ っ た｡ 私が コ

ー トとマ フ ラ
ー を選 ぶ の に1 分もかからな い の で驚い

て い た ( 私の 洋服選びは常に3 0 秒以内で終了す る) 0

次に ､
ス

ー パ ー マ ー ケ ッ ト に寄 っ て ､ 7 ギル ダ ー

の 手袋を買 っ た0 そ こ の2 階

で文房具を売 っ て い たの で
､
便 せ ん ､ 封筒､

ノ ー

トを買う0 とに かく 良 い 町で

あ る｡ 歩い て い る少年少女 ､ 子供がかわ い い
0 顔もかわ い い の だが

､ 服装が ア

力 抜けて い る｡ 10 才前後の 子どもが実に セ ン ス の 良い 服を着て い る ｡ 子供 の 時

から の 育ち方 が 日本人とは異なる の だろう｡ と こ ろ が ､ 大人 ､ 特に2 0 ～ 3 0 才の

男女の 服 は実 に ラ フ で ある 0 ネク タイをして い る 人 は ほ とん ど見かけ な い
0 と

て も良い ｡ ヒ ゲズラ
､

ジ ー パ ン
､

ズ ッ ク靴 の 青年 が多 い
0

買 い 物が済ん だの で
､ 私が世話に な る ア ル バ ダ氏 の 作物 ･ 草地研究所(IB S) に

連れ て い っ て もらう ｡ ス
ー

ス トさ ん は事務員な の で 研究 の こ と に は 何 も触れ

ず､
ⅢS の 中 にも入らず､ 外か らち ょ っ と眺め ただけだ っ た0 次 に は ワ

ー

ゲ ニ ン

ゲ ン の 町をぐる りと案内して や る と言う｡ 車中で ､ 土地お よ び家 の 値段 の 話が

出たの で
､ 日本 の 大阪や東京で は土地 の値段が住宅街で も10 万円 / m

2位はす る

と言うとび っ くりして い た｡ ワ
ー

ゲ ニ ン ゲ ンで は
一

番良い と こ ろ で も1 万 円/ m
ヱ

だと い う｡

土地 の 話がき っ かけとな っ て
､ 彼は自分の 身の 上話をし は じめ た ｡ 彼は傲

初､ 学校の 先生だ っ たが
､

や や 難聴気味 に なり､ 生活上 の 不便は な い が遠くの

生徒の 声が聞き にくくな っ た の で 先生を や め ､
I A C に勤めはじめた｡ 彼 の 奥さ

ん は 学校の 先生をして い る ｡ 彼の 母は8 0 才で 同居して い る が1 0 日程 前に 階段を

踏み外して ､ 肩 の 骨と ろ っ 骨を折り ､ 今は入院して い る ｡ 彼の 父が今彼の住ん

で い る家をい くらで 買 い
､ そ の 時植えた木が今どれくらい の 大きさ に な っ て い

る かなどに つ い て話して くれた｡

オラン ダの家庭をか い ま見る

私が彼 の 話に質問を交えながら熱心 に聞 い たせ い か ､ それなら 一 寸だけ彼の

家を外から眺め て も良い と言うの で ､ 是非見た い と言 っ た｡ 彼 の 家 は前後 に4 0

坪ほ どの 庭 の ある7
～ 8 部屋ある 立派な家だ っ た｡ 魔 の 物置､ 洗濯用 の 小屋 ､ 自

分の 趣味用 の 小屋は自分で作 っ たの だと いう ｡ 彼は ス テ レオ ､ カ メ ラ ､ 木工 が

趣味だと い う｡ 彼の家は何と立派な こ とかと私がまたほ めた せ い か ､ で は､

-
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寸家の 中 に入 っ て みようかとい う こ とに な っ た｡ 女房は学校の先生をして い る

の で部屋を汚して い る が ､ どうか気に しない でくれと言う｡ 是非見た い と答え

た｡

玄関を入 る とすぐ1 0 m X 4 m の 大きな居間と台所があ っ た｡ 黒猫が2 匹 い た ｡

子供が い な い の で 子供代わりだと い う｡ 居間 に は 立派なス テ レ オ装置が置 い て

あ る｡ 4 ス ピ ー カ ー

の 本格派で あ る｡ ピ ッ ク ･ ア ッ プ は特別製 で ､ レ コ ー ドの 最

後に来る と
､ 定位置に 戻 っ て停止する の で は なく､ 指定した位置ま で戻 っ て 何

回で も演奏を繰り返す の だと い う｡ ピ ッ ク ･ ア ッ プの ウ デ は 回転運動で なく ､

平行移動して 元 に戻る仕掛け に な っ て い る ｡
バ ッ ハ の レ コ ー

ドをかけて くれた

が
､

その 昔が素晴らし い ｡ ス テ レ オ の 音が こ ん な に良い とは知らなか っ た｡
コ

ンサ
ー

トホ ー

ル の臨場感に かなり近 い と感謝の 言葉を述 べ て ､ ス テ レオ ･ メ ー

カ ー の 会社名を聞 い たらオ ラ ン ダのB & 0 ( B a n g & 0 1 ufs e n) 社だと い う｡ 日本

の ア カイヤ ソ ニ ー も音 質が良く て安 い が ､ B & 0 社 の ア ン プとス ピ ー カ ー は値

段は高い が最高の 質を持 っ て い る と い う｡ こ の ア ン プを買うこ と に決め る の に

2 年間かけたと い う｡ あらゆ る カ タ ロ グ を集め､

一

覧表を作り､ 性能と値段 を比

較し､ 良さそうなもの を選 ん で
､ 今度は それを実際 に ス テ レ オ の 専門店に行 っ

て 聞 い て 比較したの だと い う ｡ ア ン プだけで2 0 万円と い う｡ ス ピ ー カ ー

もB &

0 社だ っ たが
､

こ れは贈 られたもの だからと言 っ て ､ 値段は 言わなか っ た｡

こ ん な良い 音の ス テ レオは初めて知 っ たと重ねて 言 っ たら ､ 80 才の 母が退院

して 元気に な っ たら
､

もう 一 度家に レ コ ー ドを聴き に 来 て くれとい う｡ 4 時3 0 分

にな っ たの で ､ 彼 の 家を出た｡ とて も楽しか っ た｡ 帰り はカ メ ラ の話で あ る ｡

彼はミ ノ ル タ製の カ メ ラ を持 っ て い る そうで ､ 今はそ の ズ ー ム レ ン ズが欲 しい

の だが､ 価格が本体よりも高 い の で まだ買えな い の だと い う｡ 2 階に自分の 暗室

を持 っ て い る と言 っ て い た｡ 彼に お礼を言 っ て 別れ た｡

別れてすぐ､
I A C の 轟の シ ョ ッ ピ ン グ街に また行 っ て ､

コ ッ プ1 つ と竹製 の 茶

こ し
､ 電気 の プ ラ グ (差込) を買う｡ オ ラ ン ダで は電圧が2 00 Ⅴ なの は知 っ て い

たが､ プ ラ グの形がま っ たく違うとは思わなか っ た｡ T 塑で も3 本足で もなく ､

2 本足 で ピ ン巾が広く､
ピン の断面が円形で ある ｡ 日本 の プ ラ グを持っ て い き､

こ れとオ ラ ン ダ の 差込との コ ネク タ ー はな い かと開くと
､ な い と い う の で仕方

なくプラ グを新た に3 個買う｡ ス クリ ュ
ー

･ ドライ バ ー も買 っ た｡ 電源 コ ー ドを

切 っ て付け替え る ほ かな い
｡

ア ル バ ダ家に 夕食を招待され る

6 時に部屋 に戻 っ て
､

1 階の食堂 に行こうとして ､ ア ル バ ダ氏 に招待され て い

3 3



る の を思 い 出した｡ ま っ たく忘れて い たの で ひや りとした｡ 危な い と こ ろ だ｡

早速ワイ シ ャ ツ に着替えて
､ ネク タイをし､ 用意が で きたと こ ろ にち ょうど電

話が掛か っ て きた｡ ア ル バ ダ氏 の車で彼の 家に行く ｡ 真紅の ピ カ ピカ の車なの

で ､ 新し い 奉じ ゃ な い で すかと言うと
､ 買 っ て まだ 2 週間しか経 っ て い ない と

いう｡ フ ラ ン ス の ル ノ ー 社製とか言 っ て い た｡

彼の 家 で は､ 例 の 人な つ っ こ い 笑顔 の ア ル バ ダ氏 の 奥さ ん と彼 の 次男とが迎

えて くれた｡ 次男は今兵役中だが ､ 兵役基地が近 い の で 家から通 っ て い る とい

う｡ ただし､ 自宅から軍隊 に通うの はまれな例 で
､ 兵隊中の5 % に すぎない とい

う｡

オ ラ ン ダ料理を食べ ながら､ ア ル バ ダ夫妻 の 日本で の 思 い 出話に花が咲く｡

日本で の 初めて の朝食 で 生卵が出され､
どうして よ い かわからず途方に暮れた

と言 っ て い た｡ 息子さ ん は余り英語が得意で な い らしく､ す ぐオ ラ ン ダ語 に

な っ て しまう｡ す る と
､ しばらくオ ラ ン ダ語 で話が続く ｡

こ の 言語状況 は
､ オ

ラ ン ダに 来て か ら度々 経験した｡ 私が い て も ､ オ ラ ン ダ人 どうしの 会話はオ ラ

ン ダ語 で する の が普通 だ｡ 奥さ ん が時 々
､ さ あ骨英語 で話しま し ょ うと言う

が､ しばらくす る と
､ 私 に話す時はもち ろ ん英語 だが

､ 息子や ご 主人 に話す時

に はオ ラ ン ダ語 にな っ て しまう｡ それ は当然で ､ 日本で も事情は 同じで あ る｡

奥さん は
､ 日本で 同じような状況 の 時､ 何を話して い る の か皆目見当が付かな

い で ､ ず い ぶ ん神経が疲れ たらしい ｡ しかし､ 私はオ ラ ン ダ人同志 の オラ ン ダ

語で の 会話がほ とん ど苦に ならな い ｡ 別 に私 の 悪 口 を言 っ て い る の で はなかろ

うし､ 母国語で話す の が 一 番楽で あ る こ とは誰で も同じだからで ある ｡ 彼らが

そ の 時 に何を話 して い る か は全く気 に しな い こ と に して い る｡

ただし
､ 困る の は オ ラ ン ダ語から急 に英語に変わ る瞭間で ある ｡ それが私自

身に対す る質問 であ っ た時に は特に 困 る ｡ と いう の は､ 彼らがオ ラ ン ダ語で話

して い る時､ 私 はほか の ことを日本語で考えて い る から である｡ オ ラ ン ダ語で

話して い る の を い くら聞き取ろうと思 っ て も無理だし､ そん な こ とをして い て

は疲れ る だけだからである ｡ と こ ろ が ､ その 場合､ 頭脳 の ス イ ッ チは日本語の

方に開 い て い る から､ そ こ に英語が入 っ て き て もそれは雑音としか聞こ えな い

の で あ る ｡ その 時は､ 大体と んち ん かんな答えをしたり ､ 文法的 に 間遠 っ て い

る英語を話して しまう｡ 1 分 ほ どし て頭 の ス イ ッ チが英語側 に入 る とうまくい

く｡ 高倉氏も前にそ ん な こ とを言 っ て い た｡
こ れ は お互 い に仕方の ない ことだ

から､ どうしようもな い
｡ 互 い に相手を理解し合うだけ の こ とで あ る｡ とはい

え､ 私は日本で外人と接する ときは日本語を使う こ とを最大限の努力をして避

けて きた つ もり であ る ｡ で も､ どちらが良い かは
一 概に言えな い

｡
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話が横道 に それたが ､
こ の

一 夜も実に楽しか っ た｡ 持 っ て きた絹の 財布とら

くが ん ( 米と砂糖 の 和 菓子) をプ レゼ ン トしたら喜ん で くれた｡ 話がまた カ メ

ラ の 話に な っ た｡ 彼らが日本で 買 っ た ミ ノ ル タ の 最高級 カ メ ラ の マ ニ ュ ア ル が

日本語なの で使い 方で 分からな い 所がある とい う｡ そ の カ タ ロ グを持 っ て来て

もら っ たが､ 私 に も分からなか っ た｡ カ メ ラ好き の 同僚 の 鈴木さ ん なら即答で

き る だろうに と思 い ながら
､

マ ニ ュ ア ル を預かる ｡

話が日本 の こと に な る と､ 息子さ ん に は 通 じなくなり ､ 通 じなくな る と息子

さ ん は オ ラ ン ダ語で話し始 め る の で
､ 話題 を息子さ ん の 方に努め て向け る ｡ 彼

は 軍隊 で も技術関係 の 仕事をして い る の で ､ 銃 は か つ がな い と言 っ て い た｡ オ

ラ ン ダで は若い 人 は キリ ス トを信じ る 人が どん どん減 っ て
､ 教会に行く人が少

なくな っ て い る とも言 っ て い た｡ 昼 間の ス
ー

ス トさ ん の 話を持ち出し､ B & 0

社 の ス テ レオの こ とを話 したら､
こ の 家 の ス テ レ オ もB & 0 社 の も の だが15 年

も前の も の だと言 っ て い た｡ 彼はB & 0 社 の ス テ レ オ は高価なだけで
､ 質は 日

本の ア カ イヤ ソ ニ ー と変わらな い と激しく主張した ｡ どうも カ メ ラ と電気製品

( ス テ レオ) は 日本 の 評判が高 い らし い
｡

息子さ ん が私 に貸す た め の 自転車を直しに 部屋を出た の をき っ かけ に､ ア ル

バ ダ氏は オラ ン ダの 干拓 の 歴史を話し始めた｡ 8 時半を回 っ て い たし､ 奥様が疲

れ て い る らしく ､ 先ほ どから何度か生あくびをして い る の で
､ もう帰らなけ れ

ばと言 っ た｡ す る と どうして だと聞く の で
､ 仕方なくIA C に 門限があ る かもし

れな い と言うが
､ そ ん なもの は な い と言う の で 返答に 窮 して しま っ た｡ 結局ま

た 干拓 の 話の 続きが始まり ､
とうとう1 6 Ⅲl m フ イ ル ム の 映写機も持ち出して き

た｡ 干拓 の やり方が フ イ ル ム に収めて あ る から見せ た い と言う｡ 私の 研究 の 専

門分野が農業工 学 で あ る こ とを考えて の厚意で ある こ とを感じたの で ､ ありが

た く見 せ て もら っ た｡ 16 m IⅥ フ イ ル ム は無声なの で ア ル バ ダ氏が内容の 説明を

し てくれた｡ 映写機 の 音がうる さく ､ 時々 聞き取れなか っ たが実に興味深か っ

た ｡ こ の 干拓事業は忍耐強 い 国民性を必要とす る なと感じた｡

夜1 0 時 に別れ の言葉を述 べ
､ 早速借り た自転車に乗 っ て ア ル バ ダ家を去 る ｡

ア ル バ ダ氏がI A C ま で 一

緒 に来 て くれ た｡ I A C 到着後 2 日間で 2 軒の 家を訪れ

る ことがで きた の は誠 に幸運 で あ る ｡ 皆親切 に精 一 杯や っ てくれ る｡ ア ル バ ダ

氏は本当に忙しい の に
､ 最善を尽くし て くれ て い る ｡

部屋 に戻 っ て こ の 手紙を書き始め､ 就寝は1 時頃 に な っ て しま っ た ｡ 大阪 の 家

庭 の こ と
､ 刀根山 で 入院中 の 重さ ん の こ と

､ 矢吹研究室の 矢吹先生 ､ 鈴木､ 青

木､ 坂 口 ､ そして 長谷川の 各氏等の こ とが頭を走りはじめ る ｡ 管楽しくや っ て

い るだ ろうか｡ 3 人 の 子供の 世話で女房も大変だろうなと気に なる ｡ 松浦氏 は オ
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ラ ン グ行きを知らされたの は7 日前で
､ 坂本さんは1 ケ 月前､ しかも最初 の 子供

が産まれ て2 週間後に羽田を発 っ たと の こと で あ る｡ 別 に私だけが特別なケ ー

ス

で はなさそうで ある ｡

1 1 月6 日( 木)

留学研究生活が締まる

朝9 時にI A C からIB S ま で自転車で行く 0 10 分位で 到着す る0 道順 は昨日 ス
ー

ス トさん に教わ っ て い た の で大体分か っ た｡ 早速ア ル バ ダ氏 に研究所内を案内

して もら い
､ 数人に紹介し て もら っ たが

､ 名前が聞き取れず閉口 した0 二 ～ 三

度開き直して も数分後には 忘れて しまう｡ 研究所長 の ハ ー ス ト ラ( D r ･ G a a str a) 博

士 にもち ょ っ とだけ会 っ た｡ 立派な体格をした紳士 で あ る 0

I B S は4 つ の 建物からなり ､ 各建物は約4 0 m X l O m で あ る｡ 実を い うと
､
I B S

は11 月1 日付で組織が改編され､ 今はC A B O ( 農業 ･ 生物研究セ ン タ ー ) と名称

変更されたとの こ とだ｡ 以下 で はC A B O を使うこ と に しよう｡ 人工気象植物育

成室 ( フ ァ イトトロ ン) ､ 図昏室､ 実験室等を
一

通り見た後､

一 昨日I A C で会っ

た ク ロ イさ ん の 所に 連れ て い かれた｡ ア ル バ ダ氏は1 0 時から会談に 出 なければ

ならな い の で ､ あと の 案内は ク ロ イさん に 頼 ん だと の こ とである ｡ 彼女は シ

ミ ュ レ ー シ ョ ン 用言語C S M P を使 っ た コ ン ピ ュ
ー タ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン をや っ てい

る らし い
｡ 専門は植物学で ､ 温室に はそれ程の関心 はな い と の こ とだ っ た0

彼女が作成したC S M P の プロ グラ ム の 概略を説明 して もら っ た後 ､ 2 階にある

作物の光合成畳および蒸散畳を測定す る ため の実験室に 連れ て い っ て もら っ

た｡ レタス の光合成を測 っ て い た｡ 50 ×3 0 ×4 0 c m 程度の 大きさ の チ ャ ン バ ー が

4 つ あり､
レタス 4 個体を同時に 別 々 に 測れ る ように なっ て い る｡ そ

･

の 詳細を高

倉氏が 『農業及園芸』 証で 紹介した記事を読んで い たの で 測定シ ス テ ム の内容

は大体理解で きた｡

彼女は来週 の 水曜日に は ドイ ツ に帰る の で ､ それまで に研究レ ポ ー トを沓き

上げねばならず､ 忙しい らしい
｡ 昼近く に な っ て ､ これから レポ ー トをタイプ

しに行かねばならな い とい うこ となの で
､ 礼を言 っ て別れた｡ 正午ま で ､ 1 人で

建物の内外を見物してI A C に 戻る｡ 午後は ハ ウ ドリ ア ン ( M r . G o u d ri a a n) 氏が案

内してくれ る こ とに なっ て い たが ､ 時刻を正確に聞 い て い なか っ た の で
､

一 応

13 時すぎにC A B O に戻 っ た｡ すると彼は14 時頃来る とい うこ とな の で
､ それま

で ぶ らぶ らと所内を見物す る｡
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1 4 時すぎに ハ ウ ドリ ア ン 氏が来た｡ 頭の 切れそうな､ 親切そうな長身やせ形

の 髭をたくわえた男で ある ｡ 互 い に研究上 の 自己紹介をし て ､ こちらで私がす

る こ と に なる仕事等に つ い て も討議した｡ 非常に頭 の 良 い 男で
､ 質問がぴたり

と的を得て い る ｡ それ に親切 だ｡ 彼の 上司 で あ る ドゥ イ ッ ト(d e W i t) 教授と彼

の 共著 『si m ul ati o n o f e c ol o g i c al p r o c e s s e s ( 生態プ ロ セ ス の シ ミ ュ レ ー シ ョ

ン) 』 の 翻訳を した い 希望を持 っ て い る旨伝えたら､ す ぐ出版社 に 電話し て く

れた｡ 15 時3 0 分頃ま で 議論 し､ そ の後､ 計算セ ン タ ー に 連れ て い っ て もら っ

た｡ 計算セ ン タ ー は大きな建物 の6 陽 に あり ､ 想像して い たよりも小さなセ ン

タ
ー だ っ た｡ 束京大学 の 大型計算機セ ン タ

ー

と は 比較に ならな い ほ ど小さ い ｡

コ ン ピ ュ
ー タ の オ ペ レ ー テ ィ ン グシ ス テ ム は

､
D e c l O シ ス テ ム で あり､ し ょ っ

ち ゅう故障す る らし い ｡ 計算結果 の 返却 ( タ
ー

ン ア ラ ウ ン ドタ イ ム) は1 日 に1

回だけだそうだ｡ 1 6 時4 0 分頃 ､
I A C に 戻 っ た ｡

こ ちらで は朝1 0 時と午後3 時に コ ー

ヒ
ー

タイ ム が1 5 分 ぐらい あ る｡ 午後 の コ ー

ヒ
ー

タ イ ム の 時 に私 の パ ス ポ ー ト紛失事件 の 話が出 て
､ 説明さ せ られた｡ そ こ

で も ､
オ ラ ン ダ人どう しは つ い オ ラ ン ダ語 に な っ て しまう｡ ク ロ イさん は オ ラ

ン ダ語が話せ る｡
コ ー ヒ ー タ イ ム の 後､ ク ロ イさん は ｢ 皆 が オ ラ ン ダ語 で 話す

の で途方に暮れた ろう ､ 私も最初 は オ ラ ン ダ語が分からず困 っ た ｡ しかし
､ 彼

ら は皆親切だから気を悪くしな い で くれ｡ ｣ と言 っ て くれた｡ ク ロ イさ ん も同

じ経験を持 っ て い る か らだ ろう ｡ 私 は ｢ 僕はあまり気に ならな い か ら大丈夫

だ｡ 気を使っ て くれ て ありがとう ｡ ｣ と答えた ｡

夕食前､ I A C の レ ク リ エ ー シ ョ ン ホ ー ル で皆とピ ン ポ ン をや っ た ｡ 私は例 に

よ っ て
､

どん な玉がき て も思 い っ きり強くス マ ッ シ ュ を打ち込 む の で
､ 相手の

東南ア ジア 人が苦笑し て い た ｡ 昨日 ､ 寝る の が遅か っ た の で 眠 い ｡

1 1 月7 日 (金)

コ ン ピ ュ
ー タを使 い 始 め る

朝9 時前にC A B O に行 き､ ドゥイ ッ ト教授に会う｡ 2 0 分間ほ ど､ 彼と､ C A B O

で 何を研究す る か に つ い て議論した｡ そ の 結果 ､ と にかく最初 の2
～ 3 週間 は コ

ン ピ ュ
ー タ ･ シ ュ ミ ュ レ ー シ ョ ン 用言語で あ るC S M P の使い 方に慣れろ と言われ

た｡ 彼らの著書を翻訳 出版する詰も出た｡ 私がC S M P 言語を使 っ た ことがな い の

に ､ あの本を翻訳 した い と いうの に は驚 い て い た｡

ドゥ イ ッ ト氏 に ホ ニ ー

さ ん ( M i s s . G o n ni e v a n L a ar) を紹介され た｡ 彼女から
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C S M P と コ ン ピ ュ
ー タ ･ タ ー ミ ナル の 利用法を習 っ て くれと いう ｡ 彼女は私に

D E C l O オ ペ レ ー

テ ィ ン グ ･ シ ス テ ム の 概要を1 0 分 ほ どかけて説明してくれた

後､
マ ニ ュ ア ル の読む べ き ペ ー ジを指定して くれ た｡ そ の マ ニ ュ ア ル を読む

と
､ そ の ソ フ トウ ェ ア体系は私が東大で利用したD E C P D P8 / E コ ン ピ ュ

ー タ ･

ソ フ トウ ェ ア シ ス テ ム と基本的に は 同じだ っ たの で大筋はす ぐ理解で きた｡ 命

令 ( コ マ ン ド) の 種類が違うだけで ある ｡

1 1 時頃 ､
ホ ニ ー

さ ん に ､
マ ニ ュ ア ル に書 い て あ る こ とは大体理解できたか

ら､ もう実際 に使 っ て み たい と言 っ た ら､ すぐO K して くれて ､ コ ン ピ ュ
ー タ .

タ
ー

ミ ナ ル 重に 連れ て い っ てくれた ｡ タ ー ミ ナ ル 室は 同じ建物の2 階 に ある ｡

と こ ろ が
､ 使 い 始め て5 分もしな いうち に､ テ レ タ イプ ( キ ー

ボ
ー

ド) がおか

しくな っ て印字しなくな っ た｡
コ ン ピ ュ

ー タ の シ ス テ ム ダウ ン らしい
｡ こ の シ

ス テ ム は1 年ほ ど前に新 しく入り､
よく ダウ ン し､

こ の 前は3 週間動かなか っ た

と い う｡ あきらめて ､ 30 分後に またト ライす る こ と に して部屋 に戻 っ た ｡ 3 0 分

後にまた寄 っ て み たが
､

まだダメ なの で あきらめ てIA C に昼食をとり に帰る ｡

帰る前 に
､ 明日の 夕方､ 家 で こ こ の 理論生態研究部 の 人たちが皆集ま る パ ー

テ ィ
ー を や る か ら参加しない かとホ ニ ー さ ん に 言われた の で ､ 喜 ん で参加させ

て もらうと言 っ た｡ ただし
､ 明日 ( 土曜日) は朝からI A C の 長期滞在者 の希望

者が参加す る
､

ア ム ス テ ル ダム とア
ー

ル ス メ
ー ア花市場 へ の エ ク ス カ ー シ ョ ン

(見学会) がある の で忙し い
｡

夜､ 毎日 こ の 手紙を書く の に 時間がかかり､ 寝不足気味で ち ょ っ と頭痛がす

る ｡ 明日から は 日記をも っ と簡単に しよう ｡ 午後からまた ホ ニ ー さ ん に コ ン

ピ ュ
ー タ ･

タ
ー ミ ナ ル の 使い 方を30 分程習う｡ そうしたら ､ またシ ス テ ム ダウ ン

だ｡

オ ラン ダの食事

食べ 物に は余り興味がない の で ､ 今ま で書かなか っ たけれ ど
､ 今日はI A C の

食堂 の 食事に つ い て少し記そう｡ 食事は カ フ ェ テ リ ア方式で ､ 日本式に 言えば

｢ バ イキ ン グ料理｣ に 近 い 0 置 い て あ る もの を自分 で好きなだけ次々 に取 っ て

い く方式だ｡ 例を述 べ て み よう｡

〈朝〉

1 ノヽム 数種類､ 上等なもの ばかり 0 日本で買え古お0 0 円/ 10 0 g 位の も の だと

思う ｡ 私は大体2 ～ 3 枚とる ｡

2 パ ン 数種類､ 黒パ ン
､ 自パ ン ､ ブドウ パ ン ､ ク ロ ワ ッ サ ン に 近 い 卵形の パ
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ン､ 固い 菓子状の パ ン
､ その他2 ～ 3 種類｡ 私は大体黒 パ ン の ス ライ ス を2 枚食

べ る ｡

3 . 飲 み物 コ
ー

ヒ
ー

､ 紅茶､
ジ ュ

ー

ス
､

ミ ル ク ､ 水を好きなだけ｡

4 . ジャ ム ･ バ タ ー ･ チ ー ズ
｡ ジャ ム はイチ ゴ ､ ブ ドウ ､ リ ン ゴ

､ オ レ ン ジ等

10種類くら い が パ ン1 枚分ずつ の小 さな パ ッ ク に な っ て い る｡
こ れら は ､ もち

ろ ん
､ 好きなだけ｡

バ タ ー は2
～ 3 種類｡ チ

ー ズはス ラ イ ス 状 ｡

5 . 野菜類 ほ ん の 少し｡

畳 ､ 夜は も っ と立派 で あ る ｡

基本的 に昼食は朝食と同じもの の 他に果物及びおかずが1 ～ 2 種類足され る ｡

今日は ビ ー

フ シ チ ュ
ー に 似たも の だ っ た｡

夜 は 昼食と同じ ようなも の の他に ､ 肉 ( ポ ー ク か ビ ー

フ かチキ ン) ､
豆 の煮

たもの ､ ポテ ト等が つ く｡ 肉とポ テ トの
一

人前が多すぎる の に は 閉 口 す る ｡ こ

れだけ の 食事を日本 の レ ス トラ ン で したら
､

2 5 0 0 円
～

3 00 0 円/ 日 は かか る だ ろ

う ｡

私は 日本で はミ ル クを
一

切飲まなか っ た｡ 飲むとして も コ
ー

ヒ
ー

牛乳だけで

あ っ た ｡ まずい し
､

飲 むと下痢す る からである ｡ と こ ろ が
､

こ ちら へ 釆て から

ミ ル ク を飲む の が楽しくな っ た｡ 味が日本 の もの と異な る｡ 自分 の味覚が日本

の ミ ル ク を受け付けなか っ た らし い ｡ 食事で困る の は
､ ｢ 漬け物｣ がない こ と

位で あ る ｡ こ の 国 に はキ ュ ウ リ の ピ ク ル ス がある が ､ IA C の 食堂 で は 出し て く

れな い ｡ 日本から ｢梅干し｣ を少し持 っ て きた の で ､ 食後時 々 それを食 べ る ｡

｢ ライ ス｣ はこ ちら に来て からまだ
一 度も ロ に して い な い

｡ しかし
､

ま だ､ ど

うして も ライ ス や漬け物が食 べ た い とは感 じて い な い ｡

こ ちら に来て 明らか に ｢ 便｣ の色が変わっ た｡ 黒 っ ぼ くな っ た｡ 肉食 (動物

性タ ン パ ク) の せ い であろう｡ 私は日本で は野菜をたくさん食 べ
､ 肉はあまり

食 べ ない ように して い た の で特に そうなの だ ろう｡ 野菜類が不足気味だ｡ 近 い

うち に八百屋 で少し買 っ て く る こ と に し よう｡ 少し疲れた｡ あさ っ て の 日曜日

は ゆ っ くり休もう｡

本屋さん に寄る

午後1 時すぎにC A B O に行くと､ ホ ニ ー

さんが､ もう 一 度コ ン ピ ュ
ー

タ ･ タ
ー

ミ ナル 室 に行 っ て試して み よう ､
と言うの で す ぐに行 っ た｡ 今度はうまく い っ

た ｡ と こ ろ が3 0 分 もする とまた動かなくな っ て しま っ た｡
こ れで は正常 の コ ン

ピ ュ
ー

タ とは 言えな い ｡ ただし､ 操作法などの 概略は充分飲み 込めた｡ こ れな
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ら使用法に はす ぐ慣れる だ ろう｡

そ の 後､ TE C O と呼ばれ る プロ グラ ミ ン グ ･ エ デ ィ タ ー

の マ ニ ュ ア ル を読み始

めたが
､ ちっ とも頭に入らな い

｡ と言うの は
､

となりの席で ク ロ イさ ん が
､ 電

話であち こ ちに ドイ ツ語､ オ ラ ン ダ語､ 英語 を自在に駆使して話をして い るか

ら である ｡ 言うの を忘れたが ､ C A B O で は今朝から タ ロ イさ ん と同室して い

る ｡ とて も よく気が付く性質で何くれとなく世話をして くれ る ｡ 性格は多少内

気なと こ ろ があ る らしく､
そ の た め ､ きっ と

､
こ こ に 来た当初自分も相当ま ご

つ い た の だ ろう ｡ 彼女 は ドイ ツ から来た大学院生 である｡

夕方4 時過ぎに はC A B O を出 て ､ 仏 C に
一 度戻 っ た後､ 便せ んと コ ピ ー

用 の

カ ー

ボ ン ペ ー

パ
ー

を買 い に外出した｡ そ の つ い で に ､ こ の 前ス
ー

ス ト氏に 数え

られた本屋 に寄っ た｡ 想像以上 に立派な本屋 で ある ｡ 農業関係の 本がびっ しり

と並 び
､ 農学書に 関して は紀 ノ 国屋や丸善の 比 で は な い ｡ 坂本氏 の 話に よ る

と ､ 農業関係の 本の 在庫数で は世界
一

の 本屋だそうで あ る ｡ 余り時間的余裕が

なか っ た の で
､

ゆ っ くり見られなか っ たが
､

い く つ か良い 本が見 つ か っ た｡

D r .
S e e m an 著

.■

C li m ate u n d e r gl as s
‖

( 温室気候) ,
1 9 7 4( W M O N o .3 7 3) ,

T e ch n i c al N o te

N o .1 3 1
,
W o rl d M e te o r ol o gi c al O rg a n i z a ti o n 発行 (18 .6 ギ ル ダ ー ) を買う｡ わずか

40 ペ ー ジの 研究レポ ー トだが よ くまとま っ て い る ようだ｡ 日本人 の 番 い た論文

が引用文献として複数挙が っ て い る｡ 他に欲しい 本が 3 冊ばかりあ っ たが ､ 高

価なの で
､

もう少し内容を吟味して から買う こ とに した｡ どうも野菜が不足気

味なの で ､ 帰り際 に トマ トを買 っ た｡ 夕食後､ 坂本､ 山口 氏と談笑す る ｡ 夜8 時

に別れ､ 部屋 に帰る ｡

昨日､ 帰り際､
C A B O の ス タ ッ フ が番 い た論文 の 別刷りを ハ ウ ドリ ア ン氏 に

2 0 繍ほ どもらっ た｡ こ の 調子で 別刷りや本を集め る と､ 帰国時の荷物が多くな

る だろう｡ 20 編 の うちの 2 席を来週中に読む計画だ｡ そ の 前に コ ン ピ ュ
ー

タの

マ ニ ュ ア ル (全部で厚さ3 00 ペ ー ジ程) を読まねばならな い
｡ 英語だと日本語の

マ ニ ュ ア ル を読むよりは大分時間がかか る ｡

マ ニ ュ ア ル を読ん で い て ､ 矢吹研究室の 小型 コ ン ピ ュ
ー タT O S B A C 4 0 C の こ

とが気に なりだした｡ 高木氏は毎日大学に来て い る だ ろうか｡ 何かわからない

ことがな い だろうか｡ 青木氏も コ ン ピ ュ
ー タ をい じり は じめただろうか等々

｡

コ ン ピ ュ
ー タ は ともかく､ 植物育成風洞 の 方が故障がちで彼等は困 っ て い る か

も知れな い ｡ それ に引きかえ､
こ ちら で は､

コ ン ピ ュ
ー

タ は駄目だが植物育成

室 ( グ ロ ー

ス チ ェ ン バ ー) は実に立派だ｡ 腕の 良い テ ク ニ シ ャ ン (技師) が い

る か らだ｡ 実験装置 は 設計図をわた せ ばテ ク ニ シ ャ ン が製作し て くれ る そう

だ｡ 先日書 い た光合成と蒸散の 測定装置は
､ テ ク ニ シ ャ ン が作 っ たとの こ とだ
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が ､ 実に良くで きて い る ｡ 工作の 不器用な私に は実にうらやまし い ｡ 今年の4 月

から出発前の 10 月初めま で
､ 人 工気象植物育成風洞の故障と制御特性 の 悪さに

悩まされ続けた私 に は
､ 特に それがうらやましか っ た｡

1 1 月8 日( 土)

楽 しか っ たア
ー ル ス メ ー ア ヘ の花市場 と園芸展示会見学

今日も朝から晩ま で楽しく､ 実り の 多い 柑 だ っ た｡ 朝から夕方ま で 仏 C の 遠

足 ( エ ク ス カ ー シ ョ ン) で ある ｡ 見学希望者が バ ス 3 台 に 分乗 し､ I A C を朝8 時

に 出発 し､
まず､ ア ー ル ス メ

ー

ア の 花市場 に行 っ た｡ こ の 花市場 の せ り ( オ ー

ク シ ョ ン) は 世界 一

の 規模で あ る ｡ こ の オ
ー

ク シ ョ ン に つ い て は日本で 何度も

雑誌記事で読 んで い た し､ 写真を見て い た の で特に驚かなか っ た｡ しかし､ 他

の 見学者 は ､ そ の 規模 の 大きさ ､ 花 の 美しさと種類 の 豊富さと コ ン ピ ュ
ー タ に

ょ る 自動化装置に驚 い て い た｡ こ の 花市場 の 敷地 は22 0
,
0 0 0 m

2
で あり ､ そ の う

ち ､ 建物が9 0
,
0 00 m

2 を 占め る ｡

私が驚い たの は､ 同 じ建物 の 反対側 で 開催されて い た
､ 専門家向け の花 の 展

示会場で あ る ｡ 展示会場 の 面積が広く ､ 数十社以上が花と園芸機器 ( 温室環境

コ ン ト ロ ー ル装置 ､ ポ ッ ト の 自動鉢植え機､ 自動包装構､ 人工土壌各種) を展

示 し
､ 係員が説明して くれ る ｡ こ の 展示場を見 る ため に2 時間の 予定を見学プ ロ

グ ラ ム 上 で取 っ て あ っ たが ､ 2 時間で は展示 の1 / 4 も見られなか っ た｡ 花の 展示

場 は ､ 本当に 駆け足 で 通り過 ぎただけだ｡ それで も花は美しい
｡ 花 の デ コ レ

ー

シ ョ ン (飾り付け) の セ ン ス が日本と は異なる ｡ 実に興奮した｡ こ ん な に 時間

が惜し い と思 っ た こ と は 最近な い ｡ パ ス ポ
ー

トを落と した時 よ り ､ 興奮した ｡

園芸機器 の 展示場 はす ばらしか っ た｡ 英語の カ タ ロ グがあれば カ タ ロ グ を

持 っ て帰 っ て あとで ゆ っ くり読めば よ い の だろうが ､ カ タ ロ グの ほ とんどがオ

ラ ン ダ語な の で
､ おも しろ そうな機器に つ い て は係員から英語 で機械 の 開発目

的 ､ 特徴､
コ ス ト､ 使用法等に つ い て い ちい ち開 い て 回らなければならな い

｡

彼ら は 親切 に説明して くれ る ｡

こ こ で は農家向け に温度の 自記計 ､ p H メ ー タ (水素イオ ン 濃度計) ､ 水耕液

肥成分分析装置､ 照度計 ､
そ の 他多く の測定器 (土壌水分計､ 風速 ､ 風向計)

な どを展示して い る｡ 温室の 複合環境制御機器も多種類展示され て い る 0
こ の

種 の 機器は日本で も い く つ かはあ るが ､
こ こ の機器 に比 べ ればお もち ゃ の よう

なも の で 比較に ならな い ｡ 最近 で は
､

こ の種の機器 で は ほ と ん どが L S I (大規
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模集積回路) ､ または プ ロ グラ マ ブル ･ マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ
ー を利用 して い る と

の こ とで ある｡ こ の 複合制御機器が前記の 各種測定器と つ なげられ て い る0 そ

して
､ 温室環境制御操作のきめが こ まか い

｡ 内外温度差に よ っ て 窓開閉の角度

と方向を変えたり､ 換気とC O 2施用 の 選択を論理回路 で 実行さ せ る な どの
､ 複雑

な操作をして い る ｡ 残念なの は英語の カ タ ロ グが無 い こ とで あ る 0 名刺を係員

にわたして ､ 詳し い 資料を後で 送 っ て くれ る ように頼ん だ0

温室の 環境制御に コ ン ピ ュ
ー タが利用され て い る

温室環境制御用 の コ ン ピ ュ
ー

タ の 展示 に は驚い た0 残念な こ と に これもオ ラ

ン ダ語 の 半 ぺ ら の カ タ ロ グ1 枚きり で ､ そ の タ イ ト ル に ｢ A u t o m a ti s c h e

K li m a a tb e h e e rsi n g (温室自動気候制御) ｣ と奮い て あ る o 説明係に し つ こく聞い

たが ､ 英語がうまくなく ､
しかも専門知識を持 っ て い な い から､ 要領を得な

い
｡ あなたの 説明で は よ く理解 で きな い から､

コ ン ピ ュ
ー タ にも っ と詳しい 人

と交代 して欲し い と言うと､ その 人 は今昼食に行 っ て あとl 時間しな い と帰 っ て

こ ない とい う｡
こ の 温室用 コ ン ピ ュ

ー タ は実用化して い る の かと開くと
､

こ こ

の 近く の フ ィ
ー

ル フ ェ ン ス ( Y . Y . F i er vi e n s) 氏 の 温室で3 週 間前から使 い 始めた

の がただ
一

つ の 納入例だけだとい う｡ その 人 の 住所 を聞 い たが ､ わからない と

言う｡ 後ろ髪を引かれる 思 い で ､ あきらめた｡ もう時間が無 い 0 もし出来たら

また来 る が､ 詳し い 資料があっ たら送 っ て ほ し い と言 っ て名刺をわたした0 是

非､
もう 一 度こ の 展示場 に来た い ｡ さら に

､
フ ィ ー ル フ ェ ン ス 氏 の 温室を見た

い ｡ 温室コ ン ピ ュ
ー タの 会社 の 名は

､
フ ア ン デ ル バ ー グ社(V a n d e r B u r g b ･Ⅴ ･)

で
､

ロ ッ テル ダム とハ ー グの 間 に ある プ ライ ス バ イ ク( Bl eis w 埴) に 所在すると

い う｡
コ ン ピ ュ

ー

タ本体は他の 会社の も の で ､ そ の 会社名は判らな い とい うo

G e v ｡ k ｡ とい う名札が コ ン ピ ュ
ー

タの 上 に置 い て あ っ た の で ､ それが コ ン ピ ュ
ー

タ の機種名か会社名かもしれな い
｡

日本人にも創意が欲し い

見学途中 に コ ー ヒ
ー

タ イ ム があ っ たが
､ 時間が惜しか っ たの で コ ー

ヒ
ー は飲

まなか っ た｡ 強く感じたの は､ 日本人 の物まね根性で あ る｡ 国 の 政策､ 歴史を

考えれば
､ 園芸技術 に 関して

､ 日本の方がオラ ン ダ より遅れて い て も仕方がな

い ｡ しかし､
こ の 展示場を見て ､ 日本の最近 の 園芸技術 の ほ とん どの 原型が こ

こ に ある の を感じて､ 研究者の1 人として恥ずかしくな っ た｡ こ れで は我 々 は単

な る ｢通訳｣ ｢翻訳者｣ で しかな い ｡ 学ぶ べ きもの は多い に学ん だ方がよ い ｡

だけど､ 何かそこ に 創意と努力が欲し い ｡ 紹介だけ で はい けな い ｡ 独創性が必
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要で あ る｡ 外国 に学ぶ だけ で なく､ 日本を直視す る こ とが必要だ ｡ 今に必ず､

日本 の 技術を こ の 展示場 で オ ラ ン ダ人 に見せ て やりた い
｡ それで こ そ本当の 両

国親善であろう｡

こ の 花市場 の すぐそば に ､ 大きな温室群 が あ る｡ 聞くとそれは生産用商業温

室で あ る と い う ｡ そ こ に行きた い と思 っ たが ､ 今回は ｢ 遠足｣ だから､ 単独行

動を取る訳 に は い かな い の で ､ あきらめ､ 素早く昼食を摂る ｡ こ の 遠足はす べ

て食事を含めて無料で あ る ｡

ポ ー トによる運河 めぐりとポ ル ノ雑誌店

午後3 時過ぎからは､ 美術館と シ ョ ッ ピン グとポ ー ト乗り (運河め ぐり) の3

斑に分かれた｡ 参加者全部で1 5 0 人位 の ほ と ん どが シ ョ ッ ピ ン グを選び
､ 私 の 選

ん だ運河 めぐり は1 0 人足 らず だ っ た｡ 運河めぐり は結論 的 に は おもし ろ く な

か っ た ｡ 東京の 隅 田川 を東京湾に向けて 遊覧船で 見 て 回 っ た ようなも の で あ

る ｡
こ の 運河 め ぐり の 本当 の 目的 は 運河沿い に あ る古 い 建物の 見物な の で あ

る ｡ 運河沿 い の 建物は1 7 世紀頃建て られた もの が多く ､ 昔 の 面影が強く残 っ て

い る ｡ ただし､ 私 は パ ス ポ ー ト事件で オ ラ ン ダの あち こ ちを歩き回 っ た の で
､

こ の ような建物は珍しく なくな っ て しま っ たの だ｡ それ に ､ 遊覧船 は ドイ ツ 人

が多く乗 っ て い た の で
､

ガ イ ドが主 に ドイ ツ語 で説明 し､ 時 々 付け足 し気味に

英語とオ ラ ン ダ語 で説明す る の で 説明が良く分からなか っ た｡ 1 時間 の 運河 め

ぐり の 大半は
､

｢ 花市場 と展示会場｣ で もら っ た ｢ カ タ ロ グ｣ を見て 過 ご し

た｡

夕方6 時に ア ム ス テ ル ダム 中央駅近く の ダム 広場 に集合した ｡ 集合地点の す ぐ

近く に ､ い わゆ る ポ ル ノ雑誌を売 っ て い る店があ っ た の で ､ 皆で
一 寸入 っ て み

た｡
こ の種の 店はア ム ス テ ル ダム に は い くらで もあ る｡ ただし､ 日本人が日本

で期待して い る ような感じは こ の 種 の 店に は 全くな い
｡

何はともあれ､ 午前中 の ア ー ル ス メ
ー

ア の 花市場 に は満足 した ｡ オ ラ ン ダ行

きを援助して 下さ っ た皆様 に本当に感謝 した い ｡ しか し､ や は り ､ 日本に残し

て きた妻子 の こ と
､ 入 院中の 重さ ん の こ とが しきり に 頭 の 中をかけめぐる ｡ や

はり ､

一

番心配な の は家族が病気に な っ て い ない かと い うこ と で あ る ｡ たとえ

病気で なくとも､ 妻は赤ん坊を含めて 子供3 人の 世話 で て んて こ舞い で あ ろう｡

何も で きなく て本当に申し訳 な い ｡ 子供は き っ と父親が い なく て多少精神的 に

不安定 に な っ て い る だろう｡ 私が帰る ま で何 とか無事に過 ご せ る よう祈 っ て い

る ｡ もし､ 大変なら東京から誰か に助け に来て もら っ た 方が良 い か もしれな

い ｡
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ク ロ イさんの さよならパ ー ティ
ー

7 時半にI A C に戻 っ た｡ 私と研究室で 同室して い る ク ロ イさ ん が来週 ドイ ツ に

帰る の で ､ 今夜8 時からホ ニ ー

さん の家で ｢ さよなら パ ー テ ィ
ー ｣ があ る の で大

急ぎで 食事を して行 っ た｡ それ で も2 0 分ばかり遅 れた ｡ 8 時から始ま る パ ー

テ ィ
ー

に は軽食しか出な い そうで あ る ｡ 行く時に 羽田空港で買 っ た免税の ウ イ

ス キ ー を1 本持 っ て行 っ た｡ ク ロ イさん は
､

ドイ ツ からわざわざや っ て きたポ ー

ル (P a ul) とい う名の ボ ー

イ フ レ ン ドを連れ て き て ､ 常に紹介して い た0 彼は英

語を話さない の で
､

お互 い に英語と ドイ ツ 語で 一 方的な挨拶をした ｡ 集ま っ た

の は15 人位で ､ ドゥイ ソ ト教授の 研究部門の 人 ､ また は そ こ で 以前に働い て い

た人 で あ る｡ ドゥイ ソ ト教授夫妻､
ハ ウ ドリ ア ン 氏 ,

フ リ ル ス 氏( F ril s) ,
ベ ニ ン

グ ･ ド ･ フ リ
ー

ス 氏 (P e n n i n g d e V ri e s) などである ｡ 最初 に コ ー

ヒ
ー

が出て ､

コ ー ヒ ー を2 杯飲 ん だと こ ろで
､ ワイ ン が出た｡

パ ー テ ィ
ー で は ドイ ツ 語とオラ

ン ダ語と英語が入り混じる｡ 大学出 の 人 は大体その 3 カ 国語をし ゃ べ る らしい
｡

他の 人で もドイ ツ語と英語をしゃ べ れ る 人は多 い
｡

実に楽しい 雰囲気で あ る｡ ホ ニ ー さん の 家 は大きな ア パ ー

トの 中の 1 L D E .

で ､ 居間がとて も広 い ｡ 隣 に座 っ た年配 の 女性に聞くと
､ 彼女はこ こ に1 人で住

んで い て
､

こ の 部屋 の 家賃は大体月4 万円位だそうだ｡ オ ラ ン ダで はかなり高い

家賃らしい ｡

フ リ ル ス 氏 に今度製作する フ ァイ トト ロ ン (人 工気象植物育成室) の 計画を

聞き ､
デ ィ ス カ ッ シ ョ ン した｡ ア フ リ カ の植物の 光合成を測定した い の で ､ 気

温35 ℃ ､ 相対湿度20 ～

5 0 % の 部屋が欲し い と い う｡ 私は湿り空気線傑ほ 沓き､

相対湿度20 % はち ょ っ と得られな い よ と言 っ たら ､ 今度改め て相談に来ると

言 っ た｡ 彼は3 0 才に ならな い 位の ま だ若い 人で あ る ｡

ク ロ イさん は ､ 自分が パ
ー

テ ィ
ー

の 主役な の に ､ 食物や ワイ ン をサ ー ビス し

て 回 っ て
､

ホ ス テ ス ( バ ー の ホ ス テ ス で はな い よ) の ように､ 何くれとなく気

を使 っ て い る｡ 隣の席に彼女が座 っ た時 ､ ｢ あなたを見て い る と日本の女性を

思 い 出す｡ と い うの は
､ あなたは ヨ

ー ロ ッ パ 人として は珍しく､ デ リケ
ー

トな

心 の持ち主で ､ 日本的だ｡ あなたの パ
ー

ソ ナリ テ ィ は平均的 ドイ ツ 人よりも心

が優し い の だろう｡ ｣ と言 っ たら､ ありがとう ､ と言っ て い た｡

と こ ろ が､ そ の ク ロ イさ ん がパ ー

テ ィ
ー

の 後半で は ､ もち ろ ん骨と同じ部屋

で
､

ポ ー

ル と抱き合 っ て ､ 盛ん に キス して い る ｡ と こ ろ が ､ 他の 人 はそれを

ま っ たく気に して い な い ｡ 目 の やり場に因 っ て い る の は私だけである ｡ やはり

ク ロ イさ ん は日本女性とはかなり異な る ようだ｡
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あこ がれの ドゥイッ ト博士と話せ た

しばらく して ､ ドゥ イ ッ ト博士が私の隣の い す に来て座 っ た｡ 農学 ･ 生態学

の分野 で は知らな い 人 が い な い ほ ど世界的 に有名な人 で あ る｡ 2 ､ 3 日前ち ょ っ

と話した こ とがあ る の で
､ 気軽 に静が で きた｡ と て も気さく な人 で ､ 人が よ

い ｡ 私は､ まずド ゥ イ ッ ト氏がなぜ1 0 年以上も前に コ ン ピ ュ
ー タ ･ シ ミ ュ レ ー

シ ョ ン用言語 で ある D Y N A M O やC S M P を使 い 始めた の か ､ 当時として は ､ 工学

関係を含め て もそれ らを使 っ て い る 人 は 世界的に い なか っ たろうと質問した｡

する と
､ ｢ 確か に ほ と ん どの 人 は D Y N A M O やC S M P が何 である かを知らなか っ

た｡ 農学分野 で それ を知 っ て い たの は私だけだ｡ しか し
､ 私は当時の 分析的な

農学を統合的な農学 の方向に変更す る ため に い かな る方法論を用 い る かを目を

皿 の ように して探 して い た の だ｡ そ して 私 の 選択は間違 っ て い なか っ た｡ ｣ と

言 っ て い た｡

そ こで ､ 確か に あなた の 研究は すばらしい が
､

あなた の 方法を今後も続け て

良い の だ ろうか｡ あなた の 作 っ た作物 の 光合成 ､ 蒸散､ 呼吸を含めた植物生長

モ デ ル (B A C L O S ) は今 で は少し複雑 に なりすぎる の で は な い か と意見を述 べ

た｡

そうしたら ､ まさ に そ の 通りだ ｡ 今はシ ミ ュ レ ー シ ョ ン プ ロ グラ ム が複雑す

ぎて
､

しかもそれ らは分業して つ くられ て い る の で
､

B A C L O S と言う植物成長

モ デ ル を記述 したプ ロ グ ラ ム 全体を理解して い る 人は い なくな っ て しま っ た｡

今､ 我 々 は こ の 仕事をまとめ て い る の で ､ それが終わ っ たら少し研究方向を変

えたい と言 っ た｡

で は
､ 次の ス テ ッ プ とし て 藍要な研究課題 は何 で すか ､ と重ね て質問す る

と､ それはB A C L O S の 農学 へ の実際的な応用だと い う｡ 実際的 に農業に応用す

る に はB A C L O S は複雑す ぎる の で はない かと言うと ､ その 時は多少単純化する

と言 っ た｡

そ こ で
､ それは確か に大串な こ とだが ､ もう

一

つ
､ あなたの進む道として は

植物の 形態発生､ 形態形成の 数理 モ デ ル化 の 問題が ある で はな い かと意見を述

べ た｡ すると ､ 正 に そ の 通りだ｡ 私も3 ～

4 年前からそれを感じて い る の だが ､

それを研究で き る若 い 研究者が い なく て因 っ て い る の だ｡ 私は日本のM r . H o rie

(堀江氏) に期待 して い る の だが､ と言 っ て い た｡

実に親し い デ ィ ス カ ッ シ ョ ン だ っ た｡ ドゥイ ッ ト氏と私は大体同じ意見を

持 っ て い た｡ 彼は話し て い る途中､ ｢ オ ー ｣ と言うの が癖で ､ 1 5 ～ 3 0 秒 ご と に

｢ オ ー ｣ が入 る ｡

こ の パ ー テ ィ
ー

が夜1 1 時を過ぎて も終わらず､
1 2 時を過ぎて も終わる気配が
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ない ｡ 1 2 時半に な っ て
､

フ リ ル ス が帰る時､ 私も
ー 緒に席を立ち ､ ホ ニ ー

さん

に ｢ とて も楽しか っ た ｡ 招待して くれ て大変ありがとう｡ ｣ とお礼を言 っ て

帰 っ た ｡

オラン ダ人と日本人

こ れはあんまり大きな声で は言えない が ､
と言 っ て ドゥ イ ッ ト氏 が こ んな話

をして い た｡ 最近 ､ 数年前からこ こ にく る日本人はだん だん英語がうまくな っ

て きた の で助か る ｡ 昔は日本人が来る とお手上げだ っ た ､ と0

オ ラ ン ダで の初対面 の 人 に
､

｢ 私は日本から来た｣ と言うと
､

3 割くらい の人

が ｢本当 か? ｣ と言う｡ 顔立ちが日本人らしくな い と言うの で あ る 0 今日会っ

た若い 人 に は ｢ あなた の 国籍は日本だろうが ､ 純粋な日本人 で はな い だろう｡

私に は どうして も日本人 とは思えな い
｡ ｣ と言われた｡ ただし､ ｢ 私は日本人

だ｡ ｣ と言うと
､ ｢ そうだ ろうと思 っ た｡ ｣ と言う人も い て色 々 で あ る0

ハ ウ ドリア ン 氏 に は
､ あなたの パ ー

ソ ナリ テ ィ (個性) は日本的 で ない
｡ 瞥

通 の 日 本人は ｢ イ エ ス｣ ｢ ノ ー ｣ をは っ きり言わな い が ､ 懲は活し方が非常に

直接的だと言われた｡ こ れ に は二 つ の 理由があ ろう｡

一 つ は英冨吾が下手だから

で あ る ｡ 質問 の 大意を つ か ん で
､ それ に 対 して まず ｢ イ エ ス｣ か ｢ ノ ー ｣ を

･

言 っ て ､ それから何をし ゃ べ る かを考え る からで あ る ｡ もう
一

つ は ､ 私の 性格

に直情的な面があ る からであろう｡ この 性格は日本で は欠点とみ なされる ｡ 日

本で は複雑な人間関係と自分自身の神経の 細かさ の ために隠され て い る が､ 外

国で はそれらをあまり気に しなくて済むから私に は楽で ある｡ 日本で はよく

｢肩が凝る｣ の だが
､

こ ちら へ 釆て から疲れはする けれ ども､ ｢ 樹凝り｣ がな

くな っ た｡ また､ 私はもともとすぐ机に腰掛けたり ､ 食 べ ながら歩 い たり､ 極

めて行儀が悪 い
｡ と こ ろ が､

こ ちら で は､ それは普通の 動作である ｡ 平気で人

前で足を机の 上 に の せたりする ｡

服装の セン ス が適う

服装もきわめて ラ フ で あ る ｡ この研究部門 で仕事中わりときちんとした服鵜

旨して い る の は､ ホ ニ ー

さん位の も の である ｡ 彼女はイ ン テ リ女性研究者で ､

苧が高く､ 大柄で ､ い つ も黒っ ぼ い しゃ れた服を着て い る ｡

ク ロ イさん などはい つ も素肌に丈が短い セ ー タ ー 1 枚を着て い る だけで ､ かが

ンと背中の肌が15 ～

2 0 c m の 帽に わた っ て見えるが ､ 本人も他人も気に して いな

′
､

｡ 私はもともと自分 の 服装も他人 の服装に も構わな い ｡ こ の 点に つ い ても

｢あなたは平均的日本人よりも少し礼儀正 しくな い ね｡ ｣ とからかわれた｡
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服装と言えば
､ 日本 出発直前に弟の 秀美が送 っ てくれた セ ー タ ー

､ ズ ボ ン ､

シ ャ ツ､ 下着な ど に は 助か っ て い る ｡ 日本で こ ん な柄物 の ズボ ン ヤ シ ヤ ツ を着

たこ とがなか っ た の で どうかなと思 っ て い たが
､

こ ちら に来て着て み る と､
こ

ちら の雰囲気に ぴ たり な の だ｡ やはり ､ 専門家 の 選 ん だ服は セ ン ス が違うと

思 っ た｡ 地味で 何 で もな い 色な の だが
､

それが良 い の である ｡

こ ちらに来て ネ ク タ イ をしめたの は 一 度だけ､
ス ー

ツ (背広上下) は まだ 一

度も手を通 して い な い
｡ ど こ に行く に も普段着で あ る ｡ 昨夜 の パ

ー

テ ィ ー で ネ

ク タイをして い る の は1 人だけだ っ た｡ そして ､ その 人は入 っ て きた時､ 骨に冷

やかされ て い た｡ 実際 ､
キザ に 見え る の で あ る｡ ただし､ 4 5 才以上 の年配 の 人

は別 で ､ 職場 で の 彼ら の ネ ク タ イ姿は別 に珍しくな い
｡

英会話能力の 限界を感じ る

今ま で
､ 自分 は英語 で 詰が通 じる よう な ニ ュ ア ン ス で 番 い て きたが ､ 実際

は
､ 会話の6 割程度しか聞き取れ て い な い ｡ また自分 の 話 した い こ と の5 割程度

しか表現で き て い な い
｡ 残り は フ ィ

ー リ ン グ によ る 理解である ｡ したが っ て
､

重要そうな こ と で
､ 自分 が聞き取れなか っ た こ とはそ の 旨伝え て ､ もう 一 度

はっ きり言 っ て も らう こ とが重要だ｡ それを しな い とト ン ナ ン カ ン な答えをし

て しまう｡ 実際､ 今で も私 は よくト ン チ ン カ ン な答えをする こ とがある ｡

英語で 一 番困 る の は ､ 単語､ 特に 地名 ･ 人名等の 固有名詞 の ア ク セ ン トで あ

る｡ ア ク セ ン トに 関 して は 愉快な体験が い く つ かあ る｡ 私 はIA C に着 い た次 の

日 に ア ル バ ダ博士から自転車を借りた ｡ そ の自転車でI A C から毎日C A B O に 通 っ

て い る ｡ こ の 町 で は 自転車は必常品 で ､ 新た にI A C に 来た人 に は ｢ もう自転串

は手に 入れたか ? ｣ が
一 つ の 挨拶にな っ て い る ｡ 私もそれをI A C に着い た翌日

に何回か尋ね られ ､ そ の たび に ｢ は い
｡ ア ル バ ダ氏から借り て い ます ｡ ｣ と答

えて い た｡ と こ ろ が皆 キ ョ ト ン として い る ｡ 私は皆が ア ル バ ダ氏を知らな い は

ずない から､ 当然話が通 じて い る も の と思 っ て い た｡ 2 日目 に ク ロ イさ ん に も同

じ ことを聞かれた の で
､ 同じ答えをする とそ の ア ル バ ダと いうの は レセ プ シ ョ

ン デ ス ク ( 受付) で働 い て い る 人 の名ですか ､ と聞かれた｡ ｢ と ん で もな い
｡

ドクタ ー ･ ア ル バ ダ で すよ ｡ 知 っ て い る で し ょう ? ｣ と言うと知らな い と言

う｡ 二 ､ 三度言 い 直す と ｢ オ ー

､ ア ー ル バ ダ ( ア に ア ク セ ン ト) !! イ エ ー

ス ｡ ｣ と言 っ た｡ ア ー ル バ ダの ア に 強 い ア ク セ ン トがあり､ 残り の ル バ ダは非

常な早 口 で 言うの だ｡ 私 はどちらかと いうと ｢ ア ル バ ー ダで バ に ア ク セ ン トを

置 い て い た｡ 昨夜 ､ ドゥイ ッ ト氏と話して い る時も私 の マ ッ ク リ
ー

( M a
-

C r e e ､

人名) の 発音が悪 く､ 二
､

三度言 い 直さねばならなか っ た｡
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ァ ナリス(A n ni el es) さ ん の こ とを書く の を忘れて い た 0 彼女はI A C の 受付係で

ぁる ｡ I A C の受付けは
､ ち ょ うど､ ホ テ ル の フ ロ ン ト

･

デ ス ク の ように な っ て

ぉり､ 案内､ 部屋 の鍵 の 授受等をや っ て い る ｡ 日本に来る前に ､ 岡田君に受付

係に ア ナリ ス とい う女の 子が い て ､ 親切 で何で も敢え てくれ る から ､ 困 っ たこ

とがあ っ たら聞くと良い と言われ て い た0 しか し､ 受付係は数人が交替で やっ

て い る し､ 彼女の 人相を開い て い なか っ たの で
､ 最初 ､ 誰が ア ナリ ス さ んか分

からなか っ た｡ そ こで ､ 誰とい うこ とはなく ､ 分からな い こ とは､ そ の ときど

きの 案内係に開い て い た0 私は見知ら ぬ女性に名前を聞くの はち ょ っ と抵抗を

感じる の で ､ 様子を見て い たの である 0 そ のうちに ､ たぶ ん あ の子 だ ろうと予

想が つ い たの で ､ 名前を開 い て み るとやはり ア ナリ ス だ っ た0 ボ ー イ ッ シ ュ な

短い 毛をした ス マ ー トな人で確か に親切 そうである｡ しかも
､ 非常 に テ キ パ キ

して い る ｡

そ こ で 岡田君の 話をする と､ 彼女は私が こ こ に来る の をすで に知 っ て い た0

何も知らな い の で
､ 分からな い こ とが あっ たら敢 えて欲し い と言っ て ､ 大阪で

15 0 円で買 っ た縦横 2 c m の 七福神 の 人形とらくが ん (砂糖菓子) ､ お よび1 円

玉 ､
5 円玉

､
5 0 円玉を日本から の お み や げだと言 っ て渡した｡ そ の 後 ､ 何度か

種々 の こ とを開き に行 っ たが
､

い つ も テ キ パ キと要領よく敢え て くれ る 0 岡田

君に紹介して もら っ て い る 人が他に も何人か い る が連絡を取る 暇が な い o

tA C ( 国際農業セ ンタ ー)

今日は少し私が宿泊して い るI A C に つ い て番 い て お こう｡ I A C のある ワ ー ゲニ

ン ゲ ン の 町は､ オラ ン ダに おける農学研究の 中心で ､ い わゆ る研究学園都市で

ある ｡ 人 口3 万人近くと開い た｡ I A C の建物は19 7 2 年 に建て られ ､ 国際会偶の会

場などに もなっ て い る が､ 主に数カ 月間の研修の ため に世界各国 ( 特に ア フリ

カ と東南 ア ジア) から集ま っ てくる若 い 人 (研修生) の 宿泊所舵研修施設に

な っ て い る ｡ 私などの ように研究所に直接所属して い る 人は少ない ｡ 9 階建て の

建物で ､ シ ン グル の部屋が1 2 0位､ ツ イ ン の部屋が3 0 位あり ､ 各部屋 にはベ ッ

ド､ 机､
シ ャ ワ ー 等々 が付 い て い る｡ 卯削こ はバ ー があ る ｡ I A C の 近くには各種

運動施設､ 娯楽場な どもある ｡ I A C 内で は黒人 ､ 有色人種が7 割くら い で ､ 白人

は少な い ｡ 世界40 カ国位から集ま っ て い る そうだ｡ 私 の 部屋は8 階で ､ 部屋 の窓

からの夜景がきれ い である ｡ 1 階の娯楽室にはピ ン ポ ン 台が置 い てある ｡ こ の前

からち ょ くち ょ くや っ て い る が､ 私はすぐス マ ッ シ ュ を強く打ち込む の で ､ 常

に
"

D o n
.

t b e e x cit e d:
一

(興奮する な) とヤジられ る｡
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1 1 月9 日 ( 日)

洗濯 をす る

ワ
ー

ゲ ニ ン ゲ ン に到着して から初め て の 日曜日で あ る｡ 昨夜 の パ
ー

テ ィ
ー か

ら部屋 に 戻 っ て寝た の は 午前1 時半頃だ っ た の に ､ 朝6 時くらい に 目が覚めた｡

そ こ で
､ 前日の 日記を審く｡ 9 時過ぎに朝食をして

､ そ の後､ 部屋を片付けた｡

部屋は ホ テ ル と同様に毎日 メ イ ドさ ん が掃除をして くれ る ｡ タ オ ル は週2 回､

ベ ッ ド の シ ー ツ は週1 回きれ い なも の と変えて くれ る｡ しか し､ 自分 の 着て い る

も の は もち ろ ん ダメ ｡ 私 は洗濯が嫌 い で ､ 日本 で は毎日取り替え て い た下着ヤ

シ ヤ ツ も 日本 を出 て からはなる べ く着替えない ように して い たが ､
とうとう ス

ト ッ ク が無くなり ､ 仕方 なく昼食後洗濯をした｡ 2 階 に 洗濯機があ る が､ 日本 で

通常使 う洗濯機よりも小 さく ､

一

度 に多く は 洗濯 で きな い
｡ それ に 色 々 な人が

使う の で なかなか空か な い ｡ 仕方なく ､ 部屋 で手も み で 洗濯した｡ 洗濯をす る

の が､ 今 の 私に と っ て は 一 番い やな仕事で あ る ｡ シ ャ ツ は過l 回部屋 に取り に 来

てくれ る クリ
ー ニ ン グ屋 に 出すつ もりで い たが､ お金がも っ た い な い の で 止め る

こと に した｡ 洗濯後､ 夕食前ま で 昼寝した ｡ 夕食後､
ピ ン ポ ン を少しした｡

1 1 月1 0 日(月)

ドゥ イ ッ ト氏 の論文を読 む

昨日 は昼寝もしたし､ 夜も早く寝た の で今朝は5 時半頃起きて ､ 朝食前に
､

ド

ゥ イ ッ ト氏 の 総説論文 ｢ 植物生産｣ (
‖

P l a n t P r o d u c ti o n
■t

M is c ･
,
P a p e r s L a n d b ･

H o g e s c h . W a g e ni n g e n
,
1 9 68 ･ N o ･3 ,

2 5 -5 0 ･) に 目を通 した0 ざっ と目を通しただけ

な の で ､ まだよくは解らな い が ､ 立派な論文の ようだ｡ この前 の パ
ー

テ ィ
ー で

の私と の会話で ､ 彼は ｢私は常に農業に役立 つ ため の 科学 の 総合的結合 を目指

して い る 農学者だ｡ 私 は作物生理 ･ 生態学看で は な い
｡ ｣ と強調 して い た 0

こ の 著作はそ の 観点から審かれ て い る 総合農学的論文で あ る ｡ 農学 の 歴 史

を､ ナ ポ レ オ ン 時代の
"

C arl v o n W ul ff e n a u s Pi e t z p u h l
"

の
"

D a s S t a ti s c h e

G e s e t s
"

か ら説きお こ し､
つ い で V o n T h u n e n ( フ ォ ン ･ チ エ

ー

ネ ン) 氏 の

"

Is oli e r t er St a at
"

,
K e y n e n ( カ イ ネ ン) 氏 の

"

G e n e r al T h e o ry o f E m p l o ym e n t
,

I nt er e s t
,
an d M o n e y (雇用 ､ 利子お よ び金 の

一

般理論)
"

,
L i eb ig ( リ

ー ピ ッ ヒ)

氏 の
"

L o w o f M i ni m u m (最小律)
"

さら に はR o b er t M a y e r 氏 ､
B o y s e n J e n s e n
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( ポイ セ ン ･ イ ェ ン セ ン) 氏 の 研究を総括し､ そ の 上 に自分 の研究成果を位置

付け､ 今後の農学の 進むべ き道､ 世界の食糧問題 を論 じて い る｡ 彼は現在の 食

糧問題 は社会的な問題 で ある と言明して い る ｡ 立派な哲学を含ん だ論文で ある

と思う｡

日本で も ｢ 新農学会｣ の 設立が噂され､ 新しい 農学を求め る動きが出 て い

る0 確か にうなずける動きだと思う｡ そ の 感覚は正 し い ｡ しかし
､

それを哲学

に高め､ 農学 に位置づ け､ それを自分 の 研究に直接に結び つ けられ る 人は少な

い
0 ドゥ イ ッ ト氏はそれが可能な1 人だと思う｡ 日本人の 中に も､ 日本の農学の

伝統をし っ かり見据え て
､ 新しい 科学技術を導入し､ 独自の 研究を発展さ せる

人がも っ と出て こなければならない ｡

C A B O で は
､ 午前中 は机 に座 っ て 本や マ ニ ュ ア ル を読む｡ ア ル バ ダ氏から

は
､ で きる だけ早 い 機会に､ ドゥイ ッ ト氏､

ハ ー ス ト ラ所長､ ア ル バ ダ氏およ

び私で デ ィ ス カ ッ シ ョ ン して
､ 私が こ こ で 何を研究す る か決め る から

､ それま

で しばらく待 っ て くれ ､ その 間は好きな こ とをや っ て くれと言われ て い る｡ そ

こで 今は ドゥイ ッ ト氏 に言われた通り に､ C S M P の利用法を主 に習 っ て い る｡ た

だし
､

もう こ こ に 来て1 週間が過 ぎた の で
､ そ ろ そろ何をや る かを大体決めたい

と思 っ て い る｡ しかし
､

ハ ー

ス トラ氏 は研究所長な の で モ ウ レ ツ に忙 しい らし

い の だ｡ ア ル バ ダ氏も最初 の2 ､ 3 日はず い ぶ ん 時間を書腑 ､ て くれ て い たが､ や

はり相当忙しい らしい
｡ まあそれほど慌て る必要 は な い かもしれない

｡ もう少
し待とう｡

研究パ ー

トナ ー の ヤ ンと話す

夕方､ ハ ウ ドリア ン 氏 ( フ ァ
ー

ス ト ･ ネ ー

ム は ヤ ン と いう) が釆た｡ こ の 頃
は ､ 私も彼をヤ ン(Ja n) と呼ぶように な っ た｡ ヤ ン は ､ 私が こ の 前渡して お い た

私の論文別刷り､ およ び下書き原稿に 日を通 してくれ て い て ､ そ の 意見を言い

に来た の だ0 彼は仕事がと ても早い ようだ｡ そして意見も実に 的を得て い る ｡

2 9 才だそうだが､ 私よりは るか に頭が良く､ 彼の意見は大変参考に なる ｡ 良い

友を得た0 彼はオ ラ ン ダ人だが ､ 英語 ･ ドイ ツ 語はもち ろ ん
､

ロ シ ア語もかな

り話すこ とがで きる らしい
｡

オラ ン ダ語と英語 は文法と冠詞 の 使 い 方などがほと ん ど同じで ､ 英語は彼に

と っ て ほ とん ど苦に ならない と言 っ て い た｡ 実際 ､
ロ ビ ー

や談話室 にあ る テ レ

ビを見て い る と､ 西部劇ヤ ア メ リ カ で 作られた テ レ ビ映画な どはオ ラ ン ダ語 の

字幕付きだが
､ 音声は ほ と ん ど英語で あ る0 これ で は オ ラ ン ダ国民 は自然に英

語 に慣れ る はずだ｡
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人の つ ながりと広 がり

昼食時に 人 の 良さ そう な人 と隣り合わ せ た の で
､ ｢ どこ から来 た の で す

か? ｣ と聞くとポ ー ラ ン ドからだとい う｡ 私は 日本から釆たと言うと ､ 彼は
､

日本の 長塚氏 ､ 岩田氏 ( 農業技術研究所) ､ 相馬氏 ( 宇都宮大) を良く知 っ て

い る ｡ 長塚氏とは数年前 こ の ワ
ー

ゲ ニ ン ゲ ン で2 年間
一

緒 に勉強したし､ 岩田氏

とは2
～ 3 年前モ ス ク ワ の 国際会議で2 時間以上 の 長 い デ ィ ス カ ッ シ ョ ン をしたと

いう ｡ 私 は
､ 土壌物理学研究者 の 岩 臥 相馬両氏の 名前を知 っ て い た の で ､ そ

の 旨告げる と喜ん で くれた｡ そして
､

あなたも土壌物理学者だ ろうとたずね る

と ､ そうだと い う ｡ 彼は､ P r of . P .
K o w ali k ( T e c h . U ni v . of G o d a n s k

,
I n s t ･ Of ･ H y

dr ote c h nic s) だと い う｡ そう い えば
､

どこ かで 聞 い た名 の ような気がす る o K o w -

alik 氏 は
､

以前は
､

S Oil m a p pi n g
の 研究をして い たが ､ 今は

､ 土壌 中の水移動 の

数学的背景を明らか に す る ため の コ ン ピ ュ
ー タ ･ シ ミ ュ レ

ー シ ョ ン に よ る 研究

が主だとい う｡ それを畑 の 蒸発散 の 推定に利用した い と言う の で
､

で はあな た

の 水移動 モ デ ル に は植物が含まれ て い る の かと尋ねた｡ す る と ､ ｢ 正 に そう

だ｡ 我 々 は 土中から植物 の 根 へ
､

そして茎を通り､ 葉が大気を通ずる水移動の

モ デ ル を
､ 新し い ア イ デ ア で プ ロ グ ラ ム を作っ たと こ ろ で

､ それを実験結果と

比較す る ために こ こ に来た の だ｡ ｣ と言う｡ そ ん な仕事をし て い る なら､ ドゥ

イ ッ ト氏を知 っ て い る だ ろう､
と言うと､ 知 っ て い る どこ ろ か

､ 彼はドゥイ ッ

ト氏 の 弟子だと言う｡ 彼は ワ
ー

ゲ ニ ン ゲ ン に 来 る の は4 回目 で
､ 1 回目 は2 年間

で
､

そ の 時ドゥイ ッ ト氏 に習 っ たと い う｡ 2 回目は半年間 で ､ 3 回目は3 ケ 月 ､ こ

ん どの 4 回目 は2 週間だけ で
､ 来週 の 月曜 に は帰る と い う｡ 私 は今 ドゥイ ッ ト氏

の と こ ろ で勉強 して い る の だと い うと､ 大変喜ん で くれ て ､ それで は私が帰る

ま で に 私 の論文別刷りをあな た に あげようと言 っ て くれた｡ 私も彼に､ 名前､

所属 ､ 専攻などを紹介し､ 再会を約束して 別れ る ｡ まだ4 0 才前後 の ようだ っ

た｡

リベ リア 人と話す

夕食後､ 前から顔見知り の 黒人と話した ｡ 彼はア フ リ カ の リ ベ リ ア から来た

人 で ､ 皮膚の 色は完全 な黒 で あ る ｡

一

寸見た の で は ､ 髪 の 毛と皮膚の 境目 が わ

からな い
｡ 私が日本から来たと言うと

､ ｢ 私は前々 から日本に行きたく て しょ

うがな い の だ｡ だが
､ 遠 い の で お金がかか っ て行けな い ｡ 私 の 友人が東京 の リ

ベ リ ア大使館の 秘書をして い る の で ､

"

つ て
"

はあ るの だが ｡ ｣ と言う｡ 東京

に来て
､ 機械工業を見て 回りた い と言うの だ｡ 短期間 の滞在で もき っ と有益で

リ ベ リ ア の 建国に役立 つ だ ろうと言 っ て い た｡ かなり真剣らし い
｡ 彼は農務省
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の 役人だ｡ 私は5月に 日本に帰る から､ 機会があ っ たら訪ねて くれと言 っ て ､ 住

所 ､ 氏名を教えた｡ そしたら
､ す ぐに は 日本に行けそうに ない が ､ 私は日本の

セ イ コ ー

の 時計が欲しく て たまらな い の で
､

5 月か6 月 に金 をあなた の 所に送 る

から､ 時計を送り返して くれと言う｡ ｢ まあ､
で き る こ となら何 で も します 0

で は､ 日本に帰っ たら､ あなたの 手紙を待 っ て い ます ｡ ｣ と言 っ て 別れた0 ア

フ リ カ に 限らず､ オ ラ ン ダで も
､

日本の カ メ ラ
､ 時計､ 音響機器は抜群 の 人気

がある らし い
｡

1 1 月1 1 日( 火)

研究生活 が はじまる

朝6 時 に起き て ､ 昨日 の 日記を書く｡ 思 い つ くまま に雑に書 い て い る だけだ

が
､ 結構な時間を取られ る｡ 他方､ 段々

､ 事件がなく な っ て きて ､ 日常的な決

まり切 っ た生活に なり ､ 書く こ とがなくな っ て きた0

明日､ 午後､
ク ロ イさ ん が帰国す る ｡ もう帰国 の 用意は済ん で ､ 何もや る こ

とがない と言う の で少し話をした｡ 彼女 の 家は西 ドイ ツ の ケ ル ン で
､

こ こ から

電車で2 時間くらい しかかからな い と いう｡ 週末に は い つ もケ ル ン まで帰 っ て い

たらしい ｡ 彼女は
､ 堀江氏が こ の 研究所 に居たとき に ､ 堀江氏から日本の こ と

を聞 い て い たらしく ､ 日本 の 結婚式､ お見合い な どの こ とを知 っ て い た0 宗教

の 話や､ 私の家庭の 話､ 私 に は子供が3 人も い る こと
､ 大学院生 の 時は棄に働 い

て もら っ て養われ て い た こ となどを話した｡ 日本語 の 詰も少しした｡

ア ル バ ダ博士 に しばらく会 っ て い なか っ たの で
､ 昼食に 戻 る前に部屋 に

一 寸

寄り､ 挨拶し､ I M A G ( 園芸工学研究所) の ハ イナ(H e 軸a) 氏 に会い た い の で ､

紹介して欲し い と頼ん で お い た｡ IM A G (イ マ ッ ハ と発音して い る) は温室工学

関係 の研究所でC A B O のすぐ近く に あ る ｡
ハ イナ氏は岡田君が紹介して くれた

人で あ る｡ 午後､ 仏 C からC A B O に行 っ て しばらくす る と､ ア ル バ ダ氏から電話

があり､
ハ イナ氏と連絡が取れ､ 明日の 午前中､

い つ で も い い からIM A G に行 っ

て くれと言 っ て くれた｡ 明日も楽しい 日を送れそうだ｡ ア ル バ ダ氏から ､ 彼の

論文の 別刷りを1 0 種類ほ どもら っ た｡ そ の 後は､ ヤ ン と デ ィ ス カ ッ シ ョ ン した

り ､
C S M p の 使用法を覚えたりした｡

ヤ ン は作物群落内の 光分布の こ とを研究した こ とがあ る らしく､ 光環境 の こ

と に つ い て も詳しい ｡ 1 9 7 3 年 に パ リ で開かれた国際会議 ( 人類に貢献す る太

陽)
"

T h e s u n i n th e s er v ic e of m a n ki n d
"

に お い て ､ 作物群落内の光環境 に閲す
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る数理的研究
"

A c al c ul ati o n m o d el a n d d e s c rip tiv e f o r m ul a s fb r th e e x ti n cti o n a n d

r efle cti o n of r ad iatio n in l e af c a n o pi e s
"

を発表して おり ､ そ の論文 の コ ピ ー

をも

ら っ た ｡ 彼は今2ウオだか ら
､ 発表は2 7 才の 時である 0

韓国人と話す

夕食時 に
､

こ の 前の エ ク ス カ ー シ ョ ン で 隣り合っ て座 っ て ､ 知人 に な っ た韓

国 の バ ク さん ( M r . P a 瑚 と話して い て ､ 重大な思 い 違 い に気が付 い たo 1 1 朋 日

に ア
ー

ル ス メ ー ア で 見た花 の 展示会は1 年で た っ た3 日間 の催 し物で
､

もう終

ゎ っ て しま っ たらし い ｡ 私達があ の 展示会を見る こ とが で きた の は幸運 だ っ た

らし い ｡ 大変な損をした 0 3 日間だけと知 っ て い れぼ
､ 午後の 運河め ぐりなどや

め て おく べ きだ っ た｡ 後悔して い る 0 き っ と バ ス の ガ イ ドさ ん がそ の こ とを説

明した の だ ろうが聞き取れなか っ たらし い 0 そ の うち に ､ もう 一 度あ の 展示会

を見に行こうと思 っ て い た の に 0

バ ク さ ん は 温室に 興味を持 っ て い て ､ 私が温室の こ とを研究して い る と知 っ

て ､ 色 々 と質問し て く る 0 彼 の 専門 は ｢ か ん が い
･

排水｣ だが
､ 温室 の こ とを

オ ラ ン ダで勉強 して おきた い と言 っ て い た 0 そして
､ 今度 の1 4 日 ( 金) に彼 の

属して い る畑地排水国際研修 コ ー

ス (I n te m ati o n al C o u rs e o n L a n d D r ai n a g e) の 実

習 ツ ア
ー で 温室の 見学が組まれ て い る の で

一 緒に行かな い かと誘われた0 さ っ

そく ､
明日､ ア ル バ ダ氏 に 開 い て 了解して くれれぼ参加す る と答えた｡ 場所は

ハ
ー

グ の 近く で ､ 温室 の こ とを説明して くれ る人が現地 で待 っ て い る とい う 0

こ の 見学 ツ ア ー

の 参加者は今 の と こ ろ
､

た っ た2 人だそうだ0 私が参加す る なら

ば
､ 研修 コ

ー

ス の 賓任者で あ る デ オル フ (D e W 叫 氏 に 電話で 了解を取 っ て お

い て くれと
､

バ クさ ん に 言われた｡

さ らに英会話能力の 限界を感じる

今日あたりから私 の 英語力に は っ きりと限界を感じは じめた0 今ま で は､ 釆

たばかりで ､ 日常的な会話ばかりだ っ た の で何も感じなか っ たが ､ 午後に ヤ ン

と話して い て
､ 私 の 言 い た い こ とが英語で どうして も表せ な い

0 込み入 っ た こ

と､ 複雑な論理はとて も英語で表せ な い ｡ 短い 文章は無意識 の うちに英語 で 出

て く る が
､ 内容が複掛 こな っ て く る と

､
日本語で まず考え､ それを英語 に直そ

ぅとす る ｡ する と 口 が モ グ モ グ動くだけで英語 に ならな い
0 仕方がな い から ､

日本語 で考えた こ とを
､

よ り簡単に言い 直して英語 に す る 0 す る と､ そ の 論理

の 弱さ をヤ ン に つ かれ る 0 まあ ､
初めから英語の うま い 人も い な い から ､ そう

ぁ せ る こ ともある ま い ｡ 半年もすれば､ もう少し何とかな る だ ろう0
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タ ロ イさ ん は
､ 自分が何語をし ゃ べ っ て い る かを余り意識して い な い ようで

ある ｡ 英語､ 独語､ オ ラ ン ダ語を無意識の うち に使 い 分け て い る ようだ｡ 彼女

は
､ 明日､ ドイ ツ に帰る の で 明日からはC A B O の 私 の 今使用 して い る部屋 は私

の専用 に なる ｡ 残念な気もする が
､
正直､ ほ っ とする気もする ｡ 彼女 の 英語は

ス ピ ー

ドが早すぎて ( 早口 なの で) 疲れ る ｡ 夕食後､ またピ ン ポ ン をや る ｡ 日

本を出発して10 日が過 ぎようとして い る｡ IA C の 生活も大体様子が分か っ て き

た｡ 少しず つ 仕事も始めた い ｡

1 1 月1 2 日(水)

園芸 工学研究所(l M A G) を訪問する

朝6 時 に起きて
､ 昨日ヤ ン からもら っ た論文別刷りを読む｡ 彼は数学が得意な

ようで
､ 私に は理解で きない 個所が多い ｡ 朝9 時 に ､ 昨日､ ア ル バ ダ氏 に紹介し

て もら っ た M A G の ハ イナ氏を訪ねる ｡ 彼はア ル バ ダ氏 の 名前は知 っ て い る が､

顔は 知 らな い と言 っ て い た ｡ お互 い 自己紹介 し て い る 間 に ､ ス ト フ ァ
ー

( S t o 晩r s) 氏が入 っ て きた｡ しばらく話して い るうち に ､ ス トフ ァ
ー

氏がそれ で

は研究所内を案内しましょ うと言 っ て くれた｡ 最初 に見せ て くれた の は
､ 直径

2 .5 m 程 の大きな積分球で あ る｡ 積分球の 上 に模型 の 温室を置き
､ 遠くから光を

あて て ､ 温室の 床面 に おける 全方向からの光量を測定す る の だとい う｡ 光を感

じる セ ン サ ー は模型温室の 床面 に設置されて い る ｡ 光源として は探照灯 ( サ
ー

チ ライ ト) を使うらしい ｡ まだ光源部分 は未完成 だが
､ 今年中あ る い は来年

早々 に は完成の 予定だと い う｡ どうして こ ん な大がかりな装置を作 っ て ま で ､

全方向 の 光を測定する必要がある のか疑問がな い で はない が
､

おもしろ い 装置
だ｡ 光源は 天井 に沿っ て動くようにする とい う｡ 積分球は回転可能に な っ て い

る ｡ こ ん な装置を考える の はき っ と彼が物理学専攻だからで は な い かと思う｡

次い で ､ 彼は私を ア ドリ
ー

( A d ri e v an d e r K i e b o o n ) の 部屋 に 連れ て い っ てく

れた｡ ア ドリ
ー

の名は 岡田君から聞 い て い た｡ 帰っ たら､ 益己 (岡田) に よ ろ

しくと言 っ て い た｡ ヒ ゲを たくわえた非常に気 の よさそうな男 で ､ 親しみがも

て る｡ 彼とス トフ ァ
ー

氏は
､ 彼らが今や っ て い る暖房費節約 に 関する研究を説

明して くれた｡ フ ェ ン ロ
ー

型 の温室の 気温 ､ 暖房用温水の 温度､ 暖房用 パ イプ

の表面温度など2 0 0 ケ 所 の 温度を測 る こ と によ っ て ､ 二 重保温 カ ー テ ン の効果を

カ ー テ ン の位置､ 種類等を変えながら検討する の だと いう｡ 彼らは2 00 点の 温度

計測が可能なデ ー タ収録装置を持 っ て い る ｡ そして
､ 去年D E C の デ ィ ス ク付き

5 4



ミ ニ コ ン ピ ュ
ー タP D P l l を買 っ た の で ､ 今度はその コ ン ピ ュ

ー

タ に デ ー タ収録

装置を接続す る つ もりだと言 っ て い た｡

日本で も石油 の 値上がり の ため
､ 温室の暖房費の 節約が切実な問題とな っ て

おり､
D , . M ih ar a ( 三 原義秋先生) がそれ に 関して よ い 研究をして い る の で ､ そ

の うちそ の 研究成果 の い く つ かを紹介した い と言 っ て お い た｡ ス ト フ ァ
ー

民ら

の 研究は い か に も物理屋らし い 雰囲気があ る｡ 二 重保温 カ ー テ ン の 実験は､ 最

初 は乾燥した植物の な い 温室で行 い
､ それが終わ っ たら

､
温室内に大きな ( 1 m

x 2 m ) の 吸水紙を つ る して
､ 植物の 蒸散を模擬 し､ その 吸水紙 の 吸水量から蒸

散量を推定する の だと言 っ て い た｡

もう 一 つ
､

温室内 の植物 の 熱伝導係数を決定す る た め の 実験装置を見た｡ 実

験室に は上下1 0 c m 間隔くら い に
､ 放射を カ ッ トす る た め に ア ル ミ箔で包 ん だ豆

電球を3 0 00 ～ 5 0 00 個も並 べ( 2 0 ×3 0 ×5 ; 上下方向に5 段) ､
そ の 豆電球を点灯し た

状態で
､ 温度の 垂直分布を測定 し

､
上下方向の 顕熟移動を測定す る の だと いう0 か

なり物理実験的で あ る ｡

そ の 佃 ､ 波長別 の フ イ ル ム の 放射透過率､ 反射率 の 測定装置等を見 せ て も

ら っ た｡ そ こ で
､ 耳新 しい こ とを聞 い た｡ ガ ラ ス 板に ､ あ る種の 酸化ス ズ化合

物 (彼 は そ の 名を知らなか っ た) を塗 る と日射透過率は7 5 % に低下す る が
､ 長

波射出率が0 .2 に低下す る と い う 0 そ こ で彼は これが商業的 に利用 で きる か どう

かを検討して い る と言 っ て い た｡

ス ト フ ァ
ー 氏と ア ドリ

ー は非常に親日的だ｡ き っ と岡田氏 の 功績だと思う0

ス ト フ ァ
ー

氏は名刺の フ ァ イ ル を取り出して きて ､ 今まで にI M A G を訪ねた日本

人からもら っ た名刺を見せ て くれた｡ 千葉大 ･ 三原先生 ､ 九大 ･

坂上先生､ 大

阪府大 ･ 織田弥三郎先生等々
､ そして つ い に は岡田君が カ タ カ ナ で 奮 い た ｢ ス

ト フ ァ
ー ｣ の 紙切 れま で見せ て くれた｡ そ して私も日本に行 っ て み たい

､ オ ラ

ン ダ政府は実験装置には 金 を出すが､ 旅費に は金を出さな い の で 困る と言 っ て

い た｡ と こ ろ が研究費も こ の イ ン フ レで余り出さなくな っ た がね … … と愚痴 っ

て い た｡
ハ イナ氏 は岡田氏が残して い っ た コ ン ピ ュ

ー

タ ･ プ ロ グ ラ ム がうまく

動かな い と言っ て い た｡ ア ドリ
ー はと て も人が良さそうな の で ､ I M A G に は度 々

訪れ る こ とが で きそうだ｡ 常に再会を約して 昼前に 別れ る 0

仏 C へ の 帰り に オ ラ ン ダ ー 英語 の 辞書を1 冊買う｡ やはりオ ラ ン ダ語を全く知

らない と困る こ とがあ る｡ その辞書を使 っ て早速調 べ たと こ ろ に よ る と､ 1 M A G

(I n stit u u t v o o r M e c h a nis atie
,
A rb ei d e n G e b o u m e n) は

､ 構造物の機械化お よ び労

働 に 関する研究所 ､
と い うこ と に な る らし い

｡ 牧畜､ 果樹 ､ 園芸
一

般 に関 して

広く研究して い る らし い ｡

5 5



昼食時に
､ 先日話をしたポ

ー

ラ ン ド人(D r . K o w alik) に会 っ たら､ 私を彼の部

屋 に連れて い っ てくれ､ 論文別刷り に サイ ン したも の をくれた｡ ｢ 私は土壌物

理の こ とをよく知らな い が ､ よ く読ん で みたい
｡ それ に私の友人で 土壌物理を

研究して い る の が何人か い る の で
､ 帰国したらそ の 人たちに あなた の仕事を紹

介した い｣ と言 っ たら喜ん で くれた｡ 読ん で何か意見があ っ たら今週 中に伝え

て くれ
､ 来週の 月曜に はもうポ ー ラ ン ドに帰らねばならない と言 っ て い た｡ し

かし､ 本当の こ とを言うと､ 毎日10 編以上 の 別刷りをあち こちからもら っ て い

る の で ､ と て も読み きれ る もの で はな い ｡

食生活が 変わ る

こ ちら に来 て から､ 食生活がだい ぶ変わ っ た｡

一 番大きな変化は動物 タ ン パ

クを摂 る量 の 増加 で あり､ 生野菜を食 べ る量 の 減少で あ る ｡ 第二 の変化は摂取

カ ロ リ ー 量 の 絶対的な増加 である ｡ 私は 日本 で は朝食はほとんど摂 らな い 方

で
､ 食べ て も ご飯を軽く1 杯 ､ または パ ン1 片 に ジ ュ

ー

ス
､ 潰物､ 野菜く ら い

で ､
ハ ム ･ 卵などの動物タ ン パ クを摂 る こ とは ほ と ん どなか っ た｡ と こ ろ が こ

ちら に来て ､ 最初 の 日は ハ ム3 枚､
ミ ル ク ､

パ ン2 枚､
バ タ

ー 等､ 2 日目 は ハ ム4

枚､ そ の 他同じ
､
等々 で ､ 今日はとうとう ハ ム 5 ～ 6 枚､

パ ン4 枚､
バ タ ー (2 ×

2 ×2 c m ) 2個､
ミ ル ク の食事を摂 っ た｡ 朝食に野菜が出 る こ と は な い ｡ 昼食に

も野菜はほ と ん ど出な い ｡ 夕食に は少し出る が､ ほ ん の ち ょ っ と である ｡ やは

りオラ ン ダは酪農の 国な の だろうか｡

私は好み と､ 健康上の 理由 に加えて ､ 農学徒として食糧問題を強く意識 して

い る の で
､

肉類はで きる 限り食べ ない ように努力して い た｡ そ の 代わり､ 生野

菜を多く食べ て い た｡ それが こ こ に来て から全く逆転して しま っ た｡ 野菜を食

べ たか っ たら店で買 っ て来る ほかない
｡ 今は摂取カ ロ リ ー に し て 日本に居る時

の 約1 .5 倍､ 家畜の 育成に必要な熱量を含めたオリジナル ･ カ ロ リ
ー に換算すれ

ば､ 約10 倍を消費して い る こと に な ろう｡

食生活で もう
ー

つ 変わ っ たの は コ ー

ヒ
ー を飲む回数である ｡ 私は コ ー

ヒ
ー が

余り好き で は なく､
コ ー

ヒ
ー よりは紅茶を好み ､ 紅茶で も1 日1

～

2 回なら良い

が
､

3 回 はち ょ っ と多すぎる｡ やはり緑茶や水が良い ｡ と こ ろ が
､

こちらに来て

から､ たとえば今日はI M A G に行 っ た こともあ っ て ､ 午前中 に コ
ー ヒ ー

を4 回飲

ん だ｡ 午後に コ
ー

ヒ
ー

1 回 ､ 紅茶1 回で ある ｡ 昼食前､
コ ー

ヒ
ー

の ため少しだけ

胃がもたれた感じがした｡ 私は コ ー ヒ ー に砂糖を入れな い の で ､ 砂糖の取り過

ぎに はならな い が､ とに かく ､ 人を訪ねれば必ずコ ー

ヒ
ー

､ お礼を言 っ て そ の

コ ー

ヒ
ー

を飲み干せば
､ またおかわりとい っ た具合で つ い 飲み過ぎて しまう｡
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今日 の 夕方もC A B O からI A C に帰る途中 に本屋 に寄 っ た｡ そ して ､ S oilI n fb r -

m a ti o n S y st e m ( 土壌情報シ ス テ ム) と い う名 の 本を買 っ た ｡ I A C に帰 っ たら私

が日本から送 っ た小包が届 い て い た｡ 何故だか分からな い が
､ 追加料金だとか

言 っ て2 7 ギ ル ダ
ー を取られた｡ どうも この と こ ろ 出費がかさむ｡ 毎日3 0 ～ 5 0 ギ

ル ダ ー ず つ 消えて い っ て しまう｡

1 1 月1 3 日 (木)

少し づ つ 知人が増 え る

こ の ご ろ
､
I A C で 私 の 存在もだ ん だ ん知られ る ように な っ て きた ｡ 私が日本

人で あ る と知 っ て 日本語 で 挨拶して く る人も い る ｡ 今日はセ イ ロ ン から来た人

と知り合 い に な っ た ｡ 韓国 の 人 は もち ろ ん ､ 東南 ア ジア の 人 で も ｢ おは よう｣

｢ こ ん に ちは｣ ｢ ありがとう｣ などの 言葉は知 っ て い る 人が多 い ようだ0 私 の

こ とを ｢ ミ ス タ
ー ･ ジ ャ パ ン｣ とか ｢ ミ ス タ ー ･ マ ウ ン ト フ ジ (富士山) ｣

とか言 っ て 気軽に話しかけ て く る ｡ I A C で は どう い う訳か
､

エ レ ベ ー タ ー で ~

緒 に な っ たら
､ 誰 とで も ｢ ハ ロ ー ｣ ｢ グッ ドモ ー ニ ン グ｣ ｢ ハ ー イ｣ とか 言 っ

て 挨拶す る ｡ そして次に会 っ たら前から の 知り合 い の ような顔をして話しかけ

て く る ｡ 特に ア フ リ カ から来た人 は 陽気で気さくだ｡

昼食時 ､ 日本からI A C に昨日来たと い う山崎と い う人 に あ っ た｡ 神戸製鋼 の

人で船 の プ ロ ペ ラ の 作り方を研究しにN B S と い う研究所 に1 年間留学する予定だ

と い う ｡

今日 の 昼食時に はポ ー ラ ン ドの婦人研究者と 一

緒 に な っ た｡ 4 0 才過 ぎの 人 の

良さそう なおばち ゃ ん 風 で
､

ポ ー ラ ン ドで は園芸作物研究所 の 病理学研究室で

病害を起 こ す線虫 ( ネ マ ト ー ダ) に つ い て研究して い る ｡ ポ ー ラ ン ドで は女性

の研究者が とて も多 い そうだ ｡ 彼女は最初は近くの オ ラ ン ダ人 の 家 に寄宿して

い たと い う｡ そして オ ラ ン ダ人の 国民性はポ ー ラ ン ドの それとだ い ぶ異な る の

で最初 はだ い ぶ 面食ら っ たと言 っ て い た｡

今日は夕食後､ 少し仕事をしたり ､ 手紙を書 い たりしようと思 っ て い たが
､

部屋 に戻る 時に韓国 の バ ク さ ん に話しかけられた｡ 彼は帰国後温室に関係した

仕事もした い と いうこ とで ､ 色 々 と温室の こ とを聞きに 来 る ｡ 彼は 温室に 関 し

て は基礎知識がな い の で
､ 何 から何ま で説明しなければならず､ 話して い る と

少しく たびれ る ｡
こちら の 説明が下手なせ い もある が

､
なかなか こ ちらの 言う

こ とが通 じずに 困 っ た ｡ こ れも国際親善と思 っ て
､

なる べ く に こ や か に静をし
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て い たが
､
3 時間も話して い たの で疲れた｡ しか し､ 彼は元気旺盛 で ､ ロ ビ ー で

話 して い た の に､ 彼 の 部屋 に行っ て ､ もっ と話した い と言う｡ 彼と は 明日も､

ハ ー グ 近郊の ナ
ー

ル ドバ イク(N a al d w 碑) の 温室作物研究試験場に ､ 他の ト)t / コ

人 1 人 と共に
一 緒に な る の で

､ 彼と話は 明日 に しようと い っ て別れた｡ やはり韓

国か ら来 て い る 人
､

ア フ リ カ から来て い る 人など は
､ 何ご とに も熱心 で ､ 建国

に 自分自身を何とか役立 て たい と い う熱意が感じられ る｡

1 1 月1 4 日 (金)

パ ス ポ ー トがもどる

き ょ うも朝から忙しい1 日だ っ た ｡ 昨夕､ 日本大使館から電話があり､
ア ムス

テ ル ダム 中央駅で私の パ ス ポ ー

トが見 つ か っ た の で ､
ユ ト レ ヒ ト駅 の 遺失物係

に すぐ受け取り に行く ように と の 伝言があ っ たの で
､ 今朝､ 早速遺失物係に電

話 を掛け､ 午前中 に そちら に行く旨を伝え る｡ 遺失物係で 品物を見せ て もらう
と ､ 現金以外は財布ご とすべ て無事で あ っ た｡ 早 速､ 東京銀行､ 日本大使館､

ア エ ロ フ ロ ー ト等に そ の旨電話で 連絡す る ｡

午 後 は そ の まま ハ ー

グ近 郊 ､ ナ
ー ル ド バ イ ク の 温 室作物研究試験場

( G l a s s h o u s e C r op s R e s e a r c h a n d E x p e ri m e n tal S t ati o n) に見学に行 っ た｡ 韓国人の

M r . P a r k ともう1 人 の ト ル コ 人と は ユ ト レ ヒ ト駅 で落ち合 っ た｡ こ こ の コ ン

ピ ュ
ー

タ環境制御温室には期待して い たの だが
､ 見る べ きもの がなく少しが っ

か り した ｡
こ の研究所 は半官半民 だそうで

､ 実用 的な研究だけをして い る と

言 っ て い た｡ 水質の 問題 ､ 育苗中 の 人工照明 ､ 肥料､ 潅漑法等を主な研究テ ー

マ に して い た｡ 案内して くれたの は M is s v an d e r S ar と い う若 い 女 の 子で ､ 肥料､

痛苦等 の 話ばかりで ､ 私が環境制御 の こ とを質問 し て も余り答えて くれず､

困 っ た｡ そして私が植物を何も植え て い な い 温室の 中 に 入 っ て熱心に制御装置

等 を見て い る と
､ 彼女は､ 植物の 入 っ て い な い 温室をどうして見て い る の か理

解 に苦 しんで い る ようで ､ 不機嫌に な っ て しま っ た｡ 又機会があっ たらしかる

べ き人 に案内を頼んで
､ ゆ っ くり見て み た い ｡

帰り際に､ 年配の男の 人が研究室から飛び出して き て ､ あなたは日本人か､

も しそうなら こ の 文献を訳 して欲 し い と言われた｡ それは､ 果物､ 野菜中の鉛

の 含有量を二 つ の 化学的分析法で 測定した例 に 関する物だ っ た｡ 概要を教えて

ヤ る と喜んで い た｡
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1 1 月1 5 日 (土)

日本人と遊ぶ

今日 は 土曜日な の で休日で あ る｡ 午前中 は ゆ っ くり休ん だ｡ 午後は坂本 ､ 山

口 ､ 松浦氏等と福井先生 (京都大学助教授 ､ 束南 ア ジア研究セ ン タ ー ) の家を

訪ねた ｡ 今年3 月 こ ちら に 来 て ､ 来年7 月ま で こ こ に 居られ る そうだ｡ 専 門は土

壌化学及 び土壌地理学と の こ とだ｡ 実は､ 今夕､ 近く の 学生会館で
■

b te 皿 如io n al

F o od m a r k et ( 国際食べ 物市)
一

と い う の が大学職員組合 の 主催で 開かれ ､ それ に

日本で も店を出す の で
､ そ の 手伝 い と い うこ とで伺 っ た の だ｡ しかし

､ 実際は

余り手伝わずに話を して い ただけだ っ た｡ こ の 食 べ 物市 に は20 ケ 国 の 店が開 い

て盛況 だ っ た｡ 日本店はうどん ､ お茶､ ク ッ キ ー (抹茶付き) を出した が ､ 人

気が高く､
1 時間足らず で皆売り切れ て しま っ た ｡ た だし､ 3 分 の1 くら い の 人 は

お茶に砂糖を入れ て 飲 ん で い た ｡ そ の ままで は苦 い らしい ｡

食 べ 物市が終わ っ た後､ 皆で
､

ワ
ー

ゲ ニ ン ゲ ン の 中華料理店で食事を摂り ､

そ の 後､ 又､ 福井先生 の 家 に行 っ て
､

1 2 時頃まで談笑した｡ こ ちらで は
､ 土曜

日 の夜 は12 時頃ま で他人 の 家 に 居 て も良い らし い ｡

1 1 月1 6 日( 日)

少し疲れが出た｡ 夕方ま で ほ と ん ど部屋 に 閉じこ も っ て ､ 手紙を番 い たり ､

本を読ん だり､ 昼寝をしたりす る ｡ 夕食前に少しピ ン ポ ン をや る ｡ 夕食後､ し

ばらく本を読ん で い る と､ M r . P a rk が私の 部屋を訪ね て きて
､

2 時間ほ ど
､ 話を

した｡ 彼は自分 の 将来に色 々 と計画があ る らしく ､ 熱心 に それを話して い た0

1 2 月2 0 日( 土)

国際討論会 での 議論 に 圧倒 され る

1 2 月1 5 日 (月) から12 月19 日 (金) ま で の 5 日 臥 仏 C の 会議場 に お い て ､ 国

際討論会 ｢ 農業お よ び生物学に おけ る モ デ ル の 評価｣ ( m e W o r k s b o p
't

E v al u a -

ti o n of m o d els i n ag ri c u lt u r e a n d b i ol o g y
- 1

) が開催された ｡ 参加者 は全部 で2 7 人だ

けで ､ 名の 知られた人と して は､ オ ー ス トラ リ ア の ベ ネ ッ ト(B e n n e tt) ､ 米国 の
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カ リ ー

( B r u c e C u r r y) と ル ー ミ ス ( R . S . L o o m i s) ､ デ ン マ ー ク の エ ツ カ ー ト

(E c k ar dt) ､ 英国の ソ
ー

ン リ
ー

(J ･ H ･ M ･T h o m l ey) ､ オ ラ ン ダの ドゥイ ッ ト(d e W it)

の各氏が い る｡ 英国の モ ン テ ィ
ー

ス ( M o nt eith) が､ 他 の 仕事上 の 理由で直前に

参加を取り止めたの がとて も残念で ある ｡

この 討論会は ドゥイ ッ ト氏が発起人となり､
ベ ニ ン グドフ リ ー

ス ( P e n nin g d e

V d es) が企画したもの で
､ その 主旨は､ ｢ ダイナミ ッ ク ･ シ ュ ミ レ ー シ ョ ン ･ モ

デ ル の 評価に 関す る 可能性と方法の 徹底的な討論｣ に あ る ｡ こ の 討論会 におけ

る各セ ッ シ ョ ン の議長と
､ 討論 の 導入的話題提供をする 人お よ び議事録を作る

リ ポ ー

タ
ー

が決められ た が､ 実質的 に は ま っ たく の 自由討論で あ る ｡ 第6 セ ッ

シ ョ ン の 議長は日本の 農技研 の 堀江氏が つ とめ
､ 議長として み ご とに討論を進

行させ
､ 皆の喝宋を浴びた｡ 討論 の 詳細な説明は省く こ と に して ､ 以下 に は個

人的か つ 断片的な感想を記したい ｡ こ の 討論会の 議事録は
､ 来年中 に は

､
しか

る べ き国際誌 に掲載され る こ と に な っ て い る ｡

今回 の ような､ 徹底的な学問的討論会 は 国際的 に も珍し い もの と思う｡ 私と

して は貴重な体験をした｡ こ の ような感想 は ､ 私だけで なく ､ 他の 人も持 っ た

ようで ある ｡ 議事の 進行 の 主導権は
､ 実質的に は ドゥイ ッ ト氏と ル ー ミ ス 氏が

障っ て い た ようだ が､ 他 の 人もよ く発言 し､ 日本で は考えられな い ような激し

′
一議論が沸騰 した ｡ 相手が血相を変え て話 して い る に も関わらず､ それをさえ

ぎっ て 反論したり ､ 大声で 怒鳴 っ たり､ 日本的常識 で は 理解で きな い ほ どだ｡

しかし､ 最後は喧嘩別れとい うこ と は絶村 に な い
｡ 最後は 互 い に 冗談を言い

合 っ て和解する｡ 私 は
､ 日本で は､ 議論にすぐ興奮し､ 真 っ 赤 に な っ て かみ っ

く方だが
､

こ の 討論会 で は私などは問題 に ならない 程 ､ 激 しい 議論をす る 人が

たくさん い た｡ そして ､ 議論の 内容は それだけ確実 に深ま っ た｡

モ デ リ ン グの目的､ 効果 に 関す る意見 は大別す る と 二 つ に なる ｡

一

つ はドゥ

イ ッ ト､ ル ー ミ ス 等の 栽培学者(A g r o n o m ist) の 意見 で あ る｡ 彼らは､ モ デ ル は

科学的知識を深め る ための
､ また実験 の補助手段の ため の

､ 即ち ､ どん な実験

をしたらよい かを指摘す る ため の 道具で あ ると考え て い る ｡ 彼らは自分たちを

科学者として位置づ けて
､ 物理的また は生理生態学的に意味の な い モ デ ル は無

意味だと考え て い る ｡

他の
一 つ は

､
ベ ー カ ー に代表される農業工学者( A g ri c ult u r al E n gi n e er) の 意見

で あ る0 彼らは
､

モ デ ル は実社会に役立 て ばよ い の で
､

モ デ ル の物理学的 ･ 生

理生態学的な意味は必ずしも明確で なくて も構わな い とする ｡ 数学者 にも こ の

ような考え方をす る人が多か っ た0 そして この2 派はしばしば本当に激しい 討論
をした｡
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ル ー ミ ス 氏は討論会で ドゥ イ ッ ト氏と共に常に オピ ニ オ ン リ
ー

ダ
ー

の 役を果

たして い た｡ 思慮深 い
､ 説得力のある学者らしい 態度に は過半の 人が肯 い て い

たが､ 面白 い こ と に他の ア メ リ カ 人である ベ ー カ ー

(B ak er) ､
カ リ

ー

およびパ ー

ト( P e a叫 が ル ー

ミ ス に対して 盛 ん に 反論して い た｡

ル
ー ミ ス 氏は世界の食橿問題 に 関して ､ ドゥ イ ッ ト氏と同じく､ 現在お よ び

将来 の 食糧問題 は自然科学と い うより は社会科学､ 政治の問題だと言 っ て い

た｡ 栽培学と して は世界の食橿不足は完全 に解決で きる ､ しかし本当の解決は

社会機構 の改革なくして は実現しな い と言 っ て い た｡

こ の 討論会 で私が 一 番悩まされたの は米語 ( アメ リ カ人 の 英語) である｡ 発

音が モ ゴ モ ゴ して クリヤ
ー で な い の に 加えて

､ 討論中 にス ラ ン グ ( 俗語) を巧

み に使 っ て皆を笑わせ て い る ｡ と こ ろ が こ ちら は ス ラ ン グが皆目分からず､ 冗

談を言われ て もそ の意味が分からな い
｡ 皆が笑 っ て い るか らき っ と面白 い の だ

ろうと い うこ とで
､ 私 も訳も分からず つ きあ っ て笑う次第で あ る｡ それ に1 日6

時間 の 討論な の で
､ 午後 に な る と疲れ て英語が頭を素通りして い く ｡

英語 に は本当に何種類 もあ る も の だ ｡ 英国人､
オ ラ ン ダ人､

イ ス ラ エ ル 人､

デ ン マ ー ク 人 の 英語は分 かりやす い が ､ 米国人､ オ
ー

ス ト ラ リ ア人 の 英語 は ど

うも分から な い 時が多か っ た ｡

もう少し英語が達者ならば ､ 私も こ こ で こうい う意見を言 い た い の だがと1 人

で悔しが っ て い た ｡ チ ク シ ョ ー である｡ 次の 機会に は 是非堂々 と英語 で 意見 を

述 べ て み た い ｡

討論会 の 途中の見学会 で ル
ー ミス 氏 に感銘を受ける

討論会 の3 日日 で あ る1 2 月17 日 (水) に は ､ 観光 バ ス を借り切 っ て ､ 皆で オ ラ

ン ダの 干拓地 に ｢ エ ク ス カ ー シ ョ ン ( 遠足) ｣ をした｡ 家族を連れ て こ の 見学

会 に参加 した討論会の参加者も い た｡ 行き の バ ス で は ､ 英国 の 温室作物研究所

( Gl a ss h o u s e C r op s R e s e ar c h I n stit u t e) の ソ
ー

ン リ
ー

氏と 一 緒 に なり､ 楽しい 時を

過 ご した ｡ 彼は
､ 物理学者だ っ たの が途中で作物生理学者 に転向したと い う人

で あ る ｡ 今度 の 討論会 に は､ 物理学者だ っ た人力叫人 ､
応用数学者オ叫人 ほ ど い

る ｡ ソ
ー

ン リ ー

氏 と私に は ｢ 温室｣ と い う共通 の話題があ っ た の で話がはずん

だ｡

帰り の バ ス で は米国 カ リ フ ォ ル ニ ア大学 ( デ
ー ビ ス 校) の ル

ー ミ ス 氏 と座席

を隣り合わせ た｡ 彼は世界第 一

級 の栽培学者で
､

人間的 に も非常に 立派な人 で

感銘を受 けた ｡ 彼とは こ の 時以外に も ､ 討論会中､
3 ～ 4 回話をした ｡

彼は私 に こ ん な こ とを話した｡ 彼は い ま
､ ｢ さとうきび｣ の 研究をして い る
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関係で ､ 研究用さとうきびの 栽培をさとうきび栽培の 名人とい われ る 日系米人

に依頼して い る ｡ カ ル フ ォ ル ニ ア に は 中国系米人と日系米人が沢山住 ん で い

て ､ 中国系米人は商業で
､ 日系米人は農業で活躍して い る とい う｡

ル
ー ミ ス 氏がその ｢ さとうきび畑｣ を訪ねた際､ そ の 日本人が ､ 何もな い が

お茶で も飲んで い っ て くれ
､

と言う の で彼の家に 立ち寄 っ た｡ 彼の 身なりは誠

に粗末とい う他なし
､

こ れ以上の貧乏人があ ろうかと感じ る ほ どだ っ た｡ とこ

ろが
､

家 に 入 っ て み る と
､ 彼の 娘が長く の ばした爪 に マ ニ キ ュ ア を つ け､ 立派

なピア ノ で ピア ノ を弾 い て い る ｡ 音楽大学の ピア ノ 科を卒業した音楽家 で
､ 今

はかなり の 収入を得て い る とい う｡ 他に3 人 の 息子が い て
､ そのうち2 人はすで

に博士 の 学位をとり､ 現在､ 大学の 教官をして い る物理学者と工学者で
､

3 番目

の 息子 は博士課程大学院生として 研究生括を送 っ て い る と い う｡ ル ー ミ ス 氏は

こ の 両親の 生き方 に深く感動した と い う｡ こ の ような態度を子供 に対 して とれ

る アメ リ カ 人の 両親は 決して い な い だ ろうと い うこ とだ｡

ル
ー ミ ス 氏 は 昨年5 月 に 日米エ ネル ギ ー

合同委貞会 の 招待で
､ 他 の 米人科学者

3 人と共 に 日本に1 週間ほ ど滞在した とい う｡ 東京で ｢ 中山｣ さ ん とい う人が議

長をした公開討論会 に参加した とい う ｡ そう い えば
､ そ の ような公開討論会の

新聞記事を読ん だ記憶があ る｡ たしか
､ 朝日講堂かど こ か で ､

一

般 の 人も参加

で きる ような形で 討論会が行われた は ずだ｡ 討論会 の後､ サ シ ミ ヤ タ コ を食べ

て ､ 休日 に は埼玉県の ｢秩父｣ へ ハ イ キ ン グに行っ たと い う｡ そ こ で ､ 風景 の

話が出て ､ ル ー

ミ ス 氏がオ ラ ン ダと日本の 風景 は ｢ す べ て が ス モ ー

ル
･

ス ケ ー

ル ( 規模が小さ い) とい う点 で｣ よ く似 て い る と い う｡ そう い えばそうかもし

れない ｡ 少なくとも ア メ リ カ の 風景と比較すれば
､ オラ ン ダと日本の風景は共

に小規模とい う点で 共通したも の があ ろう｡ しかし､ 私 はそう い う風な考え方

をした こ とがなか っ た｡ オ ラ ン ダの 風景と日本の それと は異な る と考え て い

た｡ 見方 の 違 い とい うもの は人 に よ っ て実に大き い ｡

1 2 月2 3 日(火)

クリス マ ス ･ パ ー テ ィ
ー

多く の 人達の 厚意で ､ 楽しい ク リス マ ス 週間を過 ごす こ とが で きた｡ 以下 に

そ の 概略をお伝えした い と思う ｡

まず､
12 月23 日 (火) の 夕方5 時過 ぎから､ ヤ ン の 家で

､ ドゥイ ッ ト氏が教

授をして い る 理論生産生態学科 の 職員ほ ぼ 全員､
お よび ア メ リ カ 人 の ミ レ ン
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( M ill e n) 夫妻 ､ 日本 の 堀江氏それ に私が招待され て ､
パ ー

テ ィ
ー があ っ た｡ 全

部で2 5 人前後で あ る ｡ ヤ ン は2 9 才の 助手だが､ 月給は24 0 0 ギ ル ダ ー ( 約22 万

円) で 立派な家 に住ん で い る ｡ 月賦 で毎 郎5 0 ギ ル ダ
ー ( 6 万円) ず つ ロ

ー

ン を

支払 っ て
､ 何年か後に は自分 の 家 に な る との ことで あ る｡ 大きなリ ビ ン グル ー

ム の 他に ホ ビ ー

ル
ー ム (趣味を楽しむ部屋､ 彼 の 場合 に は立派な大工道具

一

式

の 揃 っ た工作室) があ る ｡

こ の パ
ー

テ ィ
ー で は ｢ ス イ ス ･ チ

ー ズ ･

フ ォ ン デ ュ 帥 n d u)｣ を楽し ん だ｡ 大

きな銅 に チ ー ズを入れ て 溶か し
､

ワ イ ン を加え る ｡ そし て フ ラ ン ス パ ン をち

ぎ っ て 鍋 の 中 に つ つ こ み
､

チ
ー ズ の 沌み た パ ン を食べ る と いう至極簡単な料理

で あ る ｡ フ ォ ン デ ュ と は フ ラ ン ス 語で ｢溶かす｣ と い う意味だそうで
､ 最近 オ

ラ ン ダで は こ れがはや っ て い る と い う ことだ｡ 大きな鍋を囲ん で ､ 皆で パ ン を

チ ー ズ の 鍋 に つ けて食 べ る の で ､ 日本の すき焼き や 鍋物を つ つ い て い る ような

感じ に な る ｡

パ ー テ ィ
ー と い っ て も別 に どうと いう訳 で もなく､ 勝手に食 べ 始めて勝手 に

隣の 人 と話して勝手に 飲 ん で
､ 各人が適当な時刻に勝手に帰る と い う感じで ､

日本 の パ ー

テ ィ
ー とは少し異な る ｡

オ ラ ン ダに 来 て から こ の 種の パ
ー

テ ィ
ー に は もう何度も招待され て い る し､

今回 は 日本 の 堀江氏 も
ー 緒だ っ た の で 気楽に楽しめた 0 とはい っ て も

､
や は り

何かをす る と い く つ か の 新た な体験､ 発見があ る｡ 今回 の 発見は 以外に も堀江

氏 に 関 し て で あ る ｡

彼は大変な人気者な の だ｡ 少なくとも､ 誰もが彼に親しみ を感じて い る よう

で あ る ｡ 彼が何かを話す と骨が よ く笑う ○ 話の 内容は別 に どうと い うこ と は

( 日本人 から見れば) な い ように思え る が､
と て も愉快な の だ0 私が こちらで

一 番困 っ た の は､ こ こ で は い わゆる
"

日本式冗談
"

が通 じない こ とだ っ た 0 日

本譜で つ まらぬ話をして お互 い に大声で笑うの は日常よ くある こ とだが ､ それ

を英語 で どう話したら良い の か ほ と ほ と因 っ て い た0 気軽に話す に して も､ ど

の 程度気軽 に話し て よ い の かそ の 程度がなかなか つ かめなか っ たの が
､ 今 臥

堀江氏 の ふ る ま い を見て
､ そ の 辺 の 呼吸が多少つ かめた ようで

､
とて も参考に

な っ た ｡

彼 は よ く ､ ドゥイ ッ ト氏 の も の まねをして骨を笑わ せ て い た0

天 真ら ん まんなドゥイッ ト教授

ド ゥイ ッ ト氏 は 個性的な人で
､

ま っ たく得難 い 人材で あ る ｡ 彼 はとて も知的

な反面 ､ 子慎み た い なふ る ま い を よくす る 0 彼は議論を して い る と､ 突然奇声
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を発して 立ち上がり､ 部屋 の 中をぐる ぐる歩き回 っ て ､ 時に は部屋 の外に 出 て

い っ て しまう｡ そして どうしたの かなと思 っ て い る と
､ 数分で戻 っ て き て ､ ま

た議論を続ける の で あ る ｡ 部屋の外で考えをまとめ て い る らしい の だが､ 最初

は私も ー

寸 びっ くりした｡ そして興奮して く る と
､ 大声で 同じこ とをわめ い て

い る ｡ ア メ リカ 人 に聞くと ｢ 彼の 英語は文法的 に は デ タ ラ メ に近 い こ とがあ る

が
､ 少なく とも彼の 考えて い る こ と は とて も よ くわか る｣ と い うこ とである｡

い つ も早 口 で し ゃ べ る ｡

話を聞 い て い る ときは
､

イ ス から落ちそうな ほ ど反り返 っ た姿勢 で い る かと

思うと
､ 急に机 にう つ ぶ したり で変化に富んで い る ｡ しかし､ と に かく ､

一

生

懸命何かを考え て い る らし い とい う こ とがわか る の で相手 に は悪く思われない

ようだ｡

彼は パ イプの 愛好者 で ､ い つ も パ イ プを二 つ 持 っ て い る ｡ こ の パ イ プに タ バ

コ を つ め て 吸う訳 だが ､ 議論 に夢中 に な っ て く る と
､

せ っ かく つ めた タ バ コ

を､ もう吸 っ て しま っ たと思う の か
､ あ る い はまだ っ めて い ない と思 っ て か､

ほ じくり出し､
また新しい タ バ コ と つ めかえて しまう ｡ しかもそれが議論に夢

中 に なる と度々 なの だ｡ どうして こ の 人が現在 の 世界 の 農学分野で の 第
一

人者

な の か と思 い たくな る ぐら い で ある ｡ 他方､ 私が 一 番感心す る の は彼の 笑顔が

実に美し い と いうこ とだ｡ 5 0 才を過ぎた人で
､

い や20 才を過 ぎた人 で も､ 彼ほ

ど純粋な笑顔を持 っ て い る 人は数少ない で あ ろう｡ 赤ん坊の笑 い 顔と同じで汚

れがない の だ｡ 天衣無縫､ 天真らん ま ん の 人 の 代表で あ ろう｡

ヤ ン に は2 才の子供がい る の だが､
こ の パ ー テ ィ

ー で ドゥイ ッ ト氏とそ の 子供

がす っ かり仲良くな っ て しま い
､ 8 時半を過 ぎて そ の 子供が寝る時間 に な っ て

も､ ドゥ イ ッ ト氏から離れたがらな い ｡ そして ､ ｢ こ の おじち ゃ ん と 一 緒なら

寝る｣ と い うこ と になり､ とうとう ドゥイ ッ ト氏が子供と寝室に行き ､ 寝 つ か

せ て きた｡ やはり､ ドゥイ ッ ト氏 の 性格が純粋で それがすぐに 子供に通 じる の

で あ ろう｡

その 他､
ドゥイ ッ ト氏に つ い て は色々 な面白い 話を聞 い た｡ ホ ニ ー さんが話

した と こ ろ に よ る と
､ 彼は靴をは い て い る の が好き で は なく ､ 試論が長くなる

と靴を脱 い で ､ 素足 で歩き回る そうだ｡ とこ ろ が
､ 談論で 興奮す る と､ 帰る と

きに靴を はくの を忘れて
､ 素足 で部屋から出て い き ､ そ の まま車を運転して帰

宅し
､

それ で も気付かな い で
､ 奥さ ん に家 で ｢ 靴は どうしたの で すか ? ｣ と聞

かれ て は じめて
､ 靴をは い て帰る の を忘れた こ と に気が付く こ とがときどきあ

ると の こ とで あ る ｡

それをヤ ン に確かめ る と
､ 実話だと い う｡ ヤ ン と ドゥイ ッ ト氏は昨年イ ス ラ
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ェ ル に行き ､ そ こ で モ ス ク ( 回数 の寺院) を訪ねた時､
モ ス ク の 中 に は素足 で

な い と入れ な い の で ､ 靴を脱 い で 入 っ たの だが､ その 時も帰り に靴をは い て 帰

るの を忘れ て ､
ホ テ ル に帰り ､ そ こ の ボ ー イ に ｢あなたの靴はどう したの です

か｣ と言われて はじめて気が付き
､

あわ て て モ ス クま で靴を取り に 戻 っ たそう

だ｡ そ の 時 ､
モ ス ク の 下足番の お じさ ん に ｢ 私は10 年間､ 下足番をや っ て い る

が ､ 白人 で 靴をはく の を忘れ て帰 っ たの はあなたが初め て だ0 以前 ､
ア フ リ カ

の 奥地か ら来た黒人 に1 人そう い う の が い たがね｡ ｣ と言われたそうだ0

堀江氏 の 話に よ る と､ 彼 の 車の 運転は相当に乱暴らし い
0 ドゥ イ ッ ト氏 は道

路を曲が る とき ､
ほ とん どス ピ ー

ドをゆ る めな い の で ､ 同乗者はど こか に しが

み つ い て い な い と､ 振り回され る と の こ とだ｡ しかも､ 彼は時々
､ 運転中 に何

かを考え出すと
､ 自分が車を運転して い る こ とを忘れ る時があ る と い う0 そし

て
､ 信号 を無視したり ､

ハ ン ドル から手を離して ペ ン と手帳を取ろうとしたり

す る と い う｡ 私が彼 の 運転す る車に 同乗さ せ て もら っ た 時は､ 辛か不幸か
､

そ

れ ほ ど乱暴な運転で は なか っ た｡

彼は農学 の 分野で は ､ 世界 で も っ とも早く コ ン ピ ュ
ー

タ を使 い 始めた人な の

だが
､

堀 江氏 の 話 に よ る と､ 彼の作 っ た コ ン ピ ュ
ー タ ･ プ ロ グ ラ ム はま る で デ

タ ラ メ で
､ 結果がち ゃ ん と出 て き た こ とは い まだか っ て な い と の こ とで ある 0

と こ ろ が
､ 彼 の 部下 の ド ヨ ン グ(d e J o n g e) 氏が コ ン ピ ュ

ー

タ ･ プ ロ グラ ミ ン グ

の 名人 で ､ 彼が ドゥイ ッ ト氏 の プ ロ グ ラ ム を完成させ て い た そうで あ る 0 ド ヨ

ン グ氏と は私もよ く話をす る が ､ ま こ と に ス ロ ー テ ン ポ の 人間 で
､ 仕事は べ ら

ぼうに 遅 い が
､ 内容は驚く ほ ど正確な人だ0 他方､

ドゥイ ッ ト氏 は仕事はべ ら

ぼうに 早 い がま こ とに そそ っ かし い の で
､

2 人の コ ン ビ ネ
ー シ ョ ン が良か っ た の

だろう｡ ドヨ ン グ氏はあまり に も ス ロ
ー

テ ン ポ の 人間 で ､ 奥さん に逃げられ た

そうで あ る ｡ 彼に プ ロ グ ラ ム の こ とを 一

寸質問す る と
､

そ の 答を得る の に1
～ 2

時間はた っ ぶ りかか る ｡

ド ゥイ ッ ト氏 の 奥さ ん に も何度も会っ たが ､
こ の 奥さ ん もなかなかの 人 で あ

る ｡ どちらかと い うと ド ヨ ン グ氏 の タイ プで落ち着き払 っ た人間 で
､ そそ っ か

し い ドゥ イ ッ ト氏を ウ ラ からし っ かりと支えて い る感じで
､ 動作は誠 に端正 で

あ る ｡ 人間関係と いう の は､
コ ン ビ ネ

ー シ ョ ン の妙と い う の が実に大事な の で

は な い かと感 じる ｡ ドヨ ン グ氏お よ びあ の奥さ ん が い なければ､ ドゥ イ ッ ト氏

があれ ほ ど自由奔放に自己 の 才能を発揮し､ 農学研究の 世界的第 一

人者に はな

れなか っ た の で はな い だ ろうかと思 い たくな る｡

ドゥ イ ッ ト氏 の 頭脳はきわめて 明晰 で
､ 実に論理的 に物を考え る の で

､ 彼と

議論 して彼を説得す る の は難し い
0 しかも ､ 彼はかなり頑固なと こ ろ があり ､
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私が見れば どうで もよ い ような こ と で も ､ なかなか自説を曲げな い こ とがあ

る ｡ そし て ､ ｢多分 ､ 私 は 頑固者と思われ て い る で あ ろうが ､ それで も私は考

えを変えな い
｡ ｣ としばしば言 っ て い る ｡ それ で も､ 彼は誰からも親しまれ て

い る し､ 学問的に も第 一 級な の で あ る から
､

ま っ たく ､ 人格､ 人柄と い う べ き

であろう ｡

彼はどうも1 ケ月 に1
､

2 回も服装を変えて い な い ようだ｡ 断言 はで きな い が ､

彼の ネク タイは私がオラ ン ダに来て 以来､
2 ケ 月 間

一 度も変わ っ て い ない ような

気がす る｡ しかも､ そ の ネ ク タイ は しばしば ｢ 裏返 し｣ に な っ て い る｡ 実に愉

快な人物だ｡ 彼の エ ピソ
ー

ドは 私が問 い ただけで も他に も沢山あり ､
どれも彼

の 性格を実に よ く表して い る ｡

ヤ ン の 家で の パ
ー

テ ィ
ー は夜中の1 時半ま で続い た らし い が

､ 私は12 時半 に

帰宅した ｡

1 2 月2 4 日 (水)

ゴッ ホ美術館を訪 ねる

朝方 はC A B O で仕事を した が
､

以前､ 韓国 の 洪 ( ハ ン) 氏 に計算機セ ン タ
ー

の 見学に つ きあうこ とを約束して い た の で ､ 10 時半過ぎから1 時間ほ ど計算機セ

ン タ ー を案内した｡

正午に ア ル バ ダ氏 の 家 に行き､ ア ル バ ダ夫妻と堀江氏と私で ､ ア ル バ ダ氏 の

車 (ル ノ
ー

の新車) で ア ム ス テ ル ダム に行 っ た｡ ア ル バ ダ夫寮は､ 私達を ゴ ッ

ホ美術館に 連れて い っ てくれ る と いう の で あ る｡ 実は
､ 私 は ゴ ッ ホ美術館に は

1 週間前に行 っ て ゆ っ くり見て きた の だが ､ 堀江氏は見て い ない と い うし､ 何回

で も見たい と思 っ て い た の で
､

一

緒に連れて い っ て もら っ た｡

出かけ る ときは雨が降 っ て い たが ､ ア ム ス テ ル ダム に着く頃に は や ん で い

た｡ 高速道路 の路面状態が良い せ い か ､ 雨で も車は時速1 0 0 k m 以上 で走 っ て い

る｡ ア ム ス テ ル ダム郊外の 駐車場 に車を置き､ そ こから電車に乗 っ て ､ 市の 中

心 に向かう ｡ 市内は車が混雑して い る の で こ の 方がよ い そうである ｡

最初 ､ 堀江氏が買 い 物をした い と言うの で
､ デ パ ー

ト に行き､ 彼の 子供 へ の

お土産とア マ リリス の球根を買 い
､

つ し
.

- で ス ポ ー

ツ の専門店に行き､ テ ニ ス の

ラ ケ ッ トを1 40 ギ ル ダ ー で買う｡ こ の ラ ケ ッ トを日本で 買えば3 万 円はする と い

う こ と である ｡

ゴ ッ ホの絵は何度見て も飽きな い ｡ 先週は1 人 で ただ見て 回る だけだ っ たが ､
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今回 は ア ル バ ダ夫妻の解説付きだ っ た の で
､

とて も理解が深ま っ た｡ 時代 の 背

景や各地方で の 仕事 の 特色 などを細か に説明して もら っ た の で
､ す っ かり ゴ ッ

ホ の ｢ 通｣ に な っ た感じで あ る ｡

私がオ ラ ン ダに 関し て
一

寸不思議なの は
､

こ の 美術館に 限らず他 の 美術館､

あ る い は駅や 町中の 標識 や説明がす べ て オ ラ ン ダ語で
､ 決して英語 で は書かれ

て い な い こ とで あ る｡
こ れだけ､ 外国人 の 多い

､ しかも英語をよく知 っ て い る

オ ラ ン ダ国民が多 い の に ､
どうして なの か｡ き っ と国民性とそれなり の 時代的

背景があ る のだろう ｡ 日本 で は全く逆 に ､ 分かりもしな い 英語が や たらと目 に

付き､ ど っ ちも ど っ ちな の だが … …

｡

美術館を出る 時 に ､ ア ル バ ダ夫妻から堀江氏と私 に ､ 売店で売 っ て い た ゴ ッ

ホ の 画集を ｢ 記念 に｣ と言われ
､

プ レゼ ン トされた｡ とて も立派な ､
ほ と ん ど

が原色 の 画集で ､ 恐縮す る ｡ オ ラ ン ダの 生 ん だ
､ 世界的画家 ゴ ッ ホ へ の 理解を

深め よう と思う｡

ア ム ス テ ル ダム で あの 安 ホテ ル に 出会う

美術館 を出 て から ､ 近く の ｢ 骨董屋｣ を見 て 回 っ た後､ 中華料理店で 夕食を

し ようと い う こ と に なり ､ 歩い て ダム 広場 の 方 へ 向か っ た ｡ ダム 広場 へ 向かう

道 で
､ 偶然､ 私が パ ス ポ ー ト盗粍事件の あおり で ､ 1 1 月3 日の 夜 に ア ム ス テ ル ダ

ム で1 泊した安ホ テ ル ( 1 泊1 5 ギ ル ダ ー ) の 横を通 っ た｡ 堀江氏に ｢ こ こ が私 の

泊ま っ た ホ テ ル だ｣ と言うと､ ｢ ほ ん とかよ､ こ の 辺 は有名な連れ込み宿街だ

ぞ｡ ｣ と言う｡ 彼の 解釈に よ る と
､

こ の 種の 宿 に1 人で泊ま る とい う こ とは
､ 女

を求め て い る と解釈され る と い う｡ あの夜中 に
､ 私の部屋を激 しく ノ ッ ク した

の は そ の 種 の 女だ ろう と い う｡ そして 次に となり の 部屋 を ノ ッ ク し始めた の

は､ 私 をあきらめたからで
､ 隣の 部屋 で 最初大声で わめ い て い たの は

､ 値段 の 交

渉だ っ た の だろうと い う｡ あの とき､ 女の 方は最初大声で泣 い て い た の で ､ 本当

に彼 の 解釈通りか どうか知らな い が
､ あり得ない こ とで もない か もしれな い

｡

1 1 月 の3 日と4 日 に私 は ア ム ス テ ル ダム の 町を歩き回 っ た の で ､ 今日歩 い た所

も､ そ の 時歩き回 っ た所と同じ個所が い く つ もあ っ て ､ と て も懐か しか っ た｡

ただ
､ あの 時はど こを歩 い て い る の かよく分からずに歩き回 っ て い たの だ｡ 苦

労して探し当て た ｢ ア エ ロ フ ロ ー ト の ア ム ス テ ル ダム 支店｣ や 空腹の余り路上

で 立 ち食 い した ｢ ム ン ト広場 の に しん売り｣ で 買 っ た ｢ 生 に し ん｣ も見かけ

た ｡

レス トラ ン を探して い る途 中､
おかしな所を通 っ たの で ､ 堀江氏 に聞くと

､

こ こ が有名な ｢ か ざり窓｣ だと説明し て くれた｡ ア ル バ ダ婦人も ｢ こ こ はs p e -
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ci al pla c e fb r m e n (男性の ため の特別 な場所) ｣ だと説明して くれた｡ ア ル バ ダ

夫妻が知 っ て い て こ こ を通 っ たの か､ 偶然通 っ たの か知らな い が ､ 堀江氏はア

ル バ ダ夫人 に ｢ あなたは こ こを通 っ たの は 初め て で し ょ う｣ と質問されて ､ 答

に窮して い た｡

街全体の感じは
､ 暗く て

､ 汚くて
､ 陰惨で あ る ｡ こ の

一 角 に住ん で い る人

は
､ 中国系､

イ ン ドネシ ア系､ 黒人系が大多数で ､ 他に少し白人 の ドロ ッ プア

ウトした人が い る そうだ｡ 店の ドア に も ｢ C hin e se o nl y｣ と いう張り紙があり､

中国系の 人以外 の 入店を断 っ て い る ク ラ ブ風 の 店をとき どき見かけ る｡ そ の近

くの 中華料理店で食事をして ､ 8 時半過ぎに ア ル バ ダ氏 の 家 に戻り､

一

服 してか

ら､ 近く の 教会に ク リ ス マ ス イブを過 ご しに行 っ た｡

教会で クリス マ スイブを過ごす

ホ ニ ー が堀江氏と私を教会に招待して くれ た ｡ そ の 教会 に は5 00 人程度の 人が

入れ る
､ 大きい 礼拝堂があ っ た｡ 沢山 の 人が つ め かけて

､ 参会者が座りきれず

補助イス を使 っ て い た｡ 牧師の 説教をはさ み ながら､ 教会 の合唱団や私達 の 賛

美歌の 連続で ある ｡ 歌詞が皆に配られて い たの で
､ それを見なが ら デ タ ラ メ の

発音とメ ロ デ ィ
ー で私も大声を出して 歌 っ た｡ なに しろ ､ 5 00 人 の 合唱だからひ

とりふ たり デタ ラメ の 歌を歌う人が い て も分かりはしな い の で あ る ｡ 英語で書

かれて い る 歌詞が2 ､ 3 あ っ たの で それは特に大声で 歌 っ た｡ メ ロ デ ィ
ー

を知っ

て い た の は ､ 最後に歌 っ た
一

つ だけだ っ た｡

教会 で ち ょ っ とび っ くりした の は ｢ 牧師の 説教｣ で あ る ｡ 私 は ｢ 牧師の 説

教｣ などにま っ たく興味の な い 方だが ､ こ こ の 牧師は ま る で シ ェ
ー ク ス ピア の

役者の ように ジ ェ ス チ ャ
ー が大きく ､ 声も大きく良 い 声で ､ ま っ たく芝居かオ

ペ ラ を見て い る の と同じで ある ｡ 勿論オラ ン ダ語だから何を静して い る かは分

からなか っ たが､ 面白かっ た ｡ 聞くと ､ あの 程度の ジ ェ ス チ ャ
ー は牧師として

は 当然で
､

あの 牧師はジ ャ ン プしながら話をしなか っ たからまだおとなしい 方

だとい うこ とだ｡

Il 時半頃 に ミサが終わり､ その後ホ ニ ー と堀江氏とホ ニ ー

の 友達2 人と私でホ

ニ ー の家に行き
､ 皆で ブドウ 洒を飲ん だ｡ ただし ､ 私だ けはジ ュ

ー

ス を飲ん

だ｡ どうもブドウ酒を飲むと疲れる ｡ 午前1 時半頃帰宅す る ｡
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1 2 月2 5 日 (木)

クリ ス マ ス の 夕食招待

今日は ク リ ス マ ス で 祝 日で ある 0 連日､ 帰宅が深夜だ っ た の で ､ くたびれ て

午前中は寝て い た｡ 今日はク リ ス マ ス の 祝日な の で ､ 午後は 部屋 の 整理 ､
ピ ン

ポ ン
､ 洗 濯をしたりした ｡ 夕方5 時頃 ､ 堀江氏が私 の 部屋を訪れ ､ 少し話を し

た｡ そして6 時過ぎに ア ル バ ダ氏 の 家 に行 っ た0 クリ ス マ ス の夕食に堀江氏と私

を招待して くれた の で あ る0 典型的 ク リス マ ス 料理と い うこ と で
､

七面鳥 の 肉

に ジ ャ ガ イ モ
､

ビ ー トベ リ ー

､ リ ン ゴ ペ ー ス ト等を食 べ た 0 食事後､
ア ル バ ダ

氏が日本に行 っ た ときに撮 っ た ス ラ イ ドをプロ ジ ェ ク タ
ー で 写 して 見せ て くれ

た｡ とて も良か っ た ｡

私 は 現在､
オ ラ ン ダの 風景 や 生活株式に不満を少しも持 っ て い な い が

､
ス ラ

イ ド で 写 さ れ る 日本 の 景色 や 生活を見 る と
､ 何 か 言葉 に表せ な い よう な

｢ ホ
ー ｣ と気分が楽に な る から不思議で あ る 0 や はり文化が異な る の だろう

か ｡
ス ラ イ ドを見た後､ 私が ｢

"

ホ
ー

ム シ ッ ク
, ,

に な っ た 0 明日 日本 へ 帰り た

い か ら至急切符を手配 して くれ ! ｣ と騒 い だ の で大笑 い に な っ た 0 堀江氏は明

日 の 昼 の 飛行便で帰国す る ｡ 1 2 時過 ぎに帰宅す る 0

1 9 7 6 年1 月1 日( 木)

お お み そ か パ
ー

テ ィ
ー

あけまし て おめ で とう ご ざい ます 0

昨年 の 大晦日が近 づ く に つ れて ､ やはり正月だけで も家族と
一

緒 に迎 えた い

も の だと強く感 じて い ました ｡ 日本の 大晦日から正月に かけて の 町 や家庭内 の

雰囲気に は やはり独特 の も の があります 0 とこ ろ がオ ラ ン ダで は
､

ク リ ス マ ス

が盛大だ っ ただけ に
､

正月 は
､ 何か､ そ の ｢ 疲れ休み｣ と い っ た感 じで淡々 と

し て おり ､ 少しも正月 らしい 雰囲気がなく､ 正直言 っ て
､ 少しさ み しさを感 じ

そ れで も､

一

応 ､
I A C で は12 月3 1 日 の 大晦日 に

"

N e w Y e ars E v e P a r ty
"

を夜

卵寺からや る から､ 参加 した い 人 は応募用紙に申し込む こ と
､ そ の 際 仏 C 以外の

友人 を4 人ま で招待して も よ い 0
パ ー テ ィ

ー で の 飲 み 物 ､ 食べ 物は無料で ある旨

の パ ン フ レ ッ トをもら っ て い ました｡ 私は酒がダメ な方な の で
､ 参加す る気に
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なれず ､ 申し込まずに い たと こ ろ
､ 受付係 の 人 に ｢ あなたはもう申し込 んだ

か､ まだ申し込 ん で い な い なら ､ こ こ に申込用紙がある から
､

こ れ に書き込
め0 ｣ と言われた ので ､ しぶ しぶ 一 応申し込 ん で おきました｡ IA C に は ､ 現在､

私を含めて3 人の 日本人が宿泊して い る が ､ 他 の2 人 (坂本氏と小島氏) は正月

をス コ ッ ト ラ ン ドの ア バ ジ ー

ン とい う所の 友人 の 家 で 酒を飲み ながら過 ごすと

いうこ とで
､ 昨日朝早く 仏 C を発ちました｡ その 2 人は酒飲み で

､ 漕が大好きで

す0 従 っ て
､

仏 C の 住人で こ の パ ー

テ ィ
ー に参加する の は私 ひ とり で した｡ そ

こで 一 応､
I A C に は住ん で い な い が

､
ワ ー ゲ ニ ン ゲ ン の 他 の 場所 に 下宿して い

る 日本人 の 名前 ( 山崎) を友人として書き込 ん で おきました｡ 別 の 日本人 (松
浦) は他の 人の ゲ ス トとして 来る と聞い て い た の で ､

一 応､ 日本人が3 人参加す

る 予定で した｡

夕食後､ 少し居眠りをして い た とこ ろ､ 8 時半頃､ 山崎氏が私 の部屋を訪ねて

きました｡
パ ー

テ ィ
ー

は9 時から で した が
､ 9 時半頃 に会場 に2 人 で 出向きまし

た0 会場 はI A C の1 階談話室 で
､

5 0 人強が既 に集ま っ て い ま した ｡ 最初 は
､ 何

か､ 寡囲気がちぐは ぐで なじめなか っ た の で すが ､ しばらくして ゲ ー ム の よう
なも の が始まり ､ な ご や か に な っ て きました｡ 最初 は ｢ チ ェ ア ー

ダ ン ス ｡ b air

d 狐 C e｣ と い うも の で
､ 参加者よ り

一

つ 少ない 数の イ ス を用意して
､ 座れなか っ

た人は失格という ､ 日本 で もよ く知られ て い る ゲ
ー

ム で す｡ 私 は思 い き っ て ､

2 回目の ゲ
ー

ム の 時 に参加しました｡ それ で大分気分が ほ ぐれま した｡

こ の パ ー テ ィ
ー

の 参加者の4 0 % 位が ア フ リ カ諸国から ､ 3 0 % 位が東南ア ジア

諸国からと い っ た感じで す｡ 通常はI A C に は女性は極め て少な い の で すが ､ ク

リ ス マ ス から正月 にかけて
､ I A C に単身で来て い る既婚男性で奥さんを呼ん で

い る 人が何粗か い る の と ､ ゲ ス トとして 来 て い る オ ラ ン ダ女性が数人 い る の

で
､

パ ー テ ィ
ー

出席者 の20 ～ 3 0 % が女性で した｡ I A C に宿泊 して い る女性は ほ

とん どが ア フ リカ から の 人で
､ そ の他は コ ロ ン ビ アからl 人､ ポ ー ラ ン ドから1

人だけです｡

多国 籍 パ ー ティ
ー

ご承知の ように ､ 私 は無粋､ 無趣味の 男で ､ 生まれ て こ の 万
一

度もダン ス を

したこ とがありませ ん｡ フ ォ
ー

ク ダン ス さえもした こ とがありま せ ん ｡ 1 2 ､ 3 年
前に､ 法政大学で音楽バ ン ドの リ

ー

ダ
ー

をして い る森本と い う友人 に彼らが演
奏す る ダン ス パ ー テ ィ

ー

に
一

度友人達と 一 緒に行 っ た こ とがありま したが､ 何
か雰囲気が不自然で と て も踊 る気に なれま せ ん で した｡ もち ろ ん

､ 踊り方を知
らなか っ た こ とも事実で す｡ それ以来､ ｢ ダン ス は しな い｣ こ と に し て今まで
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や っ て きま した｡ そして
､

それは死 ぬ ま で そうであろうと感じて い ま した0

それが ､ わりと気軽に ｢ チ ェ ア ー ダ ン ス｣ に参加で きたの は､ 黒人 の ダ ン ス

を見たか ら で す ( チ ェ ア ー ダ ン ス で も私に と っ て はダ ン ス に変わりありませ

ん) ｡ 彼ら の ダ ン ス は実に自然で
､ 本当に ダン ス を楽しん で い る と い っ た感じ

で
､

不自然さ ､
い やらしさがま っ たくなく ､ び っ くりしました0 今まで 日本人

の ダ ン ス だけを見て い た の が ､ 私 の ダ ン ス に 関す る先入観を作 っ て しま っ た の

かも しれませ ん ｡ 目 の 前で黒人 の ダン ス を見て ､ こ れなら私も楽し め る とい う

気に な っ た の で す ｡

｢ チ ェ ア ー ダ ン ス｣ の 次に は ｢ ペ ー パ ー ダン スp a pe r d a n c e｣ が始まりまし

た｡ ｢ ペ ー パ
ー

ダ ン ス｣ とは新聞紙を広げて
､ 床の 上 に敷き､ そ の 上で2 人1 観

で ダ ン ス をす る の ですが
､

3 分毎位 に
､

その 新聞紙を次々 と半分 の 大きさ に たた

ん で い か なければなりま せ ん 0 そして
､ そ の2 人 の どちらかが､ そ の 新聞紙の 外

に 出 て しま っ たら､ そ の 組 は失格す る とい うゲ ー ム で す 0 したが っ て
､

4 回目

位に は新聞紙がノ ー ト大 の 大きさ に なり､
2 人がし っ かりと抱き合わな い と新聞

紙 の 外に 足が出 て しまう の で
､

い わば､ それを楽しむの で す 0 私も誘われま し

たが ､ ち ょ っ と抵抗があり､
やりま せ ん で した0

誤解 か らダ ン ス するは め になる

そう こ う して い る内に
､ 本当 の ダ ン ス パ

ー

テ ィ
ー に な っ て きま した0 ホ ー ル

の 中央で皆がダ ン ス を踊り､ 飲み食い は ホ ー ル の 周囲 の テ
ー ブ ル で や る と い っ

た感 じで す ｡ 私は手持ちぶ さた に なり､ 隣り合 っ た フ ィ リ ピ ン の 人とし ゃ べ っ

たり ､ 料理 を バ リ バ リ 食べ たり して い ました0 の どが渇い たの で ､
ジ ュ

ー ス を

もら い に カ ウ ン タ ー に行くと､ そ こ の バ ー テ ン が何を思 っ たか､ 大きな ビ ン を

ボ ン と私 の 前に置きま した○ そし て ､ ｢ お前は 日本人だ ろう 0 こ れは日本酒

で
､

す で に37 ℃ に温め て ある ( オ カ ン して ある) 0 こ れをお前に プ レ ゼ ン トす

る｡ ｣ と言う の で す｡ び っ くり しま したが
､ ありがたく頂戴しました 0 オ カ ン

して ある と こ ろ に泣かされま した｡ こ の厚意に はうれしく感じま した0 ただ ､

私 は 日本酒は飲めな い の で ､ テ
ー ブ ル で 酒を飲 ん で い る 人達に ｢ こ れ は 日本 の

"

サ ケ
"

と い うア ル コ ー

ル だ0
とて もうま い から､

一 度飲 ん で み な い か0 ｣ と

言 っ て つ い で 回りました 0 ｢ フ ク ム ス メ｣ とい う銘酒 で した0 ひ とわた りお酒

を つ ぎ終わ っ た頃､ 何人かがさか ん に カ メ ラ の フ ラ ッ シ ュ をたき始めた の で
､

私 も部屋 に カ メ ラ を取り に戻りま した0 そして 再び会場 に行くと ､
ポ ー ラ ン ド

の ポズ ニ ヤ ツ ク氏 に呼び止められました0 彼は 仏C に い る 坂本氏 と同 じ研究所

に留学して い る の で ､ 前に 二 三度話をした こ とがあります0 た だ､ 余り英語
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がうまくなく ､ 話をする の に とて も骨が折れます 0 彼の奥さ ん が ク リス マ ス 前

からIA C に来て い る の で すが､ 坂本氏から奥さ ん は英語がま っ たくダメ だと聞

い て い たの で奥さ んが来 て からは彼に は 近 づ い て い ま せ んで した0

｢ ボズ ニ ヤ ツ タ 氏は酒 に強い｣ と坂本氏から聞 い て い た の で ､ 先ほ ど ｢ 日本

酒｣ を勧め て お い た の で す 0 彼が私を呼び止めた の は ｢ あ の 酒 は と て もうま

か っ た｡ 女房もも っ と欲しが っ て い るがまだ残 っ て い る か0 ｣ と私 に尋ね る た

め で し た｡ まだ残 っ て い た の で喜ん で つ い で や る と､ す ぐ に また飲 ん で しま

い
､ また つ ぐと い っ た感じで ､ 私も彼らの 隣 に腰掛け て話をしは じめました0

だけど､ 彼の 奥さ ん に紹介された は い い けれ ど､ 本当 に 英語を ほ と ん ど知らな

い の で
､

す べ て旦那 の 通訳付きで す0 英語 の 単語は1 0 ～

2 0 位しか知 らな い と

言 っ て い ま した ｡ な に し ろ ､ 日本で は子供 も知 っ て い る ｢ ハ ッ ピ ー ｣

｢ ニ ュ
ー

｣ ｢ イヤ ー｣ (H a
p p y N e w Y e a r) がま っ たく通 じな い の です0 しかも､

旦那も変な英語をしゃ べ る の で
､

ほ と ん ど何を言 っ て い る の か分かりませ ん0

それに ､
ダ ン ス の 音楽がうる さく て ､

よ く聞き取れな い の で す｡

テ ン プン カ ン プ ン の 話を しばらくした後､ 日本酒 の ビ ン を彼らの とこ ろ に 置

い た まま
､ 席を離れようとして ､ ｢ ダ ン ス の 音楽がうる さく て あなたがた の 話

が よく聞 こ えな い の で
､ 後で また来 る ｡ ｣ と言 っ て席を立とうとす る と､ 奥さ

ん が ｢ ダン ス ? ｣ と聞き返 しました｡ ｢ ダン ス｣ と い う言葉を知 っ て い たらし

い の で す｡ そこ で ｢ そうだ｡ ダン ス の 音楽がうる さす ぎ る o ｣ と答え る と､ 彼

女 は夫と何 か二 言 ､ 三言ポ
ー ラ ン ド語 で しゃ べ っ たかと思うと ､ やおら立ち上

がり､ 肩に かけて い た シ ョ ー ル をと っ て ､ ホ ー ル の 中央の 方 へ 歩 い て い き､ 私

を手招きで呼ぶ の で す｡ どうも ｢私が彼女とダン ス を したく て 立ち上が っ た｣

と解釈されて しま っ た ようで す｡

どうしようもありませ ん ｡ 彼女は向 こうで じれ っ たそうに待 っ て い る の で

す｡ 私が行 っ て ｢ 私はダ ン ス を踊れませ ん｡ ｣ と謝ろうに も英語が通じな い の

です｡ ｢ エ
ー

イ ､ まま よ｣ と彼女の方に行き､
に っ こりと笑 っ て踊り始めまし

た｡ もちろ んス テ ッ プの踏み 方などは ま っ たく知らな い の で デ タ ラ メ も い い と

ころ で ､ 音楽に合わせ て体を動かして い る だけで す｡ ただし､ 腕をと っ て 抱き

合う形で は なく､ 向か い 合 っ て5 0 c m 程離れ て 踊りま した0

ダ ン ス 用語を知らな い の で説明 で きませ ん が
､

と に かく､ 体を動かしながら

ニ コ ニ コ して い るうち に､

一 曲終わり､ 次 い で もう 一

曲踊り､
それから席に戻

りました｡ 早速､ 旦那 に ｢ 私は生まれ て 初め て ダ ン ス と い うも の をしたの で
､

とて も下手だっ た に違い な い ｡ 奥さ ん に そ の点を謝 っ て くれ｡ ｣ と伝えまし

た｡ そしたら､ そ ん なこ とはない
､ と慰められました ｡ そして ｢ 私の寮は､ あ
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なたとと て も気があ っ たと言 っ て い る ｡ ｣ と言われま した｡ その 間､ 彼ら2 人が

ガ ブ ガ ブと日本酒を飲み ､ あ っ と言う間 に
､

2 人 で5 合ほ ど飲ん で しま い ま し

た｡ かなり酒 に強 い ようで す ｡

他 の ポ
ー

ラ ン ド人と話をして い て も感じる が
､

ポ ー

ラ ン ド人 は大体 に お い て

感受性が強 い と い うか デ リケ
ー

トと い うか ､ 悪く言えば気分屋 で ､ 表現が大げ

さ
､ 良く言えば人と対する とき ､ 非常 に情感を込めて 対応す る よう だ｡

そ ん なわけで
､

また
､

ボズ ニ ヤ ツ ク夫妻と話が始ま っ て しま い
､ 旦那とも気

が合 い 始め､ 彼らは私がオ ラ ン ダから帰る前に
､ 私をポ ー ラ ン ドの 彼ら の 家に

1 週間ほ ど招待した い と言 い 出 した｡

そ の 後､ タ ン ザ ニ ア の 人とも話をした｡ 彼は1 9 70 年の 大阪万博で 大阪 に行 っ

たそうで ある ｡ 政府から の 派遣者として タ ン ザ ニ ア館 で働 い たらし い ｡ タ ン ザ

ニ ア に は日本人が い っ ぱ い い る と言 っ て い た｡ 鉄道
､

電気 ､ 繊維関係が多い ら

し い
｡ 私も大阪 に住 ん で い る と言うととて も喜ん でくれた｡ そして

､ ｢ 大阪万

博に 行 っ て
､

タ ン ザ ニ ア館を見たか? ｣ と言うの で ､ 本当は大阪万博 に は行 っ

て い なか っ た が ､ 酒を飲 ん で い たせ い か ｢ 大阪万博で タ ン ザ ニ ア館を見 て
､

と

て も感銘を受けた｡ ｣ な どと言 っ て しま っ た｡ そうしたら喜ん で 抱 き つ い て き

た｡

ボズ ニ ヤ ツ ク の 旦那 の 方 は ダ ン ス が若手らしく ､ 奥さん がしきり に誘うが席

から動 こうとしな い
｡ そして 私を見 る の で ､ また､ 踊 る こ と に なり ､ 結局ずい

ぶ ん 踊 っ て しま っ た｡

元 旦0 時の バ カ騒ぎ

そうこうして い るうち に
､ 急に 騒がしくなり ､ 奇声が飛び交い 始めた｡ 時計

を見 る と丁度1 2 時で あ る ｡ 1 9 7 6 年 に な っ た の だ ｡ 皆 ｢ ハ ッ ピ ー ニ ュ
ー イ

ヤ
ー

! ｣ と言 い ながら誰かれとなく ､ 握手して キス( ほ おをとり合 せ る感じ) をし

合 っ て い る ｡ たま たま､ 隣り合わせた松浦氏が ､ 全員と撞手とキ ス をしなけれ

ば失礼 に な る よ と耳打ちして くれた｡

松浦氏 は昭和46 年､ 東大農学部の 杉研究室卒業で
､ 現在農林水産省の 役人だ

が ､ 去年8 月 より ワ ー ゲ ニ ン ゲ ン農業大学の 修士課程に留学して い る ｡ と て も感

じ の 良い
､ 頭 の 良い 青年で ､ 私達は彼を 仏 C 社交界の プリ ン ス と呼ん で い る ｡

骨に 人気があ る の だ｡ 皆の面倒を良く み る し､ 成績も抜群 に良い らしく ､ 評判

が良 い
｡

｢ ハ ッ ピ ー ニ ュ
ー

イ ヤ ー ｣ の撞手とキス はも の すごく ､ 私 に考え る暇をま っ

たく与えな い ｡ 黙 っ て ボサ ッ と立 っ て い る と男も女もだれかれとなく ､ 近く の
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人が握手を求めて き て ､ 抱き合 い
､ 両頼に キス をし合うの である ｡ こうな っ た

らもう どうしようもない
｡ キス されて

､ 仕返さな い 訳に行かない し､ や ぶ れか

ぶ れだ｡ もう､
こ ちらからも積極的に握手を求め て 回 る こ と に した｡ それが大

変な騒ぎで
､ 大声で何かを叫びながらや る の で ある ｡ 私も結局5 0 人位と撞手と

キス をし合 っ たと思う ｡
コ ン ゴ

､
イ ン ドネ シ ア

､
セ イ ロ ン ､ タ ン ザ ニ ア ､ ギ ニ

ア
､

エ ジプト
､

ヨ ル ダ ン … …

｡ そ の 間､ 2 ､ 3 人と は 間違え て ､ くちびる とくち

び る が合 っ て しま っ た｡

後で 開 い たとこ ろ に よ る と
､ 1 2 時を期して ､ 外で は あち こち で 盛大に花火が

打ち上げられ
､

と て もきれ い だ っ たらしい
｡ 私達は気付かなか っ た｡

一

段落 して
､ 日本 の 家族 に新年 の 国際電話をしようと思 っ て

､ 申し込 ん だが

混 んで い て だめ と い う こ とで あきらめ た｡

結局､
こ こで の パ ー テ ィ

ー は午前2 時頃まで続き､ 次はIA C の 建物 の 裏に あ る

イ ン タ ー

ナ シ ョ ナル ク ラ ブ とい う建物 に行 っ て ､ そ こ で続きをや る こ と に な っ

た｡ 皆が行くの で 私も行く こ と に した ｡ 実 の と こ ろ ､ 酒を少し飲 ん で い たため

に疲れて い たが
､

まあこ れも
一

生 に
一 度､ どん なもの か経験 しようとい う気持

ちで あ る｡

再びダン スを

イ ン タ ー

ナシ ョ ナ ル ク ラ ブで は
､

また酒とダ ン ス と談笑で あ る｡ 今度は 酒 は

飲まなか っ た｡ 立 つ と少し フ ラ フ ラす る からだ｡ そ こ で 向か い 合 っ た女の 人と

目線が合い
､

互 い に ニ ッ コ リす る と､ 自然に踊りだして しま っ た｡ イ ン ドネシ

ア の 人で毒物学 ｢t o xi c ol o g y｣ の 専 門家 で博士 の 学位を持 っ て おり ､ ワ ー ゲ ニ ン

ゲ ン の 研究所 で働い て い る と いう ｡ 今日初め て 合 っ た 人だが､ ず っ とあ る 男 の

人と 一

緒だ っ たの で
､ そ の 人 の 奥さんだとばかり思 っ て い たら ､ 独身だと い

う ｡ 親戚に 日本人が い る と言 っ て い た ｡

ポ ー ラ ン ドの 陽気な独身おばち ゃ ん (年は4 0前後) も､ 私がイ ス に座 っ て い

る と
､ 肩 をたた い て ､ 踊 ろうと言う｡ もう疲れと酔い で フ ラ フ ラ だ っ たが 2 曲

ばかり踊 っ た｡ 途中､ その 人 の 足を
一 寸踏ん で しま っ た の で

､ 謝 っ て ､ ｢ 実は

ダ ン ス をす る の は 生まれて こ の 方 ､ 今日が初め て な の だ｡ 下手なの は許してく

れ｡ ｣ と謝る と､ 手の 組 み方が違うだとか ､ 支え手 の 位置が悪 い とか敢え て く

れた｡

結局 ､
こ ん な バ カ 騒ぎを朝の 5 時過 ぎまで や っ て ､ 私はI A C に 引き上げた｡

他にまだ沢山残 っ て い る 人が い たが､ とて も私に は つ きあ い きれない
｡ あと3 時

間 ､ 朝の 8 時過ぎま で続くと い うの だ｡
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本当に新年の 迎 え方と い う の は 国 に よ っ て異なる も の だ ｡ 日本の 正月は やは

り ｢ 家族｣ が単位で ある ｡ あ ん な バ カ騒 ぎはしない ｡ こ ちらで は ク リ ス マ ス が

｢ 家族｣ 単位 の行事で
､

N e w Y e a r
-

s E v e はお祭り の ようだ ｡ 日本で はクリ ス マ

ス がお祭り である｡

飲 み 過ぎと食べ 過ぎで 吐く

I A C に帰る途中 ､ ボズ ニ ヤ ツ ク夫妻に私達 の 部屋 に
一

寸寄 っ て い けと言われ

た｡ 断りきれずに行くと
､

また ビ ー

ル を出された｡ もうア ウ トで あ る ｡ 実を い

うと
､

しばらく前から吐き気がして
､

とて も食べ たり飲 ん だりで き る 状態で は

な い ｡ で も厚意は受けねばならな い ｡ 結局 ､
コ ッ プに

一

杯 ビ ー

ル を飲 み
､

バ ナ

ナ1 本 とみ か ん2 つ を食べ
､ 訳 の わからぬ話をして午前6 時頃 ､ 自室に 戻 っ た｡ 楽

し い と は い っ て も､ や は り ､ 外国人同志との つ き合い に は 気が疲れ る ｡ 言葉の

問題と ､ もう
一

つ は エ チ ケ ッ トの 遠 い で ある ｡ こう い う こ とをして失礼に なら

な い か
､ 気 を悪くしな い か

､ 誤解されない か ､ と い う こ と にや はり気を使う ｡

自重に 戻 っ て す ぐ吐 い た｡ 飲 み 過 ぎと食べ 過ぎで あ る｡ そして朝 6 時半から

10 時過 ぎま で 3 時間少し寝て
､

そ の 後こ の 手紙を書き始め
､

1 1 時頃と1 2 時頃､

日本 の 自宅 に新年の あ い さ つ の 電話をかける た め に ま た 国際電話を申し込 ん

だが通 じな い ｡

1 時半か らは 日本人 の 福井氏 の 家 に招待されて い たの で行 っ た｡ ｢ お経煮｣ を

い ただ い た｡ まさか ｢ オ ラ ン ダ｣ で こ ん なも の が食べ られる とは思 わなか っ

た｡ そ の 他 数の 子 ､ 豆腐も食 べ た ｡

カ ズ ノ コ は ハ ー グ で バ ケ ツ
ー 杯を3 0 ギル ダ

ー

で売 っ て い る の を､ 福井氏 の 友

人が持 っ て き て くれたと い う｡ オ ラ ン ダ人はカ ズノ コ を食 べ な い の で
､

ほ とん

どは捨て て い る が ､ オ ラ ン ダの 日本人 の ため に カ ズ ノ コ を少量だけ作 っ て売る

店が ハ ー

グ に あ る の だと い う ｡ そ の 他 の 料理材料は､ 最近オラ ン ダに きた､ 山

口氏 の 奥さ ん が日本から持 っ て きたも の で ある ｡

1 月3 日(土)

ア ン ネフ ラ ン クの 家と国立美術館に行く

朝10 時頃､
かね て から行きた い と思 っ て い た､ ア ム ス テ ル ダム の 国立美術館

( ラ イク ス ミ ュ
ー ジア ム) に 出掛けた｡

ア ム ス テ ル ダム 中央駅から市電 に乗 っ て美術館 へ 向かう途中 ､
｢ ア ン ネ ･ フ
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ラ ン ク の家｣ の そばを通 っ たの で ､ 何気なく途中下車 して 立ち寄 っ て み た0

｢ ア ン ネ の 日記｣ は素晴らしい が ｢ ア ン ネ の 家｣ を見て もし ょうがな い 0 単な

る観光名所の 一 つ に 過ぎな い だろうと いう気がして ､ あまり気乗り しなか っ た

が ､ その す ぐ隣 に あ る ｢ 西教会｣ も つ い で に見る なら 一

寸寄る 価値がな い で も

なかろうと思 っ た｡

こ の先入観は､ ｢ ア ン ネ の 家｣ に入 っ て
､

しばらく し て完全 に 打ち砕かれ

た｡
こ の 家は

､ ｢ ア ン ネ ･ フ ラ ン ク協会｣ が管理して おり ､ 家 の 中に は各種資

料が展示されて い た｡ い わゆ る ｢ ナチ｣ によ る ユ ダヤ 人収容所 で の 行為に 関す

る記録写真に は胸を強く打たれた0 だが ､
なぜか ､ 出 口付近 の ドア の ｢ ヒ ロ シ

マ の 子供たち｣ か らと い う貼り紙 の 下 に掛けて あ っ た ｢ 千羽鶴｣ を見た時 ､ 涙

を抑え る 土とが どうして もで きなか っ た0 高校卒業彼 の 浪人時代､ 九州 の 山奥

の 開拓農家で4 0 日を過 ご した帰り に ､
ヒ ロ シ マ 原爆記念館に 寄 っ た時に受けた

｢ ぁ の 衝撃｣ を思 い 起 こ した か らだろう 0 最後の部屋 に は ｢ 現在の 人種差別｣

に関す る資料が展示して あり ､ そ こ で ア フ リ カ から来たと い う黒人が ｢ ア ン ネ

の 日記から3 0年以上もた っ た今､ 富と権力 の 集積はますます大きくなり､
ア フ

リ カ の 多く の 人が 今も差別と飢 えの た めに次々 と死 ん で い く の をあなたがた は

どう思うか｡ ｣ と訴えて い た0 ナチ
ー

ヒ ロ シ マ ー ア フ リ カ
､

こ の 三 つ の 共通点

は何か?

国立美術館は規模が大きすぎて
､

と て も半日 ですべ て を見 る こ と は で きな

い ｡

一

通 りざっ と見た後 ､
おもしろ そうな所を重点的 に見て

､ 他の 所は次の機

会に 見る こ と に した｡

レ ン ブ ラ ン トの ｢夜番｣ は､ 9 月 に何者か に よる破損被害 にあ っ て 現在修復作

業中で 見られない との こ とで あ っ たが ､ 今日はそ の作業を休んで い る とか で ､

運良く見る こ とがで きた｡ その 他 レ ン ブ ラ ン トの作品を多く見た0 確か に レ ン

ブラ ン トは良い ｡ しかし､
どうして も何 か納得で きな い と こ ろ がある 0 完全す

ぎる ｡ 統
一

されすぎて い る｡ こ れはゴ ッ ホ と比較すれば明らかだ0 農民と田舎

の風景を好ん で措 い た ゴ ッ ホ に村する ､ 王族､
金持ち の肖像画を措 い た レ ン ブ

ラ ン トの 違 い だ ろう｡ それ に､
どうもそ の前に ｢ ア ン ネ

･

フ ラ ン クの家｣ で受

けた感じがまだ残 っ て い て
､ 率直に絵を見る こ とが で きな い 0

レ ン ブラ ン トを見た後は､ 東洋美術館で ｢仏像｣ を見て時を過 ご した｡ デ ル

フ ト焼が美しか っ た｡

1 日中立ちっ ばなしだ っ たの で ､ 帰りは少し疲れたが ､ 気持ち の 良い 疲れだ っ

た｡
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1 月1 4 日( 水)

日本人と日系ブラ ジル 人 に出会う

今週 の 月曜 (1 2 日) から､ IA C に6 人 の若い 日本人が 1 週間 の 予定で宿泊して

い ます (古口光夫､ 磯野宏
一

､ 宮尾正道他3 人) ｡ 彼らは農林省の外郭団体 ｢ 国

際農友会｣ の 援助で オ ラ ン ダの 農家に 約1 年間研修に来て い ます｡ 6 人とも温室

関係 の 農家で働 い て おり ､ 時 々 試験場で の 見学や ら研修を受けて い ます0 IA C

に来た の は
､ 隣町 の E D E ( エ デ) で 研修を受ける ためで す｡ 6 人 の うち4 人 は自

営で ､
2 人は県庁の 職員で

､
全員20 代､ 独身で す｡ 夜､ 彼らと話し合 っ て ､ 多く

の 情報を得ました｡

私は オ ラ ン ダに来て
､

温室関係 の 試験場 ､ 研究所､ 展示会と主だ っ たとこ ろ

はもう
一

度は見 て 回りま したが ､ 実際 の 農家の 温室 は外か らち ょ っ とながめた

だけで
､

まだじ っ くり と見 る機会がなく ､ 何 とかして ､ 農家 の 温室を見た い も

の だと チ ャ ン ス をうかが っ て い たと こ ろ で し た ｡ 研究所から紹介され て見に

行 っ て も
､

そ の 実態に触れる に は 一

寸不十分な の で
､ 民間 ペ ー

ス で コ ネをさが

して い たと こ ろ だ っ た の で す ｡

彼等6 人 は研修員として毎日温室農家 で は た ら い て い る から
､ 実際 の 温室作業

が どん なも の か
､ 問題点は何かを ハ ダで感じて い る 訳 で す ｡ こ の 機会を逃が し

て は ならじと早速 ､ 是非､ 君 たちが働 い て い る温室を見た い とた の ん だと こ ろ

心 よ くオ ー ケ ー して くれました｡ 4 人が ア ー ル ス メ ー

ル で働 い て お り､
4 ケ 所 と

も見 せ て くれ る と い う の で ､ お どりあがら ん ばかり に よ ろ こ びま した｡ それ

に､ 他に も､ 見て お い て 損の な い 温室は 見せ て や る と い う の で す｡

民 間 の 商業温室 (面積3 h a) で完全な コ ン ピ ュ
ー

タ コ ン ト ロ ー ル されて い る と

こ ろ もあ るそうで す ｡ そ の他､ 多く の 情報を得ました｡

最近オ ラ ン ダで は二酸化炭素施用は減少傾向にある こ と
､ 小規模な温室経営

者は どん どん倒産して い る こ と､ 経営は合資会社の 形態をと る こ とが多く ､ 従

業員は1 0 0 人 ～

2 00 人位 の と こ ろ が多 い こ と｡ 経営面積は2
～ 5 h a位｡ 従業員 の 多

く は モ ロ ッ コ 人､
ト ル コ 人 ､

ス リ ラ ン カ 人等で ある こ と｡

彼等は
､ 日本で1 0 日間 ほ どオ ラ ン ダ語を習 い

､
オ ラ ン ダ に来 て3 週 間オ ラ ン ダ

語学校に 通 っ た後､ 各農家 に 入り ､ 今は
､

オ ラ ン ダ語が大体話 せ る とい う こ と

で す ｡ オ ラ ン ダ語が通 じなければ仕事が で きな い 訳 で す ｡ 最初は大分苦労した

ようで すが
､ 皆好青年で バ イ タ リ テ ィ ー に富ん だ若者 で ､ 大い に刺激をうけ る

と同時 に ､ 研究者を通 じて で は決して得られな い 情報を多く入手しました｡ 私
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として は貴重なチ ャ ン ス で ､
これを機会に何とかオ ラ ン ダ の 実際 の 温室経営 に

関して
一

つ で も多くを知りたい 気持ちで す｡

と ころ が
､ 今日も

､ 夕食後､ 彼等と談話室で話して い たら ､ 日本人的な顔を

した人が､ 更に6 人や っ てきました｡ 彼等はブラ ジ ル 人 で 全員日系2 世で した｡

( K ei k o K as hi n o
,
S hig e ru K a m i m u r a

,
K o s h i z u m i H a s hi他3 人) ｡ 全点ほ ほ完全な

日本語を話します｡ 彼等も､ 国際農友会の援助で ブ ラ ジル から来 た自営農家の

後継ぎで
､

5 人が温室関係､ 1 人が じゃ が い も関係 の 農家で 研修し て い ます ｡ そ

のうち の1 人が ア ー

ル ス メ ー アで カ ー ネ ー シ ョ ン を大規模に や っ て い る農家 で研

修して い る と いう の で 早速見 せ て ほ しい と頼んだと こ ろ オ
ー

ケ
ー

で ､ 1 月3 1 日

(土) に他 の 温室見学も兼ねて 訪れる こ と に しました｡
い ずれも好青年ばかり

で
､ 実に ゆ か い な気持ち に なりました ｡ 彼等は ブ ラ ジ ル の 家 で は日本語を ､ 外

で は ブラ ジ ル 語 ( ほ ぼ ポ ル ト ガ ル 語と同じ) を使 っ て い る が ､ どちら の 言葉で

も自分 の気持ち は9 0 % 位しか表せ な い と いう こ とで
､

2 世同志 で話しをす る とき

は 日本語とブ ラ ジ ル 語を混ぜ て使うそうで す｡ 実際､ 彼等同志 で話すとき は そ

うして い ました｡

ブラ ジル の 家庭 で の 生活は
､

ほ ぼ 日本式で
､

お米の ゴ ハ ン に ､ 漬け物､ 味噌

汁だそうで ､ さしみ ､
ス キヤキ等も よ く食べ

､
どうも､ 現在の 日本よりも日本

食を よ く食べ て い る ようで す ｡ 結婚相手をお見合 い で 決め る の がかなり多く

( 70 % 位) ､ それが実 にうまく い っ て い る と い うこ と で す ｡ 彼等 の 両親は､ 野

菜を作っ て い る人が多く ､ 彼等は それ に 加えて
､

温室で花を冬期栽培した い と

い うこ とで オ ラ ン ダに研修に き て い ます｡

ワ
ー

ゲ ニ ン ゲ ン のIA C (国際農業セ ン タ ー

､ I n te m ati o n al A g ri c ult u r al C e n t e r)

と は良く い っ たも の で
､

こ こ に屠る と
､ 世界各国 の農業関係の研究者､ 自営者

が出入り して い る の で ､ 居ながら に して各国 の 農業事情が勉強で き る の で
､

た

の しくなります｡

ブラ ジル の若者は皆20 代 の 独身男女で ､ 実に 明 る い 性格です｡ と こ ろ が ､ 彼

等が､ ｢ どうもオラ ン ダの 食事はまずく て い か ん､ やは り こめ の メ シ と漬け物で

お茶づ けがた べ た い｣ などと流ち ょうな日本語 で 言うと､ 奇妙な感じです｡ 今年

の 正月は モ チが食べ られなか っ た ことをさか ん に残念が っ て い ま した｡

ブラジル 人6 人と日本人6 人は今週中､
となり町 の エ デ(E D E) の 同じ場所で研修

を受けるそうです｡ ブラ ジル 人 の宿舎はI A C で はなく ､
E D E にある の で10 時半頃

帰 っ て い きました｡ そ の 後､ 日本人と は1 1 時すぎまで 話しま した｡

彼等は
､ 休み の 日に はあち こちを旅行してある い て い る ようで

､ 皆デ ン マ
ー

ク ､ ス ウ ェ
ー

デ ン ､ ス ペ イ ン
､ ギリ シ ャ 等 へ 足 をの ば して おり ､

そ の 旅行話を
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問い て い る と実に バ イ タ リ テ ィ
ー

に富ん で い ます｡
い わ ゆ る ｢ 貧乏旅行｣ と い

うや つ で す｡

何 はともあれ
､

1 月3 1 日 の ア ー ル ス メ
ー ア ヘ の 温室見学がた の し み で す ｡

1 月1 6 日(金)

急な見学依頼を何とか 切り抜 ける

今朝､ 朝食前に
､

日本 人 の 研修生 に ､ 研修は今日 の午前 中で終わり
､ 夜に は

各自 の 下宿に もどらなければならな い が
､ そ の 前に ､

ワ ー ゲ ニ ン ゲ ン の 温室関

係の 研究所 を見学 した い と言われ た ｡

早速 ､ I M A G の ハ イナ氏( M r . H e 蜘a) の 所 へ 行き
､ 急 で申し訳な い が こう い う

事情な の で案内して もらえ る 人は 居 るかと た ずね た と こ ろ
､ ｢ だめ だ｣ と言わ

れた｡ 前も っ て 約束をし て い な い し
､

それ に 来週 か ら は じま る 展示会 の 準備 で

忙しく て と て も時間がさけな い と言う｡ 突然 の お願 い だか ら断られ て も当然 で

あ る｡ で も､ 何 とか彼等に 研究所を見学さ せ て や り た い ｡

そ こ で 次 に ス ト フ ァ
ー

氏( M r .S t o ff e r s) をたずねた ｡ 彼は と て も親切な の で ､

もしか した ら無理を聞 い て くれ る かもしれない ｡ ス ト フ ァ
ー

氏 は
､ 午後は出か

ける 予定があ る が ､ 誰か他 の 人 に頼 ん で や ろうとい っ て ､ 私を連れ て あちこ ち

当た っ て くれたが､ 次々 と断られた｡ 5 ～ 6 人目 に ソ ン デ ル ン 氏( M r .S o n d e m ) を訪

ねて ､ や っ とO K が とれた｡ 午後3 時に彼等研究生と研究所(I M A G) 玄関 で待ち

合わ せ て ソ ン デ ル ン 氏 を訪ねた｡ 彼等6 人 の うち2 人 は来なか っ た｡ 後で 聞く

と､ 道 に 迷 っ た と い う ｡

ソ ン デ ル ン 氏 は最初 ､ 骨を椅子 に座ら せ て次の ような こ とを言 っ た｡ ｢ 私は

第二次世界大戦で ビ ル マ に行き､ 日本軍と戦 っ た｡ オ ラ ン ダの兵隊 の 平均年令

は
､

3 9 才で
､

日本 の それ は2 0 才だ っ た｡ 私が行っ たときは
､ 雨期で とて も つ ら

い 戦い で
､

どちら に も多く の 戦死者が出た｡ 私はとて も若しか っ たが､ 最後ま

で 頑張 っ た｡ き っ と日本軍も つ らか っ た ろう｡ で も私 は今は 日本が好きで あ

る ｡ 私 の と こ ろ へ 日本人 の 訪問者も多 い
｡ 私 は 日本と の 友好を広げ た い ｡ ｣ と

言 っ て序論を終わ っ た｡ 彼は恐らく6 0 才近く ､
と て も親切な人 で あ る ｡

そ の 後､ I M A G の 中を 一

通り見学させ て くれた｡ リ ン ゴ の 自動収穫機 ､ ポ ッ

ト (鉢) 植物の自動定植､ 運搬装置､ 通路 の な い 温室､ 水耕装置 で ポ ッ ト の 底

から植物 の 根が出ない ような科学物質を い れた シ ー

トの 試験 ､ サボ テ ン 類の 水

耕栽培､
マ ル チ ン グ､ プ ラ ス テ ィ ッ ク ハ ウ ス

､
バ ラ栽培温室等々 を約1 時 間か け
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て 見て 回っ た｡ 彼はプラ ス テ ィ ッ ク フ イ ル ム の農業及び園芸に おける利用を研

究 して い て ､ なかなか の 工夫､
独創があり､

かなり実用的な こ とをし て い る｡

い く つ か の 文献ももら っ た｡

そ の 後､ 彼の オ フ ィ ス に もどり､ 彼の 研究を
､ 写真を見 せ て もら い ながら約

1 時間 ､ 紹介して もら っ た｡ とて も親切 に て い ね い に説明 してくれ る0 ただし､

彼等日本人研修生 は オ ラ ン ダ語､ 私は英語しか分からな い の で彼が英語 で話す

と私がうなずき､ オラ ン ダ語 で話すと彼等がうなずくと い っ た具合で あ る ｡

そ の 日 に な っ て から の 突然 の 見学申し込み を快くオ ー ケ
ー

して くれ ､ しかも

2 時間も熱心 に説明して くれた の に は本当 に 感謝した ｡ 無理な申し込 み だ っ た

が ､ 研修生たちも熱心 に開 い て い た の で き っ と何か の役に た て て くれ る と思

う ｡ 彼等は本当 に勉強熱心 で 頭が下が る｡ 日本の 将来は決して捨て たもの で は

な い ｡

1 月1 7 日(土)

ロ シア 人の苦労話

昨日 の 朝､
ス ト フ ァ

ー 氏を訪ねたとき ､ そ こ にI A C で よ く見かける 人が客人

と して先に 来て い た｡ その ときは
､ 何も話をしない で 別れたが､ 今日 の 昼食時

に話しかけて み た｡ I M A G に居たの だからもしかしたら温室関係の 研究者かもし

れな い と思 っ たからだ｡ 予想通り､ 彼は温室の環境制御の研究者で ､ ソ ビ エ ト

から11 月 に 来たそうだ｡ 専攻は電気工学だっ たそうで ､ 温室 の コ ン ピ ュ
ー

タ コ

ン ト ロ
ー ル に興味をも っ て い る と い う｡

彼は次の ような苦労話を1 時間 ほ どかけて話してくれた｡ 彼は
､ 学校数育では

ドイ ツ語を習 っ ただけで ､ 英語はオ ラ ン ダ に来る ま で 習 っ た こ とがなか っ たと

い う ｡ ス キポ
ー

ル 空港からIA C ま で は何とか来れたも の の ､ I A C で は静がま っ た

く通 じず､ 困りき っ たらしい ｡ そ こ で まず､ カ セ ッ ト テ ー プに英語を吹き込ん

だも の を入手し､ カ セ ッ トテ
ー プ レ コ ー ダ ー で 英語 の練習 をしようと思 い

､

テ
ー

プと レ ー コ ー ダ ー を探しはじめたが ､ 英語もオ ラ ン ダ語も話せ な い からそ

の こ とをオラ ン ダ人 に ( 店の 人にも研究者に も) どう して も理解して もらえず

結局 そ の2 つ を入手す る の に3 週間もかか っ て しま っ たと い う｡

それから英語 の 勉強をはじめたが
､ 最初は､ 人 に話しかけられ る の が い や

で ､ 仏 C の 食堂で もい つ も カウ ン タ ー で外を見ながら1 人で 食事をして い たとい

う｡ 1 2 月 の 中頃からどうやら片言が英語で話せ る ように なり ､ 最近や っ と大体

8 0



の話は で き る ように な っ て きたと いう｡ 英語を習い 始めて2 ケ月半で これまで話

せ る ように な っ た の だからた い したも の である｡ 先日の 日本人 の 若 い 研修生 も

そうだ っ たが
､ 必要を痛切 に感じれば､ 外国語と い うも の は半年間くら い で 何

とか用がた せ る ように な る も の らし い ｡ 今で も毎日英語 の テ ー プを開 い て い る

と い う｡

現在は
､

ア ドリ
ー

,
ス トフ ァ

ー

,
ハ イナ氏等に質問しながら文献を読ん で い

る と い う ｡ ア ドリ
ー

や ス ト フ ァ
ー

氏が親切な の で 助か る と言 っ て い た0

ただ
､ 最初は英語が話せ なか っ たの で ､ 彼等も家に は招待して くれず､

い つ

も1 人 ぼ っ ちだ っ たと い う｡ 最近や っ と彼等は 家 に招待して くれる ように な っ た

と い う｡

ソ 連 の 現在の 温室面積は約8
,
0 00 b a だと い う｡ 日本の それが約2 0

,
00 0 b a だか

ら､ かなりあ る こ と に な る ｡ ただ ､
ソ 連 で は 雪 が多く ､ 因 っ て い る と言 っ て い

た｡ 彼は レ ニ ン グ ラ
ー

ドの 研究所 に い る と い う｡ 私 の 方も簡単に自己紹介0 お

互 い に今後も温室関係の情報を交換し合おうと い っ て ､ 別れた0

1 月1 9 日 (月)

農業機械化展示会

朝7 時に 食事をすませ
､

ア ム ス テ ル ダム の 町はずれ に ある ライ国際展示場(R 〟

G e b o u w ) に
､ 農業機械化展示会を1 人で見に行 っ た｡ こ の 展示場は床面積4 b a で

柱が1 本もな い ｡ オ ラ ン ダで は､ 昨今､ 空が明 る くなり は じめ る の は8 時半を過

ぎて からで ある から､ 真 っ 暗なうち に 出かけた こ と に なる ｡ 会場 に は9 時半頃到

着した｡

まず､ 会場 の 前で
､

5 ～ 6 人の 若者が ､ サ ン ドウィ ッ チ マ ン の ように身体の前

後に板をぶ らさげて 何かを訴えて い る｡ 早速 ､ そ の1 人 に近付い て ､ 君の そ の カ

ン パ ン に は何が書 い て あ る の かと聞くと､ ｢ 農業の 機械化 ､ 農産物 の 工場生産

は将来 の 方向として 間遠 っ て い る ｡ 有機農業をも っ と真剣 に考え る べ きだ｣ と

書 い て あ る の だと い っ て い た｡ 大学生かとたずねる と ､ ｢ そうだ
､ 法律専攻 の

大学生 だ｣ とい っ た｡

こ の 展示会は
､ 温室関係 の 機械化展 で なく､ 畑地農業 の 機械化展 で あ る 0 専

門的な こ とは別に して
､ まず､ 会場 で感じたこ とは

､ 見学者に ､ 子供(小学生 ､

中学生 ､ 高校生､ 大学生) ､ 女性 ､ それ に若い2 人達れ､ 中年 の2 人達れが多 い こ

と で あ る｡ そして ､ 会場 の 係員 (説明者) が子俵や女性 に熱心 に しかも て い ね
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い に説明して おり､ 聞い て い る方も熱心 で あ る 0 何か､ オ ラ ン ダ国民 の農業 に

対す る姿勢あ る い は受け取り方､ およ び国民性と い うも の を感じた0 日本 の 農

業機械化展で はどうだろうか?

私はじゃ が い も､ トマ ト等 の 選果機､
マ ル チ ン グ､

フ イ ル ム の自動被覆機､

穀物類 の 乾燥機等を中心 に4 時間ほ ど見て 回 っ た0

遅い 昼食後､ 会場を出 て
､

かねて から気に なっ て い た東京銀行ア ム ス テ ル ダ

ム 支店に
､ 先日 ( 昨年1 1 月) 旅行者小切手を早速再発行して もら っ た ことと､

そ の 後､ そ の 小切手が出 て きたの で
､ そ の 小切手を返却する こ とをかね て

､
お

礼を言い に い っ た｡ 運よく ､ その 時お世話に な っ た西さ ん に 会えたの で ､ 重ね

て お礼を述 べ て帰 っ た｡

3 時掛 こな っ て しま っ た の で
､

ワ
ー

ゲ ニ ン ゲ ン に帰 っ て仕事をす る に は 遅すぎ

る し
､

そ の まま帰る に は早す ぎる の で
､

また､ 国立美術館に 寄 っ た0 今日は､

中世 の キ リ ス ト教関係の彫刻､ や き物､ 家具調度類等を み たが､ 朝から
､ 立ち

づ め
､ 歩きづ めだ っ たの で ､ 帰る こ ろ に は 足がだ る くな っ た0

1 月2 1 日( 水)

温室研究者と出会う

昼食時 に 仏C にもどる と ベ ル ギ
ー

の ニ ー セ ン 印 紙 n) 教授から､ 以前私が出した

手紙の 返事がきて い て ､ 2 月2 日に彼の研究室をたずね る こと に な っ た0 高倉さ

ん が送 っ て くれたイ ン ス タ ン トラ
ー メ ン1 箱が届 い た｡ ありがた い こ とで あ る○

昼食時に長身､ 白髪の 紳士と
一 緒に な っ た｡ I A C で 見知らぬ 人と同席したと

きは､ 国と仕事の内容をたずね る こ と に して い る ｡ も しかしたら ､ た の し い
､

ある い は有益な話を開け る かも知れな い からだ｡ 実際I A C の 食堂 で食事をする

人 の9 0 % は農学関係の 研究者だから共通 の話には こ とかかない
｡ もし､ 仕事の

話が つ まらなか っ たら自国の話や食物の話をすればよ い 0

長身の 紳士はオ ラ ン ダの 人だっ たが ､ 温室の徴気象と温室環境の 適応制御を

研究し て おり､ 今日は農業大学に コ ン ピ ュ
ー タ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 講義をしに

きたと い う｡ 余り にも私の仕事に似て い る の で お どろ い た｡ 早速私も自己解介

し､ 話がはずんだ｡ 名は デ イ ク ス ホ
ー ル ン(J ･J ･ V a n D i x h o o rn , D e

p
t

･ O f P hy si cs &

M et e or ol o g y ,
S e cti o n o f M e as u r e m e nt s

,
C o ntr ol & S y st e m s E n gi n e e rin g) で 同僚に

ポ ッ ト(S . A .B ot) と ウ デ イ ン ク ･ テ ン ･ カ
ー

テ( A ･J ･U di nk t e n C at e) が い て ､ 彼等

も同じこ とを研究して い る とい う ｡ 3 人ともはじめて 聞く名前だ｡ 同じこ とを
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研究して い る の に どうして い ままで名を知らなか っ た の か不思議だ っ たがと に

かく情報を交換し合 っ た｡ そして ､ 今夜8 時半にまた会 っ て も っ と話をし ようと

い うこ と に な っ た｡

8 時半に 仏 C の ホ ー ル で待ち合わせ て
､

また話をした｡ 最初私 の 方力叫0 分ばか

り私 の 仕事 を文献や 原稿 を見 せ ながら紹介し､ そ の 後彼 の 仕事を紹介して も

ら っ た ｡

私が彼等 の 名前を知らな い はずで
､ 彼等は1 年程前から研究をは じめたばかり

で ､ 3 人共 もともとは電気工学着で あ る と い う｡ 話を聞い て い る とまだ初歩的

な段階の ようだ｡ 1 人 は パ プリ カ ( ピ ー マ ン) の 地下環境の 最適化を､ 他の 1 人

は､ 温室環境 の 微気象モ デ ル を､ 米国D E C 社 の コ ン ピ ュ
ー

タP D P l l の 会話型言

語で 研 究 し て い る と い う ｡ そ ん な こ となら ､ 日本 の 高倉氏 がや っ て い る よ と

い っ て文献を い く つ か敢 えて お い た｡ その うちの い く つ かはすで に 読 ん だ こ と

があ る と い っ て い た ｡ 1 0 時半まで 色 々 と話した｡ 近 いうち に彼 の 研究室を案内

して くれ る と い う ｡

彼 の 話で は
､

オ ラ ン ダは ､
ミ ニ コ ン ピ ュ

ー タが商業温室で実際 に す で に使わ

れて い る と い う｡ 完全 に作動して い る の は1 ケ 所だけだが
､ 昨年1 年間で1 セ ッ ト

約5 0
,
00 0 ギ ル ダ ー ( 約6 0 0 万円) の ミ ニ コ ン (8 k B

～

1 6 畑 の 記憶容量) が20 セ ッ

ト､ 温室 の 環境コ ン トロ ー ル の た め に売れたとい う｡ そして ､ 来月3 日から ロ ッ

テ ル ダム 近郊 の プ ライ ス バ イ ク で 開かれ る 園芸展示会 で約3 0 セ ッ ト の ミ ニ コ ン

が温室用 に売られる だろうと予想されて い る と いう｡ 各ミ ニ コ ン は大体8 区画 を

独立 に コ ン ト ロ
ー

ル す る 入出力装置をも っ て い る と い う｡ 完全 に商業化されそ

うな い きお い だ｡ ただ ､ オ ラ ン ダと日本 で は今の と こ ろ ､ 温室面積 の規模が
一

般的 に はか なり異 な る｡ 彼等は早く制御シ ス テ ム を完成さ せ て 実用化さ せ た い

と い っ て い た｡ ナ
ー ル ド バ イ ク の試験場 の コ ン ピ ュ

ー タ コ ン トロ ー ル 温室 は彼

等の 研究成果を待 っ て い る の だと い う｡ 日本で有名なデ ル タ エ ッ ク ス( X) コ ン ト

ロ ー ラ ー は現在商業的 に は ほ とん ど使われ て おらず,
抽 G で も使用をあきらめ

たと い っ て い た｡ 作物から の 蒸散を促進す る の はけ っ こうな の だが
､ 副次的な

悪影響が大きすぎて農家は使 い たがらな い とい う ｡

高倉氏 の 山登り法の 説明 の つ い で に
､ 私 の 行動 モ デ ル 法の 説明 も

一

寸 した

ら､ び っ くりした ようだ っ た｡ 彼等はその ような こ とは考えて い なか っ たら し

い ｡

温室の コ ン ピ ュ
ー タ コ ン ト ロ ー ル の 問題点はただ

一

つ ｡ だれも コ ン ピ ュ
ー タ

に何をさ せ たら
一

番よ い かを確実に は示して い ない こ とだ｡ それ で もオラ ン ダ

で は農家が どん どん コ ン ピ ュ
ー タ を実際に使 っ て ゆ く ｡ 経営規模 の 相違が

一 つ

8 3



あ る だろう ｡ 他に も違い がある の だ ろうか ?

最後に オ ラ ン ダの話を少しした ｡ 週末は美術館に絵を見に行く こ とが多 い と

い っ たら
,
ア

ー

ネ ム( A h n n e m ) と ユ ト レ ヒ ト( U tr e ch t) の市立美術館は知られて い な

い がとて も良い もの がある と敢えて くれた｡ 次 々 と知人が増えて い き､ うれし

い ｡

わた しの 顔写真が雑誌 に掲載され る

コ
ー

ヒ
ー ブ レイ ク の 時 に

､
C A B O に い る大学院生 (給料はもら っ て い る が学

位を取る ための 研究をして い る博士課程大学院生) が ｢ 古在の顔が ワ
ー

ゲ ニ ン

ゲ ン の 農業大学 の 雑誌に 出て い る ぞ｣ と い っ て雑誌 の 切り抜きを持 っ て きてく

れた｡ 昨年末1 2 月15 ～

1 9 日 の ワ ー ク シ ョ ッ プの 記事だ っ た 0 ｢ 私の 写真が雑誌

に の っ たの はこ れが初め て だ｡ これを日本 に送 れば ､ 私もオ ラ ン ダで少し は勉

強して い る こ ともあ っ た こ とを理解 して もらえ る だ ろう0 と い う の は
､ 私があ

ち こ ち の 名所の 絵はがきを日本に送 る の で多く の 人が私 はオ ラ ン ダで観光旅行

ばかりして い る と信じ て い る｣ と言 っ た ら大笑い に な っ た｡ こ の 大学院生 キ ー

ス (K e e s S p itt e rs) に は ､ 先日 ､ 日本語 の 研究論文を英訳 し て や っ た0 そ の せ い

か
､ 明日､ 夕食に招待され て い る ｡ もう結婚して い て 子供が い る と い う0

子供 が誕生したとき

今朝､
F ri tz ( フ リ ッ ツ) ,

W . T . P e n ni n g d e V rie s に 子供が生まれたと い う の で

午後の テ ィ
ー タ イ ム に

一

寸 したお祝 い を仲間 で や っ た｡ 子供が生まれたとき

は
､

そ の 男親が同僚あ る い は近所 の 人 にB E S C H U I T M E T M U I S S J E S ( B i s c uit

w it h s m all m i c e ) ( 直訳す る と子ねずみ がの っ かた ビ ス ケ ッ ト) を配 る の が習

慣とかで
､ それを食べ た｡ 直径 5 c m 位 の ビ ス ケ ッ ト の 上 に バ タ ー をぬ り ､ それ

に ピ ン ク と白の 色を つ けた砂糖で 焼 米をく る ん だも の を の せ た ､ 簡単なも の

だ｡

オ ラ ン ダで はお産の そ の 日 の うち に病院から自宅 に帰る 人が5 0 % 位だと い

う｡ そして
､ 産後 1 0 日間は保険で家政婦さ ん を無料 で頼め る と い う｡ また､

母親と子供はその 日 のうちから別室に寝る らしい
｡ 日本で は 卜 2 才ま で

､ 親と

一 緒に寝る. の が普通だと言 っ たらお どろ い て い た｡

実は ､ 今日は
､ 午前中の コ

ー

ヒ
ー

タ イ ム に も､ 子 ねずみ が の っ か っ た ビ ス

ケ ッ トを食べ た｡ こ こ で働 い て い る 女 の 人 に子供が生ま れたからである｡ 他 の

オ ラ ン ダ人も､
1 日 に2 回子ねずみ ビ ス ケ ッ トを食 べ た の は今日が は じめ て だ

と い っ て い た｡
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フ リ ッ ツ は来年から2 年半 の 間 ア フ リ カ の マ リと い う国に研究目的 で滞在す る

こと に な っ て い る の で
､

そ の 子供は幼児期をア フ リ カ で 過 ごす こ とに なる 0 以

前彼 の 奥さ ん と話したとき ､
これ は大きな ア ド ベ ン チ ャ

ー である と言 っ て い

た ｡ 新生児の 名はF r e e k と付けたと い う ｡ F r e e k に幸あれo

子供との 国際親善

夕食後7 時すぎに談話室で話して い る と､ ｢ ミ ス タ ー コ ザイ
､ 受付に来 て くだ

さ い｣ と い うア ナ ウ ン ス があ っ た 0 行 っ て み る と5 0 才位の 男と10 才前後の かわ

い い 女の 子が私を待 っ て い た｡ どう いう訳かしらな い が
､

そ の親が いうに は
､

｢学校で どこ の 国 の 言葉 で も良 い から
､ 外国語を1 0 語位ノ ー ト に書い て きなさ

い と い う宿題が出 て ､ そ の 女 の 子が日本語を知り た い と い うの で
､ き っ とI A C

に 日本人が い る と思 っ て訪ね て きた｣ と い う 0 き っ そく ､
よ ろ こ ん で ｢ 山 ､

川､ 中､ 大､
日本 ､ 東京｣ 等の や さし い 漢字と ｢ 私はオラ ン ダが好きで す｣ と

い う文章を
一 つ ノ ー ト に番 い て あげ､

意味と発音 を数えて や っ た0 す る とその

親子 はと て も よ ろ こ ん で い た｡ そして帰り に記念 に と い っ て サイ ン 入り の ボ
ー

ル ペ ン をくれた｡ ｢ 国際親善に も色 々 あら
- な｣ で あ る0

オラン ダの ス ト ー ム

今日で4 日続きの 強風 ( オ ラ ン ダ人はス ト ム と い っ て い る) で あ るQ 風速秒

速3 0 ～ 4 0 m で 小雨ま じり で あ る 0 これ で は風車が よ く回 る訳 で ある 0 自転車を

こ い で い て も ハ ン ドル をと られそうに なる ｡

で も
､

強風も小雨もあまり気に ならな い
｡

と い うの は
､ 冬至を1 ケ 月すぎて ､

段々 日が長く なり ､ 空が明 る くな っ て きて くれて い る からで あ る0 冬至前後の

1 ケ 月間は本当 に暗う つ な天気だ っ た0 1 2 月 なかばから1 月中旬ま で の 約1 ケ 月

間､ 青空を見た こ とがなか っ た0 オ ラ ン ダで は､ 冬至 ( 12 月23 日) に は
､

正午

で も太陽高度は15 度 (大阪で は3 2 度) で あり ､ 日本の冬至 におけ る午後3 時頃の

太陽高度に相当す る ｡
つ まり､ オ ラ ン ダで は､ 冬期､ 日本の冬 の 曇天時に おけ

る午後3 時の 明 る さ以上 に 明 るくな る こ とはな い の で ある 0 言 い 換えれば
､

オ ラ

ン ダで は冬に は､ 夕方と夜 の み があり ､
昼間と い うも の はな い 0 こ れは人 々 の

精神をかなり圧迫する｡ しかも気温 の 昼夜の 差がと て も少な い
0 1 2 月 に は最低

温度が -

7 ℃ ～
-

1 0 ℃ に な っ たが､
1 月 に な っ て からは氷が張らなくなっ た0 と

こ ろ が日中 の 最高気温は5 ℃前後で それ以上あが る こ とはな い
0

そんな に暗 い 天気な の に ､ オ ラ ン ダ人 は どう い う訳か部屋の中を暗い まま に

し て おく の が好き で ､ なかなか電灯を つ けな い
｡ ま こ と に忍耐強 い 国民 で あ
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る ｡ こ の 国民性だからこ そ､ あれだけの干拓地を何世紀もかか っ て作り上げる

の も可能であ っ た ろう｡

1 月2 2 日( 木)

夕食に招 かれ る

夕刻､ キ
ー

ス(K e e s S pitt e rs) 宅を訪ね て夕食をご ちそうに な っ た｡ 彼は園芸作

物 の育種が専門だが
､ 冬期は ドゥイ ッ ト氏 の 指導で作物 の 種開放争を理論的に

検討して い る ｡ 彼は大学 (5 年制) を出て3 年日 で ､ 月給約1 8 00 ギ ル ダ ー

で ､ 博

士論文を書く た め の 研究の み をして い る｡

給料をもら っ て い る こ とをの ぞけば､ 日本の博士課程の大学院生 とほぼ同 じ

立場に あ る｡ 学生の 指導をして い る 助手 ( たとえば ､ ヤ ン) とは地位が異なり

月給も少な い
｡ ヤ ン の 月給は24 0 0 ギ ル ダ ー で ある ｡

彼は 園芸作物 の こ とは もち ろ ん 温室の こと に も詳しく ､ 色 々 と知る こ とが で

き た｡ そして
､ 彼は 私 に ､ 是非､ 温室会社 ( 農家 の 栽培温室で は なく､ 温室を

作 っ て売 っ て い る 会社) も見 に行くように勧め て くれた｡ 温室関係の オ ラ ン ダ

語 の 本も貸して くれ た ｡

彼は奥さ んと1 才3 ケ 月 に なる 子供が い る ｡ 私がお土産代わりに英語で静かれ

た日本料理 の 本と コ ケ シを持 っ て い っ た の で ､ 料理 ､ 食物の箔が大分話蔵 と

な っ た ｡ 日本料理の ｢見た目 の 美しさ｣ に は少しお どろ い て い たようだ｡ そ の

他 ､
政治 の 話､ 教育制度の 話 ､ 大学 ､ 学生連動 の 箭など､ なかなかゆかい な夜

を過 ご した ｡

1 月2 4 日 (土)

専門外の勉強

昨夜は8 時過ぎより ､ 1 2 時頃まで福井氏の 家 に坂本氏と訪ねた｡ 農業の 臥 オ

ラ ン ダ の 臥 大学教育の 話な どをす る ｡ 帰り際､ ｢ 土地利用法｣ に関する彼の

書 い た原稿をわたされ
､ 読 ん で意見を聞かせ て くれと言われた｡ 更に ､ 1 月初旬

の 日本 の 新聞を借りた｡

昨日 の 夕方や っ と風が弱くな っ た0 昨日 は
､ み ぞれとあられと強風で大変な

天気だ っ た0 今朝起き て み る とう っ すらと雪が積も っ て い た｡
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今日は午後からI A C で外国人学生サ ー ビ ス が主催する ｢ オ ラ ン ダ農業 の 諸側

面の紹介｢ As p e c ts of D u t ch A g ri c ult ur e｣ とい うプ ロ グ ラ ム に参加した｡ 参加者

は1 00 人位で オ ラ ン ダ の各地から外国人が集ま っ て きた｡ 日本人参加者は私1 人

であ っ た｡
こ の プ ロ グ ラ ム の 一 部として い く つ かの研究所を訪問した｡ ワ ー ゲ

ニ ン ゲ ン に住ん で い て も自分の専門 に 関係な い 研究所には行く機会があまりな

い の で ち ょ う どよ か っ た｡ 明日は
､ 午後から ス ライ ドを使 っ て の オラ ン ダ農業

の 紹介が2 時間半程ある ｡ 夜は､ こ の 参加者の ため に ､ 8 時半から人形劇があ

り､
10 時から午前3 時ま で パ ー

テ ィ がある が
､ 私は仕事がたま っ て い る の と少し

疲れ て い る の で 参加しな い こ と に した ｡

1 月3 1 日(土)

待ちに まっ た 温室見学 に 興奮

現在､ 夕刻7 時す ぎで あ る ｡ 私は今､ ユ ト レ ヒ トから ベ ル ギ ー の ブリ ュ ッ セ ル

ヘ の 車中 に あ る ｡ 今日は楽し い1 日を過 ご した｡

今朝は8 時過 ぎにI A C を出 て ア
ー ル ス メ ー

ア に 向 っ た｡ かね て から約束して

あ っ た､ オ ラ ン ダ の ア ー ル ス メ ー ア の 温室農家で働きながら研修して い る 日本

人 の 若者達 に 温室を見せ て もらうためで あ る｡

あち こ ち の 温室を見 て 回 る に は自動車がある と都合が よ い の で ､ 先日 ､ I A C

に い る 日本人 の坂本氏 に串を遇転して くれない かと頼むとO K してくれた ｡ と こ

ろ が ､ そ の 後､ 私が温室見学をす る こ とを知 っ た他の 日本人 ( 松浦､
小島､ 福

井お よび福井氏 の 子供2 人) も
ー 緒に行きたい と言い 出したの で

､ 計7 人､ 車3 台

で 出発 した｡ ア ー ル ス メ ー ア で案内してくれ る 日本人が待 っ て い る の で ､ そ の

人連を の せ る ため に ､ 私が松浦氏に も車の 運転を頼 ん だ｡ 日本人で 車を持 っ て

い な い の は私と小島氏だけで あ る ｡

実は私は､ 昨夜から､ ア
ー ル ス メ ー ア の 実際 の 農家 の 温室をじっ くり見 られ

る と い う の で少 々 興奮気味で
､ 今朝は朝5 時 に目を覚ま して しま っ た｡ 小学生が

速足 の ときの 朝に 早く日が覚め る の と同じで あ る｡

ヮ
ー

ゲ ニ ン ゲ ン から ア ー ル ス メ
ー

ア まで は車で1 時間と少し位 の 旅で あ る ｡ 私

は松浦氏 の 運転す る単に 同乗した｡ 彼は実に気 の よ い ス マ ー トな2 8 才の若者で

あ る し､ 人 の 頼み を快く引き受けてくれ る｡ ほ ほ10 時 に､ 待ち合わ せ た ア ー

ル

ス メ ー

ア市役所 の横に あ る ホ テ ル ･

フ ア ン ･ デ ア ･ ホ ー

ス ト( V an d e r P h o r st) の

コ ー ヒ ー ハ ウ ス に着い た｡ そ の ホテ ル に は5 人 の 研修生が待 っ て い てくれた ｡ も
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う1 人の研修生磯野広 一 氏は カ ゼ で 寝込 ん で来られ ない とい うこ とだ っ た｡ それ

に もう1 人､ ブラ ジル の 研修生 が働 い て い る所の カ ー

ネ
ー シ ョ ン温室 (切り花で

は品質､ 量､ 規模とも世界 鵬 の 温 室だ と い う) を案内してくれ る は ずだ っ た

が､ 今日は土曜日 で
､

その 温室 に は 誰も来な い の で
､ 勝手に案内され て は 困る

とい われたと い う こ とで来なか っ た ｡ 残念 で あ っ た｡

午前中は第
一

に佐々 木三郎氏 の 働 い て い るF a N

g e b r . M a n ( M a n 氏 兄弟 の 会社)

(住所 0 0 St ei nd e n w eg 1 5) で シ ダ と シ ク ラ メ ン を見た｡ 建設後1 0 年以上は経て

い る温室で ､ 暖房は天然ガス を利 用 した温湯暖房 で あ る ｡ マ ン 氏 の 温室は3 カ所

に分かれて い ると い う こ とで ､ こ こ は 約 45 0 0 m
2
程 度 で あ っ た｡

こ の 辺 の 暖房は

ほ とん どが天然ガ ス を利用し､ 値 段 は1 m
2 当たり約8 ～ 10 セ ン ト (1 0 円 ～ 1 3 円)

で 重油､ 軽油等の 値段の 約1 / 3 だ と い う｡

シ ダ類の胞子をま い て ､ 出芽 さ せ
､ そ れを 二 度 ばかり移植して 草丈5 c m ばか

り に育て
､

それを政界各国に輸 出 す る と い う ｡ シ ダ の 甫が見渡す限り で 圧倒さ

れる思 い で あ る ｡ その 他､
ベ ゴ ニ ア の 常を平均1 週間 に6 万本出荷して い る と い

う｡

ア
ー ル ス メ ー アは これで3 回目 だ が

､ 実際 の 農家 は今回がは じめて で あ る ｡ 私

は予備知識があ る程度あるの で 特 に 驚く こ と は なか っ たが ､ 温室 の こ とを よ く

知らない 松浦､ 小鳥､ 福井氏等 は そ の 規模 の 大きさ と花 の きれ い な こ と に ただ

ただおどろい て い た｡ 栽培技術 ､ 環境調節技術 の詳細 に つ い て は 写真 フ イ ル ム

に収めた ので ､ こ こで は省略し よ う ｡

2 番目 にはタ ス(T a s) 兄弟株式 会 社 に行 っ た｡ こ こ は中島氏が研修して い る と

こ ろで 規模は比収的小さく､ シ ク ラ メ ン 専門 で ､ 年に30 0 万粒 の 種子を探り ､ 種

子および督を出荷する｡ ここ で は 社 長が案内を して くれた｡ 社長 と い っ て も前

社長 (父親) が早死したとか で 2 0 才 で 温室経営 を は じめた人 で
､ 現在は3 1 才

だ｡ 特におどろく ペ きような こ と は な い が ､ それ で も栽培上 の こ まか い こ とに

実に よ く気を配っ て い る ｡ オ ラ ン ダ 人 ら し い ケチ精神 (合理性) があち こ ち に

あらわれて い る｡ たとえば､ か ん 水用 の水は雨水 を集め て使 っ て い る ｡ 育苗箱

はほとん ど発泡ス チ ロ ー ル製の も の だ が
､ 木箱も少し使 っ て おり､ 木箱が腐 っ

て使えなくな る まで は今の木箱 を 使う の だと い う｡ 父親 の 代から何十年もか

かっ て自分で育種選抜を根気よ く 繰り返 し
､

ほか で は播種から甫として 出荷す

るま で1 3 ケ月位かかる の に こ こ で は1 1 ケ 月 で 出荷 で き､ しかも､ ほかよりや ゝ

低温 で よ い とい う｡

シク ラメ ン は高温 で は い けな い の で
､

どん な厳寒期で も天窓をほん の 少しだ

け開けて絶えず空気を動かして い る ｡ 他の 温室で も温室内空気の かくはん用 の
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フ ァ ン をず い 分見た｡

遅 い 昼食後､ 今度は渡辺富士雄氏 の 働 い て い るE V E C E E N S 社を訪ねた｡ こ こ

は ア
ー

ル ス メ ー ア の 青首関係 の 温室で は 規模が2 ～ 3 番目とい う こ と で
､ 従業員

がⅠ2 0 人とい う｡ 休け い 室､ 娯楽室の 完備した立派な ｢ 会社｣ で ある ｡ 温室自体

も近代的だ｡ こ の 会社 の 温室は全部 で 6 .5 b a で ､ それが 8 カ 所 に分散して い る

と い う｡ 私達はそ の うち の 2 カ 所を見た｡

プ リ ム ラ ､
セ ン トポ ー リ ア ､ シ ク ラ メ ン 等が1 棟約8 0 0 m

2 で1 1 連棟の 温室で咲

い て おり ､ 見渡す限り､ 花､ 花､ 花で あ る
､ 温室の こ とを知らな い 人もそ の き

れ い な こ と に お どろ い て い た｡ シ ク ラメ ン の 匂 い がどうにかなりそうに強烈 で

ある ｡
こ こ で は シ ク ラ メ ン だけで年間1 00 0 万粒採種し､ その 中 3 0 0 万粒を自家

消費し､
7 00 万粒を出荷して い る と い う｡ 現在5 1 品種の シ ク ラ メ ンを栽培してお

り ､ 育種もして い る と い う｡ 温室内に は運搬用ト ロ ッ コ の レ ー

ル があり ､
その

他
､ 省力 の ため の 努力が払われ て い る｡ ポ ッ ト､ 運搬箱等がす べ て 規格化され

て い る の が強 み で あ る ｡

二酸化炭酸ガ ス 施用装置を設置して あ るが
､

こ こ2
～

3 年は使用し て い な い と

い う こ とだ っ た｡ 不使用 の 理由を帰国まで に 解明したい
｡

私が1 日中夢中 に な っ て 温室内外をなめる ように見回し､ 質問を絶えずし､ 写

真を パ チ パ チ撮り ､ 動き回 っ て い たの で皆からキチ ガ イ呼ばわりされた｡ キチ

ガ イ と言われ ようと何と言われようと私 は温室研究者で あり
､

温室に つ い て は

す べ て を知りた い の で あ る ｡ 何回 で もまた こ こ に来て み た い ｡ で きる こ となら

2 週 間位住 み 込 み で 実際 に働 い て み た い 位で あ る ｡

若社長 タ ス 氏は ア
ー ル ス メ ー ア市読会の 労働党諌貝で週2 日間は議員として の

活動をして い る と い っ て い た｡ そ して ､ 熱心 に彼の 人生論を3 0 分近く話して く

れた ｡

オ ラ ン ダで は､ 人家はもち ろ ん だが ､ 温室で も温床で も機械で も ほ とん ど保

険 に 入 っ て い る ｡ 温室の ガ ラ ス がわれて も保険で払 っ て くれ る ｡

花 の 値段も最低価格を保証して くれ る｡ 花､ 野菜の 試験場､ 研究所は大体半

官半民 で
､

生産者が毎年決ま っ た額を研究支援費として 払 っ て い る の で試験場

は栽培者本位の研究を して くれ る ｡

今日の 見学で 一 番の 収穫は
､ ア

ー

ル ス メ ー アの 温室で1 年間近く働 い た 日本人

青年 の 生 の 体験談を聞けた こ とで あ ろう｡

一 寸した こ まか い こ とで も ､ そ こ で

働 い て い る人 で なければ決して 分からない ことが多くあ っ た｡ 日本に帰 っ て か

らも ､ 出来たら連絡をとりた い と思う｡

E V E L E E N S 社 に は大学､ 農林省 の えらい 先生 ､ 農協団体が よ く見学に来る
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が ､ ま っ たく皮相的な見学で
､ 研修生 は ア タ マ に く る と言 っ て い た｡ 仕方がな

い 面もあ る ｡ と い うの はやはり語学の 問題がある か らだ｡ 日本から来る人 の多

くはオ ラ ン ダ語､ 英語､ ドイ ツ語､ フ ラ ン ス 語の い ずれもよく理解で きな い か

ら ､ 温室見学に来て も
､

どうせ 理解で きな い 案内者の 説 明を開 い て い て も仕方

がない と い う の で
､ 勝手 に温室内を歩き回り写真を パ テ パ チ撮 っ て ばかりとい

う こと に なる ｡ 案内者は自分 の 説明 を聞 い て くれ る 人 は い な い し
､

しかも勝手

に あち こ ち歩き回られ て は ア ク マ に く る ｡ そ こ で そ の 怒りが日本人研修生 に ぶ

つ けられる と い うこ と に な る ｡

ベ ル ギ ー の ブリュ ッ セ ル の ホテ ル に 泊ま る

こ こま で 書 い た時に
､ 列車がブリ ュ ッ セ ル に着 い た｡ ホ テ ル は前も っ て 駅 の

近く の ア ル バ
ー

トホ テ ル に 予約して お い た の で其 っ すぐそ こ に 向かう｡ 非常 に

立派な ホ テ ル だ｡ 古びた ホ テ ル だが格式､ 調度品等は ｢ こ っ とう品｣ 的 で と て

も落ち着 い て い る ｡ 風呂に 入 っ て寝る こ と に しよう ｡

こ の ホ テ ル は ､ 観光案内書に 出て い たホ テ ル だが ､ 最初 ワ ー ゲ ニ ン ゲ ン から

自分 で 電話したとき は どうして も通 じず､ 受付係の 人 に頼ん だ｡ そう したら番

号が間違 っ て い る と い っ て
､ 掛け直して くれた｡ と こ ろ が私が電話に 出 る と相

手は フ ラ ン ス 語 しか話さない
｡ そ こ で また受付係 の 人 に変わ っ て もら っ たら ､

相手は銀行だ っ た｡ もう 一 度番号を調べ 直して 電話をか け直して もら っ た ｡

2 月1 日( 日)

ブリュ ッ セル 市内見物

朝10 時前にブリ ュ ッ セ ル市内見物 の 観光 バ ス に乗り､
サ ン ミ シ ェ ル教会､ 独

立記念塔､ グ ラ ン ･ プ ラス ( 王宮広場) ､ 小便小僧 ､ 王宮､
レ ー

ス 編み 工 場 ､

裁判所等を 一

巡す る｡ 観光 バ ス で は見方が通り
一

遍 に な っ て しまうの で ､ 正午

過 ぎに
､ 古美術館の 蓑に ある ｢ ア ン テ ィ

ー ク ( こ っ とう品) ｣ の 野外市場 の と

こ ろ で バ ス から降ろ して もら い
､ 後は1 人 で 見 て 回 る こ と に した｡

こ っ とう品を見 て歩く の はオラ ン ダに来て から ふ えた楽しみ の 一 つ だ｡ そ の

後､
ル ー ベ ン ス の 絵を見る ため に古美術館に行く ｡ 絵と い うもの は ､ 複製 で 見

て は駄目だと い うこ とを､
ル

ー ベ ン ス の 絵を見て つ く づ く感じた｡ 画集で 見た

の とは受け る感じが根本的 に 異なる ｡ ル
ー ベ ン ス の絵は

､ 宗教画 に して は珍 し

く ダイナ ミ ッ ク で
､ しかも明か る い ｡ また威圧感を感じさせず､ 近 づ い て い き
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たくな る親しみ を感 じる ｡ 3 m X 4 m ある い はそれ以上 もある ル ー ベ ン ス の 大作

を い く つ も
､

しかも､
ほ と ん ど人が い な い 部屋 で ､ 心 ゆ くま で 見て い られ る幸

福を つ く づ く感じた○ と こ ろ が ル ー ベ ン ス が措い た肖像画 は どうも い ただけな

い
｡

い や い やと
､

ま たやたらとリ アリ ス テ ィ ッ ク に措 い て い る ようだ0

こ の 古美術館で
､ 偶然､

ヨ
ー ロ ッ パ 近代シ ン ボリズ ム 画家展を や っ て い た の

で
､

そちらも つ い で に見た0 こ こ で ゴ
ー

ギ ャ ン の 絵を見られ る とは思わなか っ

た｡ 得した気分 で あ る ｡

そ の 後､ 少しうす 暗く ､ うすら寒くな っ たブリ ュ ッ セ ル の 町を
､

先程 一 度見

たダ ラ ン
･ プ ラ ス へ 戻 っ た ｡ もう 一 度ゆ っ くり見た い と思 っ たからだ｡ 地図を

持 っ て い なか っ た の で 道 に 迷 い
､ 何度も道をたずねた 0 古 い 町な の で道が曲が

りくね っ て い て ､ なかなか思うように 目的地 に着 い て くれな い 0 と こ ろ が ､ だ

れ に 道をたずねて も返 っ て く る の は フ ラ ン ス 語ばかりだo 10 人位 の 人 に 聞 い て

英語 で答えて くれ た の は1 人だけ で あ る 0 フ ラ ン ス 語で ベ ラ ベ ラ や られ る と

シ ャ ン ソ ン を開 い て い る ようで 耳当たり は よ い が ､ ま っ たく理解 で きな い
0 そ

れ で も最後に は に っ こ り笑 っ て ｢ メ ル シ ー ( あり が とう) ｣ と言わなけれぼな

らな い の が つ ら い ｡ 町 に は 雪が い たる と こ ろ に残 っ て い て ､ 道を歩 い て い る と

寒く て鼻水が た れ て く る 0 で も ､ 最後に は何とか目的地 に着 い た0 ダ ラ ン ･ プ

ラ ス は ｢ 小さな パ リ｣ と い われ
､ 中世から の ベ ル ギ

ー

繁栄 の面影を印象的 に物

語 る建造物に取り囲まれ た 広場 で あ る 0
こ こ で は小鳥 の 野外市場が開かれて い

た｡

オ ラ ン ダ の ロ ッ テ ル ダム から列車で わずか2 時 間の 距離にあ る ブリ ュ ッ セ ル な

の に ､ 人 々 は フ ラ ン ス 語を話し ､ 人 々 の 服装 ､ 態度ががらりと変わり ､ 町並

み ､ 食物もがらりと変わ っ て い る 0
パ ン は ほ とんどが ｢ フ ラ ン ス パ ン｣ で あ る0

歩き疲れた の で 一 度ホ テ ル に 戻り ､
しばらく休憩した の ち､ 夕食を摂り に 町

に で る ｡ そ の 後また しばらく町をプ ラ プラする ｡ こ の ホ テ ル ( H ot el A lb e rt) で

は バ ス つ き シ ン グ ル の 部屋を予約 して お い た の だが
､

ホ テ ル の 都合で ツ イ ン の

部屋を シ ン グル と同料金 で泊め て くれたの で部屋が広く ､ く つ ろげる 0 古い ホ

テ ル らしく ､ 家具調 度類は とて も落ち着 い て い る0 I A C の ホ テ ル は シ ャ ワ ー だ

けな の で
､

こ こ で3 ケ 月 ぶ り に ゆ っ くりと湯舟に つ か っ て身体を温め る こ とが で

きた ｡
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2 月2 日(月)

ニ ー セン 教授に会う

朝8 時3 0 分 にホ テ ル を出て
､

ブリ ュ ッ セ ル 北駅 に向かう｡ ホ テ ル を出 る とき
､

フ ロ ン トの 人が ｢ ドゥモ アリ ガ ト ウ ゴザイ マ シ タ｣ と日本語で 言 っ たの に ､ 思

わず英語で ｢ こ ちら こ そ
､

とて も感じ の よ い ホ テ ル だ っ た よ｣ と言い 返 して し

ま っ た｡

8 時5 0 分 の ル ク セ ン ブル グ行き列車に乗車し
､

9 時2 4 分 に ジ ャ ン プ ル ー

( G 皿 m -

bl o a x) 駅 に着く｡ 最初､ 駅まで迎 えに 来 てくれ て い た人が ニ ー セ ン( N i s e n) 教授

かと思 っ て い たら ､ 何を話しか け て も フ ラ ン ス 語 で答え て く る ｡ 変な人だと

思 っ て い たら大学 の 運転手で あ っ た｡
ニ ー セ ン 教授と は5 年ほ ど前から文通や文

献交換を何度もして い た の だが ､ 顔をま っ たく知らなか っ た の で ある ｡

ニ ー セ ン 教授は 私を早速自室に招き入れて くれ て
､ 年代順 に彼 の 仕事の概要

を紹介して くれた｡ 私 は 大体彼の 仕事内容をす で に知 っ て い た の で 別 に驚かな

か っ たが ､ 考えさせ られたの は人と人との つ ながり で あ る ｡

彼は20 年前に ワ ー ゲ ニ ン ゲ ン の 園芸 工 学研究所(I M A G) に しばらく滞在して

おり､ そ こ でI M A G の ス トフ ァ
ー

氏と 一 緒に温室内 の 光環境の こ とに つ い て研究

して い たと言う｡ その とき の 指導者が
､

IM A G の現在の 副所長 で ある ハ ー ミ ン グ

(G e m i n g) 博士で あ る｡ それがき っ かけで ニ ー セ ン 教授は 温室内の 光環境の 研究

に 没頭しは じめ､ 次に西 ドイ ツ の ハ ノ ー バ ー 工科大学 で シ ュ ル ツ(S h ultz) 氏と 一

緒 に仕事をして い る ｡ シ ュ ル ツ 氏も温室内 の 光環境を長 い 間研究して い た人 で

ある｡

つ まり､ ヨ
ー

ロ ッ パ 大陸で 温室の光環境を研究して い る第
一

人者連は皆､ 人

間的 つ ながりがあ る こ とに なる ｡ 道理で 何かしら共通点があ る と感じられたは

ずだ｡ 私はそれら有益な情報ををま っ たく知らずに1 人 で研究して い た こ とにな

る｡

私は日本語と英語を少ししか理解しな い の に
､

ニ ー セ ン 教授は フ ラ ン ス 語

で ､
ス トフ ァ

ー 氏はオ ラ ン ダ語で
､

シ ュ ル ツ 氏はドイ ツ 語で論文を発表する の

だからい や にな っ て しまう｡

ニ ー セ ン教授が
､

ドニ ェ
ー

( R .
D o 卯ia u x) 氏と共著で最近 (1 97 5 年) 出版した

｢T r ait e d e l
l

e c l air o g e n at u r el d e s s er r es et ab ri s p o u r v e g et u a x ｣ は､ 野菜温室内の

光環境その 他に 関する詳細な記述をした専門書で あ る ｡ こ の 本は ベ ル ギ
ー の 王

立気象学研究所から発行され
､ 気象学者､ 物理学者､ 栽培学者を集めた温室内
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自然光 に 関す る 国内 の 委員会 の 成果をまとめたもの である ｡
ニ ー セ ン 教授は

｢ M r . K o z ai の 論文を三 つ 程引用させ て もら っ て い るから｣ と い っ て サイ ン入り

の そ の 本をプ レゼ ン トし て くれた｡

彼は
､

オ ラ ン ダと ベ ル ギ
ー

の 気象条件､ 経済条件を比較し､ オ ラ ン ダで普及

して い る フ ェ ン ロ ー

型お よ びその 他の 連棟型温室が決して ベ ル ギ ー で は最善で

は な い こ とを力説して
､

ベ ル ギ
ー

独自の 温室形態構造を開発せねばならな い こ

と を熱心 に説い た｡ ま っ たく 同感で あ る｡
ベ ル ギ ー は オ ラ ン ダより冬期の風 が

強 い こ と
､ 積雪が多い こ と ､ 暖房費が高 い こ とが主 たる相違点だと言 っ て い

た ｡

約1 時間話した後､
ニ ー セ ン教授と､ 彼 の 共同研究者デ ル ツ ア( D elt o u r) 教授

を訪ねた｡ 彼は物理学科 の 教授で
､

コ ン ピ ュ
ー

タ に よる 温室光透過計算および

物理 測定関係を担当して い る ｡ まだ若く､
ヒ ゲをたくわえた血 の 気 の 多そうそ

人 で ある ｡ 彼は拡散ガ ラ ス 等の 拡散の 程度を計測す る手製 の3 次元 ゴ ニ オ フ オ l

メ ー タ ー を実演して み せ て くれた｡ 光源として は レ ー

ザ ー を使 っ て い る ｡ 物芦

屋 らし い まとめかたで あ る ｡ 3 0 分ばかりくわしく説明 して くれた｡

大変興味深か っ たと丁重 に お礼を言うと
､ お前は ､ 私が こん な に説明した の

に 何 も意見はな い の か
､

おれ は お前と討論する ため に待 っ て い たの だと言われ

た｡ ｢ それで は｣ と思 っ て ､ 日頃感じて い る彼等2 人の 仕事の進め方 に つ い て ､

お よ び ｢ 拡散ガ ラ ス 利用｣ の 短所 に つ い て 私 の 意見を述 べ たと こ ろ ､ 2 人共ム キ

に な っ て反論して きた｡ せま い 実験室 の 中で
､
3 人で大声で わめきちらしながら

しばらく議論した｡

結局 ､ ｢曇り の 日 の 多い ベ ル ギ
ー で は拡散ガ ラ ス の 使用 は不利 で あ る こ と

､

株高 の 高い 単棟温室で の 拡散ガ ラス の 使用は不利 で あ る こ と
､ お よ び拡散ガ ラ

ス は 入射角が大き い 直射日光に対 して透過率が低 い こ と｣ の3 点からなる 私 の 見

解を彼らは 認めた｡ そ こ で ､ ｢ と は言うも の の
､ 冬期､ 晴れ の 日 が多い 日本で

は
､ あなたがたの 研究 は と て も役に立 つ よ｣ と助け船を出すと ､ ｢ そうだ､ 私

達 は 日本の 人達 の ため に研究して い る の だ｣ と言 っ て大笑 い に な っ た ｡

そ の 後､ 学生食堂 で食事し
､ 喫茶店で お茶を飲んだの ち､ 近く に あ る 園芸技

術学校の敷地 に建設中 の 温室を見 に連れて い っ て くれた｡ 園芸技術学校 の 生徒

の 実習用と研究用 の 温室からな る こ の 温室の 床面積は60 0 0 m
2 で

､ 環境制御と管

理 は集中化され て い た｡ 各部分を丁寧に説明して 回 っ て くれ､ しば しば立ち止

ま っ て議論した｡
ニ ー セ ン 教授は 園芸作物 の 栽培に もかなり詳し い ｡ た だし､

最近 は あち こ ち講義して 回らなければならず､ 研究的仕事がなかなか できな い

と言 っ て い た｡ 彼は ､ 国際園芸学会 の幹部で あり､ 私は青 二才なの に
､ 1 日を割
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い て ､ 親切 に しかも熱心 に彼 の 仕事を紹介して くれた こ とが
､

と て もうれ し

か っ た｡ 今日 の 見学は き っ と将来大きな礎石とな る と思う ｡ 私自身の 仕事の位

置付け､
世界 の 研究 レ ベ ル

､ そ の 人間関係､ 研究 にか け る情熱､ 等 々 ｡ しか

も ､ それが決して豊かな研究費や研究施設からばかり生まれ て い る の で な い こ

とも理解した｡ 夕方､ 彼は駅まで見送 っ て くれた｡ 再会を約束して 別れ る｡

2 月4 日( 水)

園芸展示会見学

I M A G の フ ア ン ミ ュ ア ス( V a n M e u r s) 氏 の 運転す る車に ア ドリ
ー

(A d ri e v a n d e r

K i eb o a m) と ソ ビ エ ト ･ レ ニ ン グラ
ー ドの 温室研究者オ ー ダチ エ ン コ(O ad a ch e n k o)

氏およ び私が 同乗 し
､
I A C を8 時半に 出発し､

ロ ッ テ ル ダム 近郊の プラ イス バ イ

ク(別eis w 埴) の せ り市場 で 開催され て い る 園芸展示会を見 に行 っ た 0 こ の 展示会

はオラ ン ダの 温室園芸の 展示会として は最大規模 の もの で
､ 約2 00 社が参加し

､

2 月3 日から2 月7 日まで の5 日間開催され る ｡ 展示場は三 つ ある大きなせ り市場 の

建物の
一 つ ( 面積2 . 2 b a) を使 っ て い る ｡ 昨年11 月 ア ー

ル ス メ
ー

ア で み た展示会

の 規模を数倍大きくした感じで ある ｡ 全部熱心 に見て 回 っ たらとて も1 日で は全

部を見られな い の で
､ 午前中 に パ ン フ レ ッ ト カ タ ロ グをもらい ながら2 時間か

けて 全体を大急ぎで見て 回り､ 午後は午前中見たもの の 中から､ おもしろそう

なもの を説明係の 人 に色 々 たずねた ｡ 私 は温室構造 ､ 換気装置 ､ 環境制御装

置､ 放射暖房､ 移植機械等を中心 に見て 回 っ た｡ 昨年の ア ー ル ス メ
ー

ア の 展示

会で大体の こ と は の み こ めて い たの で特に驚くこ とはなか っ た｡ それで も ､ こ

れだけの規模 の 展示会を開く こ とが で き る オ ラ ン ダ園芸業界 の 底力に お どろ き

を感じる ｡ 予想見学者数は4 万人だそうだ｡

環境の 自動制御関係だけで も18 社が参加し､ そ のうち私が見て回 っ た中で少

なくとも5 社が ミ ニ コ ン ピ ュ
ー

タを使用した環境制御を実演して い た｡ その 中の

2 社はア ー ル ス メ ー ア の 展示会にも参加して い た｡ 私は ア
ー

ル ス メ ー

ア で係属に

かなりし つ こく説明を求めたため に､ 私 の 顔を覚えて い た説明員に私が質問し

始めたとた ん に
､ ｢ あまりくわし い こ とは聞かな い でくれ｣ と逃げ腰に なられ

て しまっ た｡ 説明貞があまり専門的な こ とを知らな い の が残念で あ る ｡

日本の商社員を何人か見かけた｡ 外国からもこ の 展示会を見に来た人が数多

く い るようで
､ 英語､

ロ シ ア語､ ドイ ツ語等 々 があち こ ちで 飛び交っ て い た ｡

オ ラ ン ダ温室園芸の 目標は徹底的な省力化と自動化に あ るようだ｡ 機会があ っ
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たら 一 度くわしく書 い て み た い が､ どうもオ ラ ン ダの 温室農家の 体質は､ 日本

の そ れとは大分異な る ようだ｡ 夕方7 時単にI A C に戻る ｡

集めた資料から い く つ か の デ
ー

タ を以下 に メ モ す る ｡

暖房 に天然ガ ス を利用 して い る温室農家は全体の7 5 ～ 85 % ｡ 天然ガ ス は きわ

め て良質で
､ 排気ガ ス に は イオウ

､
エ チ レ ン が少なく､ C O

2
施用 に適す る ｡

一

温

室企業当たり の 平均温室所有面積は､ オ ラ ン ダ全体で4
,
6 00 m

2
､

ウ ェ ス ト ラ ン ド

地方で7
,
5 0 0 m

2
､

フ ェ ン ロ
ー

地方で3
,
5 0 0 m

2 で あ る ｡

園芸業関係の労働者は 7 万人で ､ そ の うち6 万人が常勤 ､
1 万人が季節労働

者｡ そ の うち温室野菜関係 の 労働者1 万5 千人｡ 労働者 の労賃3 0
,
0 0 0 ギ ル ダ ー /

人/ 年( 1
,
9 0 0 労働時間) ｡ 主要温室野菜は ト マ ト､

キ ュ ウリ
､

レ タ ス
､

ピク ル

ス 用 キ ュ ウリ( G h e r ki n) ､
ピ ー

マ ン ｡ 温室形態は間口3 .2 m ､ 軒高2 ･5 m の フ ェ ン

ロ
ー

型が主体だが
､ 最近急速 に 間 口6 .

4 m
､

また は9 .6 m の も の がふ え て い る ｡

花き用 の 温室で は 間 口8 m の もの があ る｡ 間口3 2 m の フ ェ ン ロ ー

型温室の コ ス ト

は3 2 ～ 3 8 ギ ル ダ ー / m
2

､ 間 口6 .4 m と9 .6 m の も の で は3 2
～ 3 8 ギ ル ダ ー

/ m
2

､ 間 口

8 m で は4 0
～ 5 0 ギ ル ダ ー

/ m
2

｡ 環境制御温室を含めれば
､
75

～

1 2 0 ギル ダ
ー

/ m ㌔

全 コ ス トの うち､ 3 3 % が建屋､
2 2 % が暖房 ､ 1 7 % が附属建築物､

14 % が制御

装置 ､
8 % が土地､

5 % が機械器具類 ｡ ( 以前書い た の と少し数字が異なる が)

天然 ガ ス は1 1
～

1 6 セ ン ト/ m
3 で

､
そ の 他4

,
5 0 0 ギ ル ダ

ー / 年の 基本料金を払う｡

コ ン ピ ュ
ー タ を利用 した コ ン トロ ー

ル シ ス テ ム で は換気窓の 開閉を
､ 外風速と

外気温 に 関連させ て操作する ように して い る もの が多 い
｡

2 月5 日 (木)

午後2 時半から3 時半ま で
､

お茶の 時間を利用して
､

C A B O の 前 の 池で ア イ ス

ス ケ ー トをした｡ 氷 の厚さ は1 0 c m くら い で あ る｡ ス ケ
ー

ト靴はヤ ン から借り

た ｡ 数度こ ろ ん だ｡

2 月6 日( 金)

生 タ マ ゴをぶ つ けら れ る

昨日､ 昼食後､
仏 C からC A B O へ 向かう途中､

小事件に 出会 っ た｡ 私が い つ も

の 通り に自転車にの っ て ブル チ 工 作u u 血 e) 通りを行くと
､

ハ ー ン イ エ ス( H a両 e s)
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通りと の 交差点で ､ 1 人 の 少年が私の方へ 駆け寄 っ て来て ､ 2 m も離れ て い ない

距離から
､

い きなり私の顔に何かをぶ つ けた｡ それ は私 の メ ガネの右側 レ ンズ

に ぶ つ か っ た｡ 雪の ポ
ー

ル かと直感的 に思 っ た｡ とに かく メ ガ ネが曇 っ て前が

見えなくな っ たの で
､

ブ レ ー キをかけて自転車をと止 めた｡ そして私の コ ー

ト

をみ ると ｢ 生 タ マ ゴ｣ で ベ トリと汚れて い る ｡ 私 の 顔 もタ マ ゴ の 黄味で汚れて

い る ｡

少し腹が立 っ た の で
､ 自転車をそ こ に置き

､
ぶ つ けられた場所に戻 る と､ 少

年が2 人立 っ て い る ｡ ｢ なぜ
､

タ マ ゴをぶ つ けた の か｣ と聞くと
､ 彼等は英語を

話さない の で何を言 っ て い る の か分からない
｡ しかし､ どうも､ ぶ つ けたの は

私達で はな い
､

ぶ つ けた人はあちらに逃 げたと言 っ て い る らし い
｡

一

生懸命あ

る 方向を指さして い る ｡ 私 の 顔がタマ ゴで黄色くな っ て い た せ い か大人 の 通行

人が2 人寄 っ て きた｡ 彼等にも英語が通じな い ｡ で も事情を少年2 人から聞い た

らしく ､ 私 に警察に行く こ とをさかん に勧め る ｡

通行人の 1 人が少年の1 人 に タ マ ゴ を投げた少年の 住所氏名を聞き､ それを紙

に書 い て私 に渡してくれた｡

一

寸寄妙に思 っ たの は
､

こ の 少年2 人 は タ マ ゴ を投

げた少年と友達関係 に あり､ い わば共犯な の に
､ 通行人と 一 緒に な っ て さか ん

に私 に警察に行く こ とを勧め る｡ 日本だ っ た ら ｢ やく ざ同志 の 義理人情｣ とい

うや つ で友達 の 名前を明かしたがらな い と こ ろ だ ろう ｡

人が通 る た びに英語が話せ る かどうかを尋ねた が適当な人が来な い
｡ 別 にタ

マ ゴを投げられただけで警察に行く気は毛頭なか っ たが ､ 理由は どうして も知

りたか っ た｡ ｢私と知 っ て い て や っ た の か｣ ｢ 日本人あ る い は ア ジア 人と知 っ

て い て や っ たの か｣ ､ ある い は ｢ ま っ たく偶然に私が通りかか っ たの か｣ ､ そ

して特別な理由が ある かどうかを知りた い の で あ る ｡ 1 5 分 ほ どオ ラ ン ダ語と英

語 の チ ャ ン ボ ン でや っ て み たが ､ どうもよ く分からな い ｡ そ の うち､ 友達の 一

人が ｢ 遠く に タ マ ゴ を投げた人が見えた､ 木の 蔭に 隠れて い る｣ と言う の でそ

の 方に 近づ くと､ 14 ～ 1 5 才の 少年が隠れ て い た｡ オドオ ドして い る｡ そ こ から

ひ っ ぱり出すとさか ん に ｢ ア イ ア ム ソ
ー

リ
ー

( ご めん なさ い) ｣ をくりか

えす｡ かさねて 理由をたずね るが何を言 っ て い る の か 分からな い ｡ さかん に

｢ 警察に行きます｣ とか ｢ クリ ー ニ ン グ代を払い ます｣ とか ｢ コ ー トを洗い ま

す｣ ｢ ご め ん なさ い｣ とかをくりかえすだけである｡

そ こ で
､ 私 の 手帳とボ

ー

ル ペ ン を取り出し
､ オ ラ ン ダ語で い い からタ マ ゴを

私 に投げた理由を書けと迫る と何かを2 行ばかり書い た｡ あとで ヤ ン に意味を開

くと ｢ ふ ざけて や っ た｣ とい うこ とらしい
｡ 総合的 に判 断す る と ､ ｢ 人種差別

その 他の 特別な理由｣ は ない ようで
､ 単なる 不良少年あ る い は悪童の い たずら
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らし い
｡ 多少悪質で はあ る と思 っ たが ､

一

応 ､ 相手が出 て来て
､ あやま っ た

し､ 住所氏名を確認して あ る の で そ の 場を引き上げる こ と に した0

少年連と別れ る前に
､

通 じて も通じなくて も私 の気持ちだけは伝えようと思

い
､ 英語 で ｢ 私は君を警察に 連れて い く つ もりもな い し､

ク リ ー ニ ン グ代を払

ゎせ る つ もりもな い ｡ しかしそれは私が君の 行為を許 した こ とは意味しな い 0

二 度 とす る な｡ 私は日本人 の 研究者だが ､ 同時 に 空手の 先生 で もあ る 0 君 を

ノ ッ ク ア ウ トさせ る こ とはま こと に簡単だ0 今度そう い うこ とをや っ たら私 は

君に パ ン チ をみ まうで あ ろう｣ と大きな声で 言 っ た0 ｢ 空手の 先生｣ の 部分は

す ぐ理解で きたらしく､
び っ くり した顔をして い た0

一

発パ ン チ をくらわせ る

マ ネをして ハ ナ先で 止め て や っ た｡

そ の 後､ ヤ ン は ｢ 警察に行く こ と｣ ､ 少なくとも ｢ せ ん たく代を請求する こ

と｣ を勧め て くれたが､ 私 は止め て お い た0

一

つ の 小事件で はあ っ た が
､

これ

をおおげさ に警察ざた に して み たり､
せ ん た く代を払わせ て み たと こ ろ で つ ま

らな い ｡ せ っ かく の 私 の オラ ン ダ友好感情に傷が つ く 0

一

つ の 経験として の ≠

記憶した い ｡ ヤ ン の 話 で は
､ 人 に生 タ マ ゴ を投げる ケ

ー

ス はオ ラ ン ダで はか宅

り珍 し い と言 っ て い た｡

午後2 時半から約1 時間C A B O の 前庭 の 池で ス ケ
ー トをして い るうち に す っ か

り気が晴れた｡ ス ケ ー トをし て い る少年連は実に楽しそうに無邪気で あ る0 和

があ ぶ な っ かしそうに滑 っ て い る と､ オ ラ ン ダ語 で さか ん に話しかけて くる 0

どう も ｢ ああしたら よ い
､

こ うしたら よ い｣ と滑り方 をコ
ー

チ し て くれ て い る

ら し い
｡ 色 々 な経験をす る もの だ｡

今 ､ 夜 の10 時40 分 で あ る 0 京大助教授福井氏 より電話がかか っ て きた0 ウ ラ

の 堀で 山 口夫妻らと ス ケ
ー トをして い る から来な い かと い うQ ス ケ ー ト靴はあ

る と い う｡ 夜1 1 時に外で ス ケ
ー

トをす る の も
ー つ の経験で ある 0 今から行 っ て

来ます ｡

2 月8 日( 日)

再 び温室園芸展示会 へ

先日 の 温室園芸展示会( N e d e rl an d s h e T ui n b o w V a kb e u rs
,
H o rti c ul t u al F ai r) で

収集 した パ ン フ レ ッ ト ･ カ タ ロ グ類を
一 昨日整理して い る とき､

どうして も ､

もう
一 度確認 した い こ と ､ 知りた い こ とが2

､
3 出て きた0 そ こ で ､ 昨日午前1 1

時に 仏 C を出て ､ もう 一 度展示会を見に行 っ た0 最終日 で あ っ たが相変わらず
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人が い っ ぱ い で あ っ た｡

最初に
､

I M A G の 展示場 で ､ リ
ー

フ テ ィ ン ク(Li eftin k) 氏 にI M A G の 仕事の概

要を説明して もら っ た0 省 エ ネル ギ
ー

型ボイ ラ ー

の 開発､ ボイ ラ
ー の燃焼ガ ス

の
一 部をC O

2
施用 に使うときの

一 酸化炭素( C O) 濃度を測定する機器の検静 (低

濃度を計測 で き て
､

しかも安価なも の) ､
ガ ラ ス 透過率が ､ 乾 い て い る ときは

低く､ 湿っ て い るときに は高くなる ようにす る ため の 塗料の 開発 ､
フ イ ル ム等

の 長波放射射出率の 測定器､ 空中ス プ レ ー

の 散水量 の 床面分布測定法､ 暖房用

配管の 省 エ ネ ル ギ
ー

的検討､ 地中加臥 電算機利用 の デ ー タ 処理等を説明 して

もら っ た ｡

次に オ ラ ン ダに おけ る大手温室業者 の
一

つ フ ォ ス カ ン プ ･

フ ラ イ ラ ン ド

( V os k a m p & Ⅴ 可a 叫 社の 展示場をたずね て ､ 4 月2 0 日 に 同社を見学した い 旨を

申し入れ る と
､ すぐO K して くれた0 そ の 後そ こ で しばらく日本や オ ラ ン ダの 温

室 の 一

般 的傾向に つ い て議論した0

同様の 見学申し込 み をプリ ン ス(P ri ns N ･ Ⅴ) 社 に つ い て も行 っ た0 同社 は､ 本

来 ､ 鉄材の 大手会社だが､ 以前より温室建築を手がけて い る0 4 月22 日 に見学す

る こと に な っ た｡

その 後夕刻まで ､ 先日見落とした個所を中心 に見て 回 っ た 0 途中､ 先週 ア ー

ル ス メ ー ア の 温室を案内して くれた渡辺氏とブ ラ ジル の 日系2 世 ホ シさ ん お よ び

他の ブラ ジル 人と会 っ た｡ 彼等もこ の 展示会に来た の は今日が初めて で はない

らしい ｡ とにかく､ 年に1 回の
､ 世界最大 の

､ 温室に 関す るあらゆ る資材 の 展示

会である ｡

夜のア ム ス テ ル ダム 観光

展示会を見終わ っ た後､ 日本人の坂本､ 小鳥両氏 と落ち合 っ て ア ム ス テ ル ダ

ム に向か っ た｡ アム ス テ ル ダム市内を観光バ ス で 回 る ナイ ト ツ ア ー に参加す

る ためで ある ｡ こ れは1 週間ほど前に3 人で雑談して い る とき に､ 話が出たもの

で ある｡
い つ も アム ス テ ル ダム に行くときは美術館 ､ 博物館を回 っ たり ､ 仕事

だ っ たりして本当の観光はあまりして い ない ｡

一 度ゆ っ くり ､ ア ム ス テ ル ダム

で お い しい 夕食で も摂りた い もの だと言うこ とに なっ たが
､ 知らない レス トラ

ン で高い 金を取られ て も つ まらな い ｡ それ に何処が良い かも分からな い ｡ い っ

そ の こと ､ 旅行業者 の観光バ ス を利用 したらと い うこ と に な っ た｡ 金額は食

事､ 飲み 物そ の他 一

切をふ くめ て8 0 ギ ル ダ
ー であ っ た｡

夜7 時に ア ム ス テ ル ダム 駅前の ビクトリ ア ホ テ ル の ロ ビ ー で待 っ て い る と バ ス

が来た｡ バ ス は い く つ かの ホテ ル を回 っ て参加者を ひ ろ っ て い っ た｡ シ ー ズ ン
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はずれ の せ い か
､ 参加者は 全部で7 名で あっ た｡ 大きな観光 バ ス に た っ た7 名で

あ る ｡ イギリ ス から ア ム ス テ ル ダム の R A I の 自動車 シ ョ
ー を見に来た夫婦､

ナイ ジ ェ リ ア からベ ル ギ
ー

へ 仕事に行く途中 に ア ム ス テ ル ダム で1 泊す る と い う

黒人1 人 ､
パ リ に住ん で い て ア ム ス テ ル ダム へ 旅行に来たフ ラ ン ス 婦人1 人､ そ

れ に 日本人3 人 で あ る ｡

まず郊外 の あまり大きく ない レ ス ト ラ ン に連れて い かれた｡ 落ち着 い た雰囲

気の レ ス ト ラ ン で料理も よ か っ た｡ 見知らぬ 人との 食事だ っ たが少人数だ っ た

の で わりあ い 楽し い 食事が で きた ｡

私 に と っ て の 収穫は久 しぶ り に ｢ 本物 の 英語｣ を聞く こ とがで きた こ とで あ

る｡ 実は
､ 最近､ 自分 の 英語がオ ラ ン ダ に来 て 以来､

ほ と ん ど上達して い な い

の に少 々 イ ラ イ ラ して い た｡ 私の 英語がうまくならな い 理由は ｢ 本物 の 英語｣

を話す人と会話す る チ ャ ン ス がきわめ て少な い からで あ る｡ オ ラ ン ダに来 て
､

本当 の ｢英 国人｣ あ る い は ｢ 米国人｣ と話したの は､ 今日 の を除けば1 2 月1 5
～

1 9 日 の ワ ー ク シ ョ ッ プ ( 討論会) だけで あ る｡ そ の 他は オ ラ ン ダ英語､
エ ジプ

ト英語 ､
イ ン ドネ シ ア英語､ 日本英語 など､ およ び日本語 で話をして い る わけ

で あ る ｡ 英語を母国語としな い 人 々 と話をして い て ､ お互 い に 理解 し合えな い

とき は
､ ｢ 私の 英語が悪 い の か｣ ｢ 相手の 英語理解力が悪 い の か｣ ､ ある い は

そ の 道 な の かは っ きり しな い の で 自分 の 英語を改善する の がむずか しい
｡

つ ま

り ｢ お手本｣ がな い の で どう直して 良 い の かわからな い の で あ る｡ する と
､ 結

局 ､ ｢うま い
､

へ た は ともかく話が通 じればそれで い い や｣ 式の ブ ロ
ー

ク ン 英

語 に な っ て しまう｡ と こ ろが ､ 今日はひさ しぶ り に本当の 英語を話す人と話が

で き て ､ ｢ なる ほ ど こ れが本当 の 英語か ､
IA C で骨が話して い る英語と は 大部

異 な る な｣ と い う感じが した ｡

9 時に そ こ の レ ス トラ ン を出 て ､ 町の 中を バ ス で 通り､ ア ム ス テ ル ダム 駅前

で
､

バ ス を降り､ ガ イ ド に引率されて ､ 旧教会から ニ ュ
ー マ ル クト広場 に かけ

て 10 分ほ ど町 の 中を見て歩 い た｡ こ れもナイト ツ ア
ー

の
一 部をなして い る 0 そ

の後 ､
バ ー に 入り ビ ー ル を 一 杯 の み3 0 分 ほ どした1 0 時半頃 ､ ナイ ト ク ラ ブ に

入 っ た ｡ そ の 前に ガイ ドに ､ ク ラ ブの 中で の ビ ー

ル
一 杯分は8 0 ギ ル ダ

ー

の 中 に

含ま れ て い る が ､ それ以上何かを飲み たい 人は自分 で料金を払う こ と 0 た だ

し､ シ ャ ン ペ ン
一 本15 0 ギ ル ダ

ー

( 1 万5 千円) だから気をつ け る よう にと言われ

た｡ ク ラ ブ の 中で ､

一 般 の客は
､

立派なテ
ー ブル付きの イ ス に座 っ て い る が ､

私達ツ ア
ー

の 人はそま つ なイ ス に座らされた｡
こ れは仕方ない で あ ろう 0 耳が

割れそうな エ レキギタ
ー

の 伴奏で
､ 男の 人が何かを大声で 歌 っ て い る｡ しばら

くす る と私 の となりに女性が座 っ た｡ どこ から来たの かだ の 何だ の話しかけ て
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く る の で少し話をして い る と､ 1 0 分程 したら､ ｢ 何 か飲み もの と っ て も良い

か｣ と い う｡ それきたで あ る ｡ ｢私は充分なお金を持 っ て い ない の で ､ 残念だ

が､ 何もあげられな い｣ と答えた｡ しばらくする と
､ またたずね る の で

､ 坂本

氏に相談したら
､ 彼は ｢ ピ ー ル なら自分が払 っ て も良い｣ と い うの で そ の旨 っ

たえ る と ｢ シ ャ ン ペ ン が良い｣ とい う ｡ と ん で もな い の で 断る と
､

しばらく し

て席を立 っ て何処か に行 っ て しまっ た｡ 日本で も こ ん なと こ ろ に は入 っ た こ と

がな い の で
､

どう相応したらよ い か困 っ たが ､ 彼女はイギリス 人だ っ た の で 会

話の 練習 に は 少し役立 っ た ろう ｡

その 他､ 手品､ さ い み ん術 ､
ダン ス な どの シ ョ

ー があり ､
1 2 時少し前に そ こ

を出 て
､ 次に ､

バ
ー

に3 0 分程立ち寄り ､
こ の ナイト ツ ア

ー

は終わり に な っ た ｡

まあ､
こ れも

ー

つ の 経験 で あろう｡

それから坂本氏 の 運転す る車で ワ ー ゲ ニ ン ゲ ン のI A C ま で帰 っ た｡

2 月1 1 日( 水)

ディクソ ホ ー ル ン博士と会う

3 週間程前に
､ 英国 の 国立農業工学研究所( N IA E) の ボ ウ マ ン( G . E . B o w m a n) 氏

に､ 3 月初旬 に訪問したい 旨を手紙で 頼 ん で お い たが､ 返事が来な い の で今朝電

話をして み た｡ 英国 へ の 電話はとて も つ ながり に くく ､ 時間をかなり費や し

た｡ や っ と
､

ボウ マ ン 氏が電箭に 出たの で
､ ｢ 手紙を受け取 っ たの か｣ と開く

と
､ ｢ 手紙 は受け取 っ たが

､ 私はもう温室気候の 研究から離れて しま っ た の

で
､ 君 の手紙は科長 の ウイ ン ス ピア( W i n sp e 訂) 氏 にあずけた｡ ス ケジ ュ

ー ル は

ウイ ン ス ピア氏が決め て くれる だろうが､ 彼は 現在病気で休ん で い る｡ ｣ と い

う｡ ｢ 来週 には彼は 出て く る だ ろうからすぐ電話で 返事をする よう伝える｣ と

い う｡ 仕方がない ｡ 待 つ ほかなさそうだ｡

午後8 時 に ､ ワ
ー

ゲ ニ ン ゲ ン 農業大学 ･ 物理
･ 気象学科(D ep t . o f P h y sic s &

M et e or oI o g y) の デ イ クス ホ ー

ル ン(D i xh o o m ) 氏とIA C の ロ ビ ー

で待ち合わせ､ 彼

の 研究室に案内して もらっ た｡ 彼の 研究室はIA C から歩い て5 分程の所にある ｡

彼はボ ン ド ･ グ ラ フ の手法を使 っ た温室気象 の シ ュ ミ レ ー

タ
ー

を開発して い

て､ それを実演して み せ て くれた｡
コ ン ピ ュ

ー タ ー は米国D E C 社のP D P ll E lO

で
､

デ ィ ス ク､ カ セ ッ トテ ー プ
､

テ ー プ レ コ
ー

ダ
ー

､ Ⅹ
一

Y プ ロ ツ タ
ー

､ デ ィ ス

プ レイ装置 ( カ ソ
ー ド レイチ ュ

ー

ブ) ､ 多点記録計等が周辺機器として使われ

て い る ｡ 彼は エ ン ス ケデ (E n s c h e d e) 市 に所在す る
､

工科大学と ワ ー ゲ ニ ン ゲ ン
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農業大学の 兼任教員で あり ､ ワ ー ゲ ニ ン ゲ ン に は水曜日と木曜日だけ来る 0 実

演を見せ て もら っ た後､
ミ ニ コ ン の使 い 方､ 温室の環境 コ ン トロ ー ル の 考え方

等に つ い て 1 時間 ほ どデ ィ ス カ ッ シ ョ ン した0 彼が ワ
ー ゲ ニ ン ゲ ン に釆た の は2

年程前で
､ それから温室環境 の 研究を本格的 に や り始めたらしく ､ まだ､ こ れ

とい っ た研究成果 は上が っ て い な い ようだ0 年令は5 0 才を越 えて い る ような気

がす る｡ しかし
､

電気工学者らし い 良い セ ン ス の 持ち主なの で
､

そ のうち何か

やり出すだ ろう ｡ そ れ に ､ 若 い 同僚が2 人 い る と い うこ とな の で楽しみ だ0

2 月1 2 日 (木)

ユ リア ナ 女 王来 る

今日は ワ
ー

ゲ ニ ン ゲ ン 農業大学 の 創立1 00 年記念とか で ､ ワ
ー ゲ ニ ン ゲ ン に オ

ラ ン ダの ユ リ ア ナ女王が訪問された 0 IA C の 建物に も2 時間ほ ど滞在し､ 選ばれ

た6名の 外国人留学 生と会見された0 もち ろ ん ､ 私は選ばれなか っ た0 丁度､ 昼

食時だ っ た の で
､ 私 も女王を見る こ とが で きた0 日本 の ような厳重な督備体制

は全くなく ､ 女王は私の 1 メ ー トル横を通 っ て い かれた0 6 6 才だそうで
､

どこ に

で も み られ る おばあち ゃ ん と い う感じだ っ たQ

2 月1 4 日( 土)

オラン ダの パ
ー テ ィ

ー の 雰囲気

昨夜は､
ル デ イ(R u d y R a b i n g e) の 家で研究仲間 の パ ー テ ィ

ー があ っ た0 彼の

家 の 改装祝 い だそうである 0 行 っ て み る と､
たしか に ､ あち こ ち改装 の あとが

み られ る ｡ テ ィ
ー ･ パ ー テ ィ で ､ 夜の 8 時頃から､ 夕食を済ませ たあとで集ま っ

て く る ｡ 夕食も招待されたとき に は 6 時過ぎから集ま る 0 少なくとも平均週 に

1 回は､
こ の 種の パ ー テ ィ に行く の で もう大分なれた0

今日はその様子 を少し記録 して おきた い 0 まず､ 行くとき の 服装 は ､ ま っ た

くの普段着で あ る ｡ 5 0 才をす ぎた男で なければネ ク タ イをしめて い っ たら ､ 必

ず､
ひ やかされ る ｡ 女性も ほ と ん ど普段着で ある 0 行くとき に

､ 花を
一 束持 っ

て い く人が何人か い る が
､ 手プ ラ で行く人も多い 0 昨夜は私も手プ ラだ っ た0

もう､ 日本から用意して い っ たお土産は品切れだから で あ る 0

集ま る時間はきわめて い い 加減で
､ 昨夜､ 私は8 時20 分 に行 っ たが､ そ の 前に
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来て い た の は2 人で あ っ た｡ 9 時頃に大体揃うとい う感じである｡ で も､ フ リ ッ

ツ( Ⅲtz) は今まで赤ん坊の 面倒を見て い て
､ 今､ 奥さ ん と交代して きたとい っ

て10 時半頃釆たし､ ヤ ン の 奥さん の トラ イ ニ ー

(T r軸i e) は今ま で 油絵を措い て

い たとい っ て1 0 時頃来た｡

帰る時間も い い 加減で あ る｡ 1 1 時半頃から帰り始め る 人が出 る ｡ 私は大体12

時半から1 時頃の 間 に帰る が ､ そ の とき は まだ半分以上 は残 っ て い る こ とが多

い
｡ 大体2 時半頃ま で続く ようで ある｡ 今日の 参加者は15 人位だ っ た と思う｡

どの 家 に も､ 必ずタ タ ミ10 ～

1 5枚分 ほ どの 居間があり ､
そ こ の どこ かに 勝手

に腰をお ろ す｡ 最近は床に腰をお ろす の が はやり始めたとかで ､ 4 人種床に座り

こん で い た｡ 靴を脱い で い る人も2 人程 い る ｡

皆がそ ろうまで は
､

コ ー ヒ ー

､ 紅茶､
ジ ュ

ー

ス 等が配られ るが
､ そ の 後はワ

イ ン
､

ウ イ ス キ ー

､
ビ ー

ル
､

ジ ュ
ー

ス 等自分 の 好き な物を好きなだけ飲むと

い っ た感じで ある ｡ 私 の ような下戸 に は､ 酒をむりして 飲 む必要がない の で楽

なも の で あ る｡ 私はかなり時間をかけて ､ ワイ ン を コ ッ プに1 杯半位飲める よう

に なり つ つ あ る ｡ 食べ 物は
､

ビス ケ ッ ト
､

パ ン 菓子 ､ チ ー ズ等が多く､ 昨日

は ､ 生 ニ シ ン とリ ン ゴと赤 ビ ー

トを混ぜ たサ ラ ダ､
フ ル

ー

ツ ポ ン チ等が出た｡

ほ とん どセ ル フ サ
ー ビス で ある ｡

骨が 一 つ の 話題で
一

緒 に話すこ とは少ない ｡ 大体は2 ～ 4 グ ル
ー

プ位に分かれ

て勝手に話し､ 時 々 人が入れ替わ る｡ 私 は最初､ ドヨ ン グ とホ ニ ー と箭して い

たが
､

そ の うち ､ となり に ドゥ イ ッ ト氏が来て ､ ｢ お前の 仕事はうまく い っ て

い る か｣ と開かれたの で手短に ､ 私の 仕事の 進度を報告して ｢ 大体私 の予定通

り に進 んで い る｣ と言 っ て おい た｡ 最近や っ と
､ 温室内 へ の 光透過を計算する

プロ グラ ム の 改良が終わり ､ それをヤ ン の作 っ た作物光合成 の プ ロ グラ ム と つ

なぎはじめたとこ ろ で ある ｡ それが済ん だらム ー ス( M o u s) が作成した､ 温室内

の 害虫である ダ ニ の 発生 の シ ュ ミ レ ー シ ョ ン プロ グラ ム と つ な ぐこ と にな っ て

い る ｡ 少しで も よ い から､ 何がしかの 結果が得られ る と良い の だが ｡

その後､ 反対側 の となりに座っ た フ リ ッ ツ の 奥さ ん と話した｡ 彼女は しばら

く前に赤ん坊を生 ん だぼかりだが､ 元気そうだ｡ 産後10 日間はお手伝い さんを

頼んだがそ の 後はすべ て自分 で や っ て い る と い う｡ オ ラ ン ダの新生児の平均体

重 は35 0 0 g だと言 っ て い た｡
こちらも3 児の 父親なの で ､ 日本とオ ラ ン ダに おけ

る育児の 考え方の 相違等に つ い て少し話した｡ 3 人 の 子供と女房と離れ て1 人で

オラ ン ダに来 て い る の は少し不思議らしい ｡ たしか に そうだ｡ ｢ 別 に オ ラ ン ダ

の 生活に少しも不満はな い が ､ 私の 子供が私 の こ とを忘れ て しまうの で はない

かとい うの が 一 番心配だ｡ 事実､ 先日､
こ ちらで と っ た写真を日本に送っ たと
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こ ろ
､ 子供達が私の写真を見て ､ 『こ れだあれ』 と言 っ たらしい｣ と言うと同

情 して くれた｡

パ ー テ ィ
ー での 議論

そ の 後私 の 近く で
､

ドゥイ ッ ト氏と若手連とが有機農業の 是非に つ い て議論

しは じめ た｡ オ ラ ン ダ語で 議論して い るが ､ ヤ ンが時々 英語 に通訳 して くれ る

の と ､ ときおり英語 の 単語が混る の で大体の 様子は分か る ｡ ドゥイ ッ ト氏 は有

機農業 に は反対らしい ｡ 有機農業の方が収量は多い と い うデ ー タがあ る が､ あ

れは何百も実験をして
､

そのうち の 数回そう い う結果が出ただけ で
､ 彼等はそ

の数回だけを取り上 げて ､ 有機農業の 有利性を説い て い る と いう ｡

次 に ､ 原子力発電が問題 に な っ た｡ ドゥイ ッ ト氏は こ こ で も原子力発電 に賛

成 で あ る ｡ 特に ､ 彼は
､ 原子力発電 に よ る廃棄物の 安全処理 の 研究に さえ反対

す る研究者 に
､

は げしく反論して い た｡ こう い う時の ドゥ イ ッ ト氏 は ま こ と に

ジ ェ ス チ ャ
ー

に富ん で い て
､ 大声で 怒鳴 っ たり､

い きなり靴 で床を踏み ならし

たり ､ 手を振り上げたり で あ る ｡ そう い えば､
こ の家 に着くなり､ 居間 で数回

ジ ャ ン プ して
､ ｢ 本当 にうまく改築で きたん だ ろうな｣ と言 っ て ､ 確か め て い

る 風 で あ っ た｡ ジ ャ ン プ の好きな男 で ある ｡

オ ラ ン ダ語 で議論して い る の に ､ 私が時々 ニ ヤ ニ ヤしたり ､ 笑 っ たり して い

る の で ド ゥイ ッ ト氏 は ｢ お前は オ ラ ン ダ語が少し分か る ように な っ たの か｣ と

私に聞 い た｡ ｢ い や想像して い る だけで
､ 少しも分か っ て い な い

｡ た だ､ 私は

オ ペ ラ を見る の を楽しむような気持ちで ､ あなた方 の 話を楽しん で い る の だ｡

特に
､

あなた の 話は ､ リズ ム とメ ロ デ ィ
ー に富ん で い て

､
こ の オ ラ ン ダ ･ オ ペ

ラ は実に楽しい｣ と言 っ て や っ たら ､ 笑 っ て い た｡

少 し固 い 話をして い た の で ､ 女性達は い つ の ま に か
､ 皆､ 別の 所 に ひ とかた

まり に な っ て ､ 別 の話題 で何か笑い 合 っ て い た｡

そ の 後 ル デ イ
､

ドゥイ ッ ト氏 の 奥さ ん
､

ドヨ ン グ氏等と少し話した 0 ル デ イ

と は植物病理分野 で の シ ュ ミ レ ー シ ョ ン の話を､ ドヨ ン グ氏とは コ ン ピ ュ
ー

タ

の話 をした｡

オ ラ ン ダ人 の 家を訪ねたら
､ 部屋 の 置物を見る の も ー つ の 楽しみ だ｡

今日まず目 に つ い た の は大きな ｢振子時計｣ である ｡ 結婚記念に もら っ たと

か で ､ 8 5 年前 の フ ラ ン ス 革命の直後に作られた時代も の だそうだが､ 今で もと

て も正確だそうだ｡ こ の 時計は ｢ 買 っ た人が死ぬ まで保証す る｣ そうで
､ 壊れ

たら店に持 っ て い けば い つ で もす ぐ無料で修理して くれ る こと に な っ て い る ら

し い ｡
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その 他､ 2 0 0 年前に作られたオ ラ ン ダの 地 臥 ル デ イ が ア フ リ カ の 象牙海岸

で ､ 自分 で採集したとい う昆虫の標本､ その時買 っ た土着人の仮装面等々 がカ

ベ に飾 っ て ある ｡ また部屋 の 中の 人工 照明で も育つ ような日陰植物がやたらと

あち こ ち に 置 い て ある ｡

2 月1 5 日( 日)

オランダ人の 外国語能力

時々IA C に遊びに く る オ ラ ン ダ人 カ ス バ
ー

ス( K a sp e rs) 氏 の家に べ トナ ム 人 の

｢ コ ウ｣ 氏と
､

I A C に居 る 日本人3 人 (坂本､ 小島､ 古在) が夕食 に招待され

た ｡ それ ほ ど親し い 間柄で あ っ た訳 で は な い の で どうな る こ とかと思 っ たが､

行 っ て み る と意外に楽しく ､
ゆ か い な夜を過 ご した｡

カ ス バ ー ス 氏 は2 6 才で
､ 環境汚染に関す る コ ン サ ル タ ン ト会社で働 い て い

て
､ 奥さ ん と2 ケ月にな る子供が い る ｡ たまたま

､ その家に遊 びに来て い た奥さ

ん の 妹さん ( ヤ コ ミ ネ) とも
一 緒に な っ た｡ フ ロ

ー ニ ン へ ン の大学の 一

年生

で ､
ロ シ ア 語を専攻して い る とい う｡ 私達とは英語で話したが､ ドイ ツ 語の 方

が話しや す い とい う ｡ とは い っ て も
､ そ の 英語は私 の それよりず っ と上手だ｡

ベ トナム 人とは フ ラ ン ス 語 で話して い る ｡ 19 才の娘が ドイ ツ語 ､ フ ラ ン ス 語､

英語､ オ ラ ン ダ語､
ロ シ ア語をたく み に許すと い うの は､ オ ラ ン ダ人とし て は

それ ほ ど珍しくな い とい う の に は驚い た｡ 大学制度の こ と ､ 余暇の過ご し方､

社会間遷等に つ い て皆で12 時過ぎま で話した｡

2 月2 1 日(土)

遠足で花の 展示会 へ

今朝は
､

仏 C の 遠足 ( エ ク ス カ ー シ ョ ン) で ､ 朝8 時から ､
バ ス 2 台を連ねて

ア ム ス テ ル ダム の 北4 0k m の ボ
ー

へ ン カ ー

ス ペ ル (B o v e n k ar s p el) に花の展示会
Ⅳ es 血 es e 円 弧) を見 に行 っ た0 その 途中､ ア メ ル ス フ ォ

ー ル ト(A m ers 加 叫 近

くの ス
ー

ス ダイ ク (S o es d 潮 に あ る オ ラ ン ダ王族の住居と､ 民族衣装 で有名な

小漁村 フ ォ
ー レ ン ダム(V ol e n d o m ) で 小休止した｡

今度の 展示会で は球根類 ( チ ュ
ー

リ ッ プ､
ス イ セ ン ､ シ ク ラ メ ン ､

ペ コ ニ

ア
､

ヒ ヤシ ン ス
､ ク ロ ッ カ ス 等) お よ び花木( ツ ツ ジ､ ひめ桜等) が中心であ

104



る ｡ 例 に よ っ て ､ 園芸機械､ 施設等の 展示もある ｡ 2 月の 初旬に プ ライ ス バ イ ク

で み た展 示会を専門家向きとすれば
､ 今回の は 一 般向きで あ る ｡ 温室そ の もの

の展示場も ､ 展示面積の多くを小型 の家庭用温室お よ び器具類 に さ い て い る ｡

規模も小さ い
｡ と い っ て も日本で こ れだけ の 展示会は どこ に も見られな い ｡ 家

畜類 の 展示も少しあ っ た ｡

展示場は人 で ご っ たがえし､ 大変な混雑である ｡ 私は2 時間の見学時間の うち

1 時間半を機械類の 見学に
､

3 0 分を花 の 見学に当て た｡ も っ と花を見たい の だが

い つ も時間が足りなくな っ て しまう｡

一 度ゆ っ くり ､ 花だけを見て 回り た い ｡

ポ
ー ヘ ン カ ー

ス ペ ル の 展示場近くの ブ ロ ッ カ ー

( B l o k k er) で 昼食を摂 る た め

に
､

1 時間 ほ どの 自由時間があっ た｡ そ こで
､ 大急ぎで食事をして ､ 残り の 時間

で
､ す ぐ近く の 温室を見て 回 っ た｡ ア

ー ル ス メ ー

アヤ ナ
ー

ル ドバ イ ク にある よ

う な大きな温室地帯で はな い ｡ あち こ ち に古 い 温室､ 新し い 温室が入り混じ っ

て い る ｡ 私が見た温室で は フ リ ー ジア お よ び レ タ ス を栽培して い た ｡
こ の 地方

の 温室 の ほ とん どは側壁が垂直で はなく ､
8 0 度位に傾けて作 っ て あ る｡

一

戸 の

栽培面積 はそれ ほ ど大きく は な い ようだ｡ 人が居れば色 々 開きた い 所だが
､ 日

曜日 の ためか人影がな い ｡

近く に ､ 建設中 の 骨組み だけの 温室があ っ た｡ 新しい 温室はほ と ん ど軒高が

3 m を絶 えて い る ようだ｡ 骨材を減らす ために ､ 針金をたく み に使 い
､ 強度を上

げて い る ｡

バ ス は その 後ア ム ス テ ル ダム に戻り､ 美術館めぐりと買 い 物とポ ー ト乗り の

3 グ ル ー プ に分かれ た｡ 私は買 い 物グル ー プに 入り､
1 人で ､ ワ ー テ ル ロ

ー

広場

の r の み の市 (が らくた品 の 野外市場 = に行き､ 1 時間半ほ ど見 て 回り､ 役立

たず の 古物を少し買 っ た ｡

バ ス は夕刻7 時3 5 分にI A C に戻 っ た｡ すぐ夕食を摂り､ 寝た｡ 1 2 時半頃眠 が さ

め て ､ 1 階 の ジ ュ
ー ス 自動販売機の 所 へ 買 い に行くと

､
夜中な の に ､ 談話室に 人

がたく さん い る ｡ 開く と､ ウ ラ の イ ン タ ー ナ シ ョ ナル ･ ク ラ ブで カ
ー ニ バ ル ･

パ ー テ ィ
ー をや っ て い て

､ そ の帰りだと い う｡ こ れから出かけ る と い う人も い

る の で
､ 誘われ る まま に

一 寸の ぞきに行 っ た0

一

応 ､
ヒ ゲを つ けたり ､ 仮面 を

か ぶ っ たりし て い る 人も い る が､ 特に変わ っ た夙 に は見えな い
0 先程 の バ ス 旅

行で 知り合 っ た年配 の 人 に､
カ ー ニ バ ル とはこ ん なもの かと開くと

､ そうで は

な い と い う｡ カ
ー ニ バ ル はもともと ロ ー マ ン

･ カ ソ リ ッ ク系 の 強 い 地方で行わ

れ て い る も の で ､ オ ラ ン ダで は南 の 地方に行かな い と本当 の カ ー ニ バ ル は見ら

れな い と い う｡ 1 時間程してI A C に戻る｡
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2 月2 2 日( 日)

ユ トレ ヒトの デ り ､ -

ル 城見学

昼過ぎより ､ 坂本氏 の 車で
､ 短期滞在 の 山野氏 ( 川崎重 工 の 造船技師) と私

の3 人で ユ ト レ ヒ ト近郊の ｢ デ ･ ハ
ー ル城｣ を見に行 っ た0 天気が良くて ､ 気温

も適度で ､ 気持ちが良い ドラ イブだ｡
ヒ ュ ウ テ ン ( V e ut e n) の イ ン タ ー チ ェ ン ジ

で高速道路を下りて ､ お城 に向かう｡ の どかな農村風景で あ る0
こ の 辺りは小

さな温室地帯を形成 して おり ､ 道路沿い に 温室が並 ん で い る 0

途中で
一 寸串を止めて もら っ て ､ 温室を の ぞ い て み た0 6 0 0 0 m

2 ほ どの 電照設

備を備えた温室すべ て に ポ ッ ト マ ム 用 の菊の 苗が植えて あ っ た0 フ ェ ン ロ ー 型

の 温室で60 連棟位はあろう｡ 革を い つ も運転して くれ る坂本氏ほ私を ｢ 温室キ

チ ガ イ｣ と呼ん で い る が､ 最近はす っ かり協力的 に な っ て くれて ､ 温室が見え

て くる と ｢ どこ かで串を止め ようか｣ と言 っ てくれ る よう に な っ た0

｢ デ ･ ハ
ー

ル 城｣ は思 っ た よりずっ と立派なお城 で ､ 14 世紀に建て られたも

の を ､ 1 9 世紀に修復したもの と い う｡ 代 々 の 王様が収集した聴 界各地 の美術

品､ 調度品が多く展示して あり ､ 日本の 徳川家の紋が つ い た ｢ 篭｣ が陳列され

て い た｡

2時間ほどお城を見たの ち､ 坂本､ Ll｣ 野氏はノ ドが渇 い た の で ビ ー ル を飲み た

い と言っ て近くの レ ス ト ラ ン に入 っ た｡ 私はそ の 間を利用して ､ すぐ近くの 温

室を の ぞき に行 っ た｡
バ ラ が主で ､ その 他プリ ム ラ ､

ベ ゴ ニ ア を栽培して い

た｡ 古くからの 温室鹿家らしく､ 3 0 年以上前に建て た の で はなか ろう かと思わ

れ る､ 側壁が高さ1 m 程の レ ン ガ で囲まれた粁高2 m そ こ そ こ の 温室､ 木造の温

室､ フ ェ ン ロ ー 塑温慮 ､ 間口6 .4 m の温室等が並ん で建て られ て おり､ 温姦構造

の 歴史を見せられたようなも の で あ る ｡ 帰路 に も多くの 弧塞を遺跡沿い に見

た｡ 日が暮れて きたの で 温室の中を の ぞくの はあきらめたが ､ 機会があ っ たら

また来て み た い ｡

2 月2 4 日 ( 火)

日本語の わかるオラン ダ人

夜9 時過ぎに､ 次の 日曜日の エ ク ス カ 鵬 シ ョ ン の参加費を払うため にI A C の轟

の イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ルク ラ ブ に出向い た｡ 日曜日と月曜日以外は夜卵寺過ぎから
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こ こ の バ
ー

が店開きする ｡
バ

ー

テ ン ダ ー は大体大学生 の ア ル バ イト の ようで あ

る｡ 今日の バ ー

テ ン ダ
ー はM i chiel v an M il とい う人柄の 良さそうな青年だ っ た｡

私が日本から来たと言うと
､ 彼は昨年7 ケ 月間大阪 の枚方 に滞在し て い たと い

う｡ 大学の 卒業前の実習として大阪で水 の 浄化に 関す る実習 を受けたと い う｡

滞在中 ､ 大阪府立大学を訪問し､ 工学部化学 工学科の央野教授と農学部造園

学研究室 の 高橋教授 に会 っ て 話をしたと い う ｡ 日本語もず い 分よく知 っ て い

る｡ 私が自分の 名前を漢字で番 い て み せ る と ｢ ああ古 い と い う字に存在 の 在で

すね｣ と い っ て い た｡ 漢字も大分よく知 っ て い る ｡ 好青年で 人な つ こく ､
これ

ならきっ と日本人 と楽しく過ご せ たの で は ない かと感じた｡ 時々 思 い が けな い

人と会うも の だ｡

2 月2 5 日( 水)

引 っ 越 しを手伝う

ー 昨日､
ベ トナ ム 人 コ ウ氏 の 引 っ 越 しを手伝っ た｡ 通常 の 下宿か ら学生寮に

移る ため で あ る ｡ 彼は正式に言えば､ 学生寮に は 入れな い が ､ ｢ ま た貸 し｣ で

借りる の で あ る｡ 月1 0 0 ギ ル ダ ー だそうだ｡ 学生寮は個室でI A C の私 の 住ん で い

る部屋よりも広 い し､ 設備も良い ようだ｡ 日本の学生寮とは比較に ならな い ほ

ど良い ｡

コ ウ氏はオ ラ ン ダ滞在中 に べ トナム で革命が起き､ 自国 に帰れなくな っ て し

ま っ たと い う｡ 現在､ オ ラ ン ダで はプ ラ プラ して い る｡ l ケ 月程前､ や っ と､ 本

国から ｢ パ ス ポ
ー

ト｣ を送 っ て きたと貰 っ て ､ とて もよ ろ こ ん で い た｡ 帰国 で

きる の は夏で はな い かと い う ｡

2 月2 6 日( 木)

ヤ ン の家で 夕食

ヤ ン の 家に夕食によばれた｡
マ カ ロ ニ や肉や野菜等と い っ し ょ に妙めた よう

な､ ち ょ う ど日本 の やきそば の ようなも の を食べ た｡ 彼の 奥さ ん の ト ラ イ ニ ー

は絵を描く の が好き で ､ 家 の 中の そ こ い ら中 に彼女の 措 い た絵が掛けて ある ｡

なかなか上手である ｡ 3 才に な る エ ス テ
ー

( E st b er) とい う子が い て
､ 7 月に はもう

l 人生まれ る と い う｡
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3 月1 日(月)

カ ー ニ バ ル で踊る

昨朝9 時20 分 に ワ ー ゲ ニ ン ゲ ン の イ ン タ
ー

ナ シ ョ ナ ル ･ ク ラ ブを マ イ ク ロ ･ バ

ス で 出発 し
､

オラ ン ダの 最南部 マ ー

ス トリ ヒ ト( M a as td cb t) に カ ー ニ バ ル を見に

行 っ た｡ I A C から の 参加者は1 0 人､ その他オ ラ ン ダ人等が10 人 ､ 総 勢2 0 名であ

る ｡ オ ラ ン ダで は 最も規模の大き い カ ー ニ バ ル が こ こ で行われ る と い う ｡

オ ラ ン ダ人は ､
バ ス に乗り込 むと早速 ビ ー

ル を飲み 出 し､ 歌 をう た っ て い

る ｡ 服装 も カ ー ニ バ ル 用だ｡ 私はふ つ うの 服装だ っ た の で ､ そ の よ うな人には

3 角帽子 と レイ (紙の 首飾り) がわたされ､ おまけに ､ 顔に マ ジ ッ クイ ン キで

い たずら書きされ た ｡ カ ー ニ バ ル に参加する に は こ れが最低 の エ チ ケ ッ トだと

い う｡ 昼過 ぎに マ
ー

ス トリ ヒ トに到着した｡ 仮装行列が始ま る の は1 時間後とい

うこと で あ っ た｡
バ ス を離れ る前に

､ 翌日の午前2 時に バ ス に 集合す る ように

言われた｡ それま で は自由 に行動せ よと の こ とで あ る ｡

すで に ､ 市の 中心街は カ ー ニ バ ル
一

色 で あ る｡ 老若男女が参加す る とは この

こ とを言う の で あろう｡ まだ歩けない で親に抱かれて い る 子供から ､
つ えを つ

い て や っ と歩い て い る ような年寄り の 男女が皆それぞれ 工夫を凝ら した衣装を

つ け､ 仮面 を つ け､ 顔や手を赤､ 白､ 黒 ､ 銀等に塗りたく っ て い る ｡ 市 の 広場

で ビ ー ル を飲み
､ 中学生 の ような子供ま で がかなり酔 っ て い る ｡ 晒天 な の で と

て も晴れ や かで､
つ い カメ ラ の シ ャ ッ タ ー を押し て しまう｡ 交通整理 の おまわ

りさ ん ま で が
､ 酔 っ て フ ラ フ ラ しながら車を整理 して い る ｡

まもなく ､ 仮装行列が始ま っ た｡ 見物人も多く は仮装 して い る の で 仮渡行列

と
一

体とな っ てい る ｡ 私達 の ような見物人も何か仮装 をして い な い と物遠 い で

恥ずかし い ような感じで あ る｡ 出店で 仮面や ツ ケ ヒ ゲ を買 っ て 間に合わせ の仮

装をして い る見物人も多い ｡ 仮装行列は夕方まで 続い た｡ 夕方 に な っ て促薬行

列が 一 応終わ っ て からが大変だっ た｡

骨が､ 街頭で ､ ある い はビ ア ホ ー ル で ､ 辺りかまわず踊り始めた ｡ ビ ー ル の

コ ッ プを片手に持ち ､ ガ ブ ガ プ飲み ながら､ 音楽に合わ せ て ､ 合唱 しながらの

ダン ス で あ る ｡ 動作はきわめて単純で
､ しばらく見て い ればすぐ真似 で きる ｡

｢ 踊 る宗教｣ の オ ドリ の ようなも の だ｡

日本 の お祭りと
一

番違う の は女性の 積極さで あ ろう｡ 若 い 女性 ､ 年配 の 女性
が ビ ー ル をあお る だけあお っ て フ ラ フ ラ しながら奇声をあげて 踊 り狂 っ て い

る ｡ 仮面 をして い る の で誰だか分からな い と い う気易さがある ｡ とにかく､ ポ
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サ ッ と立 っ て い たら
､

たちまち誰か に抱き つ かれ
､ 手を取られ､ 顔に何かを塗

られて 踊りの輪の 中に巻き入れられて しまうの で あ る ｡

来る 途中の バ ス の 中で オ ラ ン ダ人が騒 い で い た の が､ そ の 頃 に な っ て や っ と

理解できた｡ と に かく ､ 身体を音楽に合わせ て動かして い な い と何をされ る か

分からな い の で ､ 身体を動かして い る ｡ そ の うち ､ もう どうで も よ くな っ て踊

りだす｡ 日本 の 祭りからは 一

寸想像で きな い 激しさで あ る ｡ 8 時頃 に は
､

もう飲

み過ぎて ダウ ン し
､ 路ばたに寝こ ろが っ て い る人があち こ ち に 出始めた｡ ま っ

たく の 初対面 の 人と1 分後に は1 0年来の知己 の ように抱き合 い 踊り合 い
､ そ の 輪

が い くら で も広が っ て しまう ｡ オ ラ ン ダ人 の 全く別 の 一

面を知 っ た思 い で あ

る ｡

どうに も足が疲れ て ､ 2 時間毎位に少し休憩したが
､ 結局1 2 時頃ま で踊り の 輪

に い た｡ その後､ 疲れた の で ､
バ ス に戻 っ た｡ すで に バ ス に戻 っ て い た の はIA C

から の参加者だけで
､

オ ラ ン ダ人 は誰も戻 っ て い なか っ た ｡ しかし､
バ ス の 中

は寒く て休むどこ ろ で はな い の で ､ 結局また､ 近く の どア ホ ー

ル ま で 行 っ て2 時

まで待 っ た｡ 結局1 2 時間以上踊りを見て い たか
､

踊りをして い た こ と に なる ｡

昔見た映画 ｢ 黒 い オ ル フ ェ｣ で リオ デ ジ ャ ネイ ロ の カ ー ニ バ ル を見た こ とを

思 い 出 した｡ そ の ときは自分 の 世界とは関係な い と い う感じで見 て い たが
､

そ

の 世界を 一 寸垣 間みた思 い である ｡ I A C に帰り着 い た の は朝5 時だ っ た ｡ 3 時間

寝て 8 時半 に は起き て
､ 今日1 日通常通り働い た｡ 英国行きが迫 っ て い る の で ､

色 々 や る仕事がある の だ ｡

3 月7 日( 日)

英国 に わた る

4 ､ 5 日前から再び寒くなり出し､ 今朝は とうとう小雪がちら つ き出した0 今

日は ロ ン ドン に向け て の 出発の 日で あ る ｡ 5 日前から風邪 を引き､ 3 日間 ベ ッ ド

の 中 に い た｡ 初め､
ロ ン ドン ヘ は 船と汽車の 旅を楽しむつ もりだ っ たが ､ 風邪

が完治し て い な い の で 急き ょ 飛行機 の 旅に変更す る ○

ア ム ス テ ル ダム
一 口 ン ドン 間は飛行機で わずか5 0 分程 の 旅で ある 0 正午過 ぎ

に ス キポ ー ル 空港を発ち ､
ロ ン ド ン

･ ヒ
ー

ス ロ ー

空港に着 い たら､
また正午過

ぎ で あ っ た｡ 冬期は
､

ヨ ー ロ ッ パ とイギリ ス に は1 時 間 の 時差があ る ため で あ

る ｡ ホ テ ル は バ ッ キ ン ガム パ レス と ハ イ ドパ
ー クが見渡せ る バ

ー ク レ ー ン ホ テ

ル を予約して お い た｡
ロ ン ドン も寒く ､ ときおり小雪がちら つ く曇天 で あ る o
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今度はどちら の 飛行場で も何もス ラ れなか っ たの で第
一

関門は突破である ｡ た

だし､ オ ラ ン ダ英語に慣れた耳に は､ 本当の英語はかなり ス ピ ー ドがあり､ 聞

き取り に く い ｡ 1 週間の イギリ ス 滞在中に少しで も本場 の 英語 に慣れたい
｡ 空港

からホテ ル に は バ ス と地下鉄で来た｡ 早速名物2 階 バ ス と古くさ い 地下鉄の お世

話 にな っ た｡

荷物をホ テ ル の部屋 に置 い て ､ 早速外に出 て ､
ハ イ ドパ

ー

クを少し散策する

が､ 寒く て 長くは外に居られな い ｡ 風邪を引 い て い なけれ ばも っ と情動した い

と こ ろ なの だが
､ 完治するま で は自重 で あ る｡ 帰り に近く の ヒ ル ト ン ホ テ ル に

寄り､ 軽食を摂 る ｡ ホテ ル に戻 っ て少し休ん だ｡ ホ テ ル 代倹約 の つ もりで バ ス

無しの 部屋 を頼 ん で お い たが
､ 部屋が狭く ､ 何より室温が低く､ トイ レが共同

で不便なの で
､

バ ス トイ レ付の部屋 に変えて もらう｡ 前 に 人 から開 い て い た

が
､

イギリ ス の ホ テ ル の 室温は確か に低い ようで ､ シ ャ ツ で は 少し肌寒い
｡ 8 時

過ぎに夕食を摂り に 再び外に 出る ｡

ホ テ ル に
､ 国立農業工 学研究所( N IA E) の 温室科長 の ウイ ン ス ピア( W i n s p e ar)

氏と エ フ オ
ー ド( Eff b r d) 園芸試験場 の プリ ン グル(P ri n g l e) 氏からET程変更希望

の手紙が私宛 に届 い て おり ､ 明日 は リ ー バ リ
ー

(L e e V all e y) 園芸試験場 の ア レ

ン (A lle n) 所長を訪ね る こ とに な っ た｡

近く に適当な レ ス ト ラ ン がな い の で
､ 夕食は地下鉄 で 2 つ 日 の 駅 の ピ カ デ

リ ー ･ サ ー カ ス まで行 っ た｡ 日本が種々 の点で英国の衆似 を して い るの で ､ 地下

鉄 に乗 る に して も ､ 町を歩く に して も
､

それ程勝手が異な る こ とはなさそう

だ｡

3 月8 日(月)

園芸試験場を訪ね る

朝10 時1 0分過ぎに リ バ プ ー ル ･ ス トリ
ー

ト駅からリ
ー

バ リ
ー 園芸試験場の あ

る ブ ロ ッ ク ス ボ
ー

ン ( B r o x b o u m ) 駅 に向かう｡ リ バ プ ー ル ･

ス トリ ー ト駅から

3 0 分程の と こ ろ で あ る ｡ リ バ プ ー ル ■

ス トリ
ー

ト駅ま で は地 下鉄で行 っ た｡ 行

く前に ア レ ン 場長に 電話して お い たの で
､

駅にはチ ャ ペ ル嬢が迎えに出て い て

くれ､ 試験場ま で車で連れて行 っ てくれた｡ 手紙は ア レ ン 場長に出して お い た

が､ 実際の 説明は誰か他の 人がす る もの と思 っ て い た の が ､ 場長自ら温室を
一

つ 一 つ 回 っ て熱心に3 時過ぎま で説明してくれたの に は恐縮 した｡ 昼食は場長が

近くの レ ス ト ラ ン に連れ て い っ てくれ て ､ ごちそうして くれ た｡
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こ の リ ー バ リ ー

園芸試験場 は研究員7 人
､ 研究補助員8 人 の 小規模な試験場

で ､ ガ ラ ス 室1 h a ､ プ ラ ス チ ッ ク ハ ウ ス 1 b a ､ 計2 b a の 温室と約25 b a の 圃場を

持 っ て い る ｡ 花､ 野菜計3 0 種に つ い て各種試験を行 っ て
､

マ ッ シ ュ ル
ー

ム に も

力を相当入れて い る ｡

ア レ ン 場長はプ ラ ス チ ッ ク ハ ウ ス の 普及 に力を入れて い る ようだ｡ こ の 試験

場で も何年もかけて パ イ プ ハ ウ ス の構造を改良して い る｡ 塩化ビ ニ ル フ イ ル ム

は汚れ や す い 点で劣り､
ポリ エ チ レ ン フ ィ ル ム か酢酸系フ イ ル ム が 良い との こ

とだ っ た｡ 省 エ ネ ル ギ
ー

の ため の 二 重 フ イ ル ム ハ ウ ス も作 っ て い た｡ 光強度依

存室温制御 (1igh t d e p e n d e n t c o ntr ol
､ 日射 の 強弱 に合わせ て 温室気温 の 高低を変

え る 制御) の 実用化試 験 も長年続け て い る と い う ｡ 多く の 資料をもら っ た の

で
､ 詳細を こ こ に記す必要 は なさそうだ｡ 写真を フ イ ル ム 1 本分撮 っ た ｡

今日 はときおり小雪 の ちら つ く肌寒 い 日で あ っ た ｡ まだ風邪が治りきらず ､

時々 咳込 む｡ 4 時過 ぎに は
､ リ バ プ ー ル 駅 に戻 っ て 来 た ｡ 体調が良か っ たら､ そ

の まま何処か へ 回 る と こ ろ だが ､ 自重 して ハ イ ドパ ー ク ま で ま っ す ぐ戻 る ｡ そ

の後､

一

寸 グリ ー ン パ ー ク を歩い て ､ そ の 公 園の 入り 口 に あ る ウ ェ リ ン トン 博

物館 に
一

寸立ち寄 っ た｡ 金持ち で 家柄が良 い と こ ん なも の を集め る と い う見本

が並ん で い た｡ ホ テ ル で 一 休み し､ 資料を整理し終わ っ た の で
､

こ れから チ ェ

リ ン グク ロ ス あたりま で夕食を取り に行こうと思う｡

3 月9 日( 火)

温室作物研究所を訪ね る

今日 は
､ イギリ ス の 南岸リ トル ハ ン プト ン の 温室作物研究所を訪ねた｡ 大変

充実 した1 日だ っ た｡ 行きがけに ､ ホ テ ル 近くの 全国農業者同盟 の 本部があ る農

業会館 ( A g ric ultu r al H o u s e) に よ っ て
､

2 日 に行われた園芸展示会 の カ タ ロ グを

もらう予定で い たが､ 念 の ため に行く前 に電話す る と
､

9 時半に ならない と人が

来な い と い う｡ しばらく 時間 に余裕が で きた の で ､ 近く の セ ン ト ジ ェ
ー ム ス 公

園(S t .J 弧 e S P a 叫 を散策す る ｡ 朝もやの 中の美しい 公園だ｡ 通勤 の 男女がときど

き散歩道を足ばや に通り過ぎる｡ 毎日 こ の 道を通 っ て 通勤で きる 人 は幸福で あ

る ｡

ビ ク トリ ア 駅ま で 地 下鉄で行き､ そ こ から1 0 時 2 分発 の 列車 に乗 っ た｡ 途 中

の 田 園風景は素晴ら しか っ た ｡ 1 1 時20 分に ア ル ン デ ル ( Am n d el) 駅 に着く 0 丘

の 頂上近くに古城 と大き な教会 の そびえる古 い 町で
､ 美しい の

一

言 に尽き る 0
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なだらかな起伏が何とも心をな ごませ る｡ 心 の 落ち着く町 で あ る ｡ 駅には人が

迎えに来てくれて い た｡ 研究所はこ こ から車で十数分 の と こ ろ にある ｡

まず､ 園芸科長で研究副所長で もあ る シ ェ ア ー ド(G .F .S b e ar d) 氏 に会 い ､ 来

意を説明し､ また私 の 研究の あらましを説明した｡ シ ェ ア ー ド氏の 下 で研究し

て い る若き研究者デ ィ
ー

ン(D e e n) 氏が研究所の 全般的な説明を各研究室､ 温室

を回りながら､ 1 時間半ほ どかけて説明して くれた｡ 若 い だけあ っ て ､ は っ きり

と意見を言う人で とて もおもしろ か っ た｡ 最近 ､ こ の 研究所と いうとすぐ話題

に なる ク ー パ ー

( C o op e r) 民らに よるN F T ( n u tri e n t Ⅲ m t e c h n iq u e ､ 水耕 の
～ 種､

薄膜水耕法) の ウ ラ話を大分 して くれた｡ 時間的余裕が なく､ ゆ っ くり話がで

きなか っ た の が残念で あ る｡

その 後､ こ の デ ィ
ー

ン 氏と シ ェ ア ー ド氏と私の3 人で 遅 い 昼食を摂 っ た｡
この

辺 はイギリ ス の 中で は冬期も っ とも晴天が多く､ 温暖な気候 の ため に有名なリ

ゾ ー ト地帯で あり､ 退職者がたくさ ん住み つ い て い て
､

イギリ ス の 申 で6 0 才以

上 の 人 口 比が最も高い (3 0 % 以上) ｡ 夏は レ ジ ャ
ー 客で混雑する そうで ある｡

そ の 他 ､ プ ラス チ ッ ク ハ ウ ス の こ とが話題 に な っ た｡ 昨日会 っ た ア レ ン 氏はプ

ラス チ ッ ク ハ ウス の 推進者だ っ たが､ シ ェ ア ー

ド氏は反対論者だ っ た｡ 研究所

の レス トラ ン で食事中､ 昨年末ワ
ー

ゲ ニ ン ゲ ン の 討論会で 一 緒だ っ た､ 生物計

量科長の ソ
ー

ンリ ー

( T h o m l e y) 氏を見かけたの で挨拶 し､ もし ヒ マ があ っ たら

3 0 分で よ い から
､ あなたの仕事を紹介して欲しい とお願 い したら2 時3 0 分ま で な

ら空 い て い る と い うの で ､

一

寸予定を変更して
､

ソ
ー

ン リ
ー

氏 の部屋 を訪ね

た｡

まず簡単に こ こ で の彼の 仕事の 内容を紹介して もら っ た｡ 生殖生長 ( 生長点
の モ デ ル 化に重点が置かれて い る) の モ デ ル化に 興味を ひ かれた｡ 彼は物理学
の 分野 で研究業績の あ る人だが

､
この 研究所で は植物生理学者とよく協力し､

物理学者に して は珍しく ､ 作物学 へ の 応用性を考えて研究して い る得がた い 人

で あ る0 その 後､
コ ン ピ ュ

ー タ ･

モ デ ル の評価法､ 形態形成の モ デ ル化等につ

い て デ ィ ス カ ッ シ ョ ン した｡ 世界的 に名 の 知れた学者ら しく､ すぐれた洞察力
を備え､ しかも

､ 控えめな典型的なイギリ ス 紳士 である ｡ ある意味で は ､ 今日

の 訪問で も っ とも楽しく ､ 軽い 興奮を覚える ような楽しい 会話が で きた｡

帰り際､ 多くの 別刷りをくれた0 彼は､ つ い 先日､ 植物生理学に おける数理
モ デ ル( M ath e m a ti c al M o d el s i n P la n t P h y siol o g y ,

1 9 7 6
,
A c a d e m i c P , e S S) と い う本

を出版して い る0 再会を約し て､ 名残惜しか っ たが別れ た｡ 私の仕事に も大変
興味を示して くれて ､ 英語 で論文を書い て欲しい

､ 英語そ の も の に つ い て は い

くらで も見 て や る
､

と言われた｡
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次に ハ ン ド( H a n d) 氏と カ ル バ ー

ト( C alv e rt) 氏 に会 っ て自然光グ ロ ー キ ャ ビ

ネッ トと光強度依存室温制御装置の説明を受けた｡
こ れら に つ い て は前に訪れ

た多くの 日本人の 紹介記事で 大体知 っ て い たし､ 彼等の論文を読ん で い る の で

大体理解して い た｡

どこ の研究所を訪ねて も
､ 沢山の 日本人が見学に来る よ と言われ る ｡ 会社関

係の 人が製品を売り込 み に く る らしい ｡ カ ル バ ー ト氏は､ 光強度依存室温制御

装置の 説明をしながら温度設定法の 難しさを力説し､ ほん の 少し の 温度設定の

相違が収量 に大きく影響す る こ とを デ ー タで 示し､
コ ン ピ ュ

ー タ導入の 不利益

を説 い た ｡ イギリ ス の研究者は 一 体に ､ 温度の 環境 コ ン ト ロ
ー ル へ の コ ン

ピ ュ
ー

タ の 利用 に は あまり関心がな い ようである｡ わずか に 関心 を示 した の

は､ 次に会 っ た､ 計測
･

制御科長(I n st r u m e n tati o n & C o n tr oI D ep ar t m e nt) の ラ ン

ド
ー ル(R a n d all) 氏だけで あ っ た｡ 計測巨 利御科は

､ 他の研究部門で 必要とされ

る新しい 測定器､ 制御器 の 開発と保守を担当して い る ｡ ラ ン ド
ー

ル 氏 はとて も

弁の 立 つ 人で
､

一 気に彼ら の 仕事の 内容を話しまくっ た｡ と て も早 口 な の で聞

き取れな い こ とが多々 あ っ た｡

しかし､ イギリ ス はや はり良い ｡ イギリ ス で は私が人と話をして ､ 静が通 じ

ない ときは､ 私 の 聞き方 ､ ある い は静し方が悪 い こ とが は っ きりして い る の で

とても気が楽で あ る｡ オ ラ ン ダで は逆 の 場合も多い に あり得る の で ､ 絶えず2 つ

の場合を気にしながら話をし て い る の で気が疲れ る ｡ こ の イギリ ス に半年も屠

れば私の 英語ももう少しはま しに な る かも知れな い の に な - と つ く づく感じ

る｡ オ ラ ン ダで は上達しようがな い ｡

第二 に､ 町を歩 い て い て も英語ばかりなの で とて も気が楽である ｡ オ ラ ン ダ

では町 の ポ ス タ ー

､ サイ ン 類 の9 9 % はオ ラ ン ダ語で ､ 何を番い てある の か分か

らな い ｡

ラ ン ド ー ル氏はイギリ ス の温室鹿家の制御シ ス テ ム はほとんどがオ ラ ン ダ製

で､ 電気部品は ほ と ん どが日本製である こ とを嘆い て い た｡ 温室の 環境調節装

置を本格的 に 製品化しようとして い る イギリ ス の会社は皆無だと い う｡ 澱後に

日本の 温室事情を簡単に私が紹介して彼に別れを告げた｡ 帰りは シ ェ ア
ー

ド氏

が彼の車で ア ル ン デ ル 駅ま で 送 っ てくれた｡

7 時前に ビク トリ ア駅 に着く｡ ビク トリ ア 駅から バ ッ キ ン ガ ム 宮殿の横を通 っ

て､ グリ
ー

ン パ
ー

ク( G r e Ⅲ P ark) を横切り､
ホ テ ル まで歩 い て戻っ た ｡ 公園の ド

アは閉められ て い たが
､ 塀が低か っ た の で 乗り越え て ､ 誰も い な い グリ

ー

ン

パ ー

クを散策しながら横切 っ た｡ とて も良い 気持ちだ っ た ｡
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3 月1 0 日( 水)

国立農業 工学研究所を訪 ね る

今朝も早めに ホ テ ル を出て ､
ハ イ ドパ ー

クを横切 っ て 公園 の 向か い 側 の ラ ン

カス タ ー ･ ゲ ー ト駅まで歩い た｡ 公園内の ザ ･ サ ー ペ ン テ ィ ン(T h e S e rp e n ti n e)

と い う他に沿 っ て ゆ っ くり歩くと､ 公 園を横切 る の に3 0 分 は必要だ ｡ 公園と

い っ て も広さ1 60 h a で 日本の 日比谷公園の 1 0 倍ほ ど の 広さ である ｡ 公園内 に は

馬道があり､ 馬 に乗 っ た老若男女が朝から散歩して い る ｡ 公園 に沿 っ た木 々 に

は何十種の 小鳥 が さえず っ て い て
､ 朝から

､ 大きな双眼鏡と観察ノ ー ト ､ カ

セ ッ ト ･ テ
ー

プ ー レ コ ー ダ ー を抱えた人が何人か他の そば で 熱心に鳥を見て い

る ｡ 私 の 足元 に は黒､
お よ び褐色 の うさぎが行き来して い る ｡ こ の 公園は池を

は さん で ケ ン ジ ン ト ン 公園(1 10 b a) と続き､ 自動車道をはさ ん で グリ
ー

ン パ ー

ク(3 7 b a) と セ ン トジ ェ
ー ム ス 公園(2 1 b a) と つ なが っ て い る ｡ 歩い て い る とと

に かく心がなご む｡

9 時3 0 分 に セ ン ト パ ン ク ラ ス 駅 に着き
､

9 時4 5 分 発 の ベ ッ ド フ ォ
ー

ド

(B e d 触d) 駅行きの列車に乗 っ た｡ 駅 で今日会うウイ ン ス ピア氏に確認 の 電許を

したら
､ 駅ま で車で 迎えを出すからと の ことだ っ た｡ ウイ ン ス ピア氏は国立農

業工学研究所( N IA E) の 温室科長で あ る｡ N I A E の 本館は晋の ケ ン ト侯 の 宮殿を

その まま使 っ て おり､
金色 に輝い て い る ｡ 昔の お城とそ の 庭園がそ の まま研究

所 の 敷地に な っ て い る｡ 庭園 は夏は
一

般に公開され る との こ とだ｡ ウイ ン ス ピ

ア氏 の部屋 は その 宮殿 の 一 室にあり､ 部屋 の 申 に 立派な ｢ 暖炉｣ が晋の まま

残 っ て い た｡

手紙 で ウイ ー ビ ン グ( W e a vi n g) 氏 に も会い た い 計､ 番 い て お い たの だが ､ 彼
は急な用事で ロ ン ドン に行 っ て しま っ たとの こ とである ｡ 代わりに､ 温室の構
造力学を研究して い る ウ ェ ル( W ell) 氏が出 て来て ､ 3 人 で しばらくお互 い の 国の

温室に つ い て情報を交換した｡ 同じプ ラ ス チ ッ ク ハ ウ ス と い っ て も､ どうし

て ､ イギリ ス で は ポリ エ チ レ ン フ ィ ル ム を使い ､ 日本で は塩化 ビ ニ ル フ イ ル ム

を使う の かが話題 にな っ た0 ウイ ン ス ピア 氏は日本の農業気象学会で作成し つ

つ ある ｢ 温室設計基準｣ に とて も興味を示 して い た｡ お互 い に資料の交換をし

合うこ とを約束す る ｡

次に ウイ ン ス ピア 氏と共 に ､ ポ ウ マ ン (G ･ E ･B o w m a n) 氏を訪ねた｡ 彼とは前
から文献の交換をして い たし､ 今回も前も っ て 原稿を送 っ て ､ 批評をしてくれ

る よう頼 ん で おい た0 早速私の原稿の 批評をして もら っ た｡

一 つ はガ ラ ス の偏
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光に つ い て の 問題 だ っ た｡ 彼は物理屋 なの で とても厳密だ｡ その後､
3 人で

一

緒

に食事をす る ｡ 食事後､ ウイ ン ス ピア 氏が庭内 の 昔の浴場 ､ 池､ 森､ 3 00 年前オ

レ ン ジ の 木を冬期 の 寒さから保護する ため に ケ ン ト侯が作 っ たとい う ､ 屋根が

ガラ ス の建物( O r a n g er y) 等を案内して くれた後､ 熟収支研究の た め の 温室､ 空

気温室等を見せ て もら っ た｡ どこ の 温室研究者もエ ネ ル ギ ー 節約問題 に は熱心

の ようだ ｡ 図書室､ 会議室､
ホ ー ル等も

一

寸見たが ､ 宮殿 の居 間､ 応接室等を

使っ て い る の で 美 しい の
一

言に尽きる｡

そ の後 ､
また

､
ポ ウ マ ン 氏 の と こ ろ に戻り ､ 彼 の 自作 の ゴ ニ オ フ オ トメ ー

タ
ー

､ 水分計 ､ 放射温度計､ シリ コ ン 日射計等に つ い て ､ 実演して もら い なが

ら､ 詳 しい 説明を受け ､ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン をした｡

最後に ス ミ ス (S m ith) 氏を訪ね ､
マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ

ー の 温度環境管理 へ の

応用研究 に つ い て3 0 分程説明を受けた｡ 現在は､ 光量従属室温制御装置を1 枚 の

電気基板上 に作る こ とが
一

応 の 目標とい うこ とだっ た｡ 短 い 時間だ っ たがなか

なか剛央な諮が できた｡ 本当 の と こ ろ ､ 2 ､ 3 日は滞在して
､ もう少しゆ っ くり話

をし､ ま た温室 の 機械化部門も訪ねたか っ たと こ ろ だが仕方がな い ｡ またの 機

会を待 つ しか なか ろう｡

3 月1 1 日 (木)

大英博物館を訪 ね る

昨日 ア シ ュ ダ ウ ン( A s h d o w n) 氏から伝言があ っ て ､ 今日午前中の ､ ライ ミ ン ト

ン(L y mi n gt o n) 付近 の農家 の 温室見学が取り止め に な っ た0 彼に 急用がで きたた

めである ｡ イ ギリ ス の商業温室を見る唯
一 の チ ャ ン ス だ っ たの に

､
こ れが中止

にな っ たらイ ギリ ス に来て実際の 温室を見ない で帰 っ て しまう こ と に なり､ 何

とも残念至極だが先方の 都合とあ っ て は仕方がない
｡ 諦め る こと に した0

気を取り直して
､ 今朝はまず 一 番に ナイ ツ ブリ ッ ジ( K nigh ts B ri d g e) にある 全

国農業組合 の 農業会館を訪ね て
､ そ こ で

､ 今年の2月 に ヨ
ー

ク シ ャ
ー で開催され

た園芸会議 ･ 展示会( H o rtic ult u r e C o nft re n c e a n d E xhi biti o n) の カ タ ロ グを入手 し

た｡ こ れ は年1 回開催され る イギリス 最大の 温室関係の 会議と展示会で あり ､ イ

ギリ ス の 園芸動向を知る ため に は是非必要な の で わざわざ出向い て 入手した0

そ の 足で今度 は ホ ル ポ
ー

ン( H olb o m ) に行き
､

政府関係の 出版物ばかりを扱 っ て

い る本屋( G o v e m m e n t B o o k sh o p) で
､ 農林漁業省が出版した温室 の 設計基準資料

を入手 した｡
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その 後すぐ近く の大英博物館に足を急い だ｡ 確か に 世界最大の博物館の名に

恥じない 素晴らしい 美術品 の 行列で あ る｡ ギリ シ ャ ､
ロ ー

マ 時代の彫刻､ 工芸

品は息を呑むような美しさで
､ 何時間 で もそ の 前に 立 っ て い た い ような気持ち

である｡ とて も半日で見回れ る規模で はない の で ､ 東洋美術､ 古文番類は見る

のを割愛して
､

こ こ で しか見られそうもない も の に 的をしぼ っ て み た｡ それに

して も迫力 の ある美術館で あ る｡

エ フ オ
ー ド園芸試験場を訪ね る

正午まで博物館に居て ､ その 後ウ オ
ー

タ ー ル ー

( W at erlo o) 駅 に急ぎ､ 12 時46 分

発 の 汽車に飛び乗 っ て エ フ オ
ー

ド園芸試験場 へ 向か っ た ｡ こ の 試験場はイギリ

ス の 南岸ブ ロ ッ ケ ン ハ ー

ス ト( B r o c k e n h a rs t) 近く の ラ イ ミ ン ト ン に あ る ｡ 駅には

シム ズ( T . S i m s) 氏が草で 迎え に来てくれて い た｡ 彼は若 い 研究者で
､

ハ ー ネ ッ ト

(H 血n e呵氏 が こ の 試験場を去っ たあとを受け継い で頑張 っ て い る 元気の良い 若者

で ある｡ 昨日 ウイ ン ス ピア氏が ｢ エ フ オ
ー

ド園芸試験場 に は シ ム ズと い う若い

人が
､ 日本から来た温室の 光環境 の 専門家に対して ､ 多く の 質問を作 っ て待ち

かまえて い る よ｣ と言 っ て い た｡

彼は､ 車に乗る なり､
い きなり仕事の 話をまくした て て来た｡ かなり話す こ

とを考えて 整理して い たようで 理路整然と､ 手短か に要領よ く鮪してくれた｡

私 の仕事に と ても関心を持 っ て い て くれ て細か い と こ ろ ま で 質問して きた｡ 試
験場に着くなり､ 温室に連れて行かれて ､ また､ 要領よく彼等 の研究を手短か

に 説明して くれて ､ 意見を求めて きた｡ 温室の 建設方位で なく､ 作物の作付方

位がまず問題 にな っ た｡ 彼は単棟､ 連棟の 南北､ 兼酉方位の 温室内に南北方向
に作物を植え付けて い る｡ 次に ､ 温室内日射測定に おけ る 日射計の脛く位置に

つ い て 議論した｡ 大分議論したが彼は私の意見を理解して くれ た｡ 次い で ､ 就
験場内の 温室類全体を見て 回りながら､ プ ラス チ ッ ク フ ィ ル ム の 新製品､ 材質
等に つ い て議論した｡

私は所長 の プリ ン グル 氏宛 に見学申込みの手紙を出して お い た の で ､ 所長 に

挨拶したい と言 っ たら､ 時間がも っ た い な い
､ そ の 分 だけ私と議論した い と言

う0 所長 に は後で良く説明して おくからと言うの で
､ 結局所長 に は挨拶しない

まま
､ 議論を続け､ その 後シ ム ズ氏 に 駅ま で車で 送 っ て もら っ た｡

彼は こ の試験場に来る前､ 農林省の 仕事で 6 年間 ア フ リ カ に居たと い う｡ そ

の うち是非日本に行きた い と言 っ て い た0 再会を希望して 5 時に別れ る｡ 短い

時間だ っ た が密度の 濃い 議論で多く の もの を学ん だ｡
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ロ イヤ ル ･ フ ェ ス テ ィ バ ル ･ ホ ー

ル で オ
ー

ケス トラを聴く

7 時す ぎに ロ ン ド ン
､

ウ オ
ー タ ー

ル
ー

駅 に戻り､ 駅で食事をした後､ 駅 の す ぐ

近く の ロ イ ヤ ル ･

フ ェ ス テ ィ バ ル ･ ホ
ー

ル に向か っ た｡ 8 時から ロ イヤ ル ･

フ ィ

ル ハ ー

モ ニ ー ･

オ
ー

ケス トラ の 演奏で ベ ー ト ー ベ ン の 交響曲第3 番 ( エ ロ イ カ)

と エ グ モ ン トを聞く た め で あ る｡ 日本で は ロ イ ヤ ル ･

フ ィ ル を聞く機会がなか

なかな い の で こ の 際 に と思 っ て 切符を買 っ て お い たの で あ る ｡ 実は ロ ン ド ン に

来て す ぐ行きたか っ た の だが ( ロ ン ドン ･

フ ィ ル の 良い プ ロ グラ ム があ っ た) ､

イ ン フ ル エ ン ザ の 治り か けで 咳が残 っ て おり､ 行き に くか っ た の で ある ｡ 前

に､ 演奏会 で咳を我慢す る の に苦労した経験があ っ たの で ｡

演奏は素晴らしく
､ 久しぶ り に ､ 我を忘れた｡ そして

､ 我を忘れ て夢中 で拍

手した｡ それ に ､ 思 い が けず ､
ロ ン ドン の 紳士とイ ブ ニ ン グドレ ス で 装 っ た ロ

ン ドン の 貴婦人を拝見す る機会を得た｡

演奏は1 0 時 に終わり ､
ホ テ ル に戻 っ たの は10 時半で あ っ た｡

エ レ ベ ー タ ー

の

と こ ろ で 日本人 に声をか けられ､ 30 分 ほ ど苦労話を開かされた｡ 何か の プ ロ ペ

ラ会社 の 課長 さ ん とか で
､ 英語で 大分苦労して い る らし い ｡

3 月1 2 日 ( 金)

ロ ン ドン の 国立美術館 に 行く

本日は
､

ケ ン ブリ ッ ジ大学建築学科の 大学院生 ラ ン ド
ー ル ･ ト ー マ ス ( R a n d all

Tll O m a S) 氏 と大学 で合う予定に して い た｡ 彼とは2 年程前から研究面 で何回か手

紙を通 じ て藩論して い る 間柄で ､ 今回の ロ ン ドン 訪問 の
､ 楽しみ の

一

つ であ っ

た｡ と こ ろ が ､ N I A E の ウイ ン ス ピア氏が病気だっ たために､ 今回 の イギリ ス 訪

問を出発直前 に1 週 間延期した の で ､ 彼と会えなくな っ て しま っ た｡ 出発前に

オ ラ ン ダから彼 の と こ ろ へ 手紙を出して ､
バ ー ク レ ー

ン ホ テ ル に電静をかけて

くれ る よう頼 ん で お い たが ､ 連絡がとれない まま､ 今日 に な っ て しま っ た｡ 彼

との藩論を大 い に楽しみ に して い たが
､

止むを得な い ｡ 本当は
､ 手紙で は番き

きれなか っ た部分 を､ 時間をかけ て彼とゆ っ くり話し合い たか っ たが … …

｡

そ こ で 予定を変更して ､ 国立美術館( N ati o n al G a11 er y) を訪れ る こ と に した｡

この 美術館は1 0 時開館なの で
､

そ の 前に少し観光をしようと思 い
､

8 時前に ホ テ

ルを出た ｡ まず､ 地下鉄で タ ワ
ー

ヒ ル ま で行き ､
ロ ン ドン 塔と ロ ン ドン 橋を見

た｡ チ
ー ム ズ河畔に ど っ しり構えた ロ ン ドン 塔は なかなか の も の だ ｡ 次 に､ 地

下鉄で ､ ウ ェ ス ト ミ ン ス タ
ー

寺院に行 っ た｡ まだ観光シ ー ズ ン 前の ､ しかも平
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日 の午前中とあ っ て
､ 観光客 の 姿はほとんどなく ､ 荘厳な雰囲気をたたえた建

物内部に､ 格調高い ス テ ン ドグ ラス からもれ入 る光を楽しむこ とが で きた｡
こ

の 建物は議事堂に隣り合 っ て い る｡

そ こ からト ラ フ ァ ル ガ ー

通りまで歩き
､

ちょ う ど開館と同時 に国立美術館に

入 る こ とが で きた｡ 聞きしに まさ る美術館で ある ｡ ミ ケ ラ ン ジ ェ ロ
､ フ ア ン ダ

イ ク ､ ル ー ベ ン ス
､

レ ン ブ ラ ン ト等もさ る こ とながら､ フ ラ ン ス 近代 の 巨匠ル

ノ ア
ー ル

､
モ ネ､

マ ネ､
ピサ ロ

､
ドガ

､
セ ザ ン ヌ 等に は庄到 された ｡ ゴ ッ ホ の

作品も数点あ っ た｡ 芸術 に は ま っ たく関係 の な い
､

むしろ無関心 な
､

ど素人の

私に も､ こ れだけ の 作品を見せ られ る とな にか芸術的興奮をお ぼ え る ｡ と同時

に
､ 自分が芸術家で ない こ とを神に感謝した い 気がす る｡ 私が どん な努力をし

ようが彼等 の 足 もと に およ ぶ ような仕事は､ 金輪際で き っ こ な い の だ｡

昨日､ 大英博物館で も感じた こ とだが
､ ｢ 芸術に進歩があ る の か｣ と い うこ と

を つ い 考えて しまう｡ ｢ 芸術｣ は時代と共に 進歩し て い る かも しれ な い ｡ しか

し
､ 昨日見た

､
ロ ー マ 彫刻､

エ ジプト時代の遺物､ 彫刻類を生 み 出 した芸術

心､ 創作精神 の 結晶を ､ 現代 の それと比較できる だ ろうか ｡ 現代に 生 き る芸術

家 の 苦しみ を垣間見 る気がす る ｡ こ の 美術館で も多く の 画学生 が古今 の 名作を

前に キ ャ ン バ ス を広げ ､ けん命に ､

一

心不乱 に模写をして い る ｡ 彼等は ､ 過ま

を模写し､ 過去を の り越え､ 新らし い 芸術 を切り開 こうと して い る の で あ ろ

う｡ しかし
､ それ に して もな ん と困難な こ とか ｡

疲れ て ､ モ ネの 作品 の 前 の 椅子 に腰をかけ ､ 忙然と彼の｢ 水避｣ をながめ つ

つ
､ 昨日見た

､
エ ジプトの 大彫刻 に思 い を馳せ て い るうち に ､ い つ か だれかに

聞 い た｢ ル ー

ブル美術館｣ の こ とを突然思 い 出した｡
ル ー ブ ル 美術館に行けば印

象派の絵画と ロ ー

マ
･ エ ジプトの彫刻をも っ と見られ る!! 時計を見 る と､ もう

と っ く に 昼をすぎて い る ｡

思 い つ きで パ リに飛ぶ

本当は明日と明後日 ロ ン ド ン に滞在し､ そ の まま ア ム ス テ ル ダム に帰る予定

だ っ たが､ 今日ト
ー

マ ス に会えなか っ たの で 予定が1 日短縮され た｡ 今か ら､
パ

リ に行こう ｡ そして ル ー ブル美術館に行こう｡ そう思うと央も楯もたまらなく

な っ た｡ あと2 日 ロ ン ドン の観光をした っ て ､ どうと い うこ とはな い
｡ 大きな古

い 建物を見て 回 る だけ の こ とだ｡ それなら い っ そ の こ と パ リ へ
｡

国立美術館を出て ､ すぐ近く の 英国航空代理店に とび こ み
､ 夕方の 便と パ リ

の ホ テ ル を予約した後､
ホ テ ル に戻り､ 急い で荷物をまとめ､ 地下鉄で バ ス の

タ ー ミ ナル ( W e s t E n d T e r m i n al) まで行き､ そ こ から エ ア ポ
ー

ト バ ス で ヒ ー

ス
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ロ
ー 空港 へ 向 っ た｡ ロ ン ドン 市内に は地下鉄網が張りめ ぐらされ て い て

､ 何処

に行くの に も地下鉄が便利で安い
｡ 少々 古く て汚い がそれさえガ マ ン すれば時間

的 に も経済的 に も 一 番である｡ それ に して も有意義な ロ ン ドン 訪問 で あ っ た｡

英国 で の 成果 に満足

仕事の 面 で も実に収穫が大きか っ た｡ 多く の 研究者と温室研究の 方向に つ い

て話し合えた ｡ それ に ､ 私の研究が､ 日本よりもむしろ ､ 冬季の 日照が非常に

弱 い ヨ
ー ロ ッ パ で強く関心をもたれ て い る点にも気が付 い た｡ 今ま で はあまり

そう い う こ とを考えずに ､ 私 は日本の 温室農家の ため に仕事をして い る つ もり

だ っ た の で
､ 私 の研究を英語で発表し ようと い う強 い 動機が起きなか っ た｡ し

かし
､ 今回 の 旅行で

､ 欧州で私の 研究に これだけ強 い 関心がもたれ る の で あれ

ば､ 私 の 努力を日本ばかりで なく ヨ
ー ロ ッ パ の 温室農家 に もほ ん の 少しで も役

立た せ た い と い う気 に なり始めた｡ イギリ ス の 実際 の 温室をじ っ くり見 る こ と

が で きなか っ た の は誠 に残念至極で あ る し､ ト
ー

マ ス 氏と会えなか っ た の も残

念だが ､ 次の機会を待 つ こ と に し よう｡ ｢ そ の 代り に大英博物館と国立美術館に

行けた の で は な い か ､ そして今､
ル ー ブ ル ヘ と近づ い て い る の だ｣ と自分 に言 い

聞か せ た｡

予備知識 ゼ ロ の パ リ

パ リ に寄る予定はま っ たくなか っ た の で
､ 予備知識 ゼ ロ で あ る 0

パ リ の 地図

1 枚も持 っ て い な い ｡ 空港が どの 辺 に あり ､ 空港バ ス がどの 辺まで 市内に乗り入

れ ､ 先程予約したホテ ル が どの 辺 に あり､ そ こ からル
ー ブ ル 美術館ま で どの く

ら い 距離がある の かま っ たく見当が つ かな い 0 と に かく飛行機に乗 っ たら夕暮

時に シ ャ ル ル ･ ドゴ ー ル 空港に着 い た0 そ この 売店で パ リ の 地図を買おうとし

たら適当なも の がなく ､ 空港内をあち こ ち探し回っ て ､ や っ と案内所 で 地下鉄

の 路線案内図 ( ハ ガキ大の大きさ) を入手 し､ 係の 人 に そ の 地図上 に
､ 空港 バ

ス の到着所と私の泊ま る ホ テ ル の大体 の 場所 に｢ 印｣ を付けて もら っ て
､ 空港 バ

ス に飛び乗 っ た｡

空港 バ ス は東駅 ( G ar e d e l
-

e s t) と い う所 に行くはずで あ っ た0 フ ラ ン ス 語は

ま っ たく知らな い の で 地名を発音する の も困る 0 私が英語流 に発音したの で は

ま っ たく通 じな い
｡

バ ス に乗 っ て ､ 運転手に聞 い たが要領を得な い 0 そ こ で ､

紙切れ に 地名を書 い て後ろ に座 っ た女 の 人 に尋ね る と､ や はり要領を得な い 0

そ の場所 に行く の か行かな い の かは っ きり分からな い の だ0 そ の 人は片 コ ト の

英語を話 したの で ､ ゆ っ くり時間をかけて聞い て
､

や っ と大体理解で きた 0



の バ ス は東駅 に は確か に行くが､ 各駅停車で しかも少し回り道をする ｡ 東駅 に

行く直通急行 バ ス が他に あ ると いうこ とらし い ｡ バ ス は もう動 い て い る し
､ 今か

らどう しようもな い の で その まま バ ス に座 っ て
､ 東駅 に到着する の を待 っ た ｡

今回 の パ リ訪問 で 心配な の は お金 で あ る ｡ 急 に思 い 立 っ た の で余分なお金 が

な い
｡ 景気良くお金を使う こ とは出来ない

｡ 東駅から私 の ホ テ ル のあるLi e g e ま

で は地下鉄路線図を見る と2 回乗り変えない とた どり着けない ｡ しかも駅から ホ

テ ル まで の 道順が よ く分からない
｡ そ こ で 地下鉄 で O r e p a と いう所ま で行き､

そ こ から タ ク シ ー

に乗 っ た｡ ホ テ ル は1 00 フ ラ ン も払 っ た に して は小さな安ホ テ

ル と い っ た感じだ｡ まだ食事をして い なか っ た の で
､ 食事をしに外出す る こ と

に した｡ そ の 前に顔を洗 っ て ヒ ゲを剃りたか っ たが ､ 先程 の 束駅 ( こ の 駅 は

ヨ ー ロ ッ パ 急行の 主要駅らしい) で カ メ ラ以外の 荷物を全部預 けて しま っ た の

で
､ 洗面具 が な い

｡ その まま食事に行き
､ 食事後､ 町をプ ラ プ ラ して ､ ホ テ ル

に戻 る ｡

3 月1 3 日( 土)

ル ー ブル 美術館で 感動する

ホ テ ル の 人 に
､

ル ー ブ ル 美術館は9 時 開館だと聞 い たの で
､ そ の 少し前に 到着

す る ように ホテ ル を出 て
､ 美術館に行くと､ 実際 は9 時4 5 分開館だ っ た｡ 1 時間

ほ ど余裕が出来た の で ､ 美術館中庭 の 彫刻群お よ び隣合 せ の コ ン コ ル ド広場を

散策した｡ 開館 と同時に 入り ､ ま っ すぐロ ー マ 彫刻 の 部屋 に向 っ た｡

ル
ー

ブ ル 美術館を
一

通り見回 る に は3 日間 は必要と聞 い て い たの で
､ 最初から

全部見回 る の はあきらめて
､ 見た い と こ ろ だけを ゆ っ くりと見回 る こ と に し

た｡ 実物の質量感 と実在感に は本当に 圧倒される ｡ それ に
一

つ の 彫刻を前から

見て ､ 下から見 て ､ 横から見て
､ 後ろ から見て

､
遠く は なれ て 見 て ､ 果 て は手

で触れる と い うこ とは本当に幸福である｡ 時代を超越 して伝わ っ て くる古代 の

息吹きが言 い 知れ ぬ感動を伝えて く る ｡

次 い で エ ジプト彫刻および遺物の部屋 に行 っ た｡ ス フ ィ ン ク ス の 手触りをた

ん の うし ､ ミ イ ラ を入 れる棺の美しさ に見とれ て い るうち に ､ 生まれ て始め

て ､ 何か芸術的感動､ 芸術的絶頂感､ 芸術的興奮とも言う べ き
､ 何かどうしよ

うもな い
､ どうし て良い か分からな い 深 い 深 い 燃え上りを覚えた｡ 後で つ く づ

く感じたの だが､ もし私が1 5 年前の 最も多感な時代に こ れらを見たら､ 私の 人

生 は変っ て しま っ たであろう｡ それと同時に ､ 1 5 年前に こ れを見な い で良か っ
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た､ 今 こ れを知 っ て 良か っ たと いう安ど感を つ くづ く感じた｡ 才能の ない 人間

が芸術的創作を人生 の 目標に す る こ とほど苦しい こ とはない であろうから｡

それ に して も
､ 芸術 の 歴史とは

一

体何であろう!
一

介の 平凡な エ ン ジ ニ ア に

は理解す べ くもな い ｡ 興奮 の あまり ､ 何か疲れを覚えて
､

一 度外に 出て食事を

す る ｡ フ ラ ン ス 式に ゆ っ くりと時間をかけて エ ス カ ル ゴ (カ タ ツ ム リ) を賞味

した｡ なかなか の美味で あ る ｡

印象派絵画に酔う

食事後､ 印象派絵画を見ようと思 っ て探したがどこ にある か 分らな い
｡ 誰 に

開 い て も フ ラ ン ス 語 で 要領を得な い ｡ 仕方なく ､ イス に 腰かけて 地図を広げて

い た日本人 に たずねた｡ 印象派絵画は､
コ ン コ ル ド広場をはさ んで ル

ー

ブ ル 美

術館と向い 合 せ の 美術館に ､ まとめ て 展示して ある と聞 い て い た の だが
､

その

場所を探 しあぐねた の で あ る｡ そ の 人 は丁度そ こ を見終っ て来たとか で
､ すぐ

敢え て くれた｡ そして ､ そ こ を見終 っ たら
､

その 後ろ に ある美術館も訪ね る よ

うに勧め て くれ た ｡ そ
･

こ に は モ ネの｢ 水蓮｣ があ る と い うの だ｡

印象派絵画 の コ レ ク シ ョ ン は想像を絶す る ほ ど素晴らしか っ た｡
ロ ン ドン の

国立美術館に も相当 あ っ たが ､
こ こ に はセ ザ ン ヌ

､
マ ネ

､
モ ネ ､ ドガ､ ル ノ

ア ー ル ､
ピサ ロ の 絵が各何十点も所狭 しと並 ん で い て ､

い ずれもが世界的名画

で あ る ｡ 実物の 迫力が人 の 理性を失わせ る程に迫 っ て くる ｡ ゴ
ー

ギ ャ ン も ゴ ッ

ホ も シ ニ ヤ ツ ク もセ ゴ ン ザ ッ ク も｢ こ れで もか
､

こ れで もか｣｢ こ れは どうだ｣｢ こ

い つ は どうだ｣ と い っ て 人 の 心 に迫 っ て く る｡ モ ネの｢水蓮｣ の 前で はとうとう椅

子 に座 っ て1 時間を過 ご して しま っ た｡ 色 の 微妙さ
､ あた たかさ ､ 空気の 動きま

で が描 き出され て い る ｡

とうとう開館時刻が来 て しま っ た ｡ ピ カ ソ もミ レ ー も見る こ と はで きなか っ

たが ､ もともと全部を1 日で 見 る こ とは無理なの だ｡ こ れ で我慢す る こ と にしよ

う ｡ こ れだけで も パ リ に 来た価値は 十分 に ある の だ｡

疲労 す るが満足す る

疲れ切 っ て美術館を出 る と､ 美術館前に2 階建て の 観光バ ス が止ま っ て い る｡

居合わせ た ガイ ドに 聞くと
､

こ れは市内観光バ ス で
､ 今から出発す る とい う｡

今から申し込め る と言う の で そ の まま バ ス に乗り込 ん だ｡
こ の 芸術的感動と疲

れを夕暮れの パ リ の 町並 み を見ながら癒す の もまた良か ろうと考えたか らだ｡

バ ス は夕暮れ の パ リ を､
ノ ー

トル ダム 寺院､
セ ー

ヌ 川沿い
､

バ ス チ
ー ユ

､
カ

ル チ ェ
･ ラ タ ン

､
エ ッ フ ェ ル 塔､ 凱旋門､

エ リゼ官､
モ ン マ ル ト ル の 丘 ､ オ ペ ラ
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座と回 っ た｡ 各場所 で バ ス は停止する が降車する こ とはな い の で3 時間租で 回り

終り､ 暗くな っ て コ ン コ ル ド広場に戻 っ た｡ こ れ で ､ かけ足で はあるが パ リ市

内見物もで きた ｡

そ こ から地 下鉄で束駅に行き､ 昨日預けた荷物を取り戻し､ そ こ からホ テ ル

に戻 っ た ｡ 予 約 して い たホ テル は満月で
､ すぐ近く の ホ テ ル を紹介して くれ

た｡ そちらは宿泊料60 フ ラ ン と安か っ たが ､ トイ レが共同 で床も み しみし音が

する古ホ テ ル だ っ た｡ 遅 い 夕食を取りに ホテ ル を出 て 町 に 出 る ｡
パ リの最後の

夕食はオ ニ オ ン ス
ー プ

､
ム ー ル月の煮込み､ 食用 ガ エ ル の 唐揚げおよびサ ラ ダ

を注文した｡ 食用ガ エ ル は6 匹も出され て 閉口して 少し残したと こ ろ
､ ウ ェ イ

ト レ ス に ､ こ れはうま い の だから全部食べ ろ と裔われ て因 っ た｡ 結局､ 全部食

べ た｡

できたら パ リ に1 週 間は滞在した い とこ ろ だが煉理な注文だ｡ また の機会に し

よう｡ ホ テ ル に戻 っ て ベ ッ ドに入り､ こ の1週 間を振り返 っ た｡ 忘れられ ぬl週

間である ｡ 仕事 の 面 で も ､ 観光の 面 で も得る所は大だ っ た｡ 特に 思 い 切 っ て パ

リに来て よか っ た｡ 私の ように ､ 自分の 冒で見な い と物卵僚借用 で きな い 人間

に は ､ 今や っ と ､
パ リが芸術の都､ 文化の中心である と い う人々 の 評価に首骨

さきる よう に な っ た｡ 町並み に してもしかり で ある ｡ 身近 な静､ お土産物店に

しっ て も､ 小さな土産物がとて も上品で ､ あかぬ け して い る｡ こ れ に比 べ る と

ア ム ス テ ル ダ ム の お土産物店に並ん で い る品物は実に みす ぼらし い ｡ ただし､

良い 物はきわ め て値段が高い
｡

パ リ訪問を急 に 思 い 立ち､ 金銭的 に余裕がない

私に は残念 で あ っ た｡

バ リ
ー ア ム ス テ ル ダ ム 間は特急列車で5 時間余りなの で ､ 身体 に自信があれ

ば当然列串 で帰る と こ ろ だが､ こ のl 週問､ 連日靭から晩ま で動き づ めで ､ 相当

疲れ て い る の で 思 い 切 っ て 飛行機で帰る こ とにした ｡ お金を倹約して身体で も

こ わして寝込んで しま っ たら取り返しが つ かな い ｡ ホ テ ル で 予約を頼むと朝10

時4 0 分 の 僻 しか な い と い う｡ もう少し遅 い 午後の便で帰りたい と こ ろ だが仕方

がな い
｡

3 月1 4 日 ( 日)

プル タ ニ ュ
ー の 森を散策する

朝7 時に起き ､ 空港 バ ス の 出発点P o rt e M aill ot に向 っ た｡ 本当は8 時単項ホ テ ル

を出れば 良か っ たの だが ､ P o rt e M aill ot の近くの ブ ル ダ ニ ュ
ー の森を散策した
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か っ た の で ､ 早目に出たの である 0 ブル タ ニ ュ
ー

の 森は素晴らしか っ た｡ ロ ン

ドン の 公園も良か っ たが
､

ブル タ ニ ュ
ー の それ は まさに｢ 森｣ で あり､ ｢ 森林公

園｣ である0 細 い 曲がりくね っ た散歩道が果 て しなく続き､ 木々 がう っ そうとし

て い る 0 5 月の 若葉は どん なに美しかろう｡ 朝早くなの で
､ 人影は ほ とん どな

い ｡ ときおり､ 犬を連れて散歩す る 人を見かけ る だけである｡ ゆ っ くりと小道を

歩き､ 仕事 の こ とを考える ｡

今回の イギリ ス の 温室研究者と の 話しを通じて ､ や っ と今､ オ ラ ン ダで の 仕
事の 位置づけとまとめ方の 方向が分りかけて来た｡ 残りあと1 ケ 月半､ 出来る か

どうか分らな い が全力を尽した い
0 日本に､ 大阪 に

､ 堺に､ こ れだけの森林公

園があ っ たなら､ も っ と思慮に潤ちた奥深い 仕事が出来る の で は ない かと思う｡

去りがたい 気持ちを押さえて 空港バ ス に乗り､
シ ャ ル ル ･ ドゴ ー

ル 空港へ 向う｡

3 月1 7 日(水)

ドゥイ ット氏の 指事を受 ける

午後 ､ 私の 部屋 で仕事をして い る と､ ドゥイ ッ ト氏が ふ らりと部屋 に入 っ て

来て ､ ｢ 何か新 し い 結果が出 たか ? ｣ と言う ｡ 彼は
､ 片手を上 に 上げ て

､

｢ オ
ー

! ｣ と言 っ て ふ らりと入 っ て く る｡ ち ょう ど､ 最近得られた結果を グ ラ

フ に描 い たと こ ろ だ っ たの で
､ 机 の 上 にそれを並 べ て だい た い の 説明をした｡

どう い う訳か ､ 彼はと て も の み 込 み が早く ､ 私がち ょ っ と話し出すと､ す ぐ

｢ わか っ た｡ それ で は こ の点はどうだ ｡ ｣ と言 っ て
､

.
どん どん話しを進め る ｡

私自身､ 敢近 ､ 得られた結果をどうグラ フ に表わしたら良い の か に頭を悩ま し

て い る の だが ､ 彼も同 じこ とを考えて い る らしく､ ｢ こ の グラ フ の 表わし方は

おもし ろくな い ｡ 結果が 一

目 で分らない で はな い か ｡ こうい う温室を こう い う

方位に建て れ ば､
こ れだけ得する と い う こ とが誰に で も

一

目で分る ようなグラ

フ の 表わし方を考え ろ ｡ ｣ と言う｡ 確かに そ の 通りで
､ 先日ヤ ン ともだ い ぶ議

論したの だが ､ なかなかうま い 方法がない
｡

こ うすれば良かろうとい うこ と は

分かる の だが ､ それは時間がかかりすぎる｡ 私 の オ ラ ン ダ滞在は あと1 ケ月半だ

し､ ヤ ン も他の 仕事を 一 杯かかえ て忙しい ｡ 何とか手持ち の デ
ー

タ をうまく

使 っ て表わ した い の だが ､ デ
ー

タ が足りな い
｡ ジ レ ン マ で どうも気が晴れな

い ｡ あと
､

4 ､ 5 ケ 月 の 時間をくれればもう少し上手なまとめ方が出来 る の だが
､

そ ん な こ とは言 っ て い られない
｡ と に かく､ 色 々 な方法を試して み ながら ､

一

方で 理論的 に自分自身 に 問 い 詰め て い 〈他なか ろう｡ あと
一

歩の と こ ろ で 足踏
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み して い る ｡ どんな仕事で も こ れは同じだ ろう｡ 今が
一 番の山だ ｡ しかし､ そ

れ にして も ドゥ イ ッ ト氏は どうしであんなに理解力があ る の だ ろう ｡

3 月1 8 日( 木)

討論会を組織す る

今朝は朝8 時半から1 2 時4 0 分まで討論会を した｡ 出席者は ドゥイ ッ ト氏､ ヤ

ン
､

デ イ ク ソ ホ
ー

)t / ン( D ix h o or n) 氏､ ポ ッ ト(B ot) 氏､ ダ ン ロ ッ プ( D u nlo p) 氏

それ に 私 で あ る ｡ ポ ッ ト氏とダン ロ ッ プ氏はデ イ ク ソ ホ ー ル ン 氏の 下 で働 い て

い る若手研究者である ｡ こ の討商会は私が計画 ､ 立案したも の で ある｡ 以前 ､

I A C の 食堂で デ イ ク ソ ホ ー ル ン 氏と昼飯を 鵬 緒に食 べ ､ それ以来､ 彼とは何度

か話し合 い
､ 私の 研究を紹介したり､ 彼の研究室を訪ねたりと い う仲に な っ て

い る こ と は 番 い たと思う｡ 彼は毎週 ､ 水曜日と木曜日 に ワ ー ダ ニ ン ゲ ン に来

て
､
I A C の 食堂で 昼飯を食 べ る ｡

彼はもともと電気工学者な の で
､ 許し て い る と､

コ ン トロ
】

ル そ の も の に関

心があり ､ 温室は単な るそ の 対象で しかなく ､ 作物および温室そ の もの に対す

る関心が乏し い ｡ それ に コ ン ピ ュ
ー タを使うこ と､ ポ ン ドグ ラ フ と い う数学手

法を使う こ と に 興味があり､ 現実的な間週悪織 ､ 現場的発想が少な い
｡ しか

し､ 電気屋 だけに ､ 数多く の テ ク ニ ッ ク を知 っ て い て ､ また基礎知織が豊富な

ため に､

一 度うまく問題を つ かめば洗練された仕事をす る 可能性を多分に秘め

て い る｡ 現在はまだ問題を つ か み きれず､ 方向を定めかね て い る状態だ｡

他方､ ドゥイ ッ ト氏は周知の 通り世界的大学者 で
､ そ の洞察力 ､ 実績は群を

抜い て 立派な の だが
､ 私の 感じで は

､ 自分 の研究を実際の農業に役立 て ようと

する考えは少な い
｡ ただし､ 彼は自分 の 研究を他 の 研究分野 ､ 他 の 研究者に役

立 て る こ とは常に考えて い て
､ そ の意味で の彼 の 薬繊ははかり知れな い ｡ と こ

ろが ､ 彼は､ 実際の 農作業に役立 て ようとす る ような仕事に対して は､ ｢ それは

単な る技術 の 問題 で
､ 科学の 問題 で は な い ｡ 私は科学者だ｡｣ と い っ て多少軽視

する 傾向がある ｡ ヤ ン も同様な傾向を持 っ て い る ｡ そ こ で
､ 私はデ イ ク ソホ ー

ル ン 氏と知り合 っ たときから､ 彼と ドゥイ ッ ト氏を会わ せ て ､ お互 い の長所､

短所を議論させ
､ それ に私が参加させ て もらうこ とは

､ 私にと っ て もま ことに

意義深 い の で はな い かと思 っ て い た｡ 彼等は同じ ワ
ー

ゲ ニ ン ゲ ン に居て
､ 似た

ようなテ ー マ を研究しながら
､ お互 い に名前は聞 い た こ とがある が面識はない

と い う｡
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そ こ で 私はまずヤ ン と ドゥイ ッ ト氏に｢ デ イ ク ソ ホ ー ル ン氏と会っ て話した

ら､ 彼はあなたが たの 仕事をとて も高く評価し て い て ､

一

度会い たい と言っ て

い た｣ と伝えた｡ 他方､ デ イ ク ソ ホ ー ル ン 氏 に は｢ あなたの仕事をドゥイ ッ ト氏

とヤ ン に紹介したら
､

と ても興味をも っ て ､ も っ と詳しく知りたい と言 っ て い

た｣ と伝えた｡ 敢初はお互 い にそれほど乗り気で はなか っ たようだが､ 私が毎週

同じ串 を言 っ て い るうち に や っ と デ イ ク ソ ホ ー ル ン 氏がその気に なり ､
ドゥ

イ ッ ト氏に 電話をし
､ 今日 の会合がもたれた｡ オ ラ ン ダ人同士 の 出会い を日本

人が取り持 つ の も変な箭だが､ 要は ､ お互 い に少しで も良い 仕事をし
､ 少しで

も自分 の研究を人 に評価してもら い たい
､ 少しでも新しい 考え方､ 知識を得た

い と い う人達 の 集まり である から､ 国籍は関係ない ｡

こ の 会合は ､ まず ､
デ イ ク ソ ホ ー ル ン 氏が自分連の研究を簡単に紹介す る こ

とから始ま っ た｡ 彼等 の 仕事は彼等の グル ー プが開発した会話型 シ ミ ュ レ ー

シ ョ ン 言語とポ ン ドグラ フ 法を用 い て ､ 温室内気候の シ ミ ュ レ ー シ ョ ンを行う

こ とで あ っ た ｡ デ イ ク ソ ホ ー

ル ン 氏が説明して い る間､
ドゥイ ッ ト氏は頭をか

い たり､
パ イ プそう じをしたり ､ 外を眺めたり ､ さ っ ぱりまじめ に聞 い て い る

凪がな い ｡ と こ ろ がときどきピ シ ャ リ と大串な質問をす る｡

ドゥイ ッ ト氏が目の 色を変 える

話しが終り ､
コ ン ピ ュ

ー タ室に行き､ 今述 べ た仕事の デ イ ク ソ ホ
ー ル ン 氏 に

よ る実演が始ま る とドゥイ ッ ト氏 とヤ ン の 目 の色が変 っ て きた｡ 簡単な指令を

コ ン ピ ュ
ー タ に 与 える だけで ､ Ⅹ

- Y プロ ッ タ
ー とブラ ウ ン管に たちどこ ろ に

､

温室内に お け る種 々 の 環境 の グ ラ フ が措き上げられた ｡
これを見て

､
｢ これ は面

白い ､ こ れ なら我 々 の 研究 に も使え る ぞ､ お い ､ ヤ ン
､ 発芽の 問題と

､ 形態発

生の 問題 は
､

こ れで 簡単に い ける の で はない か｣ と ドゥイ ッ ト氏とヤ ンが話して

い る ｡

実演が終 っ て
､

ま た
､ 部屋 に 戻り ､ 温室研究 の 方向に つ い て の 議論が始ま っ

た｡ まず
､

ドゥイ ッ ト氏が例 の 早 口 で まく した て始め た｡ 彼は温室環境の コ ン

ト ロ ー

ル (最 適化) を次の ように定義した｡ ｢ 水ス ト レス を
一 定限度以下 に保

ち､ 発育速度をあ る範囲内に保 つ とい う制約条件の 下に純光合成速度 (生長速

度) を最大 に保 つ｣ そして
､ そ の ため に は

､
これ こ れの モ デ ル 化が必要で

､ 特に

発育速度を予測する ために 形態学的研究が必須である こ とを強調した｡

そ こ で 私は
､

コ ン ト ロ ー

ル の 立場 から次の 三 つ の 問題を提起 した｡

1 . たとえ良 い 作物生長 モ デ ルが で きて も､ それ によ っ て壊適環境条件が 一 意

的に決められ る訳 で は ない ｡

一

般 に生長速度を最大にする組合せは複数ある｡
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2 . たとえ作物に と っ て の最適環境条件が決められたとして も ､ そ の 最適環

境条件を達成す る 工 学的手法は複数あり ､ そ の どれを選 ぶ かは
､ 工学的､ 熱

学的 ､ 経済学的視点に よ っ て の み決められ る ｡

3 .
い かなる 場合 に も適用で きる ような汎用作物成長 モ デ ル を作成す る こ と

は不可能で あり ､
モ デ ル は適応的性格をも っ て い なければなら な い

｡ しか

も､ 実際 の 温室の コ ン ト ロ
ー

ル に大規模な モ デ ル を使用する訳に は い かな い

の で
､

かなり単純化したも の で なけれぼならな い から
､

コ ン ト ー

ル シ ス テ ム

が フ ィ
ー

ドバ ッ ク ル
ー

プを含ん で い る こ とが ､
モ デ ル の 不完全性を補完す る

ため に も不可欠で あ る ｡

その後しばらく私 の 提起 した三 つ の 問題 に つ い て議論が噴出した｡ もうケ ン

ケ ン ガ ク ガ クで ､ 他人がしゃ べ っ て い る の に もかかわらずに大声で 自分 の 意見

を言 い 出す人が い る ｡

私の 感じで は
､ ドゥイ ッ ト氏 は作物の 生長 モ デ ル を作る こ と に興味の 中心が

あり ､
それを コ ン トロ ー ル に使うこ とを 口 で は考え て い る とい うが ､ 実際は ど

うもそうで は な い ような気がした｡ そ こで
､ 私 は

､ 特に3 番目 の 問題 に つ い て ド

ゥイ ッ ト氏 の 考えをし つ こく問 い ただした｡ 最初彼は モ デ ル が良 い も の で あれ

ば
､

フ ィ
ー ド バ ッ ク ル

ー プを含む必要もな い し､ 適応的 で あ る 必要も な い と

言 っ て い たが話しを続けて い るうち に 私 の 考え方を認め て くれた｡
こ の ときば

かり は私 の 英語表現力が十分 で な い の にイ ライ ラ した｡ もう少し何 とかうまく

説明で きな い も の か｡ 日本語ならもう少し理 づ め の 議論がで き る の だがとく や

しか っ た｡ で もとて も実の あ る議論で大い に学ぶ と こ ろ があっ た｡ ドゥ イ ッ ト

氏 の考え方を確かめただけで も大きな収樺で あ る ｡

議論が終 っ て お互 い に また別 の 機会 に もう
一

度議論しよう ､ 今度はヤ ン が彼

の仕事を紹介す る と こ ろ から議論を始め よう､ と い う こ と に な っ た｡ そ の 後､

デ イ ク ソ ホ
ー ル ン氏とIA C で 昼飯を

一 緒に食べ た時､ 彼は｢ こ ん な素晴らし い 議

論はめ っ た にな い
｡ 私 の 研究方向に つ い て ドゥ イ ッ ト氏から実に多く の こ とを

学ん だ｡ あなたの伸介の労に感謝す る｣ と言われた｡ ｢ それ は私 の よ ろ こ びとす

ると こ ろ だ｡ 私 も議論を多い に楽しん だ｣ と答えた｡

研究とは何 か が や っ と分かりか ける

3 2 才に もな っ て 実 に 恥ずかしい 話だが ､ 最近 ､ 研究と は何 な の かがお ぼ ろ げ

ながら少し分かりかけて きたような気がする ｡ こ の と こ ろ
､

こ こ で の
､ 私 の 仕

事の まとめ方に随分頭を悩ま せ て おり ､ こ ん なに苦しん だの は久しぶ りの こ と

である｡ 従来､ 私は ス タ ー

ト時に は悩むがまとめ る時期に は余り悩まずに い い
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加減 にまとめ て しまう傾向があ っ た ようだ｡

今度は ､ ドゥイ ッ ト氏とヤ ン が私の進度を チ ェ ッ クする 立場 にあり ､ 私が

｢ こうまとめよう｣ と思うと､ ｢ い や､ それはい かん｣ と反対され､ 随分考え

させ られた｡ そして ､ どうしたら自分 の 得た結果を他の 人 に分かりやすく表現

で き る か
､ 役立 ち得る結果 として まとめられ るかと い うこ とを考えた｡ こ れ は

ドゥイ ッ ト氏 の おかげだと思う｡

こ ん な訳 で ､ こ こ で の 仕事は私の オ ラ ン ダ滞在中 に はまとめられそうもなく

な っ て しま っ たけれ ども ､ こ こ で得た経験は大き い ような気がす る｡ それ にヤ

ン と の 討論も私 の 考えを整理 ､ 発展させ る の に 随分 と役立 っ た｡

3 月2 4 日( 水)

温室設計の 相談に の る

となり町ア ー ネ ム の 生態学研究所 の モ
ー ク氏が温室の 設計図をも っ て私とヤ

ン を訪ねて きた｡ 昨日 ､ 電話で ル デ イ 氏 に､ ある 人が温室の こ とで私を今日訪

ね る から相談 に の る よう頼まれ て い た の で あ る｡

彼は早速大きな設計図を広げて 説明し始めた｡ 今度新たに温室を建 て る の だ

が
､ そ の 温室を研究棟 の 周囲 の どの 辺 に建て れば日影に ならなく てすむかと い

う問題 で あ る｡ 南側 に建て れば勿論よい の で あ るが敷地 の 都合で そうは い かな

い らし い
｡ 話しを聞 い て い る と ､ 最初 ドゥイ ッ ト氏 の所 へ 相談に い っ たらし

い ｡ そしたら､ ドゥイ ッ ト氏は｢ こ の 位置で は天空光 の 減少が大きすぎるから建

物からも っ と離せ｣ と言 っ たがどん なもの かと言われた｡ そ こで簡単な計算をし

て 天空光の減少は
､ 問題 に す る ほ ど大きくな い こ とを示 して あげた｡

次 い で直射光 の 減少 (影) の 問題を検討した｡ モ
ー ク氏 は 一 応冬至 における

太陽高度と方位の計算をして影の位置を求め て い たが ､
どこで 間違えたの か数

字が大巾に間違 っ て い た｡ そ こ で
､ 季節毎の 太陽高度と方位の グラ フ を渡し

て ､ こ れを元 に もう 一 度検討す る ようにお願 い した｡

3 月3 0 日(日)

ア ル バ ダ夫妻に干拓地帯を案内される

朝7 時半からア ル バ ダ夫妻に オ ラ ン ダ西部の ジ
ー

ラ ン ド ( Z e ela n d ､
ロ ッ テ ル
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ダム南側) に ドラ イブ に連れて い っ たもら っ た｡ 先週 は夕食に も招かれ たし､

ア ル バ ダ夫寮には何かと親切 に して もらっ て恐縮し て い る ｡

週末は ヨ ッ トの ペ ン キ塗りで忙しい とかで ､ ウ イ
ー

クデ
ー

の ドラ イ ブとな っ

た｡ ア ル バ ダ
ー 家の趣味は ヨ ッ トと｢ 鳥の観察｣ で ある ｡ 長さ10 m 以上 の エ ン ジ

ン 付き の ヨ ッ トを持 っ て い て ､ 夏には ヨ ッ トであちら こ ちらに行くら し い
｡ 冬

は修理や ペ ン キ塗 りで忙し い らしい ｡ 奥さんも息子 の ピ ー

タ
ー と し ょ っ ち ゅ う

部品を修理したり､ 磨い たりして い る｡ ビ ー タ ー は 魔気 ､ 機械に詳 しく､ 電気系

統の修理 ､ 溶接等は玄人はだしである ｡ 彼は現在､ 兵役を終えて ､ ユ ト レ ヒ トで

歯の技工士 の訓練 を受けながら働 い て い る ｡

朔はまず ロ ッ テ ル ダム に向い
､ そ こ から南下 して ､ 干拓によ っ て 出来た島々

を訪ねて 歩い た｡ 各腐々 は楠か攻防で つ ながれて い る ｡ こ の 辺りの 島 々 の ､ 干

拓の 歴史は ､ ア ル バ ダ氏 の脱明 に よ る と ､ 1 4 ～

Ⅰ5 世紀 に始まり ､ 今 で も干拓事

業は続けられて い る と い う気の長 い 仕事である ｡ どの 島で も海面 の 下 で 生活し

て い る訳である から ､ 洪水に よ る悲惨な被審の 歴史もまた多 い ｡ ア ル バ ダ氏ほ

干拓に つ い て とて も辞しく､ 今日の ドライブは観光と して も勉強と し て もとて

も楽しか っ た｡

途中 ､ 何度も温室を見かけ ､

一

寸串を止め て もら っ て見たくな っ た こ とが何

度もあ っ たが､ は したな い の で我慢した｡ そ の代り､ 今日は
､

ア ル バ ダ夫嚢の

｢ 鳥の観察｣ の趣味に ､ ゆ っ くりと つ きあっ た｡ 夫寮は ､ 湿地 ､ 林､ 海岸等で鳥

を見つ ける と､ 車をそ っ と止め て ､ 倍率の大きな双眼鏡で鳥を観察 し て は ニ コ

ニ コ して い る ｡ 野 一別 こと て も詳しく ､ あの鳥の 名前 は こうで ､ 飛 び方は どう

で
､ 鳴き声はどうで ､ 食 べ 物はどうだと こ と細か に説明し て くれ る ｡ 夫妻で 鳥

の鳴き声を寅似して審ん だりもして い る ｡ I M A G の ア ドリ ー も野鳥 の 観察が趣味

だ｡
この ような趣味をもっ て い る オ ラ ン ダ人は多 い ようだ｡ 本屋 に も立派な鳥

の 図鑑がたくさ ん並ん で い る ｡ 実際､ 私たちが日常見 る こ とが で きる鳥の種類

が実に多く ､ きれ い な鳥も多い
｡ 私が い る研究所の前の池で さえ多 く の鳥が集

ま っ て来て ､
コ ー

ヒ
ー タイ ム の 時に､ 話を中断して ､ 皆で鳥を見て い る こ とが

ある ｡

まず､ G o er e e 島 の 西端､ ウ ー

ス トダイ ク ( 0 0 Std ホ) で 一 休止し て
､ 砂丘 に の

ぼ り､ 海岸で遊ん だ｡ 夏 の シ ー ズ ン に は この 辺り の 人出はすご い らし い
｡ 今日

は ､ 広い 砂丘 に私達3 人だけで ある ｡ 久しぶりに梅を見て 心がな ご む ｡ 変化に富

ん だ砂丘 のうねりが心地 よ い
｡ しばらく無心に海辺 を歩き ､ 子供た ち の お土産

に と思 っ て 貝 ガ ラ を拾うが､ 特にきれ い な貝 ガ ラ は見当たらな い ｡ 聞くと
､

こ

の海岸に は ､ 昔､ 町があ っ た の だが海水に浸食され て ､ 年 々 海岸線 が後退 し､
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今はなくな っ て しま っ たと い うこ とで ､ あち こ ち に ､ レ ン ガ
､

カ ワ ラ などの残
ガイが見られ る ｡ 歴 史の 重みを ヒ シ ヒ シ と感じる 一 瞬である｡ 実際､

こ ん なに

広大な土 地 を干拓 に よ っ て作り上げ て しまう国民が い る とは信じがた い ｡ 更

に､ そ の 土地 を守り､ しか し､ それ で も時には自然 の偉大な力に抗しきれず､ 干

拓地を梅に 返さ ざる を得ない と い うドラ マ は私の想像を超える とこ ろ にあ る ｡

こ の よ う な 古 い 歴 史を も つ 干拓地 で あ る か ら町 の 歴 史もま た古く ､

Zie ri k z e e ､ M id elb u rg 等 に は
､

4
～ 5 世紀前に建 て られた レ ン ガ作り の 家がまだず

い 分見られ た｡ 古 い 町 に住む人 の 人情もまた厚く ､ 人な つ こく ､ 素朴で あ る｡

こ こ ま でく る と ､ さすが に ､ 日本人は珍し い らし い ｡

昼食は シ オ ウ エ ン (S ch o u w e n) 島の 西端に あ る小さな港の横の レス ト ラ ン で

と っ た ｡ ヨ ッ ト の 静を大分聞 い た｡ 日本で は ､ ヨ ッ トは 金持ちだけの趣味の よ

うな気がする が､ こ ちらで はかなり普通 の 趣味の ようである ( とは い え ､ お金

は かか る ら し い) ｡ 澱近は ､ ドイ ツ 人､
ベ ル ギ ー

人が こ の 辺り に や っ て きて
､

ヨ ッ トを乗り回 し
､ 混雑して困る と嘆い て い た｡

M id el b u r g で は町 の 中を1 時間半ほ ど散策した｡ 昔の城下町で 落ち着い たたた

ずま い である ｡ ウ イ
ー ク デ ー

の 午後で あ る し､ 観光シ ー ズ ン で もない し
､ 人出

が少なく ゆ っ たりした気分 で楽しめ る ｡ ア ル バ ダ夫妻の 場所の 選択と説明 は実

に当 を得て い て 色 々 と参考 に な る ｡ 祖国オラ ン ダに 深 い 愛着を持 っ た人 で あ

る ｡ 農技研 の堀江 氏 も ア ル バ ダ氏と こ こ へ ドラ イ ブ に来 たら しい
｡ 帰途 ､

G o ri n c h e m の レ ス ト ラ ン で夕食をし
､

8 時前にIA C に 戻 る｡

あと 1 ケ 月 の オ ラン ダ滞在

最近 は仕事 の まとめ方 で頭を悩ま して い たとこ ろ な の で
､ 干拓地 ドライ ブは

よ い 気分転換 に な っ た｡ 明後日､ 協同研究者の ヤ ン がモ ス ク ワ に行き､ 4 月16 日

まで帰 っ て こ な い の で ､ そ の 前にまとめ方だけで も決め ておきた い と思 っ たが

とうとう間 に合わなか っ た ｡ 今は残りl ケ 月をどう過 ご そうかと頭を悩ま して

い る｡ 研究をもう少し進めた い の だが ､ そうする とまとめ る の は 日本に帰 っ て

からと い う こ と に な っ て しまうし､ まだ他に訪ねて み たい 国もある し､ や りた

い こ とが多過 ぎる ｡ あ っ と い う間 に5 ケ 月間過 ぎて しま っ た｡

今ま で余り考えなか っ たが､ 最近 つ く づ く｢ 日本および日本人｣ と いうこ とを

考え る ｡ 海外 に 出た日本人は誰で も多かれ少なかれ感じる ことであろう｡ また

改めて番 い て み た い が ､ 結論的 に は ､ 仕事に関して は｢ 日本独自の 仕事をしなけ

れば い けな い ｡ け っ し て真似で はい けな い ｡ しかし
､

それは結果的 に世界に通

用す る も の が望まし い｣ と い うこ とで あ る｡
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オ ラ ン ダに来て み て ､ 日本の施設園芸は ヨ
ー

ロ ッ パ から実に多く の も の を学

ん で
､ あ る い は真似 して い る こ とが は っ きりした｡ もうそ ろ そ ろ

､ 日本独自 の

もの が欲 しい ｡

4 月1 3 日 (火)

立花先生 を迎 え に ス キポ ー ル 空港ま で 電車で行く ｡ 夕食は ホ ニ ー

の 家 に招か

れ る｡

4 月1 4 日( 水)

日本人訪問者 へ の 批判

朝から立花先生とI M A G へ 行く｡ 副所長 の ハ ー ミ ン グ氏と制御科長 の ム ル ダ ー

( M o u ld e r) 氏 に挨拶した後､
ス トフ ァ

ー

氏 に彼等の 仕事を見せ て もらう｡ 私 はも

う三度日 の訪問な の で ､ 黙 っ て い た｡ 午後は ､ まずラ ン ガ ー ス (L a n g e rs) 氏 に コ

ン ピ ュ
ー

タ コ ン ト ロ ー ル の 話 しを聞く｡ 役立 つ ような話は聞けなか っ たが ､ 米

国D E C 社 の P D P l l と い うミ ニ ･ コ ン ピ ュ
ー

タ で 実際 の 温室 の コ ン ト ロ ー ル をし

て い た｡

午後3 時半より ､ 構造称(S t ru Ct u re S D e p a rt m e n t) の ス ペ ッ ク(J . C .S p e k) 氏 に会

う｡ 開 口
一 番まず こう言われた｡ ｢最近 2 年間 に 日本人 の 団体が 2 回来 て

､

私 の 話を聞 い て帰 っ た｡ 私は彼等に オ ラ ン ダに おけ る 温室構造 の 基準化 に 関す

る資料をす べ て渡すと共 に
､ 口頭 で も詳細な説明を長時間 に わたっ て 加 えた ｡

その こ と に つ い て は あなたがたも当然知 っ て い る と思うが あなた方はそ の 他 に

何を知りた い の か｡ 知りた い 点だけを答え る から具体的な質問をして くれ｣ と

い う｡

一

見し て ､ 仕事が で き る が口 もうる さ い と い う感じの 人 で ､ やり こ め ら

れた｡

日本人が度々I M A G を訪ずれ､ 語学の ハ ン デ もあ っ て何も分 からずに帰 っ た

り
､

また
､ 持ち帰 っ た資料を ろく に利用もせずに放り出して おく の に､

い ささ

か腹を立 て て い る ようだ｡ そう言われれば
一

言もな い
｡

ス ペ ッ ク氏は温室構造

力学の 専門家で ､ 私は構造力学に つ い て は全く の 素人 で あ るが ､ 立花先生 が会

い た い と言う の で
一 緒に 会 っ たと いう感じな の で私は質問がで きずに 困 っ た ｡

何とか話して い るうち に ス ペ ッ ク氏も色 々 説明して くれる ように なり ､ 1 9 7 0 年
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より作業開始して
､

1 9 76 年 に施行予定の 温室構造設計基準法の 原案を見せ て く

れ て ､ 計算式と係数を敢え てくれた｡ そ の式中の安全係数は住居 に対して は1 .5

を使うが温室に対して は1 .2 を使うと い っ て い た｡ そして ､ 日本で は設計用 の 風

速最大値を い くら に取 っ て い る かを質問されたの で ､ 覚えて い な い と答え る

と
､

で は帰国後手紙で知らせ て くれと言われた｡

次 い で フ ェ ン ロ
ー

タイ ブ の 温室構造 の特徴に話が及び
､

フ ェ ン ロ ー

温室 は

ポ ー タ ル (p o rt al) 構造をし て い る の で丈夫な こ と､ とい (g n tt e r) が構造材として

重要な役割をして い る こ と
､ 弾性率が小さ い ア ル ミ は構造材として は使わず､

常に フ レ ー

ム (g r a zin g b a r s) として使うの み で あ る こ となどを説明して くれた｡

そし て標準的な フ ェ ン ロ ー タ イプ の 仕様を敢えて くれた｡ 最後の 方 で はス ペ ッ

ク氏 は 上機嫌に なり ､ 和気合い 合 い のうち に別れ る こ とが出来た｡

4 月1 5 日(木)

オ ラン ダの 温室構造

朝8 時3 0 分 にI M A G に行き､ またス ペ ッ ク 氏 に会う｡ 今回 は実際 の 温室を見て

歩きながら昨日話題 に な っ た点を具体的 に指し示 しな が ら説明して くれた｡ や

は り専 門家に つ い て 温室をみ る と1 人 で見るの と は理解度が異なる ｡ オラ ン ダの

温室は
､ トラ ス を上手に使 っ て ､ 構造的強度を増 して い る の が良く分か っ た｡

オ ラ ン ダの 園芸用 の ガ ラ ス はほ と ん どが7 3 c m X 1 6 5 c m の 大きさ に規格化さ

れて い て ､ 価格は6 ギ ル ダ
ー

/ m
2 で ある ｡ 通常2 0 枚1 セ ッ トで売られ

､
バ ラ売り

はしな い と い う ｡ 大量 に 買えば割り引きがあ る｡ 住居用 ガ ラス 板は どん な大き

さ で も買える が15 ギ ル ダ
ー

/ m
2 で ある ｡ 日本と は大分事情が異な る｡

午後 はC A B O で 私 の 仕事の 後始末をした｡ 最近 は とて も忙しく､ 睡眠時間が

少な い の で少し疲れた｡ 最近 は朝6 時頃から活動し始め
､

ベ ッ ドに入 る の は夜12

時 ～ 2 時頃 に な る こ とが多い
｡

4 月1 6 日( 金)

1 人で ロ ッテ ル ダ ム観光

今日からイ ー

ス タ ー (復活祭) が始まり4 連休である｡ 日本の
､
5 月 の ゴ ー ル

デ ン ウ イ
ー

ク の ような感じで
､ 多く の 人 は旅行に出掛ける ｡ I A C の 住人も1 週 間
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程前から｢ イ ー

ス タ ー に はどこ に行くか ? ｣ とお互 い に 聞く の が挨拶 の よう に

な っ て い た｡ カ ナダ人 の ドポ
ー

ワ(d e B o a r e) や ユ ー ゴ ス ラ ビ ア 人の｢ 大目玉｣ が

一 緒に旅行しようと誘っ て くれて い たが結局 ､ 私は気ままな
一

人旅をする こ と

に した｡ 最初はドイ ツ に行く予定に して い たが
､ 未だオ ラ ン ダで 見残して い る

所がある の で 先に そちらを回る こ とに した｡

朝 7 時半にIA C を出て
､

1 週間オラ ン ダ国内の どの 鉄道も自由に乗れ る周遊券

(5 8 ギ ル ダ
ー ) を買 い

､
ロ ッ テ ル ダム に向 っ た｡

ロ ッ テ ル ダム まで はネパ ー ル

から来て い る2 人達れと 一

緒だ っ た｡ こ の 人達 の 顔立ち は 日本人そ っ く り で あ

る ｡ 彼等に そう い うと
､ 彼等も日本人 はネパ

ー ル 人 に良く似 て い る ､ き っ と祖

先が同じなん で しょ うと言 っ て い た｡

ロ ッ テ ル ダム の 駅 で降り ､ 市電で ヨ
一

口 マ ス ト ( 束京タ ワ
ー

の ようなも の)

まで行き､ 高さ1 8 0 m の 展望台に の ぼ っ た｡
ロ ッ テ ル ダム 港が

一

望 の もと に見渡

せ る｡ 次 い で ､
ス ピ ド

一

社 の 遊覧船 に乗り､
ロ ッ テ ル ダム 港を1 時間15 分かか っ

て 一

周し た ｡

今回の 観光旅行で は
､ 観光 バ ス とタ ク シ ー に は 乗 らな い こ と に して い る｡ 最

近はオ ラ ン ダ国内 の 様子 は大体分か っ て い る し､ 観光 バ ス に乗る と どう して も

通り
一

遍 に な っ て しまうから で あ る｡

ボ ー イマ ン ス 美術館 に満足する

昼飯は簡単に済ませ て
､ 午後からは

､ 市内 の ボ ー イ マ ン ス 美術館(B o y m a n s

v a n B e a m i n g e n)
へ 行っ た｡ 入 っ て み て そ の 立派さ に び っ くり した ｡ こ の 美術館

に は レ ン ブ ラ ン ト
､
ゴ ッ ホ の作品が数点ある と聞 い て い た の で1 時間程立ち寄 ろ

うと思 っ て気軽に 入 っ た の だが ､
ル

ー ベ ン ス
､

モ ネ ､
シ ー ア ッ ク ､

ゴ ー

ギ ャ

ン
､

ドガ
､

ピ カ ソ
､

ダリ等の 絵がと こ ろ狭しと並 ん で い る ｡ 特に ル
ー ベ ン ス の

小品が数多くあり ､ 魅 せ られた｡ 日本で はもとより ､ オ ラ ン ダで もそれ ほ ど名

を聞かな い 美術館だが
､

日本で こ れだけ の コ レ ク シ ョ ン を持 っ て い る美術館は

残念 ながら無 い ｡ それ に 何 よ り
一 番よ い の は

､ 見物人が ほ と ん どい な い こ と､

どん な名作 ､ 貴重な絵画で も ガ ラ ス 越し に見る必要がな い こ とで あ る ｡ 彫刻 は

手の 感触も楽しめ る ｡ 気に 入 っ た絵は 心ゆくま で ゆ っ くり1 人 で鑑賞で き る ｡

デル フ トを訪 ね る

予定時間を大分 オ ー バ ー して しま っ たが ､ 満足 し て こ の 美術館を出て ､
ロ ッ

テ ル ダム 駅 に戻り ､ そ こから電車で1 5 分 ほ どの デ ル フ ト に向か い
､ 夕刻前に着

く ｡ そ の まま歩い て新教会 の あ る マ ル クト広場に向かう｡ 美しい 教会で あ る ｡

13 2



そ の 向か い にある市庁舎は1 7 世紀に 建て られたもの とかで
一

見に催する ｡ マ ル

クト広場 の お土 産屋 で デ ル フ ト焼 ( デ ル フ トブル ー ) を見て い るうち に暗く

な っ て きたの で ､ 近く の Ⅴ Ⅴ Ⅴ ( フ ィ
ー

フ ィ
ー

フ ィ
ー

､ 観光案内所) で ホ テ ル

を紹介して もら い
､ 町 はずれの ユ リ ア ナ ホ テ ル に 宿をと る｡ 小さな ホ テ ル で

､

バ ス 無しの シ ン グル ル ー

ム で2 5 ギ ル ダ ー

の 宿泊料｡

デ ル フ トの 町 は 陶器 の 町として知られ て い る が
､

それ以上 に 町の 中を縦横に

走る細い 運河と古 い 町並 み が実に 調和した美しい 町である｡ ア ム ス テ ル ダ ム の

町を歩くと
､ 観光 シ ー ズ ン 前の 今で も､ 日本人をよ く見かけ る が

､ 今日は ロ ッ

テ ル ダム で もデ ル フ トで も日本人を1 人も見かけなか っ た｡ ボ
ー

イ マ ン ス 美術館
と い い

､ デ ル フ ト の 町並 み と い い
､ まさ に観光客が訪れる の に絶好な場所 で あ

る ような気がす る の だが､ ア ム ス テ ル ダム から 一 寸離れて い る せ い だろうか｡

最近 ､
これだけ の 運河と干拓地を何世紀もかか っ て作り上げたオ ラ ン ダ人 に

一

つ の 感慨を感じる ｡ 決して 上品なと こ ろ の な い オラ ン ダ人で あ るが､ 苦労を

表に 出さずに
､ 家庭を大事に す る点は 長所とい っ て よい だろう｡ あ る ポ ー ラ ン

ド人 に言わせ る と､ オ ラ ン ダ文化は農奴の 文化で あり､ 泥くさくて かなわな い

そうだが､ それもまた真実で あ る｡

イ ー

ス タ ー

の 第1 日､ 足 で歩い たロ ッ テ ル ダム とデ ル フ トにまずは満足 である｡

4 月1 7 日(土)

ス ヘ ゲ ニ ン ゲン と マ ドロ
ー ダム で遊ぶ

朝 8 時に ホ テ ル を出 て
､

ハ ー

グ に向かう ｡ 本当 は ハ ー グ に行く前に
､
デ ル フ ト

で デ ル フ ト焼 の 工 場見学をした か っ たの だが
､ 見学者が1 0 人以上集まらな い と見

学させ られな い と い う の で
､ 諦めざ るを得なか っ た｡

ハ ー グ駅から市電 の 9 番に乗り､
ス ヘ ゲ ニ ン ゲ ン に向かう｡ こ こ の 夏は海水

浴客､ 日光浴客で 賑わうリゾ ー

トタ ウ ン らしい が､ まだ春先だし､ しかもあい に

くの濃 い 霧 で ､ 海岸に は人影もまばらで あ る｡ ミ ル ク 色 の 霧の 中を歩きながら､

夏 に は見られ る で あろう水着姿の 日光浴客をまぶ たに思 い 浮か べ たり ､ 遠く日本

に 思 い を は せ たり ､ 土産物屋を の ぞ い たり ､ 1 時間 ほ どぶ ら つ く ｡

ハ ー グ に来た目的 は マ ウ リ ッ ツ ハ イス( M a mi tsh uis)美術館を訪れる ことなの だ

が ､ まだ開館時間 の1 1 時に 間があ る の で ､ 近く の マ ドロ ー ダム に 立ち寄る ｡ マ

ドロ ー

ダム に は オ ラ ン ダ各地 の 名所や建物が2 万 m
2
の 敷地 に2 5 分 の1 の 大きさで

作られたミ ニ チ ュ ア タ ウ ン があっ て
､

お子様用だが
､ 大人で もけ っ こう楽しめ
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る ほ ど精巧 に 出来 て い て ､ 風車､ 電車､ 船 ､ 車等は皆勤く ように な っ て い る ｡

家族連れ で 来た い 所 で あ る ｡

マ ウリッ ツ ハ イ ス 美術館 で楽しむ

1 1 時過 ぎに マ ウ リ ッ ツ ハ イ ス 美術館 に着く ｡ 小規模な美術館だがそ の 内容 の

豊富さ に 驚 か され る ｡
レ ン ブ ラ ン トの 作品が数多 い し､ ル ー ベ ン ス も何点かあ

る｡ ル
ー ベ ン ス の 措 い た 婦人 の 肖像画 2 点は ､ 彼の 他の 作品と は少し作風が変 っ

て い て新た な発見 で ある ｡
ル

ー ベ ン ス の 作品 に は見 る た び に引き付けられ る ｡

彼 の 純粋な ひ た むきな作風 ､ 態度､ 何 よ り も美し い 心 ､ 子 ども の ような無垢な

心 ､ 作品 の 中 に措 か れ る美し い 目､ それ に 何 よ りも ダイナ ミ ッ ク な画面 … … 決

して単な る宗教画家で は な い ｡

今日 の 収穫 は フ ェ ル メ
ー

ル の 作品を見た こ とで あ る ｡ デ ル フ ト風景 ､ 手紙を

書く女は 良 い
｡ 婦 人 の 像( H e ad of a gi rl) の 前で は 足が釘付けに な っ た ｡ 作品 の

展示数が少な い の で1 時間ほ どで
一

通り見終 っ た後､

一 度外に 出て 軽 い 食事を し

て から､ また入館して
､

ル
ー ベ ン ス

､
フ ェ ル メ ー

ル を1 時間 ほ どかけ て 見直し､

2 時過ぎ に外に 出 る ｡

テ イラ ー 博物館で ミケラン ジェ ロ の作品を見る

市電 で ハ ー グ駅 に 戻り､ 今度は 電車で30 分 ほ ど北 の ハ
ー

レ ム に 向かう ｡
ハ ー

レ ム 駅近く の テイ ラ ー

博物館を訪ね る ため で ある ｡ こ の 博物館に は化石 ､ 鉱石 ､

昔の 機械等の 他に ミ ケ ラ ン ジ ェ ロ
､

ラ フ ァ エ ロ
､

レ ン ブ ラ ン ト等 の デ ッ サ ン の

コ レ ク シ ョ ン が あ る ｡ 数は 全部で数十点と少な い が
､

い ず れも ー 見 の 価値 の あ

る
一

級品揃 い で あ る ｡ あまり知られ て い な い せ い か､ 私が行 っ たとき に は私 の

他 に孫らし い 子供 を連 れ たおじい さ ん だけしか い なか っ た｡ しばらくす るとそ

の 2 人も い なくなり
､ 博物館の 中は私だ 捌 こ な っ て しま っ た ｡ し ん と静まり返 っ

た 展示室で
､ しば しミ ケ ラ ン ジ ェ ロ の デ ッ サ ン と向か い 合う ｡ ど素人 の私に

は
､

もと よ り作品 の 良し悪しなどは 分らな い し､
た だ眺めて い る だけ で あ る

が ､ 何か 芸術 と い うも の の こ わさを垣 間見た思 い がす る ｡

ミ ケラ ン ジ ェ ロ の デ ッ サ ン と い っ て も､ それはほ ん の 下書き で
､ 彼 は それを

措く の に何分もかからなかっ た ろう｡ それが 40 0 年間 の 生命を持 っ て い る｡ そ

して才能の な い 人が 5 千時間かけて ひ と つ の 作品を作り上 げて も､ 1 年以 内に忘

れられ て しまうこ とが多か ろう｡

今日の 予定は こ れ で終り の つ もりだ っ たが､
ハ ー レ ム の 駅 に 戻 る とキ ュ

ー ケ

ン ホ フ 行き の バ ス が待 っ て い たの で
､ 飛び乗 っ て しま っ た ｡ もう4 時を過 ぎて お
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り､
こ れからチ ュ

ー

リ ッ プ見物する に はち ょ っ と遅すぎる かもしれな い と思 っ

たが ､ 最近 は 日が長くなり､ 7 時半頃ま で暗くならない の で
､ 少しくら い は花

を見られ る だ ろうと思 っ て バ ス に飛び乗 っ て しま っ たの だ｡

キ ュ
ー

ケン ホ フ の庭園で 花を楽 しむ

一

人旅は話し相手が い なくて つ まらな い 面もあ るが
､

こうや っ て自分 の 好き

なもの を好きなだけ見て まわり､ 思 い つ くまま に気軽に予定を変更で き る点は

長所で あ る｡

キ ュ
ー ケ ン ホ フ は ハ ー レム と ライ デ ン の 中間 に位置し､ 世界的 に有名な球根

の 産地 で あ る｡ キ ュ
ー

ケ ン ホ フ の
一

画が大きな庭園に な っ て おり､ 色とり どり

の 球根作物が咲 い て い る ｡ その 公園 へ 行く途中の道の両側 にある畑に ヒ ヤ シ ン

ス
､

ス イ セ ン
､

ク ロ ッ カ ス 等が見渡す限り色 とりどり に 咲 き乱れて い る ｡

チ ュ
ー

リ ッ プの 開花最盛期に は少し時期が早く て
､ チ ュ

ー

リ ッ プは早生品種し

か開花して い ない の が少し残念で ある ｡ 5 時前から6 時ま で キ ュ
ー ケ ン ホ フ公

園 の 中を散策す る ｡ シ ヤ ク ナゲ の 植え込 み がかなりあり ､ 満開の も の もあ っ

た｡ 園内は相当広 い の に かなり の 人混 み で あ る ｡ 世界各国 からの旅行者らし

く､
フ ラ ン ス 語 ､ 英語 ､

ス ペ イ ン 語､ イ タ リ ア語が飛び交 っ て い る｡ イ ー ス

タ
ー

祭で ､
こ とさらな の で あろう｡

昨日､ 今日と強行軍だ っ たの で
､ 少し疲れた｡ 予定で は

､ 今晩は ハ ー レム に

楕を取り ､ 明日 ア ル ク マ
ー

ル から締切大境防を渡 っ て ワ ー ゲ ニ ン ゲ ン に帰る つ

もりだ っ た が､ 予定を変更して今晩ワ
ー

ゲ ニ ン ゲ ン に帰る こ と にした｡ 来週2 0

日 (火) から3 日間､ 今度は仕事で研究所､ 会社､
温室等を回 る こ とにな っ て い

る の で ､ その 日ま で に疲れを取り除くため
､ 明日 は休養が必要 で あ ると判断し

たから で あ る｡ 美術館回りや チ ュ
ー リ ッ プの 花見等はあくま で 趣味で あり ､ 仕

事で はな い ｡ オ ラ ン ダ最後の 温室見学をす る の に
､ 疲れ て ぼ ん やりして しま っ

て は も っ た い ない
｡ 気ままな1 泊旅行だ っ たが ､ 結構楽しめた ｡ 夜10 時過 ぎに

IA C に 戻 る ｡ 今日は1 7 日､ あと2 週間で帰国で ある ｡ 残り少な い オラ ン ダ生活を

有意義 に過 ご した い
｡

4 月1 8 日( 日)

オラ ン ダ人は春の 到来を楽 しむ

午前中､ 休息する ｡ 午後から､ 山口
一

家 に誘われるまま
､ 郊外 へ 花見に行く｡
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ワ
ー ル 川 ､ ライ ン 川沿い は日光浴やキ ャ ン プをする 人 で 賑わ っ て い る｡ 風 の

な い
､

おだやかな日な の で
､ 多く の 人は水着姿で寝転ん で 日光浴をして い る｡

春を楽し ん で い る ようだ｡

4 月1 9 日(月)

思 い つ きで ドイツ に 行く

イ
ー

ス タ ー 祭の 最終日で ある｡ 昨日 は 早め に寝て ゆ っ くり休んだ の で ､ 今朝起

き る とす っ かり疲れが取れ て い た｡ 朝食を摂りながら､ 急 に ドイ ツ へ 日帰りで

行く こ とを思 い つ き､ すぐ出かけた｡

ア
ー

ネム から電車に 乗り ､
デ ュ ッ セ ル ドル フ に 正午に着く ｡ そ こ で降りて 昼

食を摂り､ ち ょ っ と町をぶ ら つ い た後 ､ また電車に乗り､ ケル ン に 向かう｡ 車

窓から見え る春景色は この 上なく平和である ｡ 遅 い 春で あ るが
､ そ の代わり､

春は
一

度に ど っ と押し寄 せ て く る｡ モ ク レ ン
､

レ ン ギ ョ ウ､ サ ク ラ
､

ア ン ズ
､

シ ヤ ク ナゲ､ チ ュ
ー リ ッ プ､ ス イ セ ン が同時に満開 で

､ 世界が 一 度 に牽や い で

見える｡ イ
ー

ス タ ー とはキリ ス トの 復活を祝うと い うよ りは
､

こ の 春を楽しむ

ため の 休日と解釈した方が よ さそうに さえ思え る｡

2 時前に ケ ル ン に着く｡ 駅前をブ ラ ブ ラ した後､ ラ イ ン 川沿 い に 出 て岸辺を散

策する｡ 昨日と同じく､ 川沿い に は水着で 日光浴す る 人があち こ ち に い る｡ 半

年間 に わた っ た冬が今終り､ 春の 到来を全身で受け止め て い る の だ ろう｡ 岸辺

から種々 の 遊覧船が出て い る の で
､ そ のうち の

一

つ
､ 1 時間で付近を 一

回りす る

船に乗り込 ん だ｡ 川 で は
､ はや水上 ス キ ー に興じ る人 ､

モ
ー タ ー ボ ー

トで水しぶ

きを上げて い る人 ､
み な水着で あ る ｡ 対岸に は花が咲き､ 小鳥が鳴 い て い る｡

私 は1 0 日後に は日本 へ 帰国す る｡
こ の6 ケ 月間 に い ろ い ろ経験 した こ とをひと

つ ひ とつ 思 い 浮か べ ながら
､ 春の そ の 風を顔に受け る ｡ 隣りに 座 っ た人がさか

ん に ドイ ツ語で な に やら話しかけて く る が､ テ ン プ ン カ ン プ ン で
､ ただ ニ コ ニ

コ 笑うしか辛がな い
｡ ドイ ツ で は ドイ ツ語 しか通 じな い ｡ 駅 の 案内係で もドイ

ツ語しか話さな い ｡ こ ちらが英語 で聞くと
､

な に やら ドイ ツ 語 で答え る｡ 何か

単語の
一 つ で も聞き取れたら

､ それ に つ い て また英語で 聞く｡ す る と向こうは

またドイ ツ 語 で答え る｡ それを3 ､ 4 回線り返して い る と どう い う訳か､ 大体は

話しが通 じ る ようだ｡ 最後は に っ こ りわら っ て ｢ な ん だかさ っ ぱ りわからな

い
｡ ｣ と日本語で 言 っ て別 れる ｡ す る と向こう はお礼を言われた の かと思 っ

て ､ つ られ て ニ コ ツ として い る ｡ 夜8 時少し前にIA C に 戻 る ｡
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4 月2 0 日( 火)

温室会社を訪ね る

朝7 時にI A C を出 て
､

オ ラ ン ダ最大 の 温室会社 の
一 つ で あ る フ ォ ス カ ン プ社

( V o s k a m
p

e n V rul a n d) の あ るS - G r a v e n z a n d e に向かう｡ S - G r a v e n z an d e はナ
ー

ル ド

バイ ク( N a ald w ijk) の 隣町 に あたり､
デ ル フ トから車で2 0 分位かか る｡

10 時 に会社 に着 い た｡

出迎 えて くれた の は
､
2 月 に プ ライ ス バ イク(Bl ei s w 埴) で の 園芸展示会で い ろ い

ろ と説 明し て くれた輸出部の コ ル テ カ ー

ス(K o rte k a a s) 氏 で あ る ｡ まず応接室で

会社案内 の パ ン フ レ ッ トを見ながら会社 の 概要を説明して もら っ た｡ 温室会社と

い っ て も日本 の それ よ り規模が大きく､ 会社内部 に 設計､ 換気､
かん水､ 制御

パ ネル等 の 各部を持ち､ 各部に1 0 人種 の 設計技師をかかえて い る ｡ 売り上げの4 0

% 以上 は 輸出 に よ る ｡ イギリ ス
､
ア イル ラ ン ド､ フ ラ ン ス

､ ドイ ツ に支店を持ち､

アメ リ カ
､

カ ナダ
､

ベ ル ギ
ー

､
チ リ ､

コ ロ ン ビア
､

ギリ シ ャ
､

イ ス ラ エ ル
､

イ

タリ ー

､
日本等に代理店を持 っ て い る｡ 会社は創立25 ､ 6 年で ､ もともとは住居

用 の 家を建て る 建築会社 だっ た｡ 戦後しばらく して 温室建設を手がけは じめ､

今は 温室お よ び温室に 関連す る シ ス テ ム を売 っ て い る｡ 関連 シス テ ム として は

ボイ ラ ー

､ 暖房設備 ､
か ん水設備､ 換気シス テ ム

､ 真空凍結設備などを手がけ

て い る ｡

フ ォ ス カ ン プ社 の 温室の 構造的な特徴などを聞 い た後に ､ 同じ敷地内 に有る

工 場を見 て まわ っ た｡ 鉄骨の プ レス 加 工
､ 穴あけ､ ア ル ミ の 裁断 ､ 加 工 ､ トラ

ス 構造 の 電気溶接 ､ ア ル ミ フ レ ー

ム の 組み 立て
､

コ ン ト ロ ー

ル パ ネ ル の 製作､

かん水チ ュ
ー ブの 裁断､ 換気装置 の 部品､ C 型鉄骨､ 樋の 成形ま で会社でや っ て

い る ｡

大きな 工場内で
､ 労働者が

､
流れ作業的に忙しく仕事をして い る｡ 私達 の よ

うに 温室を眺め て い る の は楽だが
､ 騒音の 中で 温室を作る 側 の 人 の 苦労は大変

だ｡ 今は ボイラ ー

の 組み 立 て を自社 で や っ て い る が
､

こ れ は経済的に引き合わ

な い の で ､ 今後は他社の ボイ ラ ー を使うそうだ｡ 骨材どうし の 接続金具も作 っ

て い た｡ 木材の フ レ ー ム も作 っ て い た｡ 会社として は木材は経済的に も引き合

わな い の で使 い たくな い が､ 農家が棄壁 や側壁 に は 木材を使うこ とを希望す る

の で
､ 仕方なく使 っ て い る が ､ おそらく農家 の 懐古趣味な の だ ろうと言 っ て い

た｡ 場所に よ っ て
､ 写真を撮る の を禁じられたの が残念だ っ た｡

オ ラ ン ダの 温室会社はお互 い の競争が厳しく ､ 経済性の向上､ 強度の改良に
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少しで も後れを取る と
､

たち どこ ろ に倒産す る と言われ て い る ｡ こ の 会社の 温

室構造に は
､ 少な い 部材で い か に強度を増すか

､ 作業性を増すかとい うと ころ .

に種 々 の 工夫が見られ る ｡ それ に ､ やはり ､ 多く の 開発部貞をかかえて い る の

は 強み だ0 こ の ような温室会社は 日本に は存在しな い ｡ オ ラ ン ダ に い て もなか
なか見 る チ ャ ン ス がな い の で

､ 今日 の 訪問は有益 だ っ た ｡

温室地帯を散歩する

畳まで 見学した後､ ｢ 明日は ナ ー

ル ドバ イ ク の試験場 を訪ね る の で
､ 近く の ホ

テ ル を紹介して くれ｣ と頼んだら､ 車で ホ テ ル ま で送 っ て くれたが
､ そ こ はあ

い に く満室だ っ た0 そこ で ､ 隣町 の ポ エ ル ダイ ク( P o e 明 k) の ホ テ ル ･

フ ェ ル

バ ー ハ(V e r b u r g h) に連れて い っ て く れた 0 ポ エ ル ダイ ク は人 口数千 の 小さな町
で ､ 町の 中心以外は 四周見渡す限り温室が続い て い る○ ホ テ ル の レス ト ラ ン で昼
食をと っ た後､ 午後は 予定を組 ん で い なか っ たの で ､ カ メ ラ をぶ らさげて ､ 近く
の温室を見 て 回 っ た0 古くからの 温室地帯らしく ､ 建て られ て から2

､ 30 年は経
て い る ような木造温室から､ 最新式の 鉄骨ア ル ミ 温室ま で が､ ずらりと並 ん で

い る｡

温室建築 の 歴史を写真に残す つ もり で
､ 手当たり次第 に シ ャ ッ タ

ー

を押し
た0 私 は写真を撮る の が下手なの で｢ 下手な鉄砲 も数撃ち ゃ 当た る｣ 式に撮りま
く っ た0 い ろ い ろ観察して み る と換気窓 の 構造 などに 歴史的な発展があり､ 興
味深い ｡

オラ ン ダで も片田舎の こ こ まで く ると ､ 日本人 (外国人) を見かける の が珍し
い らしく､ 私が通 る と

､ 人が振り返 っ たり､ 子供たちが近付 い て きて話し掛けてく
る0 温室の 写真を撮 っ て い る と

､ 中から人が出 て来て
､ 中 に入 っ て写せと手招

きで 入 る ように勧め てくれ る 0 骨ひ とな つ こく親切 そう な感じで あ る が､
こ の

辺まで 来 る と ､ 英語を話す人 は ほと ん どい な い の で ､ 会話 は身振り手振り で あ
る 0 道で行き交う人も必ず挨拶を送 っ て く る 0 こ ちらも バ カ の

一

つ 覚えの オ ラ
ン ダ語 で ｢ ダ

ー

ハ ( こん に ちわ) ｣ と答える 0 午後4 時ご ろ 一 度ホ テ ル に戻 っ て

10 分程休憩した後､ 今度は ､ 先程見た所 の 反対側 の 温室を6 時半頃まで 見 て 回 っ

た0 今日の午後は5 時間 ほ ど歩き づ め で 温室を見た こ と に な る ｡

温室地帯は だい た い 交通 の 不便な へ ン ピな所に有る の で ､ 車を持 っ て い ない

と見学 に は不都合な ことが多い 0 しかし､ 今日は車を使わずに自分 の 足だけ で

温室見学をす る 長所 を最大限 に生かせたと思う0 車を使 っ て い たら
､ 今日み た

い な徴に入り細に わたる ような温室見学は とて も出来な い だ ろう｡ 今日は晴天
で 暖かか っ たの で

､ ち ょ う ど
､ 昆虫 や植物が好きな人が野原をピク ニ ッ ク気分
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で歩きながら写真を撮 る ような感じで
､ 温室を見て 回れた｡ 足は疲れ ､ 土踏ま

ずの 部分が痛むが ､
心地よ い 疲れで あ る ｡

オ ラン ダで は髪も身体もよごれ にくい ?

帰り に床屋 に寄 っ た ｡ これ で オラ ン ダの 床屋 は 二度日 で あ る ｡ 私 は日本で は

少なく とも月 に
一 度は床屋 に行き､ 普通 の 人よりも短め に髪を刈 っ て い る ｡ 髪

の手入れはした こ とがな い が ､ 風呂 に 入 る毎に 頭を洗う の で ､ 短くな い と不便

だから で あ る ｡ 少し毛が伸びて く る と気に な る ｡ と こ ろ が オ ラ ン ダ に来て から

は
､ 髪 の 毛 が い くら伸びて もさ ほ ど気に ならな い ｡ 第

一

の 理由は髪の 毛が汚れ

な い からだと思う ｡ ほ こ りが立 つ と い うこ とが ほ と ん どない し
､ 汗ばむ こ とが

あまり なく ､ 湿度が低 い せ い か
､ 汚れが少なく ､ 髪 の 毛を洗う頻度はオラ ン ダ

に来て か らず っ と少なくな っ た｡ ヨ
ー ロ ッ パ の 男性 が蒙の 毛を伸ばした り､

ひ

げを伸ばす の は それが理 由の ひ とつ に あ る の で は な い かと思う｡ 私 の 観察で は

オ ラ ン ダ人男性 の 約3 分 の 1 弱が ひ げを伸ばして い る ｡

下着や ワ イ シ ャ ツ を着替え る頻度も少なくな っ た｡ 以前､
コ ー ヒ

ー タ イ ム の

時､ 私 が ｢ 日本で は ､ 夏 に は
､ 多く の 人が下着や ワイ シ ャ ツ を毎日取 り替え

る｡ ｣ と話 した ら
､

お どろ い た風だ っ た｡ オ ラ ン ダ人 は 下着 ( シ ャ ツ) を つ け

ずに
､

い きなり色物 の 木綿か毛 の シ ャ ツ を着て
､

しかも1 週間くら い 同じも の

を着て い る 人が多い
｡ 女性で もそ ん な人が割と多 い ようだ○

4 月2 1 日 (水)

温室野菜試験場 の コ ン ピ ュ
ー タ温室を見る

朝6 時 に 目覚め る ｡ 昨日とは打 っ て変わ っ て曇天 で 肌寒い ｡ 昨日もら っ た パ ン

フ レ ッ トに しばらく目を通 した後に
､ 朝食をと る｡ 食後1 時間 ほ ど

､ また近く の

温室を見て 回 る ｡ 温室の 写真を撮 っ て い たら ､ そ こ の 主人が出 て 来て ､ 中 に

入 っ て 写真を撮 っ て よ い から入れと言 っ て くれた｡ オ ラ ン ダ語と英語とドイ ツ

語を ミ ッ ク ス しながら彼が話して くれたと ころ に よ る と
､ 彼は2 ･5 b a の 温室を

､

常時4 人 で
､ 収樺時 に は2 ～ 3 人の 臨時雇い を入れ て管理して い る と い う0 テ ッ ポ

ウ ユ リと カ ー

ネ
ー シ ョ ン と ス ト レリチ ア を栽培して い て

､
ス ト レリチ ア は 卸値

で 一 花2 ギ ル ダ
ー で売れ る と言う｡ 彼 の 奥さ ん は子供が い る の で 温室で は働かな

い ｡ こ れ は他の 所で も聞 い たが
､ 経営者の奥さん は温室内で は働かな い の が普

通だ｡ 日曜日は誰も働 かな い と い う｡
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9 時半に ナ
ー ル ドバ イ ク の 温室野菜試験場の ス ト ライボ ッ シ ュ 氏が私達をホ テ

ル に迎えに来て くれた｡ 彼は温室内 の 湿度制御法である ス ト ラ イボ ッ シ ュ 法の

開発者として ､ 日本 の 私達 の 仲間 で は名 の 知れた人 である ｡

試験場に着くとすぐフ ア ン デ フ オ
ー レ ン( V a n d e V o o r e n) 氏 に紹介された ｡ 彼

は コ ン ピ ュ
ー タ制御科(C o m p u ter C o n t r oI D ep a rt m e nt) の 科長だ｡ まだ3 4 才とか

で
､

ワ ー ゲ ニ ン ゲ ン 農業大学の 園芸学科で植物生理学分野 の 統計解析で学位を

取り ､ そ の 後､ 1 年半兵役を務めた後､
こ の試験場 に来たと い う｡ 若くして 重

要ポス ト に抜て きされた人だけあ っ て ､ 活動的な自信家 タイ プで ､ 彼等の 仕事

をまず概括的 に説明してくれた｡ C o m p u t e r C o n tr oI D e p ar t m e nt は約3 人の研究者､

3 人 の プ ロ グラ マ
ー

､ 2 人 の 栽培担 当者､ その 他数人の 研究協力者及び会社 の

サ
ー ビス があ るそうで あ る ｡

こ こ で は
一

区画5 6 m
2
の 温室24 区画が個 々 に コ ン ピ ュ

ー

タ ･ コ ン ト ロ
ー

ル 出来

て
､ 各区画毎に栽培試験が行える ように な っ て い る ｡ コ ン ピ ュ

ー タ は シ ー メ ン

ス 社の プロ セ ス コ ン ピ ュ
ー タ3 30 で 記憶容量 は5 6 キ ロ ワ ー ド､ 演算は16 ビ ッ ト､

入力チ ャ ン ネ ル は7 6 0 点で
､ 昨年5 月から本格的な栽培試験が始ま っ たと い う｡

全 工事費は 約4 億円で
､

その うち の6 千万円が コ ン ピ ュ
ー タ買価だと い う｡

当面は各種 の 環境条件下 に おけ る栽培試験 の 統計解析を行なうと い うこ と

で
､ 研究方向として 目新しい こ とは聞けなか っ たが ､ シ ス テ ム そ の もの は シ ー

メ ン ス の 助力を大分受けて い る ようで ､ ス マ ー ト に まとま っ て い た｡

コ ン ピ ュ
ー

タ 周辺装置 として は
､

コ ン ソ
ー ル ･ タイ プ ラ イ タ ー

､ カ ラ ー t

デ ィ ス プ レ
ー

､
マ グネ ッ ト ･ テ ー プ

､
デ ィ ス ク､ 紙テ ー プ ㌧ パ ン チ ャ

ー

､ リ
ー

ダ
ー 等がある ｡

当然､ 話は コ ン ピ ュ
ー タ の使用法に な っ たが､ 彼は まだは っ きりした方向を

決めかね て い る ようで ､ シ ミ ュ
ー シ ョ ン に も使 い た い し､ 自分 の専門である作

物生理 の 統計解析､ その他栽培試験
一

般の デ
ー

タ処理 に も使 い た い との こと で

あ っ た｡ まだ若い し
､

1 年前に シス テ ム が動き出したばかりだから当然かもしれ

な い ｡ 私 の 考えを述 べ る と興味を持 っ て くれて ､ 私が今月末 に帰国す る と言うと

残念が っ て い た｡ 以前にC P O 研究所 の シ ヤ ラ(C b all a) 氏から私 の ことを聞い て ､

一

度 ゆ っ くり話した い と思 っ て い たの に ､ と言 っ て い た｡ 私も願 っ て もな い と

ころ だがもう予定が詰ま っ て い て
､

1 日は割けない
｡ それ に して も ､ 私と同年代

の 研究者が1 0 人以上の部下と年間4 億 円の 予算を使うとは恐れ入 っ た｡ しかし
､

こ の 研究所 の 予算の 3 0 % (以前は5 0 % ) は農家が出資して い る の で実用的な研

究成果を出す こ とが至上命令なの で ､ 苦労が多い と思う｡

そ の後､ 温室と コ ン ピ ュ
ー タ ル

ー ム に連れ て い っ て くれ て ､ 実物を見ながら説
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明をして くれた｡ まだ コ ン ピ ュ
ー タ の 能力の1 0 % も使 っ て い な い ような感じだ

が､ 現時点で は当然だ ろう ｡ 制御環境要素は温度､ 湿度､
C O

2 漉度 ､ 土壌温度､ 土

壌水分等で あ る｡ 最近 ､ 光合成速度も試験的に測定しはじめたと いう｡ シ ス テ ム 全

体を記述 した文献 ( N oth . J . A g ri c . S ci . 1 9 7 5 , 2 38
- 2 4 7) をもら っ た｡

昼食 の 時間 に､ 彼と ス ト ラ イボ ッ シ ュ 氏と私達 で 近く の レス ト ラ ン に食事に

行 っ た｡ フ ア ン デ フ オ
ー レ ン氏 は､ 時間的余裕があ っ たら ハ ー グにある シ ー メ ン

ス 社お よ びラ イ デ ン に ある イ ン ダル( b d al) 社を訪れる と よ い とい っ て い た｡ き っ

と有意義な デ ィ ス カ ッ シ ョ ンが出来る と いう｡

ス トライボッ シ ュ 氏の 顔色 が 変わる

私が ､
ス ト ライ ボ ッ シ ュ 氏 の名は 日本で は とて も有名で あ る

､ 温室研究者は

誰で も知 っ て い る
､

三 原義秋教授 の 温室気候の テ キス トに も詳しく説明され て

い る と い うと､ と て も喜ん で い た｡ ｢ と こ ろ が
､

ある 人達 は ス ト ライボ ッ シ ュ

法と デ ル タ エ ッ ク ス ･ コ ン ト ロ ー

ル 法を混同して い る ようだ｡ ｣ と言うと ､

ち ょ っ と顔色が変り､ 詳しく説明しは じめた｡ ｢ 本質的 に は､ 両者は余り変わら

な い が
､ 発表したの は私 の 方が先で

､ 彼 ( ハ イナ氏) は私 の 方法を真似しただ

けだ｡ それ に 湿度を測 る彼 の 方法は 実際的で な い ｡ 第 一

､ 彼は彼自身の 発想が

な い から ､ 現在､ 研究方向を見失 っ て何をしたら良い か分 っ て い ない
｡ ｣ となか

なか手厳しく批判 して い た ｡ ｢ そ の 点､ 私 の ス トラ イボ ッ シ ュ 法は
､ 現在､

フ ア ン デ フ オ
ー レ ン 氏が コ ン ピ ュ

ー

タ を使 っ て発展的 に継承 し て くれ て い

る｡ ｣ と の こ とだ っ た ｡ 渾度を コ ン ト ロ ー ル の 指標に す る の は測定精度 の 面

と
､ 植物 と空気と の 湿度に 関す る相互作用 の面 で好ましくな い と言う ｡ 2 人と

も､ 是非日本を訪れて 日本の温室研究者と会い
､ 温室を見た い と言 っ て い た｡

フ ア ン デ フ オ
ー レ ン 氏 は日本の 誰かから招待状をもら い た い と言 っ て い た｡

温室コ ン ピ ュ
ー タ ･

メ
ー カ ー を訪 ね る

食事後､
フ ア ン デ フ オ

ー レ ン 氏とは 再会を約して別れ た ｡ ス ト ライボ ッ シ ュ

氏が私達 の 次 の 訪問先で あ る ､ ホ ヘ ン ド ー

ル ン社 ( H o o g e n d o o m 社) へ 車で連

れ て い っ て くれた｡ ホ へ ン ド
ー ル ン社 は温室環境制御の ため の コ ン ピ ュ

ー タ コ

ン ト ロ ー ル シ ス テ ム を
､

ハ ー ドウ ェ ア とソ フ トウ ェ ア を
一

式に して売 っ て い る

所で ､ 業界の第
一 で あ る ｡

こ の種 の 会社として ､ 当初 ､ フ ア ン デ ル バ ー グ社 ( V A N D E R B U R O 社) を訪

問する 予定だ っ たが､
い ろ い ろ な人 の 意見を聞くと

､
どうも ホ へ ン ド

ー

ル ン 社 の

方が訪問先として良さそうなの で ､ 急き ょ こちら に変更したの で あ る｡
こ の 会社
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は､当初は 温室環境制御の ため の ア ナ ロ グ ･ コ ン ト ロ
ー

ラ
ー

を販売し て い て ､ 今
でもそれを売 っ て い る の だが

､ 最近 の大規模温室の 環境を コ ン トロ ー

ル す る の に

ア ナロ グ式は コ ス トが高すぎて
､

ミ ニ コ ン ピ ュ
ー

タを使う方が安価なの で ､
コ

ン ピ ュ
ー タ を使 っ て ダイ レ ク ト デ ィ ジ タ ル ･ コ ン ト ロ ー

ル をして い る の だと

いう｡

会社 に着い て み て驚い た｡ ボロ の木造3 階建て で
､

3 階 は 柔道 ､ 空手の 道場 に貸
し て い る と い う｡ 壊れそうな階段を上 っ て2 階 に案内され

､
デ フ ェ ツ フ ェ( d e

V e 脆) 氏 に紹介された｡ 彼は ソ フ ト ウ ェ ア 開発 の 責任者 だが､ まだ若く ､
ワ ー

ゲ ニ

ン ゲ ン 農業大学 の 園芸学科卒業だとい う ｡

まず全体的なプロ グラ ム の 説明を受け る｡ 実演しながら説明して くれた｡ 温室

農家の 人 は プ ロ グ ラ ム や コ ン ピ ュ
ー タ の こ とを全く知らなく て も ( ち ょ うど､

テ レ ビ の構造を知らなく て もテ レ ビを見 る ことが出来る ように) ､ 操作出来 る よ

うに な っ て い る｡ 農家 の 人 は テ レ タイプ に打ち出され る｢ 気温 の 設定値は? ｣ ｢潅

水の 時間間隔 は? ｣ とい うような質問 に
､ 数字で答えれ ば よ い ように な っ て い

る 0 それも
ー

度答えれば
､ あとは変更を必要とす る ま で打ち直す必要 は な い し､

間違え て おかしな数字 ( たとえば気温 の 設定値とし て4 0 ℃) を打 つ と
､

コ ン

ピ ュ
ー

タ が｢ こ の 数字に間違 い は な い か? ｣ とメ ッ セ ー ジを送 っ て く る｡ 論理的な

間違い ( たとえば暖房パ イプの 最高温度を6 0 ℃ ､ 最低温度を7 0 ℃ に 設定す る) を

して も､ ｢最低温度 より最高温度が低 い と は ? ｣ とメ ッ セ ー ジを送 っ て く る ｡

コ ン ピ ュ
ー タ は フ ィ リ ッ プス 社 の P 85 2 を使用し､

コ ア メ モ リ
ー

は8 キ ロ ワ ー ド

だと い う｡

一 概に は言えない が
､ 温室規模が1 h a 前後以上 なら コ ン ピ ュ

ー

タ を

使 っ た方が長期的 に見れば安価で あ る と い っ て い た｡ しかし､ ミ ニ コ ン ピ ュ
ー

タ で なければだめで ､ マ イ ク ロ コ ン ビ ュ
れ タ で は 制限が多すぎて使 い も の に な

らな い と い っ て い た｡

こ の 会社はすで に30 台の コ ン ピ ュ
ー

タ を温室農家 に売 っ て い る ｡ その他 フ ア

ン デ ル バ ー グ社が1 台､ イ ン ダ ル 社 (IN D A L 社) が1 台売 っ て おり､ 現在3 Z 台が

商業温室 の 環境 コ ン ト ロ ー

ル に働 い て い る とい う ｡ そ の 他､ 2 社が現在 ソ フ ト

ウ ェ ア を開発中らしい ｡

この 会社 の 実績が飛び抜け て高 い の は､ こ の 会社が ア ナ ロ グ ･ コ ン ト ロ ー

ラ ー

を温室に使 っ て い た経験が長 い の で
､ そ の ノ ウ ハ ウ に詳し い からだと い

う0 大きな コ ン ピ ュ
ー

タ会社や ソ フ トウ ェ ア会社は 温室環境管理 の経験が無 い

ために ､ 環境管理装置 の 設置､ 管理 ､ その 他の ノ ウ ハ ウ が無く困 っ て い る と い

う｡
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農家の コ ン ピ ュ
ー タ温室 を見学する

実際 に農家の 温室で動 い て い る コ ン ピ ュ
ー

タ を是非見た い と言うと
､ 近く の

シ ョ プ ル イ デ ン(S ch i o pl uid e n) に ある フ ア ン ル イ ベ ン( V an R u y v e n) 氏 の 温室に 連

れ て い っ て くれた ｡
こ の 温室の 総面積は1 .2 h a で ､ 労働力は4 人 で ト マ ト ( 品

種 : S o n at o とd e R uite n) を栽培して い る｡

まず驚き､
か つ

､ ｢ こ れだ! ｣ と感心 したの が､
コ ン ピ ュ

ー

タ が置 い て あ る 一

室で あ る ｡ 作業場 の6 ～ 7 m
2
の

一 角を汚 い ドア で仕切 っ た狭 い 所 にある
､

1 .5 m X

l m X O .6 m 位の 鉄製 の 箱の 上 に テ レ タイプがボ ン と置 い て あ る｡
コ ン ピ ュ

ー タ本

体と入出力装置 は その 鉄箱の 中で あ る｡ こ れが コ ン ピ ュ
ー タ だと言われなけれ

ば
､ 誰も気付かな い で あ ろう ｡ 普通見られ る ような コ ン ト ロ ー ル パ ネ ル は無

く ､ 記録は テ レ タ イプ紙 に打ち出され る の み で あ る ｡

第二 に 感心 したの は
､ そ こ の 主人が

､ 今ま で ト マ トの 選別をして い た汚れた

手で ､ ま る で テ レ ビ の ス イ ッ チ を入れ る ような気軽さで
､ テ レ タ イプの ボタ ン

を押し
､ 何 で もなく､ 説明 して くれ る ｡ 気負 っ たと こ ろ がな い し､ 特別の こ と

を して い る とい う気配 は ない
｡

ふ つ う の 人が電話をかけたり ､ 電気掃除機を伴

うとき の 表情と同 じで あ る ｡ こ れ こ そ私が ｢ そうあ る べ きだ｣ と思 い 続けて き

た こ と で あ る ｡ ト マ トと ク ワを掘 っ て い るそ の 同じ手で コ ン ピ ュ
ー タ をい じ亡

て い る ｡

｢ コ ン ピ ュ
ー タ を買 っ て どうだ､ もうか っ たか? ｣ と デ フ ェ ツ フ ェ 氏 に 開く

と
､ ｢ さあね､

まだ分 らん ね､ それ よ り､ こ の トマ トの 味はどうだ? 意見を聞

か せ て くれ｡ ｣ ときた｡ こ の ト マ トの7 0 % は西 ドイ ツ に輸出され る とい う｡ こ

の ト マ トの 味に彼は非常 に満足して い る らしい ｡

こ の コ ン ピ ュ
ー タ シ ス テ ム は ソ フ トウ ェ ア を含めて (制御機界を除く) 約6 00

万 円だと い う｡ なぜそ ん な に安く作れ る の かと尋ねる と､ 第 一

に ､
ア ナロ グ入

力､ デ ィ ジタ ル 出力装置の徹底的な簡素化にあ る とい う｡ 通常の ア ナ ロ グ入力

装置は い ろ い ろ な使途の 可能性を考えて
､ 複雑な回路を採用して い るが ､ こ の

会社 で は､ 環境 コ ン ト ロ ー ル に最低限必要な回路だけの 独自の ア ナ ロ グ入力装

置を開発 し､ 大幅 に コ ス トを下げたとい う｡

一

般 に ､ ア ナ ロ グ入力の点数が多

くな る と
､

その 価格は コ ン ピ ュ
ー タ本体の 価格よ り高くな るから､

こ の 工夫は

有効 で あ る ｡

第二 に ､ ソ フ トウ エ ア ( プロ グラ ム) はどの 温室農家 に も共通なの で
､

2 台目

から は プ ロ グラ ム 開発費がかからず､ 売れれば売れ る ほ どコ ス トは下が っ て い

く ｡ プ ロ グ ラ ム は コ ン ピ ュ
ー

タ シ ス テ ム と 一 式に して売り ､ プ ロ グ ラ ム だけで

は売らな い ｡ プ ロ グ ラ ム は
､ 機械語 ( バ イナリ

ー

プロ グ ラ ム) に直して
､ 他の
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人 に は理解出来ない ように した後､
コ ン ピ ュ

ー タの記憶装置に記憶させた形 で

売る と い う｡

こ ん な事故はまだ実際に は起 っ て い な い が ､ 例 えば､
コ ン ピ ュ

ー

タが故障し

て もう
一

度プ ロ グラ ム を コ ン ピ ュ
ー タ に記憶させねばならな い ときは

､
どうせ

会社の 人が現地 に行かねばならない の だから ､ 農家に プ ロ グ ラ ム を紙テ
ー

プ等

の 記憶媒体で わたして お い て も無駄だと い う｡

私が ､
この コ ン ピ ュ

ー タ を環境 コ ン ト ロ
ー ル だけで なく､ 例えば ､ 収健期の

運搬､ 選果 ､ 包装 ､ 会計等に も共用出来な い かと聞くと ､ それは私達も最初か

ら考え て用意は して い る｡ ただ
､

まだ農家側から の 需要が出て い な い か ら実現

して い ない だけだと い う｡

こ の 会社の プ ロ グラ ム 開発 の 基本方針は｢ 環境 コ ン ト ロ
ー ル の 設定値及びその

変更は1 00 % 農家 の 責任で行な い
､ それ に関して は会社は

一

切関知しな い ｡ ただ

し
､ 論理的､ 常識的 におか しな設定値を農家が与えた場合は

､
コ ン ピ ュ

ー タが

警告を与える ｡ そして
､ 設定値の 与え方は

､ 農家が希望す る範囲内で ､ 傲大阪

に きめ こ まかく与えられる ように し､ しかもそれを最も簡単に出来る よう に プ

ロ グラ ムを工夫する ｡ 与えられた 設定値を確実に遂行､ 達成する の は1 00 % 会社

の 責任で行なう｡ 異常が起 きたとき の 督報は出すが
､

ア ナ ロ グ バ ッ ク ア ッ プ装

置は つ けな い ｡ アナ ロ グ コ ン ト ロ ー ラ ー は高価だし､ デ ィ ジ タ ル 装置の倍病性

は年毎に高ま っ て い る と い うことで あ る｡ ア ナ ロ グ コ ン ト ロ ー ラ ー を売 っ て い

た会社 の 人が言うの だから
､

こ れは本当かもしれない ｡

ホ へ ン ド
ー ル ン 社の 建物の1 階は組立 工 場 に な っ て い て

､
7 ～ 8 人が配線作薬を

して い る ような小規模な会社なの で ､ 小 回りの きく仕事が出来る｡ しかも温室

の 申で汗をかきながら仕事をす る こ とに よ っ て
､ 農家の 心 の 奥ま で 入り込め る の

かもしれない ｡

4 月2 2 日 (木)

ア
ー

ル ス メ
ー

ア の花き試験場 へ

朝9 時過ぎ に ア
ー

ル ス メ ー ア( A al s m e e r) の 花き試験場 ( P r o efs t ati o n v o o r d e

B l o m ist e ry) を訪ね る｡ この 訪問の約束はI M A G の ム ル ダ ー 氏を介して お願 い し

た｡ 私達を迎 えて くれた マ
ー

ル セ ン( M a a rs s e n) 氏は事務部 の 渉外係の ようで ､

｢ 試験場内を順次連れ て 回 る が ､ 技術的な こ とは分ら な い から聞か な い でく

れ ｡ ｣ とい う ｡ 大変感じ の良 い 青年だ っ たが､ 質問出来な い の に は 一 寸困 っ
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た ｡ こ れだ っ たら､ こ の訪問も私が直接約束を取る の だ っ たと思 っ たが ､ 今と

な っ て は仕方がな い ｡ 気を取り直して
､ ｢ とに かく順次案内して下さ い ｡ ｣ と

頼んだ ｡ ｡

こ こ に は前に も
一 度訪ね て

､ そ の時は専門家 に案内して もら っ て い る の で大

体は分 っ て い る ｡ そ の 時 はまだ鉄骨の組 み 立 て が始ま っ たばかりだ っ た コ ン

ピ ュ
ー タ 温室の

､ そ の 後の進展具合を確かめる の が今回の 私 の 訪問 の 目的 で

あ っ た｡ そ こで
､

コ ン ピ ュ
ー タ温室を充分 み た い の で ､ まずそこ へ 連れ て い っ

て 下さ い と頼 む｡ まだ工事中で
､ 7 0 % の 仕上がり具合だ っ た｡ 鉄骨ア ル ミ構造

は 完成し
､

ガ ラ ス がはめ て あり､ 多く の 人が内装 工事に汗を流して い た ｡

環境制御装置に い ろ い ろ な仕掛けがあ るようだが
､ 質問 に答えて くれ る人 が い

な い の で
､ 自分で眺めたり ､ さす っ たりしたもの の

､ 分らな い 点が多々 出 てく る｡

一

切 の 配管は床下 にあり､ 水､ 暖房用温水､
土壌消毒用蒸気 ､ 炭酸 ガ ス 施肥､

測定

等の パ イプが床下 に
一

列に並 ん で い る｡ 暖房用 パ イプは 移動可能 の
､ 吊り下げ

式で あ る ｡

一 部､ 日長制御室があ る ｡

全体的な印象として は､ ナ
ー

ル ドバ イ ク の 野菜試験場の コ ン ピ ュ
ー タ制御温

室を
一

回り小さくした感じで あ る｡ 1 時間ほど眺 め て い たが､ や はり細か い 点

ま で は分らな い まま､ こ の 温室に 別れを告げた｡ その 後､ 順次他 の 温室､ 設備

等を見て 回り ､ 写真を撮 っ た後､ 正午前に試験場を出る 0

見学旅行最後の場所として はも の たりない が
､

こ れは こ ちらの 責任なの で仕

方がな い ｡ 1 時間半ほ どかけて ､ 歩 い て 町の 中心まで
､ 温室を眺めながら戻る 0

ア ー ル ス メ ー

ア に は こ れで もう4 回釆た こ とに なり ､ 町の 地理もだい たい 覚え

て しま っ た｡

4 月2 3 日( 金)

研究成果をドゥイッ ト先生に報告する

郎 時に ワ
ー

ゲ ニ ン ゲ ン の研究所 ( C A B O ) の 自重に着く0 今日 は朝 綿 半よ

り､ 私とヤ ン が ドゥ イ ッ ト教授に､ 私がオ ラ ン ダ滞在中 に した仕事の 報告をす

る こ とにな っ て い る ｡

残念ながら､
こちらで の 仕事をオラ ン ダ滞在中 に論文にまとめ るまで に は 至

らなか っ た｡
こ ちら で作っ た計算機プロ グラ ム の 使用説明書の 原稿を書き､ 論

文に載せ られ る ような図 の鉛筆書きの 下書きを書き､
それに簡単な注釈を付け

たと こ ろ で時間切れである0 ただ
､ 今回の こ ちらで の 仕事は以前の 私 の した仕
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事と関連があ る の で
､ それ に つ い て の論文を2 編ほ ど､ 夜､ 暇なときに こ つ こ つ

書き上げたも の があ る｡

そ こで それら原稿 2 編と
､

プ ロ グラ ム ､ 図 ､ 下審き原稿等 に 日を通しながら

ドゥイ ッ ト教授 の 到着を待 つ
｡ 彼は 8 時半少し前に や っ て きた｡

こ ちらの教授

は朝来 る の が早い ｡ ア ル バ ダ氏 は朝7 時半から8 時くら い の 間 に は研究所に や っ

て く る ｡

まず私が図を示 しながら ドゥイ ッ ト教授に オ ラ ン ダで 得た研究成果を3 0 分程

かけて説明す る ｡ 私達は温室内作物の 純光合成量を計算す る ための計算機 モ デ

ル を作り ､ そ の 具体的計算例とし て ､ 温室 の 建設方位と屋根傾斜角を変えた

時､ 温室内光合成量がどの 程度変わる かを計算したの で あ る ｡

私 の 説明が終る と､ 彼は まず ｢ と こ ろ で
､ 最終的結論とし て ､ 建設方位に

よ っ て 温室内の 作物 の 成長が異なる とす る の かね? ｣ と問 い て きたの で ､ ｢ 両

者に は冬期に は1 0 % の 差があ る の で ､ 異な る と い っ て よ い と思う ｡ ｣ と答え

た｡

す る と
､ 彼は ｢ そ の 結論 の 出し方は間遠 っ て い る｡ 作物成長は 温室の建設方

位に よ っ て それ程影響されな い と結論す る の が ､ 本当で はな い か? ｣ と言う｡

ドゥイッ ト先生に反論する

こ こ で ひ としきり議論が行なわれ る｡ 彼は 例 に よ っ て早口 で筋道だ っ て講翰

を進 め てく るが今回だけは私も負けて は い られな い
｡ 半年間 の研究を どうまと

め る かが問題とな っ て い る の だから｡ しか し彼の 言う こ とには筋が通 っ て お

り ､ 私も首肯出来る点がある の で ､ 私は 一 歩後ろ に退く こ とにした｡

｢ 分りました｡ 私はあなた の 結論に賛成します｡ 結論 に は賛成 しますが ､ そ

の 結論をどう引き出すか に つ い て私 の考えがありますの で聞 い て 下さ い ｡ ｣ と

い っ た｡

｢温室の 方位､ 構造に作物成長が影響され る か どうかに つ い て は､ 過去に ､

数多く の 理論的
､ 実験的研究があります｡ そして それら の結翰はお互 い に矛盾

しあ っ て い る の が実情です ｡ と こ ろ が今回私達が得た結果は ､ それら の 長年の

議論 に終止符を打 て る だけの 内容がある ような気がします｡ と い うの は､ 私達
が得た結果から は ぜ ト マ トで は方位 の 影響が現 れず ､ レタ ス で は現れ る の

かj F なぜ理論的推測と栽培実験 の 結果 が異な る の かJ F なぜ温室内の光環境
の 測定結果が人 に よ っ て異な る の かj 等 の各研究者間 の 矛盾を､ かなり鋭明出

来るからです｡ ｣ と言 っ て具体的 に例を上 げて説明した｡
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ヤ ン との 討論

こ の 時､ ヤ ン の と こ ろ に 電話が掛か っ て き て ヤ ン が 中座した ｡ する と ドゥ

イ ッ ト氏 は
一

寸話題 を代えて ､ ｢ お前はヤ ン と沢山デ ィ ス カ ッ シ ョ ン したか?

あ い つ はお前の 良い パ
ー

トナ
ー

に なれたか? ｣ と尋ね て きた｡

そ こ で 私は ､ 素直 に ｢ 今回の オ ラ ン ダ滞在で最も有意義だ っ たもの の
一

つ は

ヤ ン と の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン で あ る ｡ 彼との デ ィ ス カ ッ シ ョ ン は実に楽しく ､ か

つ 有意義だ っ た ｡ ｣ と答えた｡ する とドゥイ ッ ト氏は ｢ そうか､ 実は彼は私の

実に良 い デ ィ ス カ ッ シ ョ ン の 相手で あり ､ 良き パ
ー

トナ
ー

なの だ ｡ 彼との デ ィ

ス カ ッ シ ョ ン で私は実に刺激を受け る｡ ｣ と言う｡

そ こ へ
､ ヤ ン が戻 っ て来る と

､
ドゥイ ッ ト氏 は ヤ ン に向か っ て こう言 っ た｡

｢ どう だ ､ ヤ ン
､ 今思 い つ い た の だが

､
お前連 の こ の 研究成果 を シ ミ ュ レ

ー

シ ョ ン
･

モ ノ グ ラ フ ( 双番) の1 冊として 本 に して 出版して み な い か ､ どう思

う ? ｣

そ こ で ひ としきりヤ ン と ドゥ イ ッ ト氏がそ の こと に つ い て話して い た｡ ヤ ン

は ｢ こ ん な研究を本に して も特殊すぎて 買 っ て くれ る 人が余り い な い だろう｡

それ に
､ 畳 的 に も少なく て1 冊 の 本に なる かどうかは疑わし い ｡ ｣ と言う｡ ドゥ

イ ッ ト氏は ｢ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン モ ノ グラ フ は双書だから各本の 内容と は 関係な

く ､ そ の シ リ
ー ズ全 て を買 い 集め る 図番館や愛好家が沢山 い る よ 0 世 の 中 に は

そう い う マ ニ ア が い る もの だ｡ ｣ と言 っ て笑 っ た｡

｢ そ
･

れ に本 の 厚さはプ
ー

ドッ ク 出版社との 初期の契約 で ､ 5 0 ペ
ー

ジ以上 に ま

とま っ たら1 冊 に して 良 い こ と に な っ て い る の だ｡ ｣ と言う｡

研究成果 の 出版を勧 めら れ る

しばらく彼等で話しをして い た後､ 食後に私の 意見を求め て きた0 全く突然

そ ん な こ と を聞かれ て も私に はどう答えて い い か分ら な い
0

と に かく ｢ そう

言 っ て くれ る の はま こ と に ありがた い 0 しかし今私 の 最終意見を言うわ け に は

い か な い
｡ 日本 に帰 っ て相談しなければならない 0 ｣ と言 っ た0 ドゥ イ ッ ト氏

が私達 の オ ラ ン ダで の 仕事を1 冊 の 本に したらどうかと勧め て くれ る の は ま こ と

に嫁 し い
｡ 英語で本を書け る チ ャ ン ス などめ っ た に な い 0 それ以上 に そ の よう

に私達 の仕事を評価し て くれたの が嬉しい 0

他方 ､
どちら に して も私 の オ ラ ン ダで の 仕事は論文 の 形で い ずれ発表せ ねば

ならな い の だが
､ 論文ならば タイ プラ イタ用紙20 ～ 3 0 枚で 済むも の を

､ 本とな

れば厚さ の薄 い 本で も1 00 ペ
ー ジは書かねばならな い だ ろう 0 日本 に帰 っ て そ ん

な時間 が取れ る だろうか ｡ 日本に帰れば色 々 な仕事が私を待 っ て い る だ ろう
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し､ オ ラ ン ダと異なっ て 日本は週6 日制だし､ 夕方5 時に帰宅する わけ に もい か

な い
｡ 家に帰 っ て も子供が寝る まで は仕事をする わけ に は い かな い ｡ 半年間も

家を空けた の だから ､ しばらくは日曜日 に大学に行 っ て仕事をす る ような こ と

をせず､ 子供達と進 んで や りた い ｡

私があ い ま い な返事を した の で ドゥ イ ッ ト氏 は私の 気持ち を計りかね て い

る ｡ 欧米人が最 も不可思議に 思う日本人 の態度だ ろう ｡ そ
･

こ で 私 はかさね て

｢ 私として は嬉し い 話だが十分な時間が取れ る か どうか分らな い ｡ ｣ と言う

と
､ ｢ それで は こう しろ｡ お前は こ こ で の仕事を どうせ論文 にまとめ る つ もり

だろう｡ それ に こ こ で書 い た二 つ の論文を合わせたら1 冊 の 本に な る畳があ る ｡

あと は ハ サ ミ で 切り貼り しろ ｡ 最終原稿はヤ ン と私が作ろう ｡ ｣

ドゥイッ ト教授 の集中力と真価

ドゥイ ッ ト教授 の 表情がす こ しづ つ 変 っ て く る｡ 何かを考え は じめて い る の

で あ ろう｡ ｢ まず､ 本を書くときの
一

般的な注意をしよう ｡ 本は読み やすくなけ

れば い けな い ｡ 特に本の 前半で は細か い こ と に触れ て は い けな い
｡ 箔の 本流と

支流を は っ きり分けねばならな い ｡ 支流 は大きすぎて は い けな い
｡ お前の仕事

は少 し細か い とこ ろ ま で進 み す ぎて い る ｡ それらを捨て て ､ 本流をも っ と大串
に しろ ｡

そうこうい っ て い るうち に､ ｢ よ し､ 日次と大体の 内容はお前の帰国前､ す
なわち､ 今作 っ て しまおう｡ ち ょ っ と紙切れをも っ て きてくれ｣ とい う｡ こう
なる と､ もうお手上 げで あ る ｡

ヤ ン と私 は顔を見合 せ た｡ ドゥイ ッ ト氏は な に やらぶ つ ぶ つ 貰い ながら､ 紙
に何かを書き つ けて い る｡ 日次を作 っ て い る らし い の だが ､ 字が運筆なの か下

手なの か私 に は全く読めない
｡ しばらく番 い て は､ ウ

ー

ム と い い ながら ､ 大き
な × 印を つ けて ､ もう1 枚紙をくれと い っ て ､ 新たな紙に また沓き始め る ｡ 私は

となり で かし こ ま っ て紙を1 枚づ つ わたすだけである｡

こうい う時 の ドゥイ ソ ト氏 の集中力に は想像を絶する もの がある ｡ 他人 に は

何を考えて い る の か全くわからな い ｡ 彼の頭脳 の 中 で は脳神経が フ ル 回転して

い る の だ ろう0 窓の すぐ外で 土木工辛が は じまり機械の 騒音が
一

段とうる さく

な っ た0 ｢ も の を考える に は 一 寸音がうる さすぎる な｣ と い っ て廊下を へ だて た

となり の 部屋 に移 っ た｡ 私達 も つ い て行く｡

しばらくして ､ や っ と書き終 っ たらしく ､ ｢ こ れで どうだ｣ と い っ て紙切れを

1 枚ボ ン と渡された0 何を書い て あ る の かま っ たく読めな い
｡ 何かが十数行番い

て あ る 0 ヤ ン が｢あとで タイ プラ イタ で打ち直して 君に わたすから｣ と い っ て そ
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の紙 はヤ ン がう けと っ た｡ ｢ こ の 目次どうりに書けば
､

お前の い うように温室 の

方位と構造 に関す る光の 問題 に は研究に終止符がうたれ る からな｣ と言 い 残して

彼は部屋 から出 て い っ て しま っ た｡

ドゥ イッ ト教授 に 研究の まとめ方を教 わ る

何 と い う洞察力､ 構成力 ､ 理解力だろう｡ 全く い や に な っ て しまう｡ 私 は も

う10 年間も温室の こ とで仕事をして おり､ 彼は 温室の こ とな どほ とん ど知 らな

い はず なの に
､ 私より温室を よく理解して しまい

､ 本 の 日次を作 っ て しまうな

ん て ｡ 後で ヤ ン に タイプして もら っ た ドゥイ ッ ト氏 の 日次をみ る と
､

ま こ と に

簡単な要点だけ の 配列な の だが ､ 実にうなずけ る構成 で あ る ｡ 今 回の オ ラ ン ダ

滞在 で ド ゥ イ ッ ト氏からは多く の も の を学ん だが
､
｢研究の まとめ 方｣ に つ い て

もそ のう ち の
一 つ で あ る ｡

今考 えて み る と､ 私は温室を愛し
､

温室農業を愛して は い たが ､ それ は 盲目

的 ､
ミ ク ロ 的 で あ っ た ような気がす る ｡ 巨視的 に 一

度温室から遠くは なれ て 大

きな愛で 包 み ､ 小さな こ とは思 い 切 っ て 切り離す度量がなか っ た ｡ そ の た め 細

か い 所ま で 目が届 い たが ､ そ の ため に愛は偏愛的に なり､ 温室の
一

面 しか み て

い なか っ た ｡ それ は見方を変えれば自己愛ともとれ る ｡ 自分 の 得た研究結果を

拡大解釈し ､ 余り に も意義ずけ に腐心して きた ｡

今回 の ドゥイ ッ ト氏 の まとめ方は､ ｢ 今回私達の 得た結果からは､ 特に有意義

な結論 を引き出すこ と は出来なか っ たが ､ それは こ れ こ れ の 理由に よ る 0 過

去 ､ こ の 間題 に 関して ､ あ る 人はそれを過大評価 し､ あ る 人はそれを過小評価

し て 来たが ､ それは これ こ れの 理由に よ る｡ したが っ て こ の 間題 に関する各研

究者間 の 矛盾は
､

こ の ように解決され､ 終止符が打たれ た｡｣

4 月2 4 日 (土)

ドイ ツ ヘ の 日帰り旅行を思 い つく

朝7 時半 にI A C を 出 て ､
エ デ ･ ワ

ー

ゲ ニ ン ゲ ン( E d e
- W a g e n i n g e n ) 駅

8 時 11 分 発 ミ ュ ン ヘ ン 行き の 列車に乗り､ ドイ ツ ライ ン 川沿い の ロ ー

レ ライ見

物 に行く ｡ 当初､
この旅行はア

ー ネム ､ デ ュ ッ セ ル ドル フ
､ ケ ル ン

､
ボ ン

､
コ プ

レ ン ツ の 順序で列車を乗り継い で行き､
ライ ン 川で も っ とも景色が良く ､

ロ
ー

レ

ラ イ で有名な コ プ レ ン ツ
ー

マ イ ン ツ 間は遊覧船 で 上 る つ もりだ っ た 0 しか し､

明 日 は ワ ー ゲ ニ ン ゲ ン の 日本人グル ー プが私の ため に さ よ なら パ ー テ ィ
ー とし
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て オ ッ テ ル ロ ー の森林公 園に皆で行くと い うの で
､ 急遽 日帰り旅行に変更し

た｡ 列車はボ ン から マ イ ン ツ まで ､ ほ ぼ ライ ン 川 に平行 して 走る の で ､ 船と列

車の 違い は､ 移り変わ る景色の早さ の遠 い だけで あ る ｡

ケル ン まで は先週行 っ た の で ､ それまで は列車の 中で書き物をし､ 外は余り

見なか っ た｡ コ プ レ ン ツ を過ぎた頃､ 食堂車 に行き､ 食事をとりながら景色を

眺める ｡ ライ ン川 で作られた峡谷､ その 上 に そびえた つ お城等が日を楽しませ

る｡ あ い に く の 小雨 で ､ 遠くの 景色 は かすん で い る ｡

満開の ナシ の花を見ながら
､

こ の6 ケ 月間に経験した こ とを ひ と つ ひ と つ 思 い

出して い く｡ 昨日の ドゥ イ ッ ト氏 の 話で 興奮したためか ､ 昨夜は夜中に日が覚

めて しま っ た｡

マ イ ン ツ に は12 時2 8 分 に着き､ すぐ12 時5 2 分の ケル ン 行きの列車で戻 る｡ もっ

とゆ っ くりした い の だが､ 今日は是非帰途に フ ェ ン ロ ー に寄りた い の である ｡

フ ェ ン ロ
ー

温室発祥の 地を訪ね る

フ ェ ン ロ
ー

( V e nl o) とはオ ラ ン ダの 中東部 の ドイ ツ国境に接 した町で ､ ドイ ツ

の デ ュ ッ セ ル ドル フ に近 い
｡

フ ェ ン ロ ー は
､

こ の 日記の 中 で もしばしば述 べ た

ように､ フ ェ ン ロ ー

型温室 の 発祥の 地 で もあ る ｡

昔､ フ ェ ン ロ ー は 主要な温室地帯だっ た｡ 現在はア ー

ル ス メ ー ア ､ ナ ー ル ド

バ イ ク等 の 温室地帯 に押され て
､

温室面積は減少し､ 昔日 の 面 影はな い と い

う｡ 私が フ ェ ン ロ
ー

を訪ねて み た い と思うの は単な る好杏心 である ｡ 行っ て み

たと こ ろ で どうとい うこ とはな い だ ろう ｡ こ れは､ 例 えば ､ ゲ
血 テ研兜者が

ゲ
ー

テ の 生家を訪ねたりす る心境と同じであろう ｡

5 時過 ぎに フ ェ ン ロ ー

の 駅 に着く｡ 時間がな い の で 駅前からタク シ ー で フ ェ ル

デ ン(V el d e n) に向う ｡ フ ェ ン ロ ー 郊外 の フ ェ ル デ ン に 温室が沢I i .1J 有る と問 い て

い たからである｡ 車で数分 の距離だ っ た ｡ 温室が沢山有りそうな所で碑を停め

て もら っ た｡ 新しい 温室と古い 温室が半々 くら い に並ん で い る ｡ 今日 の 目標は

古い 温室を見る こ とである ｡

感動で胸 が高鳴る

新しい 温室に は日もくれずに足早に古そうな温室に 近付く ｡ レ タス が植えて

あっ た｡ そ の構造を見 て
､ あっ と驚い た ｡ まさ に ､ 夢に ま で 見た フ ェ ン ロ ー 温

室 の 原型 で あ る｡ こ の 温室 の 基本構造は鉄骨であるが ､ そ の他の構造材は木造

で あ る｡ 現在の 近代的 フ ェ ン ロ ー

温室の 基本構造 は鉄骨で ､ そ の他は ア ル ミ で

ある ｡ つ まり､ 木造の部分がその ままア ル ミ に変 っ ただけで ､ その 他はほぼ同じ
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である 0 樋はやはり丈夫な巾の 広い 鉄骨を使い
､ 構造力学的にも重要な意味を持

たせ て ある 0 フ ェ ン ロ ー タ イブとは､ 外観や連棟や屋根傾斜角に特徴が有る の

で はなく ､ 基本構造 に特徴が有る の だ｡ 感動で胸が高鳴る｡

誰も い なか っ たがそ っ と中に 入 っ て見る 0 外から で は換気窓が どうい う仕掛
けで 開く の か よ く分らなか っ たからで あ る｡ 換気窓に つ ながる鎖をそ っ と外して

み て驚 い た｡ 普通 の換気窓は開ける とき に力を必要とし､ 閉める ときは自重がか

か る の で 余り力を必要としな い の だが､
こ この換気窓は仕掛けが逆に なり､ 開

ける ときに は力が要らな い よう に な っ て い る ｡ ｢ 開く｣ とい っ て も換気窓が持
ち上が る の で はなく ､ 下が っ てくる の である｡ 螢り空で ､ もう6 時を過ぎようと

して い る ｡ うまく写寛が撮れ る ように と念じながら シ ャ ッ タ ー を押す ｡

考古学者が高松塚古墳を見つ けたときの輿衡! で はな い だ ろうが
､ 何か訳 の

分ら ぬ 興奮が胸を走る ｡ 何度も換気窓を開閉して み る｡ 今､ 私は フ ェ ン ロ ー 温

室発祥 の 地 に立 っ て い る の だ｡

次 い で 近くの 別 の 温室に行っ て み る ｡ 温室の 前で 馬 の 足を丁寧に洗 っ て い る

親子に 温室を見せ て欲しい と頼む｡ 子供 の 方は20 蔵前後だが英語を良く許す ｡

今日 は じめ て会 っ た英語を活す人である｡ こ こ の温室はや は り フ ェ ン ロ ー

タ イ

プだが基本構造を含めすべ て木造 である｡ しかし､ 基本構造 は フ ェ ン ロ
ー

タ イ

プそ の も の で ､ やたらと太 い 柱が使 っ て あ る｡ 換気窓は自動開閉 に な っ て い

る ｡ こ の 温室は14 年前に建て たそうである｡ 今年中 に こ の温室はとり こ わして

斬ら し い の に建て かえ る と い っ て い た｡

彼は私がなぜ 日本から こ ん な片田舎まで 温室を見に来たの か不思議に 思 っ た

らしく ､ そ の 理由を問うて楽た の で｢ フ ェ ン ロ ー

馳温室の 原型を見に来たの だ｣

と答えた｡ それ で も彼に はそ の理由が良く分らない らしく､ ｢ 私達の 新しい 温室

も見て くれと い っ て ､ となりにある奥新しい ､ フ ェ ン ロ
ー

温室､ ボイ ラ ー 室 ､

自動制御盤などを見せ てくれ る ｡ 私の方は新しい 温室は今ま で何度も見て い る

の で ､ 今日は古い フ ェ ン ロ ー 温室を1 分 でも長く見たい の で ､ もう 一

度､ ｢ 私は

古 い 温室だけを見に来たの だ｣ と い っ て古い 温室の方 へ 行く｡

オ ラ ン ダもこ こま で 来る と外国人 ､ 特に 日本人はめずらしい の だろう｡ 近く

で遊ん で い た子供たちが集ま っ て来て ､ 私をめずらしそうに み て い る ｡ 持ち合

わせ て い た日本の1 円玉と10 円玉を骨に1 枚づ つ あげる ｡

お札を貰 っ て別れ
､ 更に もう 一 つ の古そうな温室を訪ねた｡ こ の温室は現在

はもう使用して おらず ､ と こ ろ どこ ろ ガ ラ ス が割れたり ､ 木がくさ っ たりして

い る ｡ 中 に 入 っ て写輿をと る ｡ こ れも フ ェ ン ロ
ー 型である｡ 大きな満足感と疲

労感が
一

度にどっ と出 る ｡ 疲れた｡ 大きな道に出 て バ ス を待 っ たが中々 来な い
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の で1 時間かけて駅まで歩い て帰る 0 途中､ 古物屋 で おみやげにとて も良い もの

をみ つ けたの だが､ 残念ながら6 時閉店で ドアが閉ま っ て い る｡ 疲れ は て て1 1 時
に ワ ー ゲ ニ ン ゲ ン に たどり つ く ｡

強行 スケ ジ ュ
ー

ル に疲 れ果 てる

最近10 日間程､ す い み ん時間は4
～ 5 時間だし､ 早朝から夜遅くまで 活動して

い る の で疲れがたま っ たの だろう0 数日前から時々 心臓 がギ ュ
ー と痛み だす こ

とがある 0 実の と こ ろ
､

3 月 の ロ ン ドン とパ リ ヘ の 旅行の後､ 私の 肉体は かなり

過酷な日に会わされ てきた0 風邪を引い た まま
､

まだ寒い ヨ
ー

ロ ッ パ を8 日間歩
き回 っ たた め ､ 風邪を こ じらせ て しま い

､ その 後2 週 間程 の 間 に
､

2 日間 ほ ど食
物を何もとれなか っ た こ とが 2 回あ っ た0 頭痛と吐き気と熱で ベ ッ ドから動け

ず､ せ め て水 だけで も飲まなければと思 っ て
､ 無理 して ベ ッ ドから起 きる と

､

吐 い て しまう0 吐くとい っ て も胃袋の 中に食物は は い っ て い ない から出 て く る

の は黄色い 胃液である 0 胃液だけならまだよ い の だが､ そ の 中に 血 の かたまり

が10 数個混 っ て い る の が気に な っ た｡

咳が どうしても止まらず､

一

寸冷た い 空気を吸 っ たり ､ 他人 の タ バ コ の 煙を

吸 っ て しまうと
､ もうどうにもならな い 程咳こ ん で しまう｡ 恐らく気管支炎が

悪化したの だ ろう0 ひ ょ っ とす る と､ こ じら せ て ､ 肺炎か肋膜炎か結核に で も

なりかけて い る の かなとも思 っ た0 身体もだ る い
0 疾は み な血痕で あ る ｡ 半年

か 一 年オラ ン ダで入院す る こ と にな る かな - と思 い こ ま ざる を得な い ような状
態に何度かな っ た｡

オラン ダの 開業医

医者に二度治療を受けに行 っ た0 オ ラ ン ダの 医者は中 々 見識があ っ て おもし

ろ い
0 2 日 間食物をとれずに3 日日 に どうやらや っ と ベ ッ ドから起き上がれる よ

うにな っ たとき､ こ の まま で は 衰弱して しまうからと思 っ て ､ 医者に行 っ た｡

ふ つ うに歩けば10 分 で着く医院に ､ フ ラ フ ラ しながら4 0 ～ 5 0 分かけて や っ とた

どり つ き､ 診て もら っ た0 問診をされた後､ 1 分程聴診器をあて られた結果 ､

｢異常音は聞こ えな い
､ 風邪が ひ どくな っ ただけだ

､ 早く帰 っ て ベ ッ ドで4 ～ 5 日

寝て い ろ 0 1 週間もすれば良くなる｣ と い っ て ､ 処方箋を書い て もらえず､ すご

す ご帰らざる を得なか っ た0 日本だ っ たら
､ 食物もとれず､ 吐気､ 熟､ 血痕､

頭痛､ ひ どい 咳とな っ たら､ 血沈速度 ､ 血圧位は計り､ 場合 に よ っ て は レ ン ト

ゲ ン 撮影もす る だろう0 そして 注射の1 本は打 っ て くれ る だ ろう｡ 結局､ 何も薬
をもらえずが っ かり して帰 っ た｡
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二度日 に行 っ たときは ､ 私がとに かく何か薬が欲し い から処方箋を書 い てく

れと頑強 に頼ん だら
､ 書 い て くれたが

､ それをも っ て薬局に行くと
､ 薬局 で く

れたの は｢ 甘く て と ろ りとした水あめ｣ の ようなも の で ､
こ れは何の くすりだと

聞くと｢ ノ ド｣ の くすりだと い う ｡ 日本 の｢ 浅田あめ｣ を液状 に した ようなも の

で ､ くすりと呼べ な い 代物で あ る｡

医者 に言われた通り に べ ッ ドで おとなしく寝て い れば良い の だが
､ 仕事をし

なければならな い し､ 帰国の 日が せ ま っ て くる の で ､ 外出した い 気持が先にで

て
､

一

寸良くなりかけ る とすぐ起きて色々 動き回り､ す ぐまた ダメ に な っ て し

まう｡

とうとう観念 して4 月8 日
～

4 月1 1 日の 4 日間おとなしく べ ッ ドで寝て
､ 残り3 週

間の 身体 コ ン デ ィ シ ョ ン をととの え る こ と に した｡ 4 月1 0 日 に は ア ム ス テ ル ダム

に本拠地をおく世界的オ ー ケ ス トラ楽団 コ ン セ ル ト へ ボ ー の 演奏す る バ ッ ハ の

｢ M at th e us P a ssi o n｣ を聴き に行き､
1 1 日に はオ ラ ン ダの古都ライ デ ン を訪れ る予

定だ っ たの だが ､ 涙をの ん で 中止した｡ この 二 つ の 予定を中止 した の は い まだ

に残念至極で あ る ｡

異国で 病気に な る の は
､ 実に つ ら い ､ 貴重な体験 で あろう｡ 基本的に は

､ 私

が オ ラ ン ダの 冬を甘く見たの が原因で あろう｡ 時 に はあた たかくなる が､ 天気

が変りやすく､
4 月 に入 っ て も､ 朝方は0 ℃以下 に な る こ とがたびたびあ っ た｡

外の 空気は つ めたく ､ 風 は 強 い ｡ 私が1 1 月 に こ ちら に来たとき は もうすで に冬

であっ たから今年は半年間近く冬を過した こ とに な る｡ それで 気管支がま い っ

て しま っ た の だ ろう｡

最初 に医者に行 っ たとき､ 私が｢ ノ ドが痛い｣ と訴える と医者は｢ お前は タ バ コ

を吸わん だ ろう｣｢ タ バ コ を吸わん や つ はノ ドが弱 い ん だ｣ と い っ た｡ ま る で タ バ

コ を吸うこ とを勧める 口 ぶ り で あ る｡ で も確かに ､ 風邪を引く とノ ドをやられ

る ように な っ たの は私が タ バ コ を吸う の をやめた2 年前以後で あ る ｡

今はと に かく何とか日本に たどり つ くまで自分 の 身体がま い らな い ように気

を付けなければならな い
｡ もう 一 度 フ ェ ン ロ

ー

に行 っ て 温室を見た い 気持は

山々 なの だがやめて お こ う｡

4 月2 5 日( 日)

日本人に よる お別 れ ピク ニ ッ ク

私が近々 帰国する と い うの で ､ ワ
ー

ゲ ニ ン ゲ ン に住む日本人が私の ため に お
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別れピク ニ ッ クを企画して くれた｡ 場所は車で3 0 分程の所に有る オ ッ テ ル ロ
ー

国立森林公園で ある ｡ ク レ ー

ラ
ー ミ ュ

ー

ラ
ー 美術館は こ の 公 園の 中 にある ｡

参加者は1 4 人 (成人男子6 人､ 成人女子3 人､ 子供5 人) で
､ 現在イギ リス 旅行

中 の 松浦氏を除く全員である ｡ ワ
ー

ゲ ニ ン ゲ ン の ア パ ー トに住ん で い る3 家族が

日本的お弁当を用意して くれた｡ 外で食事する に は 一 寸寒か っ たが午後からは

次第に暖かくな っ た｡

思えば
､ 夢の ような6 ケ月であっ た｡ こ の 記録で は ワ

ー

ゲ ニ ン ゲ ン の 日本人の

こ とをあまり書かなか っ たが
､

それは日本人と の 付き合い がなか っ た ことを意

味す るの で は ない ｡ しばしば皆で集ま っ て は飲み
､ かつ 食 い ながら談笑 し､ 愉快

な時を過 した｡ た だその 時は日本式で楽しん だ の で ､ わざわ ざ記録す る に は及

ばなか っ ただけで あ る｡ 京都大学助教授の福井氏 は皆に ､
ワ ー

ケ
ナ

ニ ン ゲ ン の村

長と呼ばれ て い た｡ しばしば､ 福井氏そ の他 の 家に呼ばれ て夕食やお 茶をご馳

走 にな っ た｡ 私が風邪を こ じらせて2 日間何も食べ て い な い と聞き つ け て ｢ おか

ゆ｣ を作 っ て くれた の は 山 口夫妻で ある ｡ 小島､ 坂本両氏とはよくI A C の9 階の

バ ー に行 っ た ｡ 坂本氏の車で 日帰り で ド ライブを楽し ん だ こ とも数回ある ｡

仕事上 の 専門がま っ たく異なる 人 々 と話すの は とて も楽しく ､ 人生 を逝かに

して くれる ｡ 集ま っ て は､ 日本に つ い て ､ オ ラ ン ダに つ い て
､

ヨ ー ロ ッ パ に つ

い て議論し､ また生活情報の 交換もした｡

皆の 好意に感謝しながら､ 日本風 のり巻き､ お むす びをたらふ く食 べ て ､ だ

だ っ ぴろ い 森林公園内を散策し､ 最後の 見納め に ､ 美術館内の ゴ ッ ホ の絵を見

て 回 る｡ 特に絵が好きだ っ たわけで はな い ｡ ど素人 の 私が数多く の本当の 良い

絵を見 る こ とが出来たの は
､

ま こ と に幸 い であ っ た｡

4 月2 8 日(水)

オラン ダ人に よるお別れ パ ー テ ィ
ー

夜､
ホ ニ ー

の 家で
､ ドゥイ ッ ト氏 の グル ー プが集ま っ て ､ 私の さよ なら パ

ー

テ ィ
ー

をや っ て くれた｡ ドゥイ ッ ト夫妻､ ア ル バ ダ夫妻､
ル デ イ

一 夫嚢､ サ ベ

リ ス 夫妻 ､
ヤ ン

､
ホ ニ ー

､ フ リ ッ ツ ､ ド ヨ ン グたちが集ま っ てくれた ｡ 皆､ な

に かと私に気を使 っ て くれた人達で あ る ｡

宴た けなわの 11睡頃､ ドゥイ ッ ト氏が代表して ､ 私 の 子供達と嚢の為に
､

と

言 っ て ､ オ ラ ン ダの子供用 の 歌 の レ コ ー

ド､ パ ズ ル ､ オ ラ ン ダ紹介 の本をプ レ

ゼ ン トしてくれて ､ 別れの 言葉を述 べ てくれた｡
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そ の 中 で ドゥ イ ッ ト氏は ｢ 私は初めて 君と会い
､

1 0 分程話したとき､ 君とヤ

ン が コ ン ビを組めば実に良い 話し相手に なり ､ しかも良い 仕事が出来る で あ ろ

う事 を確信した の で ､ 多少無理を通して もら っ て 君とヤ ン を結び付けたの だ ｡

外国 で研究す る に は良き研究協力者を持つ ことが ､ 良い 仕事をす る ための 必須

条件 で あ る からだ｡ そし て結果は私の 期待し て い た よう に な っ た ｡ 私 は若い 研

究者が調子良く仕事を進め て い る ときに は何も言わずに
､ 困 っ て い る ときだけ

助言す る こ とにして い る が､ 今回は助言す る必要をあまり感じなか っ た｡ それ

に君の 英文原稿を読ませ て もら っ たが
､ 君の 英文は実に 明瞭で 分りやす い

｡ お

そら く日本語 で も正確な文章を番い て い る の だ ろう｡ 出来る 限り早く ､
シ ミ ュ

レ ー シ ョ ン 双書の 原稿を書い て
､ 私とヤ ン の と こ ろ へ 送 っ て欲 し い ｡ シ ミ ュ

レ ー シ ョ ン 双書 の1 冊 として君達の仕事は立派に出版する 価値があ る｡ 最後に ､

君 は家族を日本にお い て ひ とり で オ ラ ン ダに半年間生活し､ 君自身も ､ 又君 の

家 族も き っ と寂し い 思 い をした ことがあ っ たろう｡ 帰国後は こ の 私達の ささ や

か な プ レ ゼ ン トを活用 して ､ 寮と子供達と､ 努め て 一

家団ら ん の時間を持 っ て

欲 し い
｡ 次回オ ラ ン ダ に来る ときは

､ 家族と来る ように｡ ｣ と言 っ た ｡

お 別れ の 挨拶で あ る から
､

ほ め られ る ばかりで 恐縮したが､ 素直に喜ばせ て

も ら っ た｡

4 月2 9 日(木)

ア ル バ ダ家に よる お別 れ パ
ー

テ ィ
ー

昼食を ア ル バ ダ氏 の家に招かれた｡ ア ル バ ダ夫妻 に は最初から最後まで親切

に して もら っ た｡ ワ
ー

ゲ ニ ン ゲ ン で の 最後の 食事で あ る ｡ や はり別れはつ ら い

も の だ｡ 日本に帰りたい とい う気持と
､ 別れを惜しむ気持 は矛盾せずに 同時 に

存在す る も の らし い ｡

オ ラ ン ダで の 生活を私が い か に楽しん だかを話し､ ア ル バ ダ夫妻は､ 彼等 が

日本 で 会 っ た人々 の こ とを思 い 出しながら､ 管に よ ろ しくと言う0

ドゥイ ッ ト氏 の 受賞祝賀 パ
ー ティ

ー

昨日 ､ 所長の ハ ー

ス ト ラ氏に別れ の挨拶をしに行 っ たロ そ の 時 ､ ｢ もう帰 る

の か ? こ の前来たばかりだと思 っ た の に ! と こ ろ で
､

明日は何時 に ワ ー ゲ ニ ン

ゲ ン を発 つ の かね? もし3 時半過 ぎま で ワ ー ゲ ニ ン ゲ ン に居る なら ､ 明日特別

な パ
ー

テ ィ
ー があ る の で

一 寸出席して い かない かね? ｣ と ハ ー

ス ト ラ氏 は 言 っ
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た0 ｢ 明日は夕方ま で に ス キポ ー

ル 空港まで行けばよ い の で
､ 時間的余裕はあ

りますが ､
い っ た い 何の パ ー

テ ィ
ー

なの で すか? ｣ と聞くと ､

｢ 明日はC A B O の 職員全員が集ま っ て パ ー

テ ィ
ー

をする の だが
､ まだ誰に も

どう い う目的 で パ ー

テ ィ
ー

を開く の かを言 っ て い な い の だ｡ 職割 こは ､ と に か

く用があ る から3 時半に集会室に集まれ
､

としか知ら せ て い な い の だ よ｡ ｣ と

言 っ て
､ 要領の得な い 答え で あ る ｡

しばらく口 をも ご も ごさ せ て い た後､ ｢ 良し､ 君だけ に は秘密を漏らすが
､

決して誰に も他言しな い でくれ｡ こ れは 私しか知らな い こ とな の だ｡ ｣ と､ 3 回

も繰り返 して 言 っ て から ､ 次の ような パ ー

テ ィ
ー の 目的を敢 えて くれた｡

｢ 実は
､ 明日 は ユ リ ア ナ女王 の 誕生 日 の 前日 で

､ 毎年そ の 日 に は ､ 功績 の

あ っ た人 に勲章が贈られ る の だ｡ そして今年は C A B O の ドゥイ ッ ト氏が叙勲さ

れ る の で 明日その パ ー テ ィ
ー があ る ｡ 勲章の 授与 パ ー テ ィ

ー は と て も珍し い

し､ それ に外国人 で あ る君が出席す る の は 面白い と思うがね｡ ｣ と言う｡

そ こ で 言われる まま に パ ー テ ィ
ー に 出席して み た｡ 開会の 挨拶は所長 の ハ ー

ス ト ラ氏が した｡ オ ラ ン ダ語なの で何を言 っ て い る の か は 分らな い が
､ 骨を10

～

2 0 秒おき に げらげら笑わせ て い る ｡ 日本だ っ たら大兵面目 に ほ めたたえ る だ

けだろう｡ と にかく ドゥイ ッ ト氏 は農学研究者として 世界的な科学者で あ る と

同時に ､ 社会問題 ､ 政治問題 にも造詣が深く ､ そ の 活躍 は顕著で あ ると い うこ

とらしい
0 実際 ､ ドゥイ ッ ト氏 の エ ネル ギ

ー

問題 ､ 労働問題 ､ 農業人 口論等に

関する論議は 傾聴に催す る ｡

次 い で ､ 奥さ ん を連れ て や っ て きたドゥイ ッ ト氏が挨拶に 立 っ た｡
ハ ー

ス ト

ラ氏 におとらず皆を笑わせ て い る ｡ 後で フ リ ッ ツ に聞 い たと こ ろ ､ 話し の 要旨
は ｢勲章の 話を初 め て聞い たとき は

､ す ぐさま辞退 しようと思 っ た｡ そんなも

の は 欲しくなか っ たし､ 必要ない と思 っ たからだ｡ しか し
､ 考え て み る と､ 私

が勲章を辞退したとして
､ そ の 辞退した許を私が 一

生他言 しな い で い られ るか

が心配だ っ た0 私は き っ と1 0 年以内 に そ の 話を他人 に漏らし て しまう｡ 人間は

そう いう話に 死 ぬ まで 口 を つ ぐむの は難しい も の だ｡ しかし､ それが出来なけ

れば
､ 本当 に辞退 した こ と に はならな い だ ろう ｡ それ で ､ もらう こ と に し

た0 ｣ と いう こ とを話した らし い
｡ 正式な授与式は午前中 に ハ ー グで 済ませ て

きたらしい
｡

` 私は カメ ラ を持ち合わせ て い たの で
､ フ ラ ッ シ ュ をたきながら写真を撮 っ て

い る と
､

ハ ー

ス ト ラ氏がや っ て きて ､ ｢ ドゥイ ッ ト氏 の 背広 の 胸に勲章を付け

させたい の だが ､ どうして も付けたがらな い
｡ 君が ､ 写真を撮 っ て 日本で見せ

たい と言えば承知する かもしれな い から､

一 寸頼ん で み て くれ｡ ｣ と言う の で
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ド ゥイ ッ ト氏に尋ね て み る と､ 頭を掻きながら､ ｢ 君 に頼まれたとな ると断る

わけ に い かな い だろう｡ こ れは例外的行動だ｡ ｣ と言 い ながら
､ 胸に勲章を付

けた｡ なかなか立派な勲章で あ る ｡ 次い で に奥さん と並 んで もら っ て ､
パ チ リ

と シ ャ ッ タ
ー

を押した｡ うまく写 っ て い る とよ い が｡

ア ル バ ダ氏との 別れ

5 時半頃､ ア ル バ ダ氏 の 車で エ デ ･ ワ ー ゲ ニ ン ゲ ン の 駅ま で 送 っ て もらう ｡

ワ
ー

ゲ ニ ン ゲ ン の 景色も こ れで 最後かと思うと万感が胸に込み上 げて く る ｡ ア

ル バ ダ氏 に何かお礼を言 い た い と思うの だが
､

なかなか声にならない
｡ 車が駅

に 近付く頃､ や っ と心が落ち着き､ 改めて お礼を述 べ る ｡

ア ル バ ダ氏 は
､ ｢ ドゥイ ッ ト氏から聞い たの だけど

､ 君とヤ ン との仕事が1 冊

の 本に な る らし い ね ｡ こ れ で私は君 の 世話をした甲斐があ っ た よ｡ ｣ と つ ぶ や

い て い た｡ 私の 方は まだ1 00 % 心 の 踏ん切りが付けられず に い る の で
､ うまく返

事が出来な い ｡ しか し､ 本当に有意義な半年間だ っ た｡ 何とか有終の 美を飾り

た い 気拝も強 い
｡ 駅 の プ ラ ッ トホ ー ム で 固い 撞手を交わし､ 再会を約束して 別

れ る｡

4 月3 0 日( 金)

ドイツ の ハ ノ
ー バ ー 工 科大学 を訪問する

朝1 0 時 に ハ ノ ー バ ー に到着｡
ハ ノ ー バ ー 工科大学園芸学部の ザ ベ ル テ ィ ツ ツ

( Z a b el tit z) 教授を訪ね る｡ 彼は
､ 現在の ドイ ツ 温室環境工学研究分野で指導的立

場 に あ る｡ こ の 学科から温室環境に 関す る研究で博士号を取得した人が数多く

出 て い る｡ 工 科大学に あ る学科らしく､ 研究は実証的､ 実験的 に まず進め､ そ

の 後､ 理論面 を固め て い くと い う方法を取 っ て い る｡ そ して
､ ドイ ツ 人ら し

く ､ 綿密､ 克明な段階式発展法を取る｡

私に と っ て は不幸な こ と に､ 彼等の 仕事の ほ とん どはドイ ツ 語 で発表され て

い る た め に
､ 文献だけ で は十分な理解が出来な い

｡ そ こ で 日本に帰る前に 是非
一 度訪ね て

､ 実験設備を自分 の 目 で確かめた い と思 っ て い た の で ある ｡ 研究の

範囲は幅広く､ 暖房､ 換気 ､ 光､ 徴気候､
ガ ラ ス 強度など

､ 全般的に や っ て い

る ｡

ザ ベ ル テ ィ ツ ツ氏はまだ若 い 教授 で あ っ た｡ 活動家､ 実験家らしく ､ 会 っ た

とた ん に挨拶抜きで ､ い きなり仕事の こ とを話しはじめた｡ 概要を聞き終 っ た
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と こ ろ で ､ 氏は誰か に呼び出された｡

その 間､ 若 い 研究者エ ル ス ナ
ー

( EIs n e r) 氏が私を外に連れ出して 温室を見学

さ せ てくれた｡ 実際に研究に タ ッ チ して い る人らしく､ 説明 は細かく ､ 実験装

置を詳細に説明してくれ る｡ 現在､ 彼は暖房方式 の 違い に よ る 温室作物群落内

の徴気候を詳細に測定して い た｡ 水分収支 に特に注意し て い る と い う｡ こ の 測

定が終 っ たら､ 群落微気候 の モ デ ル を理論的 に考察す る つ もりだと言 っ て い

た｡ 案内 の 途中で
､

エ ル ス ナ
ー

氏は ｢ こ この学科で は
､ 助手は6 年間働くと必ず

何処か他 へ 出 て行かねばならない 規則があ っ て
､ 研究がまとま っ た頃は研究条

件の ひ どく悪 い
､ 地方の 試験場か民間会社に行かねばならな い の が残念だ｣ と

言 っ て い た｡

それ程広くな い 敷地内に あ る実験測定装置を見て 回る の に ､ 3 時間を費や して

しま っ た｡ 見せ て もらうと いうよ り､ 途 中で 立ち止ま っ て は エ ル ス ナ ー

氏と話

し込 んで い た時間の 方が長 い ｡ 日本の 温室 に多い に興味を持 っ て い て
､ また知

識も持 っ て い た｡ 途中からザ ベ ル テ ィ ツ ツ氏も加わり ､ 2 人 で説明して くれ る ｡

次い で ザ ベ ル テ ィ ツ ツ 氏 の 部屋 に戻り ､ 彼等 の 得た最新 の デ ー タ を交えながら

2 人 で説明を続けて くれた｡

温室研究が盛 ん な国と言えば､ オ ラ ン ダ､ ドイ ツ ､
ベ ル ギ ー

､
イ ギリ ス

､ 日

本等だが温室成果の 多く は それぞれの 自国語で書かれて い る の で 相互理解が容

易で は な い ｡ 各研究者は 英語文献を読め るが ､ それ以外 の 外国語が読めな い 場

合が多い からだ｡ ただし､ 英語 に加え て ､ オ ラ ン ダ人は ドイ ツ 語と フ ラ ン ス 語

を解 し､
ベ ル ギ

ー

人 は オ ラ ン ダ語と フ ラ ン ス 語を解す人が多 い ｡ 今回 の ハ ノ
ー

バ
ー 訪問で ､ ドイ ツ 温室研究の 現状を垣間見 る こ とが出来た｡ 文献を い く つ か

もら っ た の で
､ 帰国後ゆ っ くり検討して み た い

｡

私の 性格と外国生活

昨日から変な ことを考え始めた｡ 私は小さ い 時から､ 火事､ けんか､ 台風な

どが好きで ､ それらが身近 に起 こ る と落ち着 い て い られず､ 血が騒 ぐ｡ 野次馬

根性だろう｡ どう い う訳か生き生きして しまう の だ｡ 昔から こ の 私 の 性格はあ

まり ほ められたもの で は なく､ 自分 で も感心しな い で い た｡ と こ ろ が､ どうも

こ の 半年間､
オ ラ ン ダで 生き生きと生活出来た の は､ こ の 野次馬根性の お蔭で

は ない かと思われ る ふ しもある｡ 毎日毎日､ 火事やけん かや 台風を見歩い て い

た ようなも の で あ る｡ 1 分先､ 1 時間先に何が起 こ る か分 らない と い う未知な世

界に血が騒 い だ の かもしれな い
｡

明日は帰国 で ある ｡ 少し､ 疲れ て い る ｡ 日本に帰 っ た時､ オ ラ ン ダ生活 の 疲
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れ で 立 ち上がれなくな る よう なこ と の な い ように祈る ｡
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く著者紹介》

古在豊樹 ( こ ざい と よき)

専 門分野: 植物環境工 学 ､ 園芸環境学

19 4 3 年9 月生まれ

1 96 7 年3 月 千葉大学園芸学部園芸学科卒業

1 97 2 年3 月 農学博士 (東京大学) の 学位授与

東京大学大学院農学系研究科博士 課程 修了
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千葉大学助教授 園芸学部
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